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    　ラティメリアは夢を見る。


    　四方を冷たい壁に囲まれた、簡素な部屋に立っていた。


    　壁に沿ってベッドが一つ。部屋の中央には、ぽつんと木製の椅い子すが置かれている。


    　ガタガタと振動で体が揺れる。列車が線路を走る滑走音が聞こえていた。


    　トタントタン、トタントタン──。


    　見上げた先に天井はない。代わりに満天の星が広がっている。この部屋は列車の一部なのかもしれない。ラティメリアは木椅子に腰かけた状態で、しばし流れる夜空を見つめていた。


    　気がつけば目の前にテーブルが用意され、無数の料理が並べられている。


    「うはあっ……！」


    　色鮮やかなサラダに、たっぷりチーズののったピザ。蒸せい籠ろうには肉まん。湯気の立ち上るスープ。グラスに注がれたシャンパンまで用意されてある。


    　ラティメリアは、大皿を手前に引き寄せた。のっているのは鳥の丸焼き。皮はこんがりきつね色で、湯気には香ばしい匂においが混じる。鳥を丸々一匹使った、贅ぜい沢たくな一品だ。


    　くう、と湧き上がる食欲に腹が鳴った。


    　胸元からナプキンを垂らしたラティメリアは、両手にナイフとフォークを構える。


    「もう食べていい!?　ナノっ」


    　ラティメリアは顔を上げて尋ねた。


    　七なの日かは部屋の外にいる。ラティメリアの正面──テーブルの向こうに錆さびた鉄のドアがあり、七日はそのドアについた開閉式の覗のぞき穴から、目だけを覗かせていた。


    　入ってはこない。返事さえしない。ただじっとこちらを見つめるだけだ。


    　監視されているようで、気味が悪い。ラティメリアは不機嫌に唇くちびるを結ぶ。


    「何……？　全部一人で食べちゃうからね!?　いいの？」


    「……」


    　答えないのなら、止められもしないだろう。


    　ラティメリアはそう決めつけて、舌舐なめずりを一つ。


    　フォークを丸焼きの天てつ辺ぺんに突き刺して、ナイフを脚の根元に押しつけた。


    　切り口からモワッと香り高い湯気が立ち上り、肉汁が滴したたる。


    「おひょうっ！」


    　自然と満面の笑顔がこぼれた。


    　ラティメリアは大きく口を開け、切り取った肉にかぶりつこうとした。その時──。


    　テーブルの上に、ウミネコが立っていることに気づく。


    　ウミネコは「ニャア」と一声鳴いて、じっとラティメリアを見つめている。


    　ニャア。ニャア。ニャア──。声を聞いて顔を上げると、さらに多くのウミネコの姿があった。四方を取り囲む壁の縁に、ベッドの上に、テーブルの端に。ウミネコたちはぱちくりとつぶらな瞳を瞬またたかせ、ラティメリアの動向を観察していた。


    　その口元に運んだ肉を、食べるのか、食べないのか──。


    　カンカンカン、カンカンカン──。


    　列車が踏み切りへと差しかかったのか、遠くに警報器の音が聞こえてくる。


    「にゃあっ！」と突然、ウミネコの一際大きな悲鳴を聞き、ラティメリアは肩を跳はねさせた。見ればテーブルの上で足を切り落とされた鳥の丸焼きが、くねくねと身をよじらせ暴れている。


    　ラティメリアは咄とつ嗟さに立ち上がる。パタンッ！　木椅い子すが音を立てて倒れる。


    「にゃあっ、にゃあっ……！」


    　その声には聞き覚えがある。これは。この肉は──。


    　ウミネコのサキちゃん。ラティメリアの大切な友だちだ。


    「やっ……。サキちゃんがっ──」


    　ラティメリアの表情が、みるみるうちに青ざめる。弾かれるようにフォークを捨てた。


    　今、自分がとんでもないものを食べようとしていたことに気づく。


    　心臓が締めつけられ、胸の前で手を握った。


    　息がうまく吸い込めず、溢あふれる涙と鼻水もそのままに、必死に喘あえぐ。


    「ナノ。どうしよう、ナノっ……！」


    　しかし顔を上げた先。ラティメリアを観察していた七なの日かは無表情のまま、覗のぞき穴のフタを閉めた。──パタン。


    「ナノっ……？」


    　ラティメリアはテーブルを迂う回かいして、ドアの前に駆け寄る。


    「ナノ！　何で閉めるの？　開けてよ、ナノ！」


    　自分がドアを叩たたく音がやけに大きく響いて、ラティメリアはますます怖くなった。ドアは開かない。自分は七日に閉じ込められたのだ。出られないと知った途端、この部屋全体が恐ろしくなった。


    「ナノ、ナノっ」


    　どうしてこんな酷ひどい仕打ちを？　訳がわからず、怒りを覚える。


    　背中にウミネコたちの視線を感じた。にゃあ、にゃあと丸焼きは鳴き続ける。


    　溢れた涙が、頬ほおを伝った。


    「開けて、早くっ。開けなさいよ、ナノおっ！」


    　──私が、喰くい神だから……？


    　──サキちゃんを食べようとしたから……？


    　カンカンカン、カンカンカン、カンカンカン──。大きくなる警報器の音が、耳に障さわった。


    　カンカンカンカンカンカンカンカンカン──！


    　ウミネコたちが羽を広げ、一斉に飛び立った。


    　瞬間、ぴたりと警報器が鳴りやむ。電車の滑走音も消え、辺りは寂せき寞ばくに包まれる。


    　ごくりと、ラティメリアは唾つばを飲んだ。震ふるえる指を握り締め、ゆっくりと振り返った。


    　月明かりの照らす室内に、飛び立ったウミネコたちの羽毛が舞っている。


    　色鮮やかな料理の一番手前にあるのは、こんがり焼けた鳥の丸焼きではなく、ウミネコの死し骸がい。


    　仰向けに倒れた状態で、その腹はゆっくりと上下し、浅い呼吸を繰り返していた。


    　力なく開いたクチバシからはベロが垂れている。


    　ギョロリ。その飛び出た目玉が動き、ラティメリアを見上げた。


    「ごめんなさい……」


    　ラティメリアはどうしていいのかわからず、ドアに背をもたれて、泣き続けた。


    「ごめんなさい、ごめんなさい……！」


    



    　──チリィン。


    　余よ韻いんを残す風鈴の音で目が覚める。


    　視線の先に、菱ひし形がたの電灯がぶら下がっている。見慣れた天井。見慣れた自分の部屋。


    　風にカーテンがひるがえり、日差しが畳に照っている。


    　チュン、チュンと小鳥の鳴き声が聞こえた。


    　ゆっくりと体を起こしたラティメリアは、布ふ団とんを膝ひざにかけたまま、目元を拭ぬぐった。


    　どうして泣いているんだろうと疑問に思う。きっと何か、怖い夢でも見ていたのだ。しかしぼんやり記憶をたどってみても、何一つ思い出せない。大きな欠伸あくびを一つした。


    「さむ……」


    　ぶるりと体を震わせる。寝汗で湿った素肌に、窓から吹き込む風が冷たい。


    　夏からつけっぱなしの風鈴が、再びチリンと部屋に響いた。


    「……あ、そうだ」


    　サキちゃんへの贈り物を用意しておいたんだと思い出し、ラティメリアは布団から出た。


    　窓際に立ちカーテンをめくる。昨夜、窓のレールに置いておいたハンバーガーは、昨夜と同じ場所に、昨夜と同じ形で置かれている。かじられた様子はない。


    「……おはよう。サキちゃん」


    　パンの堅くなったハンバーガーを見つめ、つぶやいた。


    　ラティメリアのウミネコはまだ、帰らない。

  


  
    [image: ]

  


  
    「ぐああああああああっ！」


    　柊ひいらぎ少佐は鼻を噛かまれ、そのあまりの激痛に声を上げた。


    　軟骨の砕ける音が聞こえ、口内に血の味が混じる。


    　両眼のない少女──ハイドランジアは、決して柊の鼻を離そうとはしなかった。まるで獰どう猛もうな犬だ。柊の鼻を噛んだまま、ぶるぶると首を振って引き千ち切ぎろうとする。


    　戦中。六りつ花かの持つ力を奪おうとした柊は返り討ちに遭い、召喚された〝六花のマガツカミ〟に襲われていた。熱帯の雑ぞう木き林ばやしに生ぬるい夜風が吹く。


    　柊は地面に背をつけたまま、馬乗りとなるハイドランジアを押し退のけようとして暴れる。


    「んっくっくっく……！」


    　頬ほおの触れるような至近距離で、ハイドランジアはぽっかり空あいた眼がん窩かを細め、笑っている。柊の挙動を楽しむように。戦せん慄りつするその顔が、可お笑かしくて堪たまらないというふうに。


    　ハイドランジアはいよいよ鼻を噛み千切り、次いで唇くちびるに噛みついた。


    　唇を喰くらえば次は頬。目玉を抉えぐり、耳を引き千切る。柊の顔を喰っていく。


    　開けた広場の中央で、焚たき火の炎が揺れる。


    　焚き火の周りでは、柊の連れた軍人たちが、マガツカミを斬るために持参した特殊なサーベルを振るい、白髪の少女──リコリスと戦闘を続けていた。


    　柊は顔を喰われながら、残された右目で周りを見渡す。


    　炎の明かりを背負って立っているのは、古ふる川かわ六花だ。白の羽織に身を包み、この歪いびつな少女たちを従える祈き祷とう士し。お遊びで軍服を着たような一六歳の少女である。


    　柊の胸の内に、ふつふつと怒りが再燃する。


    　終わってなるものか。このまま、喰われてなるものか。


    「くっ……！　かああっ……！」


    　口を大きく開いた。ハイドランジアの髪を鷲わし掴づかみにし、その首へと食らいつく。


    「ぎっ……ああっ！」


    　悲鳴を上げたハイドランジアの皮膚を噛み切り、溢あふれる血をすする。逆に、捕食する。


    　柊は、ハイドランジアの体を放り投げ、立ち上がった。


    「……いい気になるな、小娘……」


    　じっと柊を見つめるその額に、拳銃を向ける──が、右手に握っていたはずの銃がない。銃どころか、肘ひじから先の腕がない。


    「なん……だと……？」


    　柊の腕の先は、少し離れた場所に落ちていた。


    　ああそうか、と柊は思い至る。


    　確かこの時、腕は握った拳銃ごと、古川七なの日かに切り落とされていた。


    「……？」


    　奇妙な違和感と、拭ぬぐいきれない既視感。


    　そうだ、自分の腕は切り落とされたのだ。では斬った七なの日かはどこにいる？


    　柊ひいらぎは辺りを見回す。リコリスと奮闘する軍人たち。ハイドランジアや六りつ花か、そして喉のどから鮮血をほとばしらせ、苦しみ悶もだえる通信兵。七日の姿はどこにもない。


    　目の前の光景に白い靄もやがかかり、どこか他ひ人と事ごとのように感じる。


    「……ここは……どこだ？」


    　柊の眼前を、ヒラヒラと舞い落ちる桃色の花びらがあった。


    　足元に落ちたそれをつまみ上げ、矯ためつ眇すがめつ観察する。


    「……桜？」


    　南の島での陸上戦は、夏であったはずだ。六花の従えるマガツカミを奪おうと、柊が軍人を集め彼女をこの雑ぞう木き林ばやしにおびき寄せたのも、当然、夏。


    　熱帯夜に舞い散る桜の花びらは、辺り一面に降り注いでいた。


    　一陣の風が木々をざわめかせ、花びらが一斉に舞い上がる。周りを囲む雑木林には、ただの一本も桜の木はないというのに。矛む盾じゆんだ。


    「……なるほど。ここは現実ではないのか」


    　炎を背に立つ六花へと視線を滑らせる。


    　その両脇にもう二人、別の少女が立っていた。逆光となり顔は見えないが、ハイドランジアともリコリスとも違うその〝六花のマガツカミ〟を、柊は知っている。


    「貴様の仕し業わざか。〝夢見神〟……桜ケラスス」


    　柊が見据えたのは、ホワイトローブにフードを被かぶった、一〇代後半ほどに見える少女だった。


    　名前を呼ばれ、一歩前に出た少女の顔が月明かりに照らされる。


    　無表情の冷たい視線が、柊を睨にらみつけていた。フードに覆おおわれた長い髪を二つに括くくり、毛先は両肩から垂らしている。長いスカートには、その名を表すようにあしらわれた桜の柄。


    　腕に抱く植木鉢から、赤い実を実らせた植物が、大きく葉を横に広げている。


    「……ハイドラ姉さんごときに鼻を喰くわれたと聞いていたから、ずいぶんなとんまだと侮あなどっていたけれど。そう無能ではないようね。夢を夢と気づける程度には」


    　血に塗まみれた顔を歪ゆがませ、柊は笑った。


    「面めん妖ようなものだ。私はいつ眠らされた……？」


    「さていつかしら。夢とは知らぬ間に見ているものよ」


    　ケラススは表情を変えないまま、抑揚なく答えた。


    「夢の中に引きずり込む能力……〝夢喰い〟だったか。ここはお前の夢の中なのだな？」


    「いいえ、これはあなたの夢。あなたの抱える一番のトラウマ、だったはずなのだけれど」


    「なるほど。愉快なわけだ」


    　柊は、桜の散った赤土を踏みしめる。


    　雑ぞう木き林ばやしを吹き抜ける風には、血のにおいが混じっている。切り落とされた腕の痛み、焼けるような顔の痛み。それぞれを確かめ、夢であることに感心する。あまりにリアルで、可お笑かしみさえ覚えた。これらは確かに、柊ひいらぎが体感した記憶をなぞらえている。


    　喉のど元もとに溢あふれる血を両手で押さえ、悶もだえ苦しむ通信兵へ視線を滑らせた。丸まる眼鏡めがねをかけた磯いそ丸まるもまた確かにこの時、このシーンで、ハイドランジアに喉を噛かまれていた。


    　柊とともに、夢の中に引きずり込まれたのだろう。


    「落ち着け、磯丸。これは夢だ。その痛みは現実ではない」


    「は……っ！　え。あ……？」


    　磯丸は我に返り、汗と涙でくしゃくしゃにした顔を柊に向ける。


    　同じ夢を共有しているのは、磯丸だけではない。


    　焚たき火の周りでリコリスと戦う軍人たち──サーベルを振るい、体を毛先で貫かれている者たちの服装が軍服ではなくなっている。


    「これは、夢見神の見せる夢だ。我々はいつの間にか眠らされていたようだが、しかし所しよ詮せんは幻。夢と知れた夢など、脅きよう威いではない」


    　柊は懐ふところから、懐中時計を取り出した。一秒ごとに進むはずの秒針が、明らかに遅れている。事前に聞いていた通り、夢の中では時間の進みが非常に遅い。


    　ケラススが突然声を荒らげた。
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    「何してるの、早くそいつを喰くってしまいなさいっ！」


    　柊ひいらぎの背後で、血を流し呆ぼう然ぜんとしていたハイドランジアが肩を跳はねさせる。


    　飛びかかってくるハイドランジアに向かって、柊は振り向きざま腕を振るった。


    　肘ひじから先を切り落とされ失ったはずの──右腕を。


    　肘の先からまるで生はえるように、装着された義手が現れる。その鋭い鉤かぎ爪づめが、ハイドランジアの鳩尾みぞおちを抉えぐるように突き刺さる。


    「んぎぃっ……！」


    　柊は貫いたその小柄な体を、右腕一本で持ち上げた。


    　ハイドランジアの体はつま先や指先から徐々に、大量の花びらとなって散っていく。


    「……夢の中でも使えないのね、あの人」


    　ケラススは溜ため息いきをついて目を伏せた。


    「はは。残念だがもう、マガツカミにただ喰われるわけにはいかん──」


    　落とされた腕に義手が生えたのと同じように、柊の喰われた顔面に、その傷を隠す仮面が発生する。今現在の柊の姿だ。戦時中の軍服を上書きするように、肩にケープを羽織った祈き祷とう士しの制服をまとっていく。


    「今や一応、祈祷士だしな」


    　右腕には鉤爪の義手。腰にはその義手でも扱えるような、特注のサーベルを携たずさえる。


    　しかし柊はサーベルではなく、左手に握る拳銃を正面に構えた。


    　乾いた銃声が、桜散る夜空に響き渡る。


    　撃たれたのは身構えた二人のマガツカミではなく、その間に立つ六りつ花かだった。額から血ち飛沫しぶきのように花弁を散らし、膝ひざから崩れ墜ちる。


    　その体は地面に倒れ伏すと同時に、大量の花びらとなって砕け散った。


    「さて。我々はどうやって目覚めればいいのかな」


    　柊は撃鉄を起こし、銃口をケラススへと向けた。


    「……いいのかしら。私を攻撃すれば、二度と夢から覚めなくなる可能性は考えない？」


    「だからこうして丁てい寧ねいに尋ねているのだ」


    「……一生ここで、戦争でもしていればいかが」


    「終わった戦争になど興味はない。教えていただけないのであれば、手荒な真似まねを試すしかないが」


    　一つあいた仮面の穴から、柊はじっとケラススを見つめる。


    　ケラススは表情を変えない。しかしその足は自然と後あと退ずさりを始めている。


    「どうするの、ケラ姉……？　もう起こす？」


    　隣に並んだもう一人の〝六花のマガツカミ〟が、ケラススを見上げた。


    　ケラススよりも幼く、背の低い少女は短い眉まゆ尻じりを下げ、薄い唇くちびるを不安げに結んでいる。


    　二つに結んだツインテールは、透き通るような金色。ふわふわと膨ふくらんだワインレッドのスカートは、ゴシック調である。両りよう頬ほほに刻まれた紋様は、〝六りつ花かのマガツカミ〟特有のものだ。


    　ケラススは妹を不安がらせないように、ここに来て初めて表情を和やわらげた。


    「……もう少し様子を見ましょう。せっかく眠らせたのだから、場面転換してやり直すわ。走れる？　ロサ」


    　ロサと呼ばれた少女がうなずくと、ケラススはその小さな手を取って踵きびすを返した。


    　直後に強い風が吹き、さわさわと木々が葉を揺らす。


    　どこからか発生する大量の花びらが、夜空を覆おおい尽くす、その前に。


    　柊ひいらぎは目を細め、花びらの向こうに駆けていく少女たちの後ろ姿へ引き金を引く。


    「うあっ……！」


    　銃声の後。悲鳴を上げてつんのめり、倒れたのはロサだった。


    「ロサっ！」


    　手の離れたロサへ振り返り、ケラススはその側そばに膝ひざを曲げる。


    　すると風は吹き止やみ、勢いを失った花びらが再び赤土へ舞い落ちる。


    「……痛い、足が」


    　激痛に表情を歪ゆがませるロサ。


    　ケラススは抱いていた植木鉢を側に置いて、ロサのスカートをまくり上げた。


    　ぬるりと温かな血が指に触れた。柊の放った銃弾は、ロサの左太ももを貫いていた。


    「ロサ。私の背中に──」


    　ロサへ背中を向けたケラススだったが、直後、柊の接近に気づいた。


    　しゃがんだままの腹部に横から柊のつま先が突き刺さり、息が詰まる。


    「きゃっ……！」


    「ケラ姉っ！」


    　蹴けり飛ばされたケラススが、地面を転がる。


    　体を起こすよりも先に、その額に熱い銃口が触れた。


    　仮面から覗のぞく視線が、ケラススを見下ろしている。


    「ふむ。自身で招いた夢の世界において撤退を選択するということは、なんでも貴様の思い通り、というわけではないらしいな。劣勢か？　夢見神」


    「ふぅ……ふぅ……」


    　肩で息をするケラススは唇くちびるを結ぶ。問いには答えず、拳銃ごしに柊を睨にらみ返す。


    　柊の推測通り、夢は夢と知らないからこそ恐ろしいのだ。夢と気づかれた状態では騙だますことができない。幻覚を使っての攻撃が難しいのであれば直接手を下すしかないが、ケラスス自身に、リコリスやヘリアンサスのような戦闘能力はなかった。


    　一度姿を消し、再び昏こん睡すいするのを待つつもりだったが、柊がそれを許さない。


    　銃口を突きつけ、ケラススの表情から情報を読み取ろうとする。


    「ほう。この銃を恐れているな。夢の中でのダメージは現実にもリンクするのか……？」


    　柊ひいらぎは銃口を下げ、鉤かぎ爪づめでケラススの胸ぐらを掴つかみ引き寄せた。


    「案外、貴様を殺せば簡単に覚めるのかもしれんな」


    「……」


    「我々が必要なのは、六りつ花かのものであったその脳だ。貴様の依より代だけあればいい」


    「私が死ねば……依り代である脳も死ぬわ。あなたに私は殺せない」


    「殺せない。だが傷つけることはできる」


    「……」


    　ほんの一瞬。ケラススが表情を歪ゆがめたのを、柊は見逃さない。


    　ケラススのローブの下に隠されたナイフが、柊の腹部へと伸びた。しかしその刃が柊の脇腹へ刺さる前に、拳銃の引き金が引かれる。


    　雑ぞう木き林ばやしに銃声が響き、二人のやり取りを見ていたロサが顔を伏せる。


    　ケラススの腕は弾かれ、地面に散った血ち飛沫しぶきの上に、ナイフが転がった。


    「ぅあああっ……！」


    　声を上げたケラススのフードを鷲わし掴づかみにし、柊は銃口をその頬ほおに近づける。


    「やかましい。天下の〝六花のマガツカミ〟が、そう易やす々やすと悲鳴を上げるな」


    　カチリ──。


    　ケラススの耳に、撃鉄の起こされる音が聞こえた。


    「さすがにあごを砕かれれば、この悪夢を終わらせたいと思うだろうな？」


    「ケラ姉っ……！」


    　見かねてロサは、飛びつくように植木鉢を拾った。


    　そうして赤い実をつける植物の根元を握り締め、力を込めて引っこ抜く。


    　土の中から顔を出したのは、球根だった。球根に顔がついている。まぶたを閉じた二つの目玉に、大きな口。小さなカブのような球根は、引き抜かれたことに気づくと目を見開き、怨えん嗟さに満ちた悲鳴を上げた。


    「ンギィィィイイイッ──!!」


    　耳をつんざく甲高い悲鳴に、ロサは尻しり餅もちをついた。


    　柊は仮面の下で、顔をしかめる。


    「……何事だ」


    　すると広場で祈き祷とう士したちと戦闘を繰り広げていたリコリスが、ハイドランジアが、次々と四散した。その体たい躯くは桜の花びらと変わり、夜風に吹かれ散っていく。


    　それから周囲を囲む木々が、焚たき火や岩場が、あちらこちらで砕け散り花びらと化す。大量の花弁は桜吹雪となり、柊を中心に渦を巻いた。


    　見上げた先では、夜空が端から欠けていく。


    「……ほう。空もまた張りぼてだったか」


    　しかし桜散る夜空の崩れた向こう側は、またも夜空だ。ただし南国の星空とは違う。星の瞬またたかない暗い空。夢の中に入る前の世界──。


    　ダタンダタン、ダタンダタン──。


    　柊ひいらぎは電車の滑走音と、人々の喧けん噪そうの中で目を覚ました。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　真夏の熱帯夜にあった雑ぞう木き林ばやしは、一瞬にして冷たい風の吹く繁華街へと変わった。


    　──ダタンダタン、ダタンダタン。


    　頭上を走る電車が、トタン屋根を振動させている。


    　柊は暗い路地裏の一角で、アスファルトに倒れていた。


    　見上げた電柱には街灯が灯ともり、白い光に羽虫がたかっている。


    　柊はゆっくりと体を起こし、辺りを見渡した。八名連れていた部下たちもまた、一人残らず眠っていた。目を覚まし、体を起こした者は、狐きつねにつままれたかのように呆ぼう然ぜんとしている。


    　磯いそ丸まるが大きな欠伸あくびをしている。他三名の祈き祷とう士しにいたっては、折り重なるようにして眠ったままだ。飲み屋街で倒れ伏すその様さまは、安酒に泥酔しているようでもある。


    「目も当てられんな……」


    　細長い路地裏の入り口から、酔っ払った通行人たちがこちらを覗のぞいている。


    　誰かが警察を呼んだのか、パトカーのサイレン音が近づいていた。


    「さっさと起きんか」


    　柊は足で磯丸の臀でん部ぶを小突いた。


    「んあ、すみませんっ……」


    　磯丸は慌てて眼鏡めがねを直す。その声は、ハイドランジアに喉のどを噛かまれた五年前からくぐもったままだ。


    　柊は眠る前の記憶をたどった。ケラススとロサ、二人のマガツカミを追い、八人の部下を連れて飲み屋街まで追い詰めたところまではよかった。しかしこの路地裏で一塊になったところを、〝夢喰くい〟によって夢の中に引きずり込まれたのだろう。


    　ホワイトローブのフード姿と、その後をついて走る金髪の少女。入り組んだ路地裏を走る二人の後ろ姿は覚えている。しかし記憶は途中で途切れ、気づいた時には夢の中にいた。


    　記憶もおぼろげな夢の中で、柊は確かに〝夢見神〟ケラススをこの手に掴つかんでいたはずだ。


    　もう一歩のところで逃げられた。


    　怒りにまかせ、握った左手を電柱に叩たたきつける。


    「磯いそ丸まる。眠っている奴らを叩たたき起こせ。追跡を再開する」


    　磯丸はアスファルトに眠る祈き祷とう士したちのそばへ駆け寄り、体を揺すった。しかしすぐに柊ひいらぎへと向き直り、首を振る。


    「柊さんっ！　だめ、皆、死んでますっ」


    「何」


    　目を覚まさない三名は、眠ったまま絶命していた。柊はうつ伏せに倒れた者を、つま先でひっくり返した。黒い制服の至るところに血が滲にじんでいる。首には細い糸で巻かれたような跡が、くっきりと残っていた。


    「……夢の中でのダメージは、現実にもリンクする──」


    　この三名は、夢の中で戦闘を行っていた。白髪の少女、リコリスに殺されたのだ。


    　路地裏の入り口を赤い回転灯が照らしていた。人混みを掻かき分けて、警察官たちがやってくる。一目見て隊長格だと察したのか、真まっ直すぐに柊へと話しかけた。


    「どうしました。マガツカミの発生ですか？」


    　柊は質問のすべてを無視した。回転灯に照らされたアスファルトに、血けつ痕こんを見つける。黒い染みとなったその血の跡は、点々と路地裏の入り口から大通りへと続いている。


    　腰を屈かがめ、血痕を視線で追う柊の肩に、一人の警察官が手を乗せた。


    「ちょっとあなた、聞こえないんですかっ」


    　柊は静かに立ち上がり、仮面の穴から正面の警察官を見下ろす。


    「な……何ですか……」


    　その威圧感にたじろぎ、自然と道をあける警察官。


    　柊は後方の部下たちへ声をかけ、歩きだした。


    「行くぞ。起きない者は捨てていけ」


    　黒い制服を着た五名の祈祷士たちが、警察の制止を無視して柊に続く。


    　倒れた祈祷士のそばへ屈んだ警察官から、「死んでるっ」と悲鳴が上がった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……ロサ。傷は痛む？」


    　柊たちから距離を取った二人は、飲み屋街の陰となる路地裏で息をついた。


    　ケラススはロサを気遣い、怪け我がの様子を窺うかがう。


    「大丈夫」と気丈に首を振るロサだったが、息は荒く、額には汗を浮かべていた。


    　祈祷士である柊の撃った銃弾は、マガツカミを殺すように作られたものだ。彼らの使うサーベルと同じ素材。撃たれた箇所によっては、致命傷となる。


    　ケラススが受けた右手の傷も、ひどく痛んでいた。しかしロサの手前、滴したたる血はローブの下に隠す。ケラススは判断ミスを悔いていた。もっと慎重に行動すべきだった。


    「……どこか体を休める場所を探しましょう」


    　立て看板の陰から、ケラススは路地を見渡す。


    　ここは、線路沿いに木造の建物が密集する飲み屋街である。狭い路地に連なる提ちよう灯ちんが辺りをぼんやりと淡く照らし、その下を千鳥足の酔っ払いが歩いていく。


    　路地には悪臭が漂っている。酔っ払いたちが所かまわず、小便を垂れ流すためだ。


    「……ホント、人間というのは汚くて……。まったく食欲が湧かないわね」


    　この界隈の客のほとんどは、中高年の男性ばかりだった。仕事帰りのサラリーマンや、日に焼けた作業着姿の男。他にも様々な業種の男たちが、狭い店内でぎゅうぎゅうにひしめき、疲れた顔でお猪ちよ口こを傾ける。


    　開きっぱなしの戸口からは、野球中継が聞こえてくる。店の前では野良猫が、つまみのおこぼれをねだって鳴いていた。


    「なんて品のない街なのかしら……。このようなところに逃げ込んだのが間違いだった」


    　祈き祷とう士したちを狭い路地に誘い込んだのは、彼らを同時に眠らせるためだ。ケラススの〝夢喰くい〟で一いち網もう打だ尽じんにするため。しかし警戒を強めた彼らを再び眠らせることは難しいだろう。


    　祈祷士などという、対マガツカミのプロフェッショナルたちと戦闘などしたくない。彼らに見つかる前に、速すみやかにこの場所を離れたい。


    　表情をあまり表に出さないケラススが不安げな顔をしていたからか、ロサが口を開いた。


    「ケラ姉……ロサ、邪魔だったら、ケラ姉だけでも──」


    「バカね。何を言うの」


    　ロサが「一人で逃げて」と口にする前に、ケラススはその頬ほおに手を触れた。


    「夢の中では、あなたが私を助けてくれたのよ。今度は私が助ける番。あなたは何も心配しないで、お姉ちゃんに任せなさい」


    　言ってロサの目め尻じりを指先でなぞり、涙を拭ぬぐう。


    　それから自身のホワイトローブを脱いで、ロサの肩にかけた。


    「こんな不衛生なところでは手当てもできないわ。ここから離れましょう。ロサ、私の背に」


    　ケラススは植木鉢を渡し、右手の痛みを堪こらえてロサを背中におぶる。


    「しっかり掴つかまっているのよ。ここを出たら、手当てしてあげるから」


    「うん……ごめんね、ケラ姉」


    「謝らないの。妹なのだから、きちんとお姉ちゃんを頼りなさい」


    　ケラススはロサをおぶったまま、狭い路地を駆けだした。


    　路地を歩く人々を避よけ、出口へ向かって走っていく。


    　程なくして、アーチが見えた。路地が開け、白い月の浮かぶ駅前の広場に出る。


    　中央に時計台が設置された広場は、たくさんの人たちが行き交っている。飲み屋街にたむろする人々に比べれば、幾分か小綺ぎ麗れいな通行人たちである。


    　ほっとしたケラススが歩みを緩ゆるめた、その時だった。


    「やあ、ケラスス」


    　ケラススは背後に、柔らかな声を聞いた。


    　振り返った先に立っていたのは、白いシャツにロングコートを着た長身の優やさ男おとこ。サーベルを持ってはいなかったが、彼もまた祈き祷とう士しだ。かつてはともに戦場を駆け抜けた、祈祷士協会の関東支部局長、紙し燭しよく龍りゆう之の介すけである。


    「龍之介……」


    　ケラススは表情を凍りつかせる。


    　ロサを下ろし、笑顔を浮かべ近づいてくる龍之介を見据えた。


    「元気……ではないようだね。ロサ、怪け我がをしているのかい」


    「え、あ、うん……足をね」


    「ロサ！　あいつに近づいちゃだめっ」


    　ケラススはロサの手を引っ張り、自身の背に回した。ロサを護まもるように前に立つ。


    「さすがにあいつからは逃げられない……。ロサ、私が引きつけるから、あなただけでも──」


    「え……？」


    　ケラススは振り返り、戸惑うロサに声を荒らげる。


    「逃げなさい！　あいつなのっ。私たちの依より代を欲しがってるのは、あいつなのよ！」


    　直後、ケラススは背中に鋭い痛みを覚えた。


    　人々の行き交う中、ケラススの首に腕を回した龍之介は、その背を短刀で刺していた。


    「……ごめんね。騒ぎにはしたくないんだ。どうか大人しくついてきてほしい」


    　ケラススの腕から、植木鉢がこぼれ落ちる。


    「ケラ姉っ……!?」


    　ケラススは、ロサの肩を押して突き放した。


    「ロサ。いい？　あなたはこれから、他のお姉ちゃんを見つけるの」


    「……ケラ姉……？」


    「リリウム姉さんはこいつと繋つながってるから、ダメ。ハイドラ姉さんとヘリアンサスは……あの二人はメチャクチャだから避けたいところ……ああ、ヘリアンサスはもう、死んでいたわね──」


    　ケラススは痛みを堪こらえて、微ほほ笑えんで見せる。


    「まったく、私たち姉妹は使えない人たちばかり……そうだリコリスがいいわ。リコ姉を見つけなさい……リコ姉なら、あなたを護ってくれる……」


    「ケラ姉は……？　ケラ姉は一緒じゃないの」


    「ロサ。泣いちゃだめ。お願い、お姉ちゃんを安心させて。泣かないと約束して」


    　ケラススは足元の植木鉢を、つま先で蹴けってロサへと転がした。


    「その子の世話、お願いね」


    「嫌よ、ケラ姉っ！」


    「行きなさい。早く。必ずまた会えるから──」


    　首に巻かれた龍りゆう之の介すけの腕を掴つかみ、力を込めて今一度叫んだ。


    「行きなさいっ！」


    　びくりと肩を跳はねさせたロサは植木鉢を拾い、ケラススに背を向けて走りだす。


    「……僕から逃げられるとでも？」


    「逃がしてみせるわ。だって私は、お姉ちゃんですもの」


    　振り返ったケラススの顔を見て、龍之介は息を呑のんだ。


    　強い意思を湛たたえる瞳。艶めく長い黒い髪。白の羽織を羽織ったその姿は、六りつ花かそのものである。


    「ねえ、こうすれば。あなたは私を無視できないでしょ？　龍之介」


    　いつの間にか雑踏は掻かき消え、六花の声だけが浮き立つ。秒針の遅くなった時計台の前に、二人きり。一二月の空から舞い散る桜の花びらが、音もなく二人の頭上に降り注ぐ。


    「……それは、卑ひ怯きようだ」


    「私がそばにいてあげるわ。だからあの子は見逃して」


    　龍之介は静かに、短刀を鞘さやに収めた。


    「……ままならないな。夢と知っていてさえ、その声には逆らえない」


    　咎とがめるように龍之介を睨にらみつける六花。


    　その眼まな差ざしに耐えられず、龍之介は視線を逸そらした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　月の中頃、古ふる川かわ家には〝中掃除の日〟が設けられている。


    「まる一日かけて家中を掃除する」という、つまりはただの掃除の日。ラティメリアがあまりにもしつこく「年末年始の大掃除や、いつもの掃除と何が違うの？」と尋ねるため、七なの日かが適当にあしらって言った「中くらいの掃除だ」が定着し、古川家では月に一度のこの行事を〝中掃除〟と呼ぶようになった。


    　掃除嫌いなラティメリアも、この家に住むからにはと否いや応おうなく参加させられる行事だ。


    　七日は着流しの袖そで口ぐちをタスキでたくし上げ、口元を手て拭ぬぐいで覆おおっている。はたきでパタパタと鴨かも居いの埃ほこりを落とし、畳を掃き、廊下に雑巾をかける。


    　開け放した縁側からは、柔らかな陽の光が降り注いでいた。一二月としては貴重な洗濯日和びよりだ。見上げれば雲一つない透とう徹てつの空が広がっている。


    　七なの日かが炬こ燵たつの掛け布ぶ団とんを庭に干している間、ラティメリアは居間のガラス戸を拭ふいていた。


    　寝巻きに半はん纏てん、下はパンツのみという寝起きのままの格好で、畳にぺたんと座ったまま、黙々と手を動かす。


    　ラティメリアが戸一枚を拭き終わらないうちに、七日は居間にある御み霊たま舎やの清掃に取りかかった。


    　御霊舎とは、仏壇のような観音開きの小さな社やしろである。神棚と同じように、酒や塩、米などが供そなえられている。


    　ここには六りつ花かが半分、祀まつられている──はずである。


    　本来なら、マガツカミによって喰くわれた死者は祀ることができない。喰われてしまった魂は、そのまま喰ったマガツカミの体に留まるとされているからだ。だから六花には墓がない。


    　六花の御霊は今も、彼女を喰った六人のマガツカミたちの体に、あるいは六人の内の一人の体に、残っていると考えられる。


    「半分」というのは、〝六花のマガツカミ〟を斬って、取り返した依より代の数だ。


    　目玉と、髪と、右腕。マガツカミの発生した依り代はお祓はらいし、二度と禍わざわいがつかないよう焼却しなくてはならないため、それらは懇意の神社で燃やした。


    　その魂は、霊れい璽じと呼ばれる白木の箱の中に、あるとされる。故人の御霊が込められた、位い牌はいのようなものだ。
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    　古ふる川かわ家の御み霊たま舎やには、三つの霊れい璽じが並べられていた。それぞれ紫陽花あじさい、彼ひ岸がん花ばな、向日葵ひまわり柄の錦で覆おおわれている。その一つ一つに、六りつ花かの魂の欠片かけらが祀まつられているということになる。


    　しかしずいぶん曖あい昧まいなものだと、七なの日かは自覚している。


    　なにせ魂は目に見えない。一度喰くわれた魂を回収することなどできるのか。本当に六花の魂はここにあるのか。神事を生なり業わいにする祈き祷とう士したちでさえ、確かなことは言えないのだ。


    「死者は安らかに眠っている」などと。はっきり断言する祈祷士は、それだけで胡う散さん臭くさい。


    　──結局、まつりごとってのは生者を慰なぐさめるためのものだ。


    　曖昧なものにすがるような生き方を、七日は滑こつ稽けいだとさえ思う。


    　そしてそう否定しながらも、毎日欠かさず供物を供そなえ、月に二度は榊さかきの葉を取り替える。


    　六花はここにいると。〝六花のマガツカミ〟を殺し、依より代を奪うことに意味はあると。そう信じなくては前へ進めない。


    　三つ並んだ色鮮やかな霊璽を前に、六花の言葉が脳裏を過よぎる。


    　──「私は、マガツカミだったよ」


    　七日はその言葉を否定する。そのために、〝六花のマガツカミ〟を斬り続ける。


    　六花の魂が今、マガツカミの中にあり、マガツカミとともに人を喰っているのなら。そのマガツカミの首を刎はね、囚とらわれた魂を解放するのは七日の役目なのだ。


    　それが六花の隣で生きてきた自分の──暴走を止めると約束した七日の、生きる理由。


    　あと残り三体斬り終えれば、六花の魂はすべて集まる……はずである。


    　紫陽花柄の霊璽を見て、耳に障さわるハイドランジアの高笑いを思い返し、いら立った。


    「……ああ。目玉は片方残ってたか……」


    　残りあと四体だ。先はまだ長い。


    



    　座卓に腰かけ、七日は一休みした。


    　ラティメリアには秘密にしていたお菓子箱を膝ひざに置き、黒糖を舐なめる。


    　ラティメリアは居間の端で、力なくガラス戸を拭ふいていた。先ほどからずっと同じ場所だ。


    「おい。黒糖食うか」


    「……いらない」


    　ここ数日、ラティメリアは元気がなかった。自分の部屋から出ようともせず、あれだけ旺おう盛せいだった食欲も減退しているようだ。


    　七日はラティメリアの返事を無視して、袋に入った一口サイズの黒糖を放る。


    　黒糖は寝癖の跳はねたラティメリアの頭に当たり、畳へ落ちた。


    「顔ぐらい洗ったらどうだ。そろそろ昼飯にするか？」


    「……いらない」


    「腹減ってねえのか。昨日のハンバーガーは食ったか？　皿は自分で洗えよ」


    　昨夜は食の細いラティメリアを心配し、わざわざ好物のハンバーガーを手作りしてやった。しかしそれさえ一口かじって「お腹なかいっぱい」とつぶやき、残りは部屋で食べると持っていってしまったのだ。


    　ふいにぽつぽつと雨音を聞く。さっきまでの小こ春はる日和びよりはどこへやら。縁側から覗のぞく空は黒い雲に覆おおわれている。すぐに雨足が強くなった。


    「くっそ。布ふ団とんが」


    　七なの日かは突っかけサンダルを履いて、物干し竿へと駆けていく。


    



    　窓を閉めるため、七日は二階に上がった。


    　ラティメリアの部屋の前を横切った時、チリンと風鈴の音ねが聞こえ、部屋の窓が開いているのだと察する。見ればカーテンが風にひるがえり、畳が雨で濡ぬれている。


    「……あのやろう」


    　七日は窓を閉めるべく、部屋へと入った。六畳の畳間に布団は敷きっぱなし。紫のパーカーやスカートは脱ぎっぱなしだ。


    　桐きり箪だん笥すとちゃぶ台、それからウミネコを入れていた箱があるだけの、簡素な部屋。今までのラティメリアはほとんどを居間で過ごしていたため、部屋は寝るだけの場所だった。


    　今は一日中、この部屋で何をしているのか。ちゃぶ台の上には何の作業跡なのか、ノートや鉛筆、セロハンテープが転がっている。


    　風に吹かれた風鈴が、やかましく鳴り響く。夏に買ってやった風鈴を気に入ったラティメリアは、冬になってもそれを外そうとしなかった。


    「可愛かわいい音色に、夏も冬も関係ないじゃない」と、そう言われてみればそのような気もして、外させる理由が見つからなかった。


    　窓に手をかけた七日は、窓のレールに置かれた平皿を見つけた。昨夜作ってやったハンバーガーが、一口かじられた状態のまま、置かれている。


    　皿の縁には、ノートの切れ端がテープで貼られていた。


    　──〝さきちゃん　ごめんね〟


    　ウミネコが文字を読めるはずもないのに、切れ端にはミミズのような震ふるえた文字で、そう書かれていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「昼飯はそばでいいな。簡単だし」


    　ラティメリアが無言でうなずくのを確認し、七日は台所へ向かった。


    　手際よくめんつゆを作り、茹でたそばを盛りつける。ネギと、それから細切れの肉も加えた。質素ではあるが、めっきり食の細くなったラティメリアには、口にしやすいだろうと思う。


    「……ねえ、これ鳥？」


    　食卓についたラティメリアは、肉を箸はしの先でつまんで尋ねた。


    「それは豚肉だ」


    「ふうん……。どんな豚？」


    「知らん。豚は豚だ。さっさと食え」


    　ラティメリアは湯気の立つどんぶりからそばをすくい、口に運んだ。


    　ちゅるちゅるとそばを吸う様子を、向かいに座る七なの日かが箸を手に、ちらと覗のぞき見る。


    　ごくりとそばを飲み込んだラティメリアは、箸を置いて立ち上がる。


    「部屋で食べるわ」


    「ダメだ」


    　間かん髪はつ容いれずに七日が言う。


    「窓枠に置いて干からびさせるくらいなら、ここで食べろ」


    「干からび……？」


    　小首を傾かしげたラティメリアだったが、すぐにハンバーガーへと思い至り、眉まゆ根ねを寄せる。


    「ひどいっ。私の部屋に入ったのね」


    「ハンバーガーは捨てた。もう食えたもんじゃないからな」


    「勝手なことしないでよっ。あれはサキちゃんにあげたのっ！」


    　七日はそばをすすり、ラティメリアを見上げる。


    「あのな。サキが飛んでったのは東北だ。ここは関東。地図上じゃ大した距離には見えんだろうが、実際は列車で何時間もかかる距離だ。あいつがここまで戻ってこられるとは思えん」


    「じゃ私が。私が東北に行くわ。ハンバーガー持って」


    「もういねえよ」


    　思わず語気に力が入った。


    　穏やかに諭さとすつもりが、ついいら立ってしまっている。七日は意識して声を静める。


    「……あいつは鳥だろ。それも本来なら海辺に生息してるはずの鳥だ。いつまでもあんな山奥で飛び回っているはずがない」


    「じゃあ帰ってくるはずじゃない」


    「いや、来ない」


    「どうして？　ナノの言ってることは、ちっともわかんないわ」


    　七日は目を伏せる。こんな言い合いは不毛だ。


    　ラティメリアも本当は、わかっているはずなのだ。


    　ヘリアンサスとの戦いで負傷したラティメリアは、ウミネコを喰くって回復しようと試みた。


    　喰い神ラティメリアにとって、それは決しておかしな行為ではなかった。元々食べるために捕らえた鳥なのだ。連れ回していたのも、非常食としての意味合いが強かったのだから。


    　ただラティメリアは、あまりにも当たり前なことを忘れていた。


    　喰くうためには、喰う相手を殺さなくてはいけないのだ。


    「……サキちゃんは、私が怖いの？　だから戻ってこないの？」


    「お前がサキなら戻るか？　自分を喰おうとした相手の元に」


    「だからっ……。謝ろうとしてるんじゃない」


    　歪ゆがんだ表情を伏せて隠し、ラティメリアはつぶやく。


    「ごめんなさいって、心を込めるわ。私はもう、鳥は一生食べない。だから平気なのに。サキちゃん、戻ってきても、私食べたりなんかしないのに……」


    　気落ちするラティメリアに何と言ってやればいいのかわからず、七なの日かはそばをすする。


    「……せめて鳥以外のものは食べろ。食わなきゃ、お前が死ぬぞ、喰い神」


    「喰うのはもう嫌なのよ。〝喰い神〟って何？　何で私はそんな変なマガツカミなの？」


    　七日は思わず鼻で笑う。


    「変じゃねえだろ、別に。お前を生み出した六りつ花かが喰いたいと、そう望んだんだ」


    「でた……また六花。そんなに喰いたいんならさ、その人、自分で喰えばよかったのよ。何で私がさ、会ったこともないその人の想いを叶かなえてやんなきゃいけないわけ？」


    「あいつはずっと独房に拘こう束そくされていたんだ。自由はなかった。だから〝六花のマガツカミ〟に喰われるその時、最さい期ごの願いを、お前に託して──」


    「知ったこっちゃないって言ってんの！　意味わかんない。六花はさ、人を護まもるためにマガツカミを生み出したんじゃないの？　なのに死ぬ直前の願いが〝喰え〟だなんて。今までの生き方全部ナシにしちゃってんじゃない」


    「……」


    「はいまたでたっ。六花の話になると喋しやべんない。言ってくんなきゃわかんないわ！　だって私は六花じゃないもの！」


    　興奮したラティメリアは、声を荒らげる。


    　庭に雨音の響く中、七日はその顔を見返した。


    「お前は……」


    　生まれないほうが、よかったのか？　そう尋ねようとして、やめた。


    「そうかい。もう喰わねえってんなら、じゃあ俺のことも、喰わないでくれるんだろうな」


    「あんたは喰うわ。大嫌いだもの！」


    「さっさと死ねっ」と捨て台詞ぜりふを吐いて、ラティメリアは居間を出ていった。トタトタと駆ける足音が、階上へ消えてゆく。


    「……」


    　七日は溜ため息いきをついた。食欲もないのに、独り食卓についていても仕方がない。


    　ラティメリアがいないのなら、食事は終わりである。七なの日かは箸はしを置き、片付けを始めた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「──ああ。連れていくから。悪いが、相手してやってくれ」


    　七日は黒電話から伸びる受話器を耳元に当て、柱に体をもたせた。


    『悪いことなんてないよ。ラメちゃんがそんな状態だったなんて、私だって心配だし……』


    　電話の相手は、大おお坂さか雪ゆき生おだった。近々父親の跡を継ぎ、甲こう良ら神社の神主となるという。引き継ぎの祭事が行われるため、七日とラティメリアにも出席して欲しいとの誘いだった。


    『神社のみんなもね、ラメちゃんに会いたがってるんだよ』


    「お前と会って気が晴れてくれりゃいいんだがな。俺とじゃまともに話そうともしない」


    　雪生はくすくすと笑う。七日らしくない台詞せりふだ。


    『古ふる川かわくんが、六りつ花かさん以外と会話したいだなんて』


    「いやするよ、別に普通に」


    『古川くんは何も言わないか、言うとしたってそのままズバッと言っちゃうからダメなんだよ。長く一緒に暮らしてたんなら、ラメちゃんがかけて欲しい言葉くらい、わかるんじゃない？』


    「ちっともわからん。慰なぐさめの言葉など、何一つ思いつかんよ」


    『今までは？　ラメちゃんとどんなお話をしてたの？』


    　七日は電話口でしばし沈黙し、やはり「わからん」と答えた。


    「……六花との会話は、今でも思い出せるんだがな」


    『古川くん……。ラメちゃんは、六花さんじゃないよ……？』


    「……」


    　七日はたっぷり間を開けてから言った。


    「……あいつがウミネコを喰くえなかった時、俺は正直『勝った』と思った。あいつの『喰わない』という選択が、人を憎んで死んだ六花の、『喰え』という感情に勝った。そう思った」


    　幼いラティメリアを独房で見つけた時から、七日はずっと、その存在に六花を重ねてきた。喰い神に対して、人を喰わないことを強いた──六花の抱いた最さい期ごの想いを、否定し続けてきた。


    　それが正しいことなのか、わからないまま。


    「だがあいつは今、喰い神でありながら喰うことに怯おびえ、自身を否定して……苦しんでいる」


    〝冷やし神〟なら冷やそうとするし、〝歌い神〟なら歌を歌う。ならば喰うことを拒む喰い神とは何ぞや。かつて龍りゆう之の介すけに言われた言葉を思い出す。


    　──喰い神に喰うことを禁じるなんて、酷こくなことをする。


    「……俺は、間違っていたのか」


    　人を喰くわせず、ただ悪戯いたずらに生かすだけのマガツカミなら、あの時、あの六りつ花かの死んだ独房で、斬ってやるべきだったのではないか──。


    『……正解なんて、わからないよ』


    　雪ゆき生おの柔らかな声が、そっと七なの日かの耳に触れる。


    『きっと正解とか、間違いとか……。そんなのないんだよ。その時の古ふる川かわくんがそう決めたんなら、それでよかったんだと思う。だから私は、古川くんの選択を、全力で応援するよ』


    　続けて雪生は静かに笑う。


    『ラメちゃんを退治しようとした私が言うのも、何だけどね』


    「……まあ、悶もん々もんと考えても仕方がないな」


    『うん。ラメちゃんはきっと、伸び盛りなんじゃないかな。生まれて四年でしょう？　知能も成長率も高いんだからさ。大切なお友だちとの別れは、精神的な成長に必要なことだよ』


    「マガツカミにも思春期みたいなもんがあんのか……？」


    『ふふ。どうなんだろうね』


    　雨音に交じって、テレビの音声が聞こえてくる。


    　居間でつけっぱなしのテレビ画面では、とある式典の中継映像が流れていた。


    〝蓬ほう左さの守護天人〟という単語が耳に入り、七日は視線を上げた。それは中部地方の祈き祷とう士し協会支部局長を務める、藤ふじ巻まきという女の異名だった。


    　テレビでは、羽織姿の四〇代ほどの女性が、名古屋城をバックに演説を行っていた。藤巻の立つその地は、かつて空襲によって焼け野原となった場所だ。その時に焼け落ちた名古屋城の天守閣が、最近人々の寄付によって再建された。これはその完成セレモニーの中継番組であるようだ。


    　空襲時、いち早く救助に駆けつけた祈祷部隊の副隊長を務めていた藤巻は、人々を前にして復興の喜びを述べ、これからも祈祷士として、街を護まもり続けると誓った。


    　しかし演説は、それだけでは終わらなかった。


    　居並ぶ出席者の中から、不安げな声が飛んだのだ。


    「護ると言ったって、祈祷士協会は解体されるじゃないか」と。


    「……お前んとこの支部局長、テレビで演説してるぞ」


    『藤巻さん？　ああ。今日、天守閣再建のセレモニーだもんねえ。待って、私もテレビつける』


    　七日は雪生の声を聞きながら、ブラウン管に映る藤巻の顔を見つめる。


    　藤巻は壇上でしばし黙考し、市民の声に応えた。


    『確かに。ＧＨＱによる祈祷士協会の解体宣告は、祈祷士である我々を排除しようとするものだ。皆の不安もわかる。祈祷士がいなければ、誰がマガツカミを斬り伏せるのか。誰が禍まが々まがしき脅きよう威いから、人々を護るのか──』


    　日本軍を解体したように、ＧＨＱは今、祈祷士協会をも解体しようと動きだしている。


    　戦後、日本が敵国と交わした条約には、祈き祷とう士し協会の解体は含まれていなかった。それがここに来て「解体すべき」と声が上がったのは、日本政府が秘密裏に行っていた〝禍ツ兵器計画〟が露ろ呈ていしたからだ。


    　先月発生した旅客列車カムパネルラの事故は、ヘリアンサス・クローンの存在をＧＨＱに露見させた。日本政府は未いまだマガツカミを使った兵器を作ろうとしている。それもＧＨＱの監視の目が届かない、祈祷士協会を隠れ蓑みのとして。


    　ならばその協会を潰つぶしてしまおうとＧＨＱが動きだすのは、必然の流れといえた。


    『彼らは我々祈祷士が〝禍ツ兵器計画〟を進め、戦争を仕掛けようとしているのだと、恐れている。当然、それは誤りだ。我々の敵はマガツカミ。我々の望みは人々の安あん寧ねい。私はそれを、真しん摯しに訴えていくつもりである』


    「この場を借りて約束しよう」と、藤ふじ巻まきは続けた。


    『この私がいる限り、祈祷士協会は決して解体させないっ！』


    　藤巻の力強い言葉に、出席者たちが拍手を送った。


    『怒ってるねえ、藤巻さん……』


    　受話器から雪ゆき生おの声が聞こえる。


    『……あの人、一方的に協会の解体が決定されたこと、すごく怒ってたしなあ……』


    「お前は出席しなくていいのか？　セレモニー」


    　七なの日かは受話器を持ち替え、雪生に尋ねた。


    『お父さんが行ってるからね。神主は今んとこまだお父さんだし』


    「大変な時期に引き継いだもんだな。協会内もゴタゴタしてるだろう」


    『うーん……。解体に反対する祈祷士たちは、日に日に増えてるみたいだけど』


    「ＧＨＱに対する不満が大きくなれば、また戦争にもなりかねん」


    　祈祷士協会とＧＨＱの関係は、明らかに悪化している。


    　しかし雪生は「大丈夫だよ」と、朗ほがらかに笑った。


    『多くの祈祷士は、戦争なんて望んでないもの。〝禍ツ兵器計画〟に携たずさわっていた祈祷士だって、ほんの一部。私も知らなかったもん。あの計画が今も続いていたなんて』


    「獅し童どうさんや龍りゆう之の介すけは知ってたみたいだがな」


    『上の人たちはまあ、ねえ……。確かに、国の威信と誇りを取り戻そうなんて血気盛んな祈祷士もいるけど……。戦後に解体された軍の人たちが多く協会に流れてきたのも一因なのかな。でも多くの祈祷士は敗戦を受け入れて、ＧＨＱの決定に従うと思うよ？』


    「……やれやれ。お前はいつも楽天的なんだよ」


    『だってだって。ＧＨＱの人たちもさ、正面衝突なんてしたくないはずなんだよ。平和的解決を望んでるんじゃないかな。戦争が終わってさ、向こうの人たちと話す機会も増えたでしょ？　戦時中は恐ろしかったあの人たちもさ、話してみると結構、私たちとおんなじ人間なんだなあって知ったよ。殺し合いがしたい人なんて、いなかったんだなあって』


    　雪ゆき生おは、そうであってほしいと願うように、つぶやく。


    『時代は変わろうとしてる。話し合いで解決できるよ、きっと』


    「ま、衛生兵はそう言うか」


    『もう。ホントひねくれてるんだから』


    「現に支部局長がテレビで全国に吠ほえてるだろう。ああなりゃ中部はこぞって藤ふじ巻まき氏に賛同するぞ。戦争をしたがるのは、いつだって上の連中なんだ」


    　すると雪生の不安そうな声。


    『藤巻さんは確かに、ちょっと怖いかな。祈き祷とう士しだけじゃなく一般の人たちにも人気のある人だから、多くの支持を集められそう……美人だし』


    「美人関係あるか」


    『あるでしょ。古ふる川かわくんだって、私より藤巻さんに一票って感じだし』


    「選挙かよ」


    　不意にテレビから笑い声が聞こえた。演技がかった調子で高らかに。藤巻の声ではない。


    『ハーハッハーッ！　笑ワセテクレマースッ！』


    　壇上と向かい合う出席者の中に、立ち上がった中年の男が映し出される。


    　高い鼻に高い身長、金色の髪に白い肌。その顔立ちは、外国のものだ。


    『祈祷士ナド時代遅レ。サッサト解体サレテシマイナサーイ、ナ』


    　男がスーツの内側から取り出したのは、ピストルだった。


    　腕を持ち上げ、銃口を壇上の藤巻へと向ける。


    「……何だあいつは。撃つ気か」


    　七なの日かは眉まゆをひそめた。


    　男は青紫色の瞳を細め、何事かをつぶやく。テレビの音声には、乗らないような小さな声で──。


    「……天人は紫陽花あじさいの毒に散る──なあんてね」


    　ピストルから放たれた銃弾は、藤巻の体に直撃する。


    　タン、タン、タン──。銃声が連続で鳴り響き、壇上の向こうに倒れる藤巻。


    　式典会場に悲鳴が湧き起こり、出席者が席を立つ。散り散りに逃げ惑う人々を掻かき分け、祈祷士たちが男を取り押さえた。


    　テレビ画面にノイズが走り、スタジオの映像へと切り替わった。青ざめた司会者は動揺を隠せず、早口でリポーターを呼んでいる。


    『ふ、古川くん……』


    　雪生の声が聞こえ、七日は受話器を耳に当てる。


    　司会者が画面外から紙を渡され、読み上げた。


    『たった今入った情報によりますと、発砲したのは招待されていたＧＨＱの職員であるということです。繰り返します。今入った情報によりますと──』


    「……最悪だな」


    　ＧＨＱが祈き祷とう士しを──それも解体に反対していた支部局長を撃ったとなれば、協会の中での反感はより高まるだろう。人々を護まもることに尽力してきた藤ふじ巻まきが、壇上で凶弾に倒れた。それはあまりに劇的だ。現状の祈祷士協会を象徴しすぎている。


    　ＧＨＱからの引き金は引かれた。


    　それは祈祷士たちに、サーベルを抜く理由を与えたということだ。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　獅し童どう巳み月づきから電話があったのは、それから二日後のことだった。


    　七なの日かに仕事の依頼をしたいのだという。詳しくは古ふる川かわ邸にて、と打診されたが、七日は巳月の訪問を頑かたくなに拒否した。なぜなら巳月を、毛ほども信用していなかったからだ。


    「もう帰っていいですか、先輩」


    　とある街中の喫茶店にて。二人は窓際の席で向かい合う。


    　結局、七日のほうが街中まで足を運ぶことになったのだった。


    「いや帰るな。まだなんも話してねえだろうが。クソ可愛かわいくねえ後輩だな」


    　七日の前には水の入ったグラスしかなかったが、巳月の前には、マシュマロの入ったボウルが置かれていた。巳月はマシュマロを一粒つまみ、口に放り込む。


    　七日は仕事着であるスーツ姿。腕を組み、警戒心たっぷりに、巳月の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見張っている。〝妖よう刀とう使い〟と呼ばれる巳月は、様々な種類の刀を武器として使う。しかしサーベルを携帯している七日とは違い、今の巳月は一見して妖刀を所持してはいない。


    　しかしその看守服の懐ふところに、呪のろわれた小刀の一つや二つ隠し持っていてもおかしくはない。


    　室内で着席しているにもかかわらず、巳月は丈の長い看守服や看守帽を脱ごうとはしない。そのくせ手袋だけ外しているのは、いつでも妖刀を扱えるようにするためだろう。


    　警戒しているのは、向こうも同じ。


    　かつて同じ部隊に所属した戦友とはいえ、七日は気を緩ゆるめない。


    　店内には、穏やかなメロディが流れていた。どこかで聞いたことがあるような、海外の民謡だ。耳に残る旋律が、ゆったりと繰り返されている。


    　薄暗い店内を、間接照明の淡い光が照らしている。洋風がコンセプトなのか、辺りを見渡せば花柄のティーセットや、蓄音機などが飾られていた。


    　こういう、敵国だった文化を取り入れた店も、戦後は急激に増えた。


    　談笑する声や食器を重ねる音の間を、スカート丈の長い給仕服を着たウェイトレスが、忙せわしなく往来している。


    　店内を見渡すばかりの七なの日かを見かねて、巳み月づきがメニュー表を差し出した。


    「ほらなんか食えよ、おごってやるから。どうせパフェとか甘いのだろ？」


    　しかし七日は腕を組んだまま、微み塵じんも動かない。


    「何も食う気はありませんね。あんたの前じゃ」


    「んだよ。列車で毒盛ったこと、まだ根に持ってるのか？　かあぁ、女め々めしい奴だねえ。じゃ俺のマシュマロ食う？」


    　にやにやとマシュマロをつまんだ巳月を、七日は一層力を込めて睨にらみつける。


    「ふざけんな。あんたのマシュマロは二度と食わない。つか、いつも食ってんな、それ」


    「いや偶然にもあったんだよ、この店に。ほら、このメニューにある写真を見てみ？」


    　巳月が指差したのは、〝とろ～りマシュマロのチョコトースト〟。


    　パンに溶けたマシュマロがのせられ、その上にチョコのかかった、甘そうな一品である。


    「これがあるんなら、マシュマロだってあるだろ？　この、上にのってるマシュマロだけくれって頼んだんだ。金に物を言わせて」


    「クソ面倒くせえ客だな……」


    　巳月は「あーあ」とソファーに背をもたれる。


    「何でこんな暗い男と二人、喫茶店で膝ひざつき合わせてダベんなきゃいけねえんだ。喰くい神ちゃんに会いたかったなあ、俺は」


    「あんたが呼び出したんでしょうが」


    「お前が家に入れてくれないからだろ」


    「はいはい。じゃもう帰りますよ。依頼する気がないんなら」


    「ふむ」と巳月は表情を引き締める。


    「世捨て人のお前でも、さすがに知ってはいるんだろ。二日前の発砲事件。だから俺の呼び出しにも応えた。情報が欲しいんじゃねえのか？」


    「別に俺は……」


    　巳月は前のめりとなり、机上に肘ひじをついた。周囲を一いち瞥べつし、声を潜ひそめる。


    「……藤ふじ巻まき支部局長が死んだ。まだ発表はされていないがな」


    「……隠しきれるものじゃないでしょう」


    「まあな。協会内はざわついているよ。解体に反対する祈き祷とう士したちが躍起になっててな。ＧＨＱの決定に従う祈祷士を裏切り者呼ばわりだ。『このままＧＨＱに潰つぶされていいのか』『我々は職を失う。人々は安あん寧ねいを失う』『サーベルを掲かかげろ。ここからは弔とむらい合戦だ』……」


    　巳月はコーヒーカップを持ち上げ、一口すすった。


    「俺のいる東北支部でさえその調子だ。各地から、協会の存続を叫ぶ祈祷士が続々と上京してきてるらしいぜ。関東支部局が先頭に立って、集結させてんだ」


    「何のために」


    「協会の存続を実力行使で訴えるためさ。ＧＨＱ本部があるのは関東だろ」


    「乗り込む気か？　バカな。解体は決定事項でしょ。祈き祷とう士しの出る幕じゃない」


    「いーや、祈祷士の出る幕だね。解体されんのは祈祷士協会なんだから」


    「だから──」


    　七なの日かはいら立ち、不機嫌に眉まゆ根ねを寄せる。


    「この国を負かした連合国の最高司令部──それがＧＨＱでしょう。そんな、連合国を代表するトップが、所しよ詮せんは民間に過ぎない祈祷士たちとの話し合いに、応じるわけがない」


    「だからいいんだ。普通に考えりゃ、会ってくれさえもしないだろう。ＧＨＱ本部ともなれば警備も厳重だ。だがそこを俺たちは、突破してみせるわけだ。応じてくれねえなら、本部への急襲も厭いとわない。堂々と本丸に乗り込んで、〝祈祷士を舐なめるな〟って言ってやんのさ」


    　力を見せつけ、恐れさせる。この日本政府をひれ伏させることはできても、この国に生きる人々を支配することなどできないと、思い知らせる。


    「つまりは、テロだ」


    　七日はソファーに背をもたれる。不愉快な表情は隠さない。


    　巳み月づきは構わずに続ける。


    「だから、白兵戦に長たけた祈祷士が欲しい。お前も一緒に来いってのが、俺からの依頼だ」


    「……戦争の続きがしたいのかよ、あんたらは」


    　七日はすぐそばの窓へと視線を逸そらした。窓ガラスについた水滴が、つつ、と下へ流れ落ちる。雨は二日前から、降り続いている。


    　巳月はマシュマロを宙に放り、口で受け止めた。


    「んなわけねえだろ。俺個人の話をすれば、協会がなくなるのは困るんだよ。せっかく看守長にまでなったってのに、さらに偉くなる機会を失う。この組織がなくなって再就職となれば、企業にしろ自営業にしろ、また新人からやり直しだろ。そんなのごめんだ」


    「何でそんな出世にこだわるんだ。昔からそうだっけか……？」


    「地位は力だ。俺は力が欲しいんだよ」


    「……俗物め」


    「世捨て人にはわかるまい」


    「……」


    　七日は口を噤つぐみ、一七歳から年を取らない、巳月の幼い顔つきを睨にらみ続ける。質問の答えを待っていた。出世が力なのはわかる。なぜ力にこだわるのかと問うている。


    　巳月は誤ご魔ま化かせないと観念し、肩をすくませてから答えた。


    「……護まもれるからだよ。力がありゃ、自分の大事な人たちくらいは護れる。俺に力がありゃあよ。もっと偉かったらよ。あん時も……隊長をあんな暗くて狭い独房から、出してやれたかもしんないだろ」


    　戦争犯罪者として拘こう束そくされた六りつ花かの話題が出て、二人そろって気が沈む。


    　しんみりした空気を入れ替えるように、巳み月づきは明るく言った。


    「それにほら。偉くなりゃ、妖よう刀とう探しにも有利だしな」


    「……護まもりたいものがあるなら尚更、衝突は避けるべきじゃないんですか。ＧＨＱとやり合ったって、勝てるとは思えない。祈き祷とう術は対マガツカミのものだ。あんたも祈祷士ならわかるでしょ」


    　銃や砲弾には敵かなわない。戦場において、六花隊以外の祈祷士の活躍は聞かない。


    「そりゃみな承知さ。当然、勝てる見込みがなきゃ動かねえ」


    　巳月は再び前のめりになり、七なの日かに顔を近づける。


    「……実はな、祈祷士協会には〝秘密兵器〟があるんだ」


    「秘密兵器？」


    「ヘリアンサス・クローンを見たろ？　日本政府が秘密裏に造ってた〝六花のマガツカミ〟の分身な。ま、それを匿かくまって協会は取り潰つぶしってことになったんだが。あれ実はな、試作品なんだと」


    「……おいおい」


    「あの二〇体のクローンは、たった一体の兵器を作るための実験体だったんだよ。〝第二次禍ツ兵器計画〟の一過程に過ぎない。そして今、その研究は関東支部局が引き継いでんだ。〝秘密兵器〟は完成しつつある……らしい」


    「あれよりも精巧なクローンが出てくるのか？　あんたらはまだ、六花を穢けがし足りないのか」


    「誤解するな。協会があれこれいじってんのは〝六花のマガツカミ〟だ。隊長じゃない」


    「そのマガツカミは、六花から生まれたんだっ」


    　自然と声が大きくなった。


    　巳月が辺りを気にして人差し指を立てる。


    「落ち着け、バカ」


    「……秘密兵器を作ってるって？　それじゃあ実際に政府は協会を使って、反旗をひるがえそうとしてたんじゃねえか。協会を危険因子と見なし、潰そうとしたＧＨＱの判断は正しかった」


    　七日はつぶやき、あごに手を添え考える。


    「いや、まさに反旗をひるがえすきっかけが欲しかったのか？　だから、龍りゆう之の介すけは藤ふじ巻まき氏を撃たせた……？」


    「おん？　なんで急に龍之介の話が出るんだよ。藤巻支部局長を殺したのはＧＨＱ職員だろ」


    「あんたの目は節穴か。どうしてＧＨＱの人間があんな人前で堂々と殺す必要がある。国民の反感が高まるのは目に見えてるのに」


    「あの男はニセモノだってえのか？　だが調べじゃ、確かにＧＨＱの職員だったそうだぜ。成り代わるなんて可能なのかよ」


    　七なの日かは思い返す。ブラウン管越しに見た男の姿を。芝居がかった口調。高らかな笑い声。一人の、派手好きなマガツカミを連想する。


    「可能ですよ。ハイドランジアなら」


    「……〝視界ジャック〟か」


    　ハイドランジアの〝視界ジャック〟は、対象に目がありさえすれば、その体を奪い操ることができる。


    「撃った職員は今も拘こう束そくされているんですよね。犯行を否定しているのなら──覚えてない、とでも言うのなら、ハイドランジアが体を乗っ取ったんでしょう。カムパネルラでは、あいつは龍りゆう之の介すけとともに行動していた。あんたらの画策してるテロの裏にはたぶん、龍之介がいる」


    「ふうん」


    　しかし巳み月づきはそれでも、テロへの意思を変えなかった。


    「何にせよ、俺はやるよ。龍之介は気にくわねえが、協会がなくなるのは困る」


    「……獅し童どうさん、龍之介に踊らされて、それでいいんですか」


    「自分の意思で踊ってんだ。お前はやっぱり、協力してはくれねえか」


    「ＧＨＱとやり合う気はありません」


    「お前がこっちにつかないってなると……また敵対か」


    「俺はどっちにもつかない。そもそも組織のいざこざからは離れた身だし──」


    　と、恐縮したウェイトレスが、テーブルのそばに立った。


    「あの……。ご注文はお決まりでしょうか……？」


    　巳月の前では何も食べないと宣言した七日だったが、さすがに注文をせず居座るのは不作法かと思い、テーブルに開きっぱなしのメニュー表を一いち瞥べつした。


    「これを」


    　指差したのは、〝とろ～りマシュマロのチョコトースト〟だ。


    　ウェイトレスは「申し訳ありません」と頭を下げる。


    「……こちら、あの、マシュマロをもう切らしていまして……」


    　ボウルたっぷりに入れられたマシュマロはすべて、巳月に提供されている。


    「ちっ」と七日は巳月を睨にらみつけてから、ウェイトレスに続ける。


    「じゃマシュマロなしでいいんで。その分チョコたっぷりで」


    　ウェイトレスは苦笑して、七日のオーダーを復習する。


    　巳月が大きくソファーに背をもたれる。


    「はっ、クソ面倒くせえ客だなあ」


    「あんたのせいだろうが」


    「仕方ねえな、ちょっとやろうか？」


    「いらねえよ。不死の呪のろいが移っちまうわ」


    「マシュマロじゃ移んねえよ？　人を病原菌みたいに言わないでくれる？」


    　ウェイトレスが再び頭を下げ、席を離れる。


    　話の腰を折られ、二人の間には沈黙が訪れた。しばらくして、巳み月づきが口を開く。


    「……今回、お前は傍観か」


    「あんたにもやめてもらいたいんですけど。テロなんてバカな真似まねは」


    「やだね。隊長だって、そうだったろ」


    「何が」


    「大事なものを護まもるためにはよ。自ら戦場に立たなきゃいけねえんだ。憧れてんだよ、俺は。白い羽織のあの後ろ姿によ」


    「……六りつ花かの覚悟とあんたの出世欲を一緒にすんな……」


    　再び六花の話題が出て、二人して気が沈む。


    　あとは窓の外に降る雨を眺めたまま、店内に流れる音楽を聴いていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　七なの日かの部屋は、庭に面している。


    　八畳の畳間。その部屋の雨戸がそっと開き、内側からラティメリアの顔が覗のぞいた。


    　空を覆おおう厚い雨雲を見上げ、「さむっ……」と身み震ぶるいを一つ。


    　それでもラティメリアは、えいと大きく雨戸を全開にした。


    　ガラガラガラ。開く音が周囲に響く。外から吹き込む冷気に、ラティメリアは半はん纏てんの前まえ襟えりを重ねた。髪は寝癖で跳はねたまま、その格好は二日前と同じだ。


    　最近はまったく外に出ないので、着替えるモチベーションを失っていた。裾すその長いＴシャツをワンピース代わりにして、その上に半纏を羽織り、下はパンツだけの薄着である。


    　手には、すり鉢を握っている。すりこぎをぐるぐると回し、エンドウ豆をすり潰つぶす。いつも七日に作らせていた、サキちゃんのご飯だ。


    　見よう見真似で作ってはみたが、すりこぎについたそれを舌先で舐なめてみても、これが正解の味なのかは謎なぞである。


    「まず……」


    　まずいが、そういうものをサキちゃんはおいしそうについばんでいた。


    　ラティメリアは、すり鉢を縁側に置いた。


    　サキちゃんとはぐれた会あい津づは、この方角だと七日に教えてもらった。古ふる川かわ家でいえば、この部屋のある方角。だから七日の留守中に、禁じられた部屋に侵入し、縁側にエサを置く。


    　空からよく見えるように。飛んできたウミネコが、すぐに発見できるように。


    　ラティメリアは畳に腰を下ろした。


    　抱えた膝ひざに頬ほおを押しつけ、雨音を聞きながらサキちゃんの帰りを待つ。


    「……ねえサキちゃん。やっぱまずいのは嫌だよねえ……？」


    　しばらくじっと待っていたが、サキちゃんは姿を現さない。


    　やはり自分の作ったエサでは心こころ許もとない。


    「そうだ、チョコは？　チョコなら食べるかな？」


    　チョコを砕いてエサに混ぜれば、だいぶおいしくなるような気がした。


    　チョコならば、七なの日かのお菓子箱に常備されているはずだ。ラティメリアは七日の部屋をあさったが、いつもの隠し場所に箱がない。そういえば御み霊たま舎やの清掃を行っていた七日が、膝の上に乗せていたように思う。


    　はたして七日のお菓子箱は、居間にある炬こ燵たつの上にあった。いつもは厳重に隠しているくせに、見つかっても構わないとでもいうふうに、無造作に置かれている。


    「サキちゃん、何が好きかな。ビスケットとかもあるけど……」


    　薄暗い居間で電気もつけず、ラティメリアはお菓子を選ぶ。


    　昼間からつけっぱなしのテレビから、ニュースが流れていた。


    『──雨は近く、雪となる恐れがあります。関東地方の方は、ご注意ください』


    　ラティメリアは顔を上げる。


    「……雪が積もったら、サキちゃんこの家を見つけられないかもしれないわ」


    　降り続いた雪が、景観を一変させてしまうことを、ラティメリアは知っている。この辺りも毎年ではないが、積もることがある。去年は一面銀世界となった庭ではしゃぎ回り、びしょ濡ぬれのまま炬燵に入って七日に叱しかられた。


    　今年はサキちゃんと一緒に遊ぼう。それから一緒に濡れたまま炬燵で暖まり、一緒に七日に叱られよう。漠然とそう思いつつ、再び箱に視線を落とした、その時。


    　──みゃあ。


    　不意に聞き慣れた鳴き声が雨音に交じる。ラティメリアは再び顔を上げた。


    『ミャア、ミャア、ミャア──』


    　その声は、テレビから聞こえたものだった。ブラウン管に映るゴミの山。ウミネコたちの舞う空の下、ヘルメットを被かぶった作業員の姿が映し出される。


    『〝宝ノ島〟とは名ばかりの、ゴミの集積所。都内から集められるゴミは、増え続ける一方であります──』


    　湾岸の埋め立て地に積み重なるゴミの数々。半年前、マガツカミを退治するため、七日とともに足を運んだ〝宝ノ島〟の景観がテレビに映った。


    『漂う悪臭。不衛生な環境。夏にはマガツカミまで発生した〝宝ノ島〟。近隣住人の訴えに、管理局がようやく重い腰を上げたようです』


    　機械的なナレーションとともに、映像が次々と移り変わる。はちまきを巻いた住民たちが、垂れ幕を掲かかげて抗議する姿。電線に列を成す、おびただしい数のウミネコ。インタビューを受ける住人が、ウミネコがフンをするため洗濯物も干せないと嘆なげく。


    『住民たちの暮らしを護まもるため、害鳥駆除が行われます──』


    　切り替わった次の映像に驚き、ラティメリアはお菓子箱を落とした。


    　作業員たちが両手にウミネコの死し骸がいを持って、平地に放り投げている。積み重なり山となったそれはすべて、ウミネコの死骸。エサに毒を混ぜられ死んだのか。羽を広げて絶命し、くちばしから舌を覗のぞかせたウミネコたちが、ブルドーザーによって掻かき集められている。


    　死骸の山の上を、まだ生きているウミネコたちが飛び回る。まるで人間たちに抗議しているかのように、集団で声を上げ泣き喚わめく。


    『ミャアミャア！　ミャアミャア──！』


    　ラティメリアは瞬まばたきも忘れ、映像を見つめ続けた。


    　間もなく玄関先で音がして、七なの日かが帰宅した。


    　暗がりの中、テレビの前に立ち尽くすラティメリアを発見する。


    「……何してんだお前。電気くらいつけろ」


    　炬こ燵たつの上に垂れる紐ひもを引いて、七日は居間を明るくした。ラティメリアの足下にはお菓子箱があり、チョコやビスケットがこぼれ落ちている。


    　何かを口にしてくれるなら、お菓子でもいい。そう思って放置しておいたお菓子箱だったが、ラティメリアの様子はどこかおかしい。


    「ねえ、ナノ。サキちゃん、ここにいないよね……？」


    　ブラウン管に映っているのは〝宝ノ島〟だ。ウミネコの死骸が映し出され、七日は状況を察した。鳥の帰巣本能について詳しくはないが、古ふる川かわ家に帰ってくるよりは、生まれ育ったあのゴミ山に帰ったというほうが、現実味があるように思えた。


    　だがそう答えるのは酷こくだろう。雪ゆき生おの言葉を思い出す。


    　──ラメちゃんがかけてほしい言葉くらい、わかるんじゃない？


    　七日は言葉を選んだ。


    「サキは……。戻っちゃいねえよ。遠いしな」


    「嘘うそつき」


    「嘘つきってお前……」


    「海に帰ってないんなら、じゃどこに行っちゃったの？　どうしてここには帰ってこないの？　サキちゃんのお家は、ここじゃないの？」


    　ラティメリアは言葉を詰まらせ、唇くちびるを結ぶ。


    「……むかつくわ、こいつら」


    　テレビに映る作業員を睨にらみつける。


    「こんな酷ひどいことするなんて。よっぽどウミネコが嫌いなのね」


    　やるせない悲しみを、怒りに変換する。


    「人間のくせに、ずいぶんと我がもの顔するじゃない。散々ゴミ捨てて汚して、それで増えちゃった生き物を殺して。冷やし神のほうが、よっぽどウミネコと仲良くしてたわっ」


    　ギリ、とラティメリアは歯を食いしばった。


    　七なの日かはその興奮をなだめようとする。


    「……実際にあの土地は人間のものだ。我がもの顔もする」


    「何それ、誰が決めたの？」


    「人間だよ。人間が海を埋め立て、ゴミ溜めにしようと決めた」


    「傲ごう慢まんだわ。ねえ、駆除されるべきなのは、本当にウミネコのほうなの？」


    「……」


    　人の横おう柄へいを非難するその言い草に、七日は生前の六りつ花かを重ねた。


    　彼女がそのようなことを言うたびに、七日は考えが甘いと諭さとしてきた。


    「ああ傲慢だ。傲慢である権利がある。なぜなら、強いからだ。ルールってのは強い奴が決めるんだよ。ミャアミャア鳴いて抗議するだけのウミネコに、人間を止める術すべはないだろ」


    「でも！　ナノはこのテレビを見ても、何も思わないの？　サキちゃんの仲間が殺されてるんだよ？　もしかしたら、サキちゃんだって……」


    「鳥に同情はしねえよ」


    「じゃあ私が、人間を駆除するわ！」


    「……」


    「強ければ傲慢でもいいんでしょ？　じゃあ私がウミネコの代わりに人間殺してさ、ルールを作ってもいいんでしょ？」


    　私が誰よりも強ければ──人間よりもマガツカミよりも強ければ。


    　六花もまた、七日の諭す言葉にそう返した。強ければ文句はないんでしょ、と。そして誰よりも強くなり、この国の人々を護まもろうとした。


    　その想いは最さい期ごに憎しみへと変わり、そしてラティメリアを生んだ。


    「決めた。私は、人間を喰くうわ」


    「結局はそれが、六花の選択か」


    　七日の言葉に、ラティメリアは「六花？」と声を荒らげる。


    「そんなの関係ない。私が、自分で決めたの！　ねえ、何度言ったらわかるの？　私は六花じゃない──！」


    　言げん下かにラティメリアの全身が、淡く発光し始めた。着ていた半はん纏てんが光の粒となって掻かき消え、代わりに発生した紫色のパーカーがその体を包み込む。ひらめく短いスカートにハイソックス。青く長い髪はフードで覆おおわれ、ラティメリアはいつもの姿へと〝ドレスアップ〟した。


    　ラティメリアと七なの日かは、炬こ燵たつを挟んで対たい峙じする。


    「私は、マガツカミよ。人を喰くう〝喰い神〟ラティメリア」


    「……お前に、人間は殺せん」


    「殺せるわ。人間は弱いもの」


    「殺せねえよ！　俺がいる」


    「っ……」


    　ラティメリアは五指を広げ、腰を落として身構える。


    　そうだ。自由になるには、七日が常に携帯しているラティメリアの依より代を──六りつ花かの犬歯を奪わなければならない。依り代を質に取られている以上、どれだけ遠くに逃げても、結局は七日の元に召喚され、拘こう束そくされてしまうだろう。


    　さて。サーベルに手を添え構える七日を、どう始末するか。


    　──私だって、少しくらい強くなってるはずなんだから。


    　リコリス戦、ヘリアンサス戦を経て、ラティメリアは成長したはずだ。まずは目の前の炬燵を蹴けり飛ばし、その陰から切り裂こうかと作戦を立てた。


    　と、その時。ラティメリアはふと気配を察知して、顔を上げる。


    「どうした？」


    「……誰かいる」


    　気配の主を探して辺りを見渡す。


    　七日の部屋から感じる、この禍まが々まがしい気配は──。


    「〝六花のマガツカミ〟だわ」


    「……何？　室内か？」


    　ラティメリアは、七日を放って走りだした。


    　廊下を駆け、七日の部屋の襖ふすまを勢いよく開く。


    　縁側で膝ひざを曲げていたのは、雨に濡ぬれた小柄な少女だった。鮮やかな金色の髪をツインテールに結い、ホワイトローブを着た少女。突然開いた襖に驚き、目を丸くして固まっている。


    　ラティメリアはその幼い顔に尋ねた。


    「……何してるの、あんた」


    〝偲しのび神〟ロサは、すりこぎを口元に持ち上げ、サキちゃんのために用意したエサを食べていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「な……何てまずいのかしらっ！　あなたたちの味覚を疑うわ」


    　立ち上がったロサは、すり鉢を畳へ投げつける。


    「何すんの！　サキちゃんのご飯なのにっ」


    「はんっ。そのサキという子が不ふ憫びんでならないわね。一体何なの、その豆のペーストは。まるで鳥のエサじゃない！」


    　ロサは唾だ棄きするように言って、ラティメリアの拾ったすり鉢を指差す。


    　よほどお腹なかが空すいていたと見える。エサはすべて食べられていた。


    「鳥のエサでいいのよ。サキちゃんは鳥なんだから」


    「おぅえ……！」


    　喉のどの奥に指を突っ込み、嘔おう吐としようとするロサ。


    　駆けつけた七なの日かが、ラティメリアの前に出た。


    「〝偲しのび神〟……薔薇ロサか。僥ぎよう倖こうだな。自ら斬られに来てくれるとは」


    　ロサはむせて涙目になりながらも、胸を張って答えた。


    「ふふ……久しいわね、ナノ。このロサが、〝六りつ花かのマガツカミ〟を狩っているあなたの前に、のこのこ首を差し出しに来るとでも思って？」


    「何を企たくらんでいる」


    「何もよっ……！　完全な事故だわ。〝六花のマガツカミ〟の気配を探して来てみれば……よりによってナノに飼われてる〝喰くい神〟のトコに来ちゃうなんて！」


    「はあっ!?　飼われてなんかいないんですけど」
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    　詰め寄るラティメリアに手の平を向けて、ロサは眉み間けんを指先で揉もんだ。


    「お黙りなさい。言っておくけどロサは今、ものすごく動揺してるんだから。ナノは……そう、ナノはどうなのかしら。負傷して今にも死にそうなこのロサを、助けてくれるのかしら」


    　ちら、と七なの日かの顔を窺うかがうロサ。


    　七日はすでにサーベルをロサに向け構えている。ロサが後ろに引いて隠している左足には、血が滲にじんでいた。ロサの血は危険だ。七日はそれを知っている。


    　このマガツカミは、外傷が増えるほどに強くなるのだ。


    「……血を流してるってことは、やる気満々ってことでいいんだな」


    「どうしてそうなるのかしらっ！　か弱い少女が酷ひどい怪け我がをしているんだから、むしろ優しく手当てしてくれるべきなのではなくて？」


    「喋しやべるな。聞く気はない。話す気もない。返してもらうぞ、六りつ花かの心臓を──」


    「くっ……」


    　七日は一足飛びでロサとの距離を詰め、対マガツカミ専用のサーベル──白しら雨さめを振るう。ロサは白刃をかいくぐるようにしてつんのめり、叫んだ。


    「ちょっと待って！　話を聞いてっ」


    　ロサに戦意は見られない。しかし戦う気があろうがなかろうが、七日には関係がない。六花を喰くったマガツカミが目の前にいる。ならば問もん答どう無む用ように斬り伏せる。奪われた依より代を──魂の欠片かけらを取り戻す。


    　八畳の部屋の中、二太刀目、三太刀目をかろうじて避よけるロサ。


    　ラティメリアは二人の攻防を、部屋の端で眺めている。


    「ナノの剣を避け続けるなんて、意外とやるじゃない」


    　ただしロサの表情は必死だ。目に涙を浮かべ、助けを請う姿は見るに耐えない。


    　ラティメリアは声を上げた。


    「ねえナノっ。話くらい聞いてやれば？」


    　しかし七日は当然止まらない。狭い室内を逃げ回るロサに、白雨を振り続ける。


    「ごめんなさいっ！　ごめん、謝るからっ。だから、助け──おぐっ」


    　いよいよ攻撃を避けきれなくなったロサの腹部に、七日の膝ひざが入った。本棚に背中を打ちつけ、座り込んだロサの眼前に、すかさず白雨の切っ先が伸びてくる。


    　紙一重で頭を横に倒し、突きを回避するロサ。殺される、と青ざめる。


    　この男。あまりに話を聞かなすぎる。聞く耳を持たなすぎる。想定以上に、容よう赦しやがない──。


    　七日は白雨を引き、改めて突きの体勢を取る。狭い室内では、白刃を大きく振れない。しかし突きであれば、僅わずかな動作で致命傷が望める。


    　その剣先に向かって、ロサは手の平を伸ばした。七日の攻撃を避け続けることはできない。ならば、自ら腕を差し出し、訴える。


    「んっ……！」


    　ロサの腕から、抱き締めていた植木鉢がこぼれ落ちた。


    　貫かれた手の平からは血が噴き出し、畳に垂れる。ロサは唇くちびるを結んで、痛みに耐えた。貫かれた手の平で白しら雨さめの刃を握って、七なの日かの動きを止める。


    「ケラ姉のっ、居場所を教えてあげるわ！　他の〝六りつ花かのマガツカミ〟の居所っ。知りたいでしょう？　教えてあげる。だから。助けて。追われてるの！」


    「……」


    「悔しいけど今はあなたしか、頼れる人がいないのよっ！」


    　七日はロサの手の平から、白雨の白刃を抜いた。


    　話を聞いてくれる──ロサはそう思い頬ほおを綻ほころばせたが、七日の答えは「頼るな」だった。


    「マガツカミと交渉などしない。ケラススの情報を知っているのなら、今吐け。有意義な情報なら、せめて苦しませないよう、殺してやる」


    　ロサは表情を引き攣つらせる。


    「……お願い、します」


    　溢あふれた涙がこぼれるのを、唇を噛かんで懸命に耐える。ケラススと約束したのだ。絶対に泣かない。再びケラススと会うときまで、泣くものか。諦あきらめるものか──。


    「……助けて。助けて……お願い」


    　ロサの前に、ラティメリアが立った。


    　ロサを背に護まもるようにして、七日の前に立ちはだかる。


    「やめて」


    「何のつもりだ」


    「見てらんないわ。泣いてるじゃない。話くらい聞いてあげなよ。どうしてそんな冷たいの」


    「そいつが〝六花のマガツカミ〟だからだ」


    「私だってそうだわっ」


    　ラティメリアは自分の胸に手を当て、七日に詰め寄った。


    「だから私の話も聞いてくれないのね。私の依より代を奪って、〝六花のマガツカミ〟捜しに散々利用して、そしてやっぱり……ヘリアンサスが言ったみたいに。最後には私を斬るんだわっ」


    「アホか。斬らねえっつってんだろ。〝六花のマガツカミ〟をすべて殺したら、あとはお前が俺を喰くって終わり。その約束はちゃんと守る」


    　七日はいら立ち、白雨を下ろす。


    「毎日飯を食わせてやったろ。住む場所も用意した。それでもお前はまだ、俺が信じられないか」


    「ナノが私をそばに置くのは、私が六花に似てるからだわ！」


    　ラティメリアは七日を睨にらみつけ、声を荒らげる。


    「だから喰くうなって……そう言うのよ。ナノは、人のために『喰うな』って言ってるんじゃない。私を六りつ花かにしたいから。自分のために、私に『喰うな』って、そう命令してるんだわっ！」


    「……」


    「応えらんないよ。私は六花じゃないし、六花と同じ生き方なんてできない。人間なんて嫌い。みんな死ねばいいと思う。喰ってやりたいと思う」


    　ラティメリアはうつむき、「ねえナノ」と続ける。


    「あんたはやっぱり人間で、私はマガツカミ。どうしたって、敵同士なんだわ」


    「……なら、もういい」


    　一度目を閉じた七なの日かは、再び白しら雨さめを構える。


    　敵として、ラティメリアを見据える。


    「ここで終わりだ。お前はマガツカミとして、俺を喰え。ただし俺はまだ死ぬわけにはいかないから、抵抗するぞ。お前を斬ってでも、その〝六花のマガツカミ〟から六花の魂を取り戻す」


    　ラティメリアは後あと退ずさる。


    　七日のまとう空気は、〝六花のマガツカミ〟に対するものと同じ。敵に対するものと同じ。


    　その時だった。張り詰めた空気を破って、インターホンが鳴る。


    　玄関の扉が乱暴に叩たたかれた。外からの声が、七日の部屋にまで届いた。


    「ごめんっ！　祈き祷とう士しの者です。ここにマガツカミが逃げ込んだ恐れがある。立ち入り調査させていただきたい！」


    　七日は白雨を構えたまま、ロサを睥へい睨げいする。


    「追われていると言ったな。祈祷士にか？」


    　ロサは傷ついた右手で植木鉢を抱き寄せ、つぶやいた。


    「やっぱり。あいつら、ロサをつけてたんだ……」


    　七日の問いには答えていなかったが、血の気の引いた表情や震ふるえる様さまを見れば、この間の悪い訪問者こそ追っ手で間違いなさそうである。


    　玄関先でガシャンと、扉の破られる音を聞く。


    「ずいぶんと乱暴な祈祷士だな」


    　祈祷士の相手をするのは面倒だ。七日はさっさとロサを討つべく前へ出た。


    　瞬間、開け放たれていた縁側の向こうに、稲光が走る。


    　七日は視界の端に、庭先に立つ三つの人影を捉えた。


    　降りしきる雨の中、濡ぬれた体もそのままに立つ先頭の男は、異様な雰ふん囲い気きをまとっている。肩にケープを羽織った黒い制服は祈祷士のものだ。その顔には、仮面が嵌はめられていた。


    　バリバリ、と空を裂くような轟ごう音おん。


    　男は七日の姿を見つけ、「ほう」と感嘆の声を漏らす。


    「再会とは、思わぬところから訪れるものだ」


    　その声に、そのおどろおどろしい雰ふん囲い気きに、七なの日かは覚えがあった。


    「柊ひいらぎ……？　あんた、祈き祷とう士しになったのか」


    「ふむ、この通りだ」


    　両腕を広げ制服姿を見せる柊。その腰には、サーベルを携たずさえている。


    　祈祷士とは、そう簡単になれるものではない。血筋や生まれがものを言う業界だ。


    　実力でのし上がるにしても難しい。術を一つ覚えるのにも、才能と恵まれた環境と、修行に費やす年数が必要であるはずだ。にもかかわらず協会に公式として認められ、制服を着ているというのなら、つまりは祈祷士としての力以外の面を期待されて採用されたのか。


    「……何だ？　特殊部隊みたいなもんか？」


    　祈祷士でありながら、祈祷士とは違う。


    　七日は黒の制服など、見たことがなかった。


    「笑えるな、少佐。あれだけ祈祷士を嫌ってたあんたが、今や祈祷士の犬かよ」


    「何。しっぽを振るのも存外に楽しい。協会の使いとして要求する。その〝偲しのび神〟を渡していただこう」


    　廊下を土足で駆けてきた三人の祈祷士が、七日の部屋の入り口を塞ふさいだ。七日とラティメリア、そしてロサは八畳の和室にて、挟み撃ちとなる。


    「いや……お呼びじゃねえんだけど。帰れ。こいつは俺が殺す」


    「ならん。それは生かしたまま捕獲しろとの指示でね」


    「ああ……？　あんたら、一応祈祷士なんだろ。マガツカミ退治のためにこいつを追ってたんじゃないのか？」


    「貴様に知る権利はない。私に言う義務もない」


    「おいおい。俺は一応、祈祷士の先輩なんだけどな」


    「ふむ。しかし古ふる川かわ七日は除名されたと聞いたが。〝闇やみに堕おちた祈祷士〟とやらになったとか。戦争犯罪者として拘こう束そくされた、姉の死を受け止められずに」


    「……お前が、六りつ花かを語るな」


    　七日は白しら雨さめを柊へ向ける。〝六花のマガツカミ〟であるロサは優先すべき攻撃対象だが、六花を罠わなにはめた柊はその上を行く。


    「そいつが、〝喰くい神〟か」


    　柊にじっと見つめられ、怪け訝げんに眉まゆを寄せるラティメリア。


    「……なるほど。古川六花と瓜二つだ」


    　柊のそばに立つ祈祷士が前に出て、指示を仰いだ。


    「〝喰い神〟も捕獲いたしますか」


    「いや。捕獲対象は〝偲び神〟だ。あれはいらん」


    　柊ひいらぎの両サイドに立っていた二人の祈き祷とう士しが、サーベルを抜刀する。


    　柊は声を張り上げ、祈祷士全体に指示を出した。


    「古ふる川かわには構うな。優先事項は〝偲しのび神〟の捕獲。傷しよう痍いの有無は問わん。生きていればそれでいい。〝喰くい神〟は……かの女と同じ顔のマガツカミなど不愉快だ。殺せっ！」


    　その合図で、両脇の二人の祈祷士が縁側へ向かって駆けだす。


    　同時に廊下から襖ふすまを蹴け破やぶって、そちらからも二人の祈祷士が雪な崩だれ込む。その後ろで、磯いそ丸まるが拳銃を構えていた。七なの日かは縁側へ白しら雨さめを向けながら、背後に叫んだ。


    「ラティメリアっ、お前は後ろを──」


    「命令、すんなっ！」


    　襖を踏んで入ってきた祈祷士のサーベルを避よけ、ラティメリアは五指を広げ、腕を振るう。視界の端に捉えたロサが、背後から祈祷士に抱きつかれている。


    「きゃああっ」


    〝六りつ花かのマガツカミ〟がどうなろうとラティメリアには関係ないが、祈祷士は気にくわない。同じマガツカミであるロサを助けようと足を踏み込んだその時、ロサが逆上がりの要領で、天井に向かって足を大きく跳はね上げた。


    　足の付け根までめくれたスカートから、真っ白な太ももが覗のぞく。


    「〝血ち繰くり〟──鎌っ！」


    　ロサが叫んだその瞬間、左足の太ももに残る銃創から血が溢あふれだした。滴したたる血液は宙に跳ね、固形化する。傷口から伸びるように発生したのは、血で固められた真っ赤な大鎌だ。


    　ロサが祈祷士の肩に膝ひざをつくと同時に、その大きな鎌の先端が祈祷士の背中を貫く。鳩尾みぞおちから生はえたような半月形の切っ先を見下ろし、祈祷士は吐血し、崩れ墜ちる。


    「ふう……ふう……！」


    　息も絶え絶えに畳へ着地したロサは、すかさずラティメリアの方向へ右手を差し出した。


    「〝血繰り〟──槍っ！」


    　七日に貫かれた手の平から血液が溢れ、まるで槍を突くように真まっ直すぐに、ラティメリアに向かって伸びてゆく。


    「ぐあはっ……！」


    　ラティメリアの背後でサーベルを振りかぶっていた祈祷士が肩を貫かれ、もんどり打って倒れた。振り返ったラティメリアは、すぐに向き直りロサに叫ぶ。


    「な、何……？　あんた、強いじゃない！」


    　ロサは額に汗を浮かべ、ぜぇぜぇと肩で息をしている。


    「はんっ……当然でしょ。ロサは〝六花のマガツカミ〟なのよ。……ただ、対多数や持久戦が苦手なだけで──」


    　手の平から伸ばした血の槍や太ももの鎌が、一瞬にして形を崩し、元の血液となって畳に跳ねた。武器を形作っていただけに、かなりの量である。


    「ああ……フラフラするっ……！」


    　顔を白くしたロサは、よたよたと部屋の柱に手をついた。


    　廊下には、拳銃を構える祈き祷とう士しがいる。


    　へっぴり腰で銃口をロサに向け、磯いそ丸まるはガクガクと歯を打ち鳴らしていた。


    　ロサがぎろりと睨にらみつけただけで、「うあっ」と廊下の床に尻しり餅もちをついてしまう。


    　雑ざ魚こを相手にしている暇ひまはない。ロサは七なの日かの部屋を出て、磯丸を通り過ぎた。祈祷士たちから逃げるべく、左足を引きずりこの場を離れる。


    「ラティメリアっ、そいつを逃がすな」


    　七日が二人の祈祷士を相手取りながら、振り返り叫んだ。


    「命令すんなってば！」


    　言いながらも、ラティメリアはロサを追って廊下へ出る。


    「逃がすかっ」


    　祈祷士の一人が、七日との戦闘を放棄して追いかける。その背に──黒い制服の〝祈〟の文字に、七日の放ったナイフが突き刺さった。


    「逃がすか……って。そりゃこっちの台詞せりふだわ」


    　背中を傷つけられた祈祷士は一度前につんのめったが、踏みとどまって振り返った。一撃食らわせたとはいえ、所しよ詮せん投げナイフだ。致命傷とはほど遠い。


    　突破されてしまうか──と思った矢先、怒りの表情を浮かべた祈祷士は、七日に向かって駆け戻る。気が短いのか、血気盛んなのか。


    　そのガッチリとした体つきといい、軍人くさいな、と七日は思った。


    　七日の肩に、もう一方の祈祷士からサーベルの刃が振り下ろされる。


    　──この男も、そうだ。刃を避け、あるいは受け流してその軌道をずらしながら、七日は左右から迫る祈祷士二人の動きを観察する。


    　二人のサーベルの使い方は、明らかに対マガツカミ用ではない。柄えを両手で握った構え方は剣道のものだし、もちろん術も使わない。これは、対人用の剣捌さばき。柊ひいらぎの下にいるだけあって、彼らもまた、元軍人なのだろう。


    　特殊部隊──そう思わせる要因は、彼らの振るうサーベルにもある。


    　二人の元軍人が振るう剣は、従来祈祷士が持つ白しら雨さめではなかった。


    　白雨よりも刀身が太く、短い。最も特徴的であったのは、その刃が振動していることだ。


    　白雨同士であれば普通、刀身が細いため、基本的に刃同士をぶつけたりしない。相手の刃を折ることができても、自分の刃まで折れかねないからだ。


    　しかし彼らは、進んで刃をぶつけてくる。まるで七日の白雨を、断ち切ろうとでもしているかのように。振動する刃をブンブン振り回し突進してくる。


    　七なの日かは左右同時に繰り出される挟撃のすべてを、避よけなくてはならない。


    「く。っぜえな……！」


    　下がればその分だけ、二人の祈き祷とう士しは迫ってくる。


    　七日は二人の間をかいくぐり、振り返りざま横一いつ閃せんで男たちの背を斬りつける。


    「ふんぬっ」と痛みを堪こらえ、二人の祈祷士は足を踏ん張った。倒れない。怯ひるまない。振り返った祈祷士たちは、さらにサーベルを振り上げる。


    　と、その時。七日の襟えり首くびが鉤かぎ爪づめに引っ掛けられた。


    　振り返る間もなく、その体は投げ飛ばされる。


    　本棚に背を打ちつけるが、すぐに体勢を立て直した。が、すかさず今度は、首を鷲わし掴づかみにされる。再び本棚へと背を押しつけられて、書物がバラバラと落下した。


    「くっ……」


    「……お前たち。私の指示を忘れたか」


    　──古ふる川かわには構うな。優先事項は〝偲しのび神〟の捕獲。


    　仮面の穴からの視線を受けて、二人の祈祷士は慌てて頭を下げ、ロサを追う。


    「は……。あんたが直じき々じきに相手してくれんの」


    「見せてやりたいのだ。貴様に切り落とされた右腕の代わりを。その性能を」


    　キリキリキリ……。義手の付け根に覗のぞく歯車が回り、鉤爪が七日の首に食い込んだ。


    　七日は柊ひいらぎの義手を掴つかむ。その腕は固く、まるで甲かつ冑ちゆうにでも覆おおわれているかのようだ。


    「……あの時、顔を喰くわれたあんたを救ったのは、六りつ花かだったっ」


    　言げん下かに七日は、柊の腹部を蹴けり飛ばす。


    　柊の鉤爪は七日の首の皮を裂き、血を滴したたらせる。


    「……護まもってくれる六花はもういない。俺はお前を殺すぞ、柊っ！」


    　七日は首の傷など何でもないように無視し、白しら雨さめを柊に向ける。


    　その姿を正面に見て、柊は仮面の下で目を細めた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　植木鉢を胸に抱き、ロサは居間まで逃げてきた。


    　つけっぱなしのテレビから笑い声が聞こえるが、辺りにひと気はない。縁側の窓ガラスの向こうに降り続く雨。外は暗いが、居間はぼんやりと灯ともる蛍光灯に白んでいた。


    　廊下を駆けてくる音が耳に入る。ロサは慌てて辺りを見渡す。


    　隠れる場所は──居間の中央にある炬こ燵たつくらいか……。


    　ロサの能力は、長期戦に向いてはいない。〝血ち繰くり〟は自らの血液を使うため、戦い続けてもいずれ体力を消耗し、倒れてしまうのがオチだ。だからこそ祈祷士との戦いは避けていたし、サポートしてくれる仲間を捜してここまで来たのだ。


    　ただでさえ足を撃たれ負傷しているというのに、七なの日かに貫かれた右手がズキズキと痛み、ロサは歯を食いしばる。何もかもが想定外だった。肩で息をしながら、炬こ燵たつの下に身を隠す。


    「最悪……！　何でロサがこんな可哀かわい想そうな目に……」


    〝六りつ花かのマガツカミ〟同士で感じ合える気配は個体を区別はできないから、偶然にも見つけた気配が誰のものかはわからなかった。龍りゆう之の介すけについたリリウムや、死んでしまったヘリアンサスは望めないから、最悪、ハイドランジアでもいいと思ってはいたが、見つけた気配の主はさらにその下を行く。


    「はずれもいいとこだわ……。これなら、ハイドラ姉さんのほうがマシだった……」


    　状況は逼ひつ迫ぱくしている。


    　一対多数を避けて逃げ続けていたが、またもこの場から離れなくてはならない。


    　ギリギリと歯は噛がみしていると、不意に目の前の炬燵布ぶ団とんが捲めくられた。ビクリと肩を跳はねさせるロサ。見つかったかと思いきや、顔を覗のぞかせたのは祈き祷とう士しではなかった。


    「何してんの……？」


    「……隠れてるに決まってるでしょ……!?」


    　声を抑えて叫んだところに、ドタドタと廊下を駆けてくる足音を聞く。


    　今度こそ祈祷士だろう。「どっか行ってっ」と睨にらみつけて威い嚇かくするロサだったが、ラティメリアは炬燵の中に入ってきた。


    「ちょ、ちょっとっ……何であなたまで入ってくるわけっ……？」


    「私一人に相手させようってんでしょ、冗談じゃないわ。あんたが隠れるんなら私も隠れるし」


    「じゃどっか別のとこに隠れてよ……！　狭いんだけどっ」


    「何で私が出なきゃいけないの。ここは私の家なんだから……！」


    　二人は狭い炬燵の中、鼻先がぶつかる距離で言い合った。


    「あなたの家なら、あなたが倒しなさいよ……！　食い残しから生まれたとはいえ〝六花のマガツカミ〟なら、何か強い能力の一つや二つ使えないわけ？」


    「誰かの体の一部でも喰くえば、その能力をコピーすることはできるけど……」


    「何それ、いいじゃない！」


    　ロサは光明を見つけ、目を輝かせる。


    「ロサの血を飲んでもコピーできるの？　いいよ？　ちょっとくらいなら」


    「……嫌なんだけど」


    「嫌なんだけど……!?」


    「だって……あんたたちの血を飲むと、その──」


    　ヘリアンサスの血を飲んだ、あの時の感覚が頭をよぎる。〝六花のマガツカミ〟の血は、心をそぞろにさせる。六花の「喰え」「殺せ」という黒い感情が体中を巡り、たぎるのだ。


    　サキちゃんを喰くおうとしてしまったのは、そんな時だった。ヘリアンサスの血を飲まなければ。もしかして〝喰いたい〟という衝動に至らなかったかもしれない。


    　そう考えると、ロサの血を飲み〝ドレスアップ〟する気にはなれない。


    「……とにかく嫌なの。あんたの血を飲むのは、何となく……」


    「なっ、何となくで諦あきらめられるほど、ロサの血はありふれてないんだからっ……！　特別なのよ？　超美お味いしいんだから。だって、だって〝六りつ花かのマガツカミ〟の血なのに」


    「〝六花のマガツカミ〟だから嫌なのよ。六花の血だなんて、気持ち悪い」


    「気持ち悪い!?　ひどぉい……」


    「何泣きそうになってんの……！　見つかっちゃうでしょ」


    　ラティメリアがロサの頬ほおをつねると、ロサも負けじと頬をつねってくる。暗がりの中で、二人は頬をつねり合った。狭い炬こ燵たつの下で暴れれば、炬燵はガタガタと揺れ動く。


    　炬燵を覆おおう布ふ団とんの裾すそから、ロサの着る白いローブが覗のぞいていた。


    　ロサを追って居間へ来た祈き祷とう士したちが、その目立つ白を見逃す由よしもない。一人がもう一方の祈祷士に対して人差し指を立て、気配を殺す。


    　炬燵の縁に足をかけた祈祷士は、サーベルを逆手に持ち替えた。柄えのボタンを押すと、ヴイィィィン──。刃が静かに振動し始める。その切っ先を、炬燵の上から突き入れた。


    　切っ先は炬燵を貫通し、畳へと届く。


    　中から、悲鳴が上がった。


    「んきゃあっ……！」


    　直後に炬燵が中から蹴けり飛ばされ、祈祷士たちは後ろに飛び跳はね距離を取る。


    「くっ……何なの……あれ、超痛いっ」


    　立ち上がった二人の足元に、ぼたぼたと鮮血が垂れる。悲痛に顔を歪ゆがめているのは、ラティメリアだった。前のめりとなり、傷ついた右肩を押さえる。


    　ロサとラティメリアに向かって、二人の祈祷士が振動する刃を向けた。


    　ふらりとよろめいたラティメリアの背がロサにぶつかり、押し返される。


    「あたっ。ちょっと、近すぎ。離れなさい。邪魔よ」


    「ひどっ。あんたが泣いたから見つかっちゃったのにっ！」


    「泣いてないんですけど？　人のせいにしないでもらえますー？　そもそもあなたが入ってきたから見つかったんじゃないのっ」


    　振り返ったロサは、ローブの肩部分がラティメリアの血で染まっていることに気づいた。


    「うわ、ばっちぃ……けど、使わない手はないわね、これ……」


    　じりじりと祈祷士たちが間合いを詰めてくる。


    　ロサはラティメリアへ向き直った。


    「喰い神、こっち向いてっ！」


    「何、今忙しいんだけっ──」


    　振り返ったラティメリアの口元に、手の平が当てられる。


    　不意に食べさせられた飴あめ玉だまのようなものが、ラティメリアの喉のどを滑り落ちた。


    「んぐっ……な、何？　何飲ませたの!?」


    「くふふっ。ロサの血の塊でござぁあいっ！」


    〝血ち繰くり〟によって凝固させた、血の飴玉だ。


    　目もく論ろ見み通りに喰くわせることができて、ロサは腕を上げて喜んだ。


    「……この子、超むかつくんだけど……！」


    　ロサを睨にらみつけたその直後、ラティメリアの全身が目ま映ばゆい光に包まれていく。


    　マガツカミの血を摂取したことによる、〝ドレスアップ〟が始まった。


    　初めに、紫色のパーカーが光の粒となって掻かき消える。フードが弾けて広がった青い髪が、その根元から金へと色を変えていく──。


    「しまった！　喰い神の〝ドレスアップ〟だ！」


    　祈き祷とう士しの一人が叫んだ。喰い神は、喰った相手の特長や能力を取り込むと聞かされている。〝ドレスアップ〟は、極力させてはならない。その変身を止めるべく、祈祷士はサーベルを振り上げ駆け出した。


    　その足首に、シュルシュルと茨いばらのツタが絡みつく。


    「何……!?」


    　畳を突き破って現れた無数のツタは、這はい上がるように祈祷士の体へと巻きついていく。


    　ラティメリアを中心にして円を描くように、ツタは畳を破って次々と出現した。それらが折り重なって壁となり、ラティメリアとロサを取り囲む。


    「うわ、すご……」


    　ロサは茨でできた壁を見上げ、感嘆の声を漏らした。畳を突き破り天井まで伸びたツタの壁が、三六〇度二人を取り囲んでいる。まるで茨でできた筒の中にいるようだ。


    　ツタの一本一本にトゲがあり、またつぼみがあった。


    　その一つをロサが指先でつつくと、ぽん、と真っ赤な薔ば薇らが花開く。


    「きゃ、可愛かわいいっ」


    　喜ぶロサとは裏腹に、ラティメリアは悲痛な声を上げていた。


    「くぅ、嫌だ、嫌あああっ……！」


    　両手で顔を覆おおい、体を前に折り曲げる。


    　体内を駆け巡る衝動に心臓が締めつけられ、四肢が痺しびれた。


    　喰え、喰え、喰ってしまえ──！　脳内に響く声がうるさすぎて、目め眩まいを覚える。嫌いな声だった。その声色は残酷で、荒々しく。胸を締めつけるほどに、切ない。


    「あなた、大丈夫……？」


    　ラティメリアの様子に、ロサは怖くなり尋ねた。


    　殺さつ戮りく衝動に耐える間も、〝ドレスアップ〟は進行していた。消えたパーカーの代わりにまとうのは、ワインレッドの衣装。くびれた腰回りから、スカートが大きく広がりはためく。


    「ああっ、くああああっ……！」


    　傷つけられた右肩から、溢あふれ出した血液が徐々に凝固していき、マントのように右半身を覆おおっていく。〝血ち繰くり〟によって形成されたのは、赤く大きな鳥の羽だ。


    「があああっ……！」


    　顔を上げたラティメリアは、犬歯を剥むき出しにして叫んだ。同時に片翼を横に広げる。


    「きゃ」と悲鳴を上げてしゃがみ込むロサの頭上を掠かすめ、翼は二人を取り囲む茨いばらを薙なぎ払った。


    　薔ば薇らの花びらが舞い散る中、〝ドレスアップ〟を終えたラティメリアが姿を現す。


    　透き通る金色の髪がなびき、蛍光灯の光を受けてキラキラと煌きらめいていた。


    　日本家屋の居間には似合わない、片翼の少女がそこにいた。色香漂う妖よう艶えんな立ち姿。薔薇のように真っ赤な唇くちびるからは犬歯が覗のぞく。ヨーロッパの洋館にでもいそうな雰ふん囲い気きである。


    　敵である祈き祷とう士したちでさえ、その美しさに一時、目を奪われた。


    　片翼のラティメリアは、赤く灯ともる瞳で男たちを見据える。


    「……お腹なかが空すいたわ」


    　ぽつりとそうつぶやいて、舌を覗かせ唇を舐なめた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　柊ひいらぎの握る拳銃の銃口が、七なの日かの姿を追う。


    　かろうじて銃弾を避よけながら、七日は一気に柊へと距離を詰めた。


    　体を捻ひねり、至近距離で放たれた銃弾を避けると同時に、白しら雨さめを横薙ぎに伸ばす。


    　その刃は、義手によって防がれた。


    「ちっ。堅えな」


    　直後鼻先に銃口を向けられ、七日は下がって銃弾をかわした。髪の毛先がハラハラと散る。


    　銃を持つ相手に距離はあけたくない。すぐに足を踏み込み。間を縮める。


    　タン、タンと銃声が連続して部屋に響いたが、七日には当たらない。


    「祈祷士が拳銃なんて使うもんじゃねえよな」


    「案ずるな、本命は銃ではない」


    　猛攻の最中、柊の義手が手首から外れた。ゴトリ、と畳に落下する鉤かぎ爪づめ。柊は切り離した腕を、帯刀するサーベルの柄えへと装着する。


    　足を下げた柊を追い、七日は白雨を振り下ろす。その動きに合わせ、柊が抜刀──。


    　刃が合わさり、金属音が響いた。


    「何だ、その剣。サーベル……なのか？」


    　柊ひいらぎの右腕には、外した鉤かぎ爪づめの代わりにサーベルの刀身が装着されている。その刀身には白しら雨さめと同じように乳白色の斜線が入っていたが、白雨よりも太く、短い。


    「〝焼やき雨さめ〟という。この右腕に合うよう設計された特注品だ」


    　その厚い刀身を受けるのに、白雨では心こころ許もとない。七なの日かは振るわれる刃を、避よけることに努める。しかし柊は逆の手にまだ銃を握っているため、間をあけることもできない。


    　七日は焼雨の白刃を白雨で巻き込むようにして押さえつけ、柊の動きを制する。


    「……機械人間かよ。今の武具開発部は、そんなもんも作ってんの」


    「政府から優秀な人材が来てな。白雨はもう時代遅れだそうだ」


    「へえ。政府から引き継いだのは〝秘密兵器〟ってやつだけじゃないんだな」


    「……ほう。知っているのか。兵器の存在を」


    「ロサを生きたまま捕獲しようとしてたのはそのためか。ヘリアンサスに続いて、次はロサのクローンでも作ろうってのか？」


    「いや。もっと忌いま忌ましき者のクローンだ」


    「忌ま忌ましい……？」


    　柊は七日を突き放す。


    　距離が開いた。すぐに足を踏み出した七日の眼前に、焼雨の切っ先が突きつけられる。


    「ひっつくな暑苦しい。銃に怯おびえているのなら、弾切れだ」


    　言って柊は左手に提げた銃を、放り捨ててみせる。


    「……」


    　七日は構えを解きつつも、柊の動きを注視し続ける。


    「……あんたもやっぱ、協会の解体に反対しているクチか。ＧＨＱとやり合おうとしてる祈き祷とう士しってのは、もしやほとんどが軍人あがりなのか？　軍が解体された腹いせに、一暴れしようってのかよ」


    「そうでもない。むしろ国を想う軍人こそ、敗戦を受け入れているものだ」


    「はあ？　じゃあんたは何のためにＧＨＱと戦おうってんだ。国を護まもるためじゃないのか」


    「違う。人を護るためだ。国とは容いれ物に過ぎん。我々はこの国の人を護るために、戦うのだ」


    　柊は抑揚なく、淡々と続けた。


    「元来、この国の人間は優秀だ。誇りもある。自信もある。底力もある。だがしかし、人がよすぎる。異国の支配を受け入れ、迎合する。ＧＨＱは、この日本国民の特性をよく理解して利用している。この国を頭ごなしに押さえつけるのではなく、内面から支配を進めている。奴らのうまいところだ。民たみはやがて愛国心をなくし、他国の色に染まる」


    「……別にいいんじゃねえの、負けたんだし」


    「ほう。それが第一線で戦った男の台詞せりふか、見下げたものだな。やはり古ふる川かわ六りつ花かの弟か」


    「うるせえよ、さんざん民間人を巻き添えにしてきたくせに。どの口が人を護まもるなんてのたまう」


    　七なの日かは再び白しら雨さめを持ち上げ、刃を向ける。


    「国とか人とか、どうでもいいよ。だがテロなんてのはくだらねえ。どうせ失敗するだろうがな」


    「失敗したとしても、それで構わん。理不尽な支配に立ち向かう、その姿勢を見せつけることが大切なのだ。マガツカミから人々を護る祈き祷とう士しが立ち上がれば、ふぬけた国民も目を覚ます」


    　七日の接近に合わせ、柊ひいらぎもまた焼やき雨さめを構えた。


    「今は支配されたままでいい。だがその心根に皇国の民たみである誇りがくすぶり続けるのであれば、いずれこの国は再び立ち上がるぞっ！」


    「そりゃただの意地だっ。相手を殺すことでしか護れない誇りなんて捨てちまえ」


    　七日は、焼雨の剣筋を白雨の刀身で受け流す。


    　二度、三度、刃を弾きながら後退し、壁際に追い詰められる。


    　振り下ろされた焼雨の刃が、七日の肩に触れる直前に止まった。


    　その切っ先が壁に突き刺さっている。


    「……は。間合いを見誤ったか。まだ使い慣れてねえようだな」


    「これがなぜ〝焼雨〟と呼ばれるのか、考えてもみなかったか？」


    　柊の伸ばした義手から、シューと気体の噴き出す音を聞いた。


    　七日は怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せる。この臭においは──ガスだ。


    　反射的に頭を下げ、横に飛ぶ。直後、焼雨の突き刺さった壁が大きく燃え上がった。


    「なっ……！」


    　壁を切り裂いた炎は、天井にまで届いた。轟ごうと燃え上がる壁を背に、柊が振り返る。


    　その右腕から伸びる焼雨に、炎をまとわせていた。


    「ふざけんな、くそ野郎が……。俺の家だぞ、ここは」


    「はは。住まいごと火葬してやろう」


    　言げん下かに柊は踏み込んだ。


    　七日は燃えた刀身を受け流し、かろうじて直撃を避ける。


    　チィン、チィィン──。火の粉を散らして振るわれる焼雨によって、壁や天井が焼け、焦げてゆく。炎は飛び火し、七日の部屋を燃やしてゆく。


    　崩れ落ちた本棚から、ヒラヒラと燃えた紙片が舞い上がった。


    　黒煙に包まれた部屋では視界が悪く、柊の姿がかすむ。


    　脱出を図ろうとした七日だったが、縁側は柊の背後にあったため、廊下へと出た。


    「逃げるか、古ふる川かわ七日っ。私を殺すのではなかったのか」


    「殺してやるから、外に出てくんねえかな……！」


    　柊ひいらぎが銃を持ちながら、わざわざ狭い室内で戦闘を始めた理由に得とく心しんがいった。雨空の下では、炎が使えないからだ。


    　戦場を古ふる川かわ家の廊下へと移し、柊は猛攻を続ける。七なの日かはその刃を弾き、かわしながら後あと退ずさる。


    　柊は大きく刀身を振り回し、鴨かも居いや障子を焼いていった。七日を追いながら切っ先を伸ばし、壁を横一線に引き裂いていく。その切り口から炎が上がり、廊下を赤く包み込む。


    「燃やす気満々かよ」


    　七日は背後から迫る柊へ向き直り、焼やき雨さめの刀身を受け流す。


    　燃えた刃の熱を鼻先に感じた。連続で振られた二撃目を白しら雨さめで受ける。


    　ピシ、と白雨の悲鳴を聞く。細い刀身はもう持たない。これ以上、衝撃を受け止めきれない。


    　と、その時。すぐそばの居間から、ラティメリアの声が聞こえた。


    「んあああああっ──！」


    　二人の祈き祷とう士しに囲まれたラティメリアは、ロサと一緒だった。その姿は、赤と黒の衣装にドレスアップしている。右の肩からは、血で固められた真っ赤な羽を生はやしていた。


    　その姿から、ロサの血を飲んだのであろうことは容易に想像できた。


    　ラティメリアは片翼を振り回し、祈祷士たちを牽けん制せいしている。羽の先端は鋭く、畳や鴨居を切り裂いていく。一歩前へ踏み込んだラティメリアは、後退りした祈祷士たちに叫んだ。


    「喰くうわ。喰ってやるんだからっ……！」


    　羽が横よこ薙なぎに振られ、そばに立っていたロサが「きゃあ」と頭を抱えてしゃがみ込む。


    「何してんの！　喰えばいいじゃん早くっ。その羽で殺やんなさいよ」


    「うるさい！　嫌なのよ。人間は嫌い。祈祷士も嫌い。けど、この気持ちもやだ。ザワザワするの。苦しいのよ……！　お腹なかすいた、けど。喰いたくない」


    「何言ってんの……？　喰い神なら喰いなさい！　あなた、マガツカミなんでしょう!?」


    「殺したい。けど……殺したくないのおっ」


    　ラティメリアは祈祷士たちを睨にらみつけながら、その赤い瞳を潤うるませる。


    　嗚お咽えつを噛かみ殺し、鼻水をすすって、表情を歪ゆがませる。


    「はあ……何？　情緒不安定なの？」


    　妖よう艶えんな立ち姿とは一転、子どものように泣きじゃくるその姿を見て、ロサは呆あつ気けにとられた。二人を囲む祈祷士たちも、サーベルを構えたまま、顔を見合わせる。


    「ほう……」


    　七日と組み合っていた柊が、ラティメリアを見て声を上げた。


    「姿形ばかりでなく、仕草や思考まで同じか。思い出すな。あの熱帯の雑ぞう木き林ばやしを」


    　七日は柊を睨みつけた。しかし同じ事を思う。


    　ラティメリアの苦しむ姿に、戦場で声を上げて泣きじゃくった六りつ花かの姿が重なる。


    　──六りつ花か。


    「マガツカミながら人を喰くいたくないとは。不良品か」


    「黙れ」


    　七なの日かは焼やき雨さめの刀身を弾き、後ろに下がる。間を狭めるように、柊ひいらぎが迫る。


    「あれは独房にて、死の間際に生まれた〝六花のマガツカミ〟らしいな」


    「黙れ！　お前とあいつについて語る気はない」


    　刀身の長い白しら雨さめを振らせないよう、柊が距離を詰める。先ほどとは逆。間合いをあけようとする七日を、柊が許さない。炎をまとった刀身が、七日の眼前に迫る。


    「見るに耐えんな。依より代が半端に生きたから、あのような半端なものが生まれたのだろう」


    「うるせえよ、もう喋しやべんな」


    　後退した七日は、廊下と居間との間に立つ柱に白雨を打ちつけた。その刀身は半分から折れ、切っ先が弾け飛ぶ。すかさず柊が踏み込んだ。丸腰の七日に、焼雨を突き出す。


    　七日は重心を落とした。迎える準備はできていた。白雨を破壊したのは、あえてだ。あえて折った。短くなった刀身で、柊の懐ふところに入るために。


    　轟ごうと焼けた刃が七日の頬ほおを掠かする。


    　直後に、柊の動きが止まった。


    「かっ……」


    　その背中から、折れた白雨の刀身が突き出ていた。腹部に根元まで刃を突き入れられた柊は、血の混じった咳せきをして、七日の腕を掴つかんだ。その肩にもたれるように、しがみつく。


    　七日は白雨の柄えを握ったまま、居間で苦しむラティメリアへと目をやった。


    　ラティメリアは片翼を振り回し、祈き祷とう士したちを迎撃していた。その戦い方は防戦一方。消極的だ。居間の奥へと追い詰められるラティメリアを見かねて、ロサがその背へ声を上げる。


    「血を分けてやったのになんたる様ざまなのっ。あなた、真面目にやってる!?」


    「やってるわ……！　精一杯よっ」


    「もっと前に出なさい！　ちゃんと、殺す気で！」


    「やってる……やってるから、押さないで！」


    　ラティメリアの羽が震ふるえる刃にいなされ、祈祷士の一人が踏み込む。


    　ラティメリアの胸に、太刀の切っ先が突き刺さる。


    「あっ……」


    　血ち飛沫しぶきを上げたラティメリアの隙を突き、さらにもう一人の祈祷士が追撃に走った。


    　瞬間、胸から溢あふれた血飛沫が槍のように伸びて、前方方向に弾け飛ぶ。祈祷士たちは手足を貫かれ、畳の上に倒れた。


    「わお。やるじゃない！」


    「痛いよ、痛い……」


    　喜ぶロサとは裏腹に、片かた膝ひざをついたラティメリアは胸を押さえ顔を伏せる。


    「もう嫌……！　私は、嫌なのっ」


    　ラティメリアは立ち上がり、ロサを置いて逃げ出した。


    「え、ちょっとどこ行くのっ!?」


    　居間を横断し、駆ける先は雨の降り続く庭先である。


    　しかし縁側の前の廊下に、また一人の祈き祷とう士しが立っていた。だみ声で悲鳴を上げたのは、丸まる眼鏡めがねの磯いそ丸まるだ。向かってくるラティメリアに拳銃を向けていたが、やはり戦意は感じられない。


    「どけえっ」


    　ラティメリアが叫ぶと、「うあっ」と尻しり餅もちをついて、道をあけた。


    　直後に窓ガラスを割り、庭に飛び降りるラティメリア。


    　その後ろ姿が、柊ひいらぎの目に映る。


    　七なの日かに腹を貫かれた格好のまま、柊は磯丸を大だい喝かつした。


    「逃がすな！　磯丸っ！」


    　磯丸は声に弾かれるように立ち上がり、庭先へと銃口を構える。


    「多くの同胞の命を奪った〝六りつ花かのマガツカミ〟だ。貴様も軍人なら、人間なら、復ふく讐しゆうしろ。同胞の無念を晴らす時だ。撃ち殺せ！」


    　磯丸の震ふるえる指先が引き金に触れ、タン、タタンと銃声が雨空に響いた。


    　ラティメリアはつんのめり、庭の真ん中でうつ伏せに倒れる。


    「ハア、ハア……」


    　磯丸は荒く呼吸をしながら、庭へ下りる。


    　拳銃を構えたまま、雨の中倒れるラティメリアに近づいていく。


    「さっさと息の根を止めろ、磯ま──がっ……」


    　叫ぶ柊を、七日が黙らせる。握った白しら雨さめの柄えを捻ひねり、柊の体に突き入れた刀身を寝かせた。


    「……あの時、白雨の切っ先があんたの体にまで届いていたら。腕を落とすんじゃなく、その命を取れていたら。六花は死なずにすんだかもしれない。やはりあんたは──」


    　それから白雨を横に薙ないで、柊の脇腹を裂く。


    「殺しておくべきだった」


    「くあっ……」


    　柊は血ち溜だまりの上に膝をつき、倒れる。右腕の焼やき雨さめは未いまだ燃え続けていた。柱を、畳を、床板を焼き、炎はさらに大きくなっていく。


    



    「ハア、ハア、ハア……」


    　磯丸はラティメリアの背に銃口を向けたまま、足を進めていく。


    　銃弾を背中に受けたラティメリアは、ゆっくりと体を起こし始めていた。


    「……何でよ。何で撃つの？　私、あんたには何もしてないじゃない……」


    　磯いそ丸まるは雨で濡ぬれた眼鏡めがねのレンズ越しに、ラティメリアが振り返るのを見る。


    　唇くちびるを震ふるわせながら、「お前が、マガツカミだからだ」と訴えた。


    「たくさん、殺された。お前たちマガツカミにっ！　〝六りつ花かのマガツカミ〟は僕らの味方だと思っていたけれど……お前たちは、あの戦場で！　敵も味方も、たくさんの兵士を殺した！」


    　戦時中、暴走した六花が最後に召喚した六人の少女たちは、無差別に辺りの人間を喰くい殺した。惨殺された中には、今まで味方として六花が護まもり続けてきた味方兵たちの姿もあった。


    「殺す……殺さなきゃ、殺される……！」


    　カチカチと震える歯を食いしばり、磯丸は引き金を引く。


    　ラティメリアは咄とつ嗟さに手を前に出して身をかばった。


    　しかし、弾を撃ち尽くした拳銃はカチと虚むなしく空回るだけ。


    「あ、あれ……？」


    　焦あせる磯丸の顔を見上げ、ラティメリアの憎しみが瞬間的に増幅した。


    　──そんなに、喰われたいの……？　人間っ！


    　前に伸びた赤い羽が、磯丸の腹を貫く。磯丸は悲鳴を上げ、がくりと項うな垂だれる。


    　ラティメリアは羽の先を突き刺したまま、力をなくした磯丸の体を引き寄せた。


    　──撃たれたんだ。喰って回復しなきゃ。だって、喰わなきゃ死んじゃうもの。


    　強ければ傲ごう慢まんも許される。自分でルールを作っていいのだ。


    　──強ければマガツカミも、人を喰ってもいいのよ。


    　七なの日かの言葉通り、人より強いラティメリアは、人間を捕食する。


    　血に濡れた磯丸の体を鼻先に持ち上げる。その首筋にかじりつこうとしたその時、瀕ひん死しの磯丸が、ぶつぶつと何かをつぶやいていることに気づく。


    「舐なめるな、舐めるなっ……！」


    　カチ、カチと。銃弾の装そう填てんされていない拳銃をラティメリアに向けて発砲しながら、頭をもたげた磯丸は、顔を赤くしてラティメリアを睨にらみつけていた。


    「舐めるなっ……お前たちが喰い続ける限り、人はマガツカミを殺し続ける……！」


    　ラティメリアは、その丸眼鏡に映る自分の顔を見る。犬歯を剥むき出しにした、赤い瞳の怖い顔。


    　ラティメリアは表情を歪ゆがませ、この男に触れているのも嫌になって、羽を広げて放り捨てた。


    「喰い神っ！」


    　ロサが庭へ飛び降り、駆けてくる。


    　見上げた縁側には、七日の姿があった。いつもと同じ、何を考えているのかわからない仏頂面で、ラティメリアを見つめている。


    　喰うのか、喰わないのか。ラティメリアの様子をじっと、観察しているかのように。


    　ロサがその視線を遮さえぎり、ラティメリアの前に立った。


    「よくやったわ、喰くい神。さすがはロサの妹っ！」


    　七なの日かの両脇から、二人の祈き祷とう士しが縁側から飛び出した。彼らはしぶとく白しら雨さめを構え、柊ひいらぎの命令を守ってロサの捕獲を試みる。


    「やば、来る。あなたも、もう戦えないんでしょ。逃げるわよっ！　ほら」


    　ロサはラティメリアの手を握り、引きずるようにして駆けだした。


    　ラティメリアは一度だけ振り返る。駆けてくる祈祷士たちの向こうで、七日は踵きびすを返し、背を向ける。ロサやラティメリアには目を留めず、燃え始めた居間の奥へと、姿を消した。


    



    　──お前を苦しめていたのは、俺か。


    　七日は、六りつ花かの祀まつられる御み霊たま舎やの前に立つ。


    　紫陽花ハイドランジアの紫、彼岸花リコリスの赤、向日葵ヘリアンサスの黄色い布に覆おおわれた、三つの霊れい璽じに語りかける。


    　この前に立つ時、思い出す六花の顔は、いつだって泣き顔だった。人に裏切られ、世界に絶望し、喰ってしまえと泣き叫ぶ顔。


    　かつて六花は、自分が壊れた時は、七日に止めるよう懇願した。


    　──「あなたが私を殺してね。ナノが私を、止めるのよ」


    　──お前の最さい期ごの願いを、ちゃんと聞いてやるべきだったんだな。


    　六花の最期の想いから発生したラティメリアは、本当はあの独房で、殺すべきだったのだ。


    　御霊舎に飾られた榊さかきの葉が、吹き込む風にさやさやと揺れた。


    　炎はあちらこちらに飛び火し、居間を焼く。


    　テレビも炬こ燵たつも台所も、階上のラティメリアの部屋も、七日の部屋も。


    　二人の暮らした屋敷を燃やしていく。


    「……六花」


    　炎上する屋敷に一人、七日は立ち尽くす。


    　──お前の苦しむ姿を見るのは、もう。


    「耐えられねえよ」


    　天井板が、メキメキと軋きしんで崩れ落ちる。


    　騒音とともに火の粉が散り、炎が一層舞い上がった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ラティメリアはロサに手を引かれ、雑ぞう木き林ばやしの斜面を下っていた。


    　前を行く小柄な背中に、ラティメリアは「離して」と声をかける。


    「離してってば」


    　ロサがラティメリアを無視して走り続けるので、無理やりに手を振り解ほどいた。


    　ロサは足を止め、ラティメリアに顔を近づけた。


    「ちょっと！　立ち止まってる暇ひまなんてないわ」


    　ラティメリアは、かまわず背後へ振り返る。


    　木々の梢こずえの間から、丘の上にぽつんと建つ古ふる川かわ家が見えた。木造の屋敷は炎に包まれ、濛もう々もうと煙が立ち上っている。暗がりに灯ともる炎の明かりが、雨雲をぼんやりと照らしていた。


    　ラティメリアは、自分の手を見下ろした。血で濡ぬれた手の平が、カタカタと小さく震ふるえている。


    　あの丸まる眼鏡めがねの男は死んだだろうか。向かってくる祈き祷とう士しを傷つけたことは何度もあったが、喰くおうという明確な意思をもって人間を殺したのは初めての経験だった。


    　ラティメリアは興奮していた。それがドレスアップのせいなのか、ラティメリア自身に湧き起こる感情なのかはわからなかったが。


    　七なの日かは自分を叱しかるだろうか。しかし強ければルールを作っていいと、そう言ったのは七日だ。人間よりも強い自分は、責められる謂いわれなどない。


    　見上げた丘の上に、七日の姿は見当たらなかった。


    「早くっ。祈祷士ってのはしつこいんだから。追いつかれちゃう」


    　ラティメリアは震える手を再び掴つかまれ、丘を下っていく。


    



    　古川家は、とある農村の一角にある。夜空を焦がし燃える屋敷は、丘の下の集落からよく見えた。丘を見上げた人々が「火事だっ」とあぜ道を駆けていく。


    　道の脇にある草むらの茂みが、パアッと発光した。


    　光を放つとともに変身の解けたラティメリアのそばで、ロサが声を荒らげる。


    「きゃ。ちょっと、いきなり光らないでっ！　見つかっちゃうじゃない」


    　ラティメリアが草むらの茂みから顔を出す。その姿は、紫色のパーカー姿へと戻っている。


    「ふん。ずいぶんとビビりなんだね。祈祷士はもうずっと後ろのほうでしょ」


    　あぜ道へと出たラティメリアは雨空を見上げ、雨を凌しのいでフードを被かぶった。


    　田畑と雑ぞう木き林ばやしに挟まれた一本道だ。このあぜ道には、見覚えがあった。七日の運転する車に揺られ、何度も通ったことがある。


    　道に沿って電柱が整列し、電線が延びていた。ずっと真まっ直すぐ行けば街に出るはずだ。点々と連なる外灯は田舎のため少なく、雨に濡れるあぜ道をぼんやりと頼りなげに照らしている。


    　雨に濡れた体が冷えて、ラティメリアはぶるりと身震いした。


    「ねえ、あなたこれからどうする気？」


    　ラティメリアのそばに立ったロサは、難しい顔をして考える。


    「まず、祈祷士から逃げ延びたいとこね。喰い神の能力は使えないし」


    　失礼な言い方である。ラティメリアは仏頂面でロサの横顔を睨にらむ。


    「自分はどうなのよ……」


    「ロサの能力は長期戦には向かないの。喰くい神だって、結局は能力を喰わなきゃいけないんでしょ？　やっぱ正面からぶつかるのはムリ……。これじゃケラ姉を救えるかどうか……」


    　ロサはぎゅっと、ケラススから預かった植木鉢を抱き締めた。


    「他の姉さんたちを見つけたいとこだけど……やっぱりケラ姉が心配だわ。何とかして祈き祷とう士し協会の建物に忍び込みましょ。二人でやれば大丈夫よね？」


    「え？　私も？」


    「当たり前じゃないっ。喰い神だって〝六りつ花かのマガツカミ〟なんでしょ」


    「……まあ。そうみたいだけど。誰？　ケラネエって……」


    　ロサの話を聞けば、祈祷士に捕らえられてしまった姉だということだが、ラティメリアはその姉に会ったことはない。知らない者の救出作戦などモチベーションが上がらないし、どうせすぐに召喚されてしまう身だ。


    「何て薄情な妹なのかしらっ。お姉さんの言うことが聞けないっていうの？」


    　ラティメリアが渋ると、ロサは声を上げて非難した。


    　ロサは姉であることを主張してくる。しかしラティメリアにして見れば、自分よりも拳こぶし一つ分ほど背の低いこの少女を、姉として慕うことは難しい。


    「あなたホントに私のお姉ちゃんなの？　そうは見えないわ。おっぱいもないし……」


    「あるもんちゃんとぉ！」


    　ロサはローブの前まえ襟えりを開き、「ほうら」とめいっぱい胸を張ってみせる。ラティメリアは真横から目を細めてみたが、胸元のリボンに隠された双丘は、あまりにつつましい。


    「どこ？」


    「どこ!?　ウソでしょ？　え？　あるよね、ちゃんと」


    　ロサは自身の胸を撫なでたり寄せたりしながら涙ぐむ。


    　ラティメリアはハイドランジアやヘリアンサスの胸を思い返し、ロサを不ふ憫びんに思った。


    「きっと他のお姉ちゃんたちに栄養を取られちゃったのね。かわいそう」


    「やめて傷つけないで！　確かにロサは一番末っ子だけど……。ん？　違うわ！　一番末っ子はあなたじゃない！」


    　ロサはラティメリアの胸を睨みつける。


    「ロサより大きいからって調子に乗らないでちょーだい。いい？　〝六花のマガツカミ〟は、長女のリリウム姉さん、次女のハイドラ姉。三女のリコリス姉さん、ケラ姉、アホのヘリアンサス、ロサって続くの。あなたはその下。ちゃんと〝ロサ姉〟って呼ぶのよ？」


    「嫌」


    「まあいいわ！　ゆくゆくでいいわ！　とりあえず行こっ。ここは危険よ。いつ祈祷士が現れてもおかしくないもの」


    　言ってラティメリアの手を取ったロサだったが、ラティメリアは動こうとはしない。


    「私やっぱり行けない。私の依より代は、七なの日かが持ってるんだもの」


    「ん？　喰くい神の依り代って〝犬歯〟でしょ？　あるじゃない」


    　ロサに指を差され、ラティメリアは手の甲で口元を隠す。


    「……これは、ニセモノなの」


    「え？　サシバ？　笑っちゃう」


    「うるさいっ。本物はナノに質に取られてるのよ。逃げようとするたびに、召喚されるの。たぶんもうすぐ、呼び戻されちゃうわ」


    「げ。何それ。鬼畜だねえあいつ。もしかしてそれでずっと、あいつのそばにいたわけ？　監禁じゃん。こわっ……」


    　ロサは短い眉まゆ尻じりを下げ、顔をしかめる。


    「あ、だから殺したくないとか言ってたわけ？　もしかして、人間喰ったことなかったりして」


    「……」


    　ラティメリアは小さくうなずいた。


    「うそっ！　ひゃあ、喰い神なのに？　じゃあ何喰うから喰い神なの？　うける」


    　はしゃぐロサを横目に、ラティメリアは唇くちびるを尖とがらせる。


    「だって別に。そこまで喰いたいとは思わないし。ハンバーガーのほうが好きだし」


    「んま。グルメなのね。けどその気持ちわかるわ。ロサもケラ姉も、人間は喰わないの。まずいんだもの」


    「え。そうなの？　人間を喰わない〝六りつ花かのマガツカミ〟もいるのね」


    「そりゃあね。だってそうでしょ？　普通に考えて、フレンチや中華のほうがおいしいじゃない。生肉なんて『うええ』って感じ」


    　舌を出すロサの苦い顔を見て、ラティメリアは小さく笑う。


    「……私も、フレンチや中華のほうが好き」


    　ウミネコよりも人間よりも。その味は洗練されていて、おいしい。


    　ロサはラティメリアに背を向けて、あぜ道の先を見つめる。


    「けど……そうなの。じゃあロサはまた一人旅ね……」


    　その白いローブの後ろ姿があまりに寂しそうに見えて、ラティメリアはつぶやいた。


    「……ナノに召喚されるまでだったら……一緒に行ってあげてもいいけど」


    「ホント!?」


    　振り返ったロサはぱあっと表情を明るくさせて、ラティメリアの手を握った。


    　この子はよく手を繋つなぎたがる。頼りない姉だな、とラティメリアは思った。


    「喰い神！　あなたの名前を聞いてあげるわっ」


    「ラティメリア」


    「ラティメリアっ。ロサのことは〝ロサ姉〟って、呼んでもかまわなくてよ？」


    「嫌」


    「うん！　まあいいわっ。ゆくゆくね？」


    　二人は手を繋つないだまま、真まっ直すぐ伸びる一本道を、街に向かって歩きだす。


    　白いフードは左足を引きずって、紫のフードは胸を押さえて。どちらも傷を負ったまま、雨の中をトボトボと進んでいく。


    　ラティメリアは歩きながら、別れ際に見た七なの日かの顔を思い出していた。


    　縁側に立ち、自分を見つめる無感情な瞳を。


    　──……なら、もういい。


    　ロサをかばったとき、そう言い放ち、敵としてこちらを見据えた七日の顔を。


    「……そういえば、名前をつけさせてあげるの忘れてたわ……」


    〝偲しのび神〟の血を飲んで〝ドレスアップ〟した自分は、何メリアになるのか。


    　ラティメリアには、見当もつかなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……じゃん、けん、ぽん」


    　炎えん華かと氷ひよう華かは声を潜ひそめ、手を出し合う。チョキを出して負けた氷華が「う～……」と頭を抱えてしゃがみ込んだ。


    　対して炎華は「よし」と小さなガッツポーズ。バインダーに挟まれた報告書を、氷華に渡す。


    「ガンバだよ、氷華」


    「はあ。私今度こそきっと、殺されるよう」


    「まさか。だって報告するだけだよ？　報告は職務じゃん」


    　言いながら炎華は、立ち上がった氷華の襟えりを直す。氷華を半回転させ、背中に〝祈〟と描かれた白い制服に、シワなど寄っていないか確認する。


    「炎華は、あの〝生み神〟の嫉しつ妬と深さを甘く見てるんだよ。局長に挨あい拶さつしただけで睨にらみつけてくるんだよ？　にこにこしてても目がね、笑ってないの。すうって開いてさあ……」


    「……まあ、さすがに殺しはしないよ。〝六りつ花かのマガツカミ〟とはいえ味方なはずだし。局長が護まもってくれることを祈ろ」


    　氷華の帯刀するサーベルの位置を整え、炎華は氷華をドアの前に立たせた。


    「局長がかばったりなんかしたら、私絶対殺される……」


    「はは、それは確かに……」


    　洋風の装飾が施ほどこされた、いかにも高級なドアを二度、コツコツと叩たたいた。


    「どうぞ」と龍りゆう之の介すけの声がして、氷ひよう華かは表情を引き締めた。


    「失礼します」とドアを開ける。部屋に入ったときには、すでに気を張り詰めている。


    「特殊部隊〝ひいらぎ〟より、報告がありました」


    　氷華を先頭に、二人は部屋の中央まで歩いた。


    　深い赤色のカーペットに、間接照明の明かりが落ちている。観葉植物が四方に飾られた関東支部の局長室には、落ち着いた雰ふん囲い気きがある。ただし訪問者のいる今の局長室は、炎えん華かと氷華にとって穏やかなものではなかったが。


    　炎華は氷華の一歩後ろで、チラとソファーのあるほうを覗のぞき見た。膝ひざ丈たけのテーブルを前に、その訪問者が二人。祈き祷とう士しのものではない羽織を羽織った男と、こちらに背を向けて座っている女。


    　奥の壁はガラス張りとなっており、大きく視界が開けている。重厚な執務机の前に、龍之介は羽織を着て座っていた。


    「ご苦労様。よい報告だといいけれど」


    　龍之介は柔和な微ほほ笑えみで、炎華と氷華を部屋に迎え入れた。


    　氷華はバインダーに視線を落とし、無感情に情報を読み上げていく。それは柊ひいらぎの部下よりもたらされた、古ふる川かわ家での戦闘に関しての報告だった。


    「〝偲しのび神〟の捕獲は失敗に終わりました。柊氏は殉じゆん職しよくされたそうです」
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    　すると突然ソファーに座っていた男が「うわ。死んだ」と声を上げた。


    　龍りゆう之の介すけは笑顔を崩さないまま、あごを擦さする。


    「ロサを追って向かった先が古ふる川かわの家とは、柊ひいらぎ氏もついてないな」


    「まあ、殺すやろなあ。古川なら」


    　男は言って、ソファーに深く背をもたれた。


    　炎えん華かは横目に覗のぞき見る。元六りつ花か隊たいの祈き祷とう工兵である、その男を。


    　首にマフラーを巻いてはいたが、足は素足に雪せつ駄たという防寒としては詰めの甘い格好をしていた。サーベルを携たずさえていないのは、祈祷士ではないからだ。羽織る羽織も祈祷士のものではない。


    　目にかかる無造作の髪に、細いが無骨なシルエット。元六花隊は戦時中、皆一〇代であったと聞いていたから、年はまだ二〇代前半なのだろう。


    　龍之介からは、政府の研究に携わっていた、大事なお客様だと紹介された。政府の研究とは、〝第二次禍ツ兵器計画〟を指す。つまりヘリアンサス・クローンの製造に関わった人物だ。


    　男に名前はなく、ただ〝火ひ鉢ばち屋や〟と呼ばれている。


    「はあ。〝断たち雨さめ〟や〝焼やき雨さめ〟まで持っててなんで失敗できんの」


    「捕獲対象は現在、他の祈祷士部隊が捜索中とのことです。恐らくは街中へ逃げたのでは、と」


    　すると火鉢屋の向かいに座る〝生み神〟が口を開いた。


    「あらあら……。困った子ねえ」


    　女はす、と静かに立ち上がった。膝ひざ下したまで届く長い髪が揺れ、甘い香りが漂う。


    　協会内部には火鉢屋と同様、〝禍ツ兵器計画〟における大切な協力者だと説明されていたが、炎華と氷ひよう華かだけは龍之介から、その正体を聞かされていた。〝六花のマガツカミ〟の一人、生み神。しかし人を喰くうことはやめた、温厚なマガツカミだと──。


    　どこに触れても柔らかそうな白肌に、肩の出た服をまとう。目を引くのはふくよかな胸。それでいて、ウエストはしっかりとくびれている。セクシャルな雰ふん囲い気きを醸かもしてはいるが、不思議といやらしさは覚えない。二〇代半ばほどに見える女性の立ち姿には、一輪の花のような気品さえ感じられた。


    　のんびりとした口調に優しげな笑みを湛たたえる彼女は、戦場で恐れられていた〝六花のマガツカミ〟には見えない。しかし炎華と氷華は、この女性、〝生み神〟百合リリウムにこそ怯おびえている。


    「他に報告はございますか？」


    　リリウムは、氷華に優しく微ほほ笑えんだ。


    「……ええと。あ、いえ。以上です」


    「あら。ではなぜ出ていかないの？」


    　小首を傾かしげたリリウムのまぶたが、すうっと開く。


    　あまりに不自然な白い光彩に、氷華は背筋を凍らせる。


    「すっ、すみませんっ。すぐに退室しますっ！」


    　氷ひよう華かと炎えん華かは頭を下げて、小走りでドアに向かった。


    　リリウムが龍りゆう之の介すけに惚ほれているのかどうか、炎華と氷華に知る由よしはない。しかし確かなことは、リリウムが龍之介に近づく女に対し、凄すさまじい殺気を放ってくるということだ。


    　リリウムがそばにいる限り、直属の上司である龍之介にお茶をいれることさえできない。


    　以前、龍之介にコーヒーをいれた女性の机の引き出しに、大量のムカデやカエルなどが入れられていたことがあった。〝六りつ花かのマガツカミ〟がそんな陰湿な嫌がらせをするとも思えなかったが、リリウムが関東支部に来てからというもの、龍之介に近づく女性たちの間で、そういうことが頻繁に起こる。被害者の女性はみなリリウムに睨にらみつけられたという証言を鑑かんがみると、あながち無関係とは言い切れなかった。


    「ああ、氷華」


    　部屋を出る直前、龍之介は氷華を呼び止める。


    「報告ありがとう。また何かあったら、よろしく頼むね」


    　にこやかに言う龍之介。氷華は頬ほおを引きつらせる。


    　禍まが々まがしい殺気を放つリリウムの視線に追い立てられて、氷華は逃げるように部屋を出た。


    　二人が部屋を出てすぐに、火ひ鉢ばち屋やが口を開いた。


    「どうすんの。ロサちゃんおらんと完成せえへんで、アレ」


    「火鉢屋。『脳さえあれば動く』と言ったのは君だ」


    「言った。実際動いてるやん。ただあれはヨタヨタ動いてるだけで、〝秘密兵器〟として完成はしてない。中身のない張りぼてや。君がそれでいいって言うんなら、いいけど？」


    「……ままならないな」


    　火鉢屋はテーブルに置かれていたコーヒーカップを手に取り、リリウムを見上げる。


    「なあ、リリウムさん。やっぱあんたが行きぃや。一番のお姉さんなんやし、ちょこちょこっと話つけて連れてきたらいいやん」


    「ケラススに話して反対されたから、逃げられることになったのでしょう。私が行ったところで無駄ですよ。末の子は特に、ケラススに懐なついていたし」


    「だからもっかい行って、殺やり合ってこいって言うてんの。しっかりしぃや、お姉さん。あんたの妹がちょこまか逃げ回るせいで、無駄に祈き祷とう士しが死に、計画がジリジリ遅れてる」


    「あら。祈祷士が死ぬのは、あなたの持たせる玩おも具ちやが、使えないからではなくて……？」


    　リリウムはまぶたを開き、白い瞳で火鉢屋を見下ろした。


    「は、何……？　俺の作品は関係ないやろ。使えんのは、扱う人間のほうや」


    「人を選ぶ武具など、欠陥品と言わざるを得ないと思いますけどね」


    「なんやこいつ。欠陥品かどーか、自分の体で試さしたろか……？」


    　前髪の隙間から、火鉢屋はリリウムへ三白眼を向ける。それから手に持つコーヒーカップへ口をつけた。するとぽちゃ、とコーヒーの水面が波打ち、ガマガエルが頭を出す。


    　鼻先に突如現れたカエルに、火ひ鉢ばち屋やは凍りついた。


    「にーゃああああっ！」


    　コーヒーカップを放り投げ「なんで？　いつの間に？」とソファーの上で暴れる火鉢屋。


    　くすくす、とリリウムは口元に手を添え、上品に笑った。


    「こいつ、ホンマ殺したるわっ！」


    　声を荒らげる火鉢屋を、龍りゆう之の介すけがいさめる。


    「そう怒るな。ささやかな悪戯いたずらだ。なあ、リリウム」


    「ええ、もちろんです龍之介様。ささやかな、悪戯」


    「いやお前な、〝六りつ花かのマガツカミ〟に甘すぎるって」


    　龍之介は火鉢屋の抗議を、深い溜ため息いきで遮さえぎった。


    「さて、どうするかな。僕も警戒されてしまっている。ハイドランジアは連絡がつかないし、炎えん華かと氷ひよう華かでは心こころ許もとない──」


    「ちっ」と火鉢屋が舌打ちをする。


    「……俺しかおらんって言いたいんやろ」


    「おや。頼めるかい？」


    「相変わらず食えん男や」


    　苦い顔をする火鉢屋へ、龍之介は曖あい昧まいに微ほほ笑えむ。


    「……まあいいわ。散々世話になってるし……たまには動いたるか。後悔すんなよ。めっちゃ経費使ったるからな！」


    　火鉢屋が乱暴にドアを閉め部屋を出ていったあと、龍之介は立ち上がり、ガラス窓へと振り返った。眼下に広がる東京の街を見下ろす。


    　その腹部にリリウムが背後から腕を回し、胸を寄せる。


    「もう少しで、念願が叶かないますね。龍之介様」


    「ああ」


    　夜の雨に濡ぬれる街並みは、キラキラとネオンに煌きらめいている。遠くにそびえるタワーに向かって、明かりを灯ともした電車が街の中を滑っていく。


    　戦後、異常な急成長を遂げるこの街は、星空よりも輝いていた。


    　日々変わりゆくこの景観を前に、六花ならば何を思うだろう。


    「……早く見せてやりたいな」


    　かつて〝禍ツ桜〟の根元から眺めた夕陽を綺き麗れいと言ったように。


    　この場所から見渡す夜景もまた、喜んでくれるに違いないと思った。

  


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    　厚い雲に覆おおわれた空から、雨は絶え間なく降り続く。


    　あぜ道を街に向かって歩いていたラティメリアとロサは、三輪トラックの荷台に身を潜ひそめていた。交差点で信号待ちをしていたトラックに、こっそり飛び乗ったのだ。


    「ケラ姉とね、よくこうして街から街へ移動したのよ」


    　雨よけのシーツに潜り込み、ロサは声を潜めてそう言った。


    　極ごく悪あく非ひ道どうで知られた〝六りつ花かのマガツカミ〟もコソコソするんだな、とラティメリアは意外に思った。例えばハイドランジアあたりなら、運転手を殺してトラックを奪いそうなものだ。


    　そう言うとロサは「殺しちゃったら誰が運転するのよ」と不機嫌になった。


    　そうして「無駄な殺せつ生しようはしないの、ロサたちは」と結んだ。


    　しばらく走っていると、街の雑踏や喧けん噪そうが聞こえてきて、ラティメリアは雨よけのシートから顔を出す。雨に濡ぬれた繁華街が、ネオンサインや車のヘッドライトに煌きらめいていた。


    　広い車道の間を、路面電車が走っている。道を挟んで向かい合うように並ぶ建物は、どれも大きかった。屋上に時計台のある瀟しよう洒しやな建物を見上げ、ラティメリアは感嘆の声を上げる。


    「ほえー……。綺き麗れいだねえ、あれ」


    　ロサもまた、ラティメリアのそばに顔を出した。


    　キョロキョロと落ち着かないラティメリアに尋ねる。


    「あなたはもしかして、街に来たことないのかしら」


    「もちろんあるわ。けど街って、何度来てもわくわくするの」


    「そんなもの？　だったらこのお姉ちゃんが、いろいろ案内してあげてもよくてよ？」


    　ロサはここぞとばかりにすまし顔で言った。


    　古ふる川かわ家のある田舎と違い、この街は日が落ちても、また雨が降っていても、多くの人で賑にぎわっている。色とりどりの傘を差して、いろいろな人が歩道を歩いている。


    　丸いハットに口くち髭ひげを蓄えた老紳士や、相合い傘の若い男女。人混みをぬって走るのは、ビジネスバッグを傘代わりに頭へ置いたサラリーマン。


    　歩道を歩く人々は、ラティメリアを飽きさせない。車道を走るバイクが水たまりを跳はねさせ、泥でスカートを汚された女性がプリプリと怒っている。その様子が可お笑かしくて、ラティメリアはくすくすと笑った。サキちゃんを失ってから、久しぶりに笑ったような気がした。


    「……考えてみたら、ナノ以外の人とこんな遠くまで来たこと、なかったかも」


    　七なの日かが仕事をしている間、一人で街をうろつくことはあったが、何時までには帰らなくてはいけないとか、帰り道を覚えなくてはいけないだとか、いろいろと制約が多かった。こうして時間を気にせず、それもこんな夜遅くに出歩くようなことはなかった。


    「けどまあ。すぐに、ナノに戻されちゃうと思うけど」


    　ラティメリアは荷台の縁に腕を組み、あごを乗せる。


    　ロサは風に揺れるラティメリアのフードを見下ろし、尋ねた。


    「そうは言うけど、今のとこ召喚される様子なんてないじゃない」


    「いつも突然なのよ。寝てる時とか、お風呂中とか、テレビ見てる時に突然呼び出されたこともあったわ。一番面白いところで！　あいつは、自分勝手だから……」


    「可哀かわい想そうな妹ですこと。ねえ、そうだ。ケラ姉を助けたら、三人でナノ殺す？　さすがのあいつでも、〝六りつ花かのマガツカミ〟を三人相手にして勝てはしないでしょ」


    「ホント？」


    「もちろんよっ。妹なんだから、お姉ちゃんを頼りなさい？　それから三人で旅を続けてもいいわ。あなたは自由になるの！」


    　ロサの提案に、ラティメリアは目を輝かせた。三人ならば勝てる。自分は七なの日かを喰くい、マガツカミとして自由に生きられる。しかし次の瞬間には、曖あい昧まいな未来に一いち抹まつの不安を覚えた。


    「自由。自由……？」


    　その言葉はふんわりと輪郭が掴つかめず、もやもやする。


    「……自由って何？　私は何をすればいいの？」


    「まっ！　自由なんだからそれも自分で決めていいの。やりたいことをやればいいんだわ」


    「……やりたいこと……」


    　自分のやりたいこと。それは何だろうと考える。サキちゃんを見つけて、家を再建して──。ああそうだ。七日を殺したあとは、ウミネコのエサを作る人がいなくなる。


    　三輪トラックが振動し、体が跳はねた。その拍子で傷口が痛む。


    　斬られた肩、突かれた胸、撃たれた背中。思えば全身傷だらけだ。


    　ロサもまた、能力の使用によって太ももの傷は開き、貫かれた手の平は使えない状態である。


    「とりあえず今やりたいことは……何か食べたいわ。回復しなきゃ」


    「え。喰い神って、食べることで回復できるの？」


    「ロサはできないの？」


    「でき……るわ。ご飯食べると元気になるし。いいわ。どこかで食事をしましょ」


    　三輪トラックが停止したタイミングで、二人は荷台を降りた。


    　ロサを先頭に、二人は車道脇の歩道を進む。ラティメリアは、すれ違う人たちからの視線を感じていた。みな身を引き、怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せている。


    「ふふ……自然と道が割れていくわ。愚かな人間たちにも、このロサの恐ろしさがわかるのね」


    「怖がられてるの？　これって」


    　雨の中、傘も差さず歩く二人の少女は浮いていた。


    　ロサは左足を引きずっていたし、白のローブは跳ねた血の赤を目立たせてしまっている。


    「ねえ、それ汚れてるよ。どこかで着替えたほうがいいんじゃ……」


    「いやっ！　これは脱がないわ。ケラ姉が預けてくれたローブなんだもん」


    　歩きながらロサは、ローブの前まえ襟えりを握り締めた。ラティメリアが尋ねる。


    「ロサはさ、そのケラ姉って人、大好きなんだね」


    「当然でしょ。ずっと一緒に旅してきたのよ。早く助けてあげなきゃ。ロサの心臓はもうずっとキューってしっぱなしだわ」


    「キュー？」


    「そ。大切な人を失うと、心臓がキューってするでしょ？」


    　ロサはさも当然のように言うが、ラティメリアに思い当たる節はない。


    「……なるの？」


    「え、なるわ。あなたにも覚えない？　大切な人とかいないの？」


    　大切な人、と言われてサキちゃんを思い出した。ぱちくりした目でラティメリアを見つめ、みゃあと鳴くその顔を。一緒に過ごした楽しかった日々を。ラティメリアに傷つけられ、驚いて羽ばたいていったその姿を。


    「……あ、今ちょっと、キューってしたかもしれない」


    「それよ！　それが〝大切な人を失った痛み〟なの。覚えておきなさい」


    　ラティメリアはうつむき、胸に手を当てる。ほのかに胸を締めつける痛みを、確かめる。


    　先を行くロサが急に足を止め、その白いフードに額をぶつけた。


    「あたっ」


    　ロサは顔を横に向けたまま。その視線は、歩道沿いのテラスを見つめていた。板張りの床に、木椅い子すと丸テーブルが並ぶ喫茶店だった。雨であるのにもかかわらず、席はほとんど埋まっている。


    「……おしゃれなテラス。ケラ姉とよくケーキを食べに行ったわ。もちろん、マガツカミってことは隠してね。雨の日のテラスってさ、なんかいいの。雨音って落ち着かない？」


    「そう？　うーん、まあ」


    「気のない返事！　あなたとは気が合わないわ」


    　──くう。お腹なかが鳴って、ロサは慌ててローブの前まえ襟えりを合わせた。


    「今、ロサは大変なことを思い出したわ。ラティメリアあなた、お金持ってる？」


    「……あ。おサイフ持って来てないよ」


    　お気に入りのがま口サイフは、部屋に置いたままだった。家は焼けてしまったのだから、サイフも当然燃えてしまったのだろうと、ラティメリアは悲しくなる。


    「ロサも実は持ってないの……。お金はケラ姉が管理してたから……」


    　一文無しである。これではケーキどころか、コーヒー一杯すら注文できない。


    　ラティメリアはふと、ロサの抱える植木鉢を見下ろした。土から大きく葉を広げるその植物には、赤い実がなっている。


    「ねえ、それは？　食べられないの？」


    　ラティメリアが手を伸ばしたその途端、土の中から球根が頭半分を覗のぞかせる。ギョロリと大きな目がラティメリアを見上げ、球根は威い嚇かくして声を上げた。


    「ンギイィ！」


    「わっ、何こいつ、怖っ！」


    　ロサは慌てて、植木鉢をラティメリアから離す。


    「ケラ姉が大事に育ててる〝実り神〟よ。名前はンギィっていうの。ンギィって鳴くからね。ほとんど眠ってるんだけど、気をつけて？　知らない人が葉っぱや実に触ろうとすると、噛かむわ」


    「……うわぁ、可愛かわいくな……」


    　ロサは溜ため息いきをついて、やれやれと頭を振った。


    「仕方ないわね。適当な人間を襲いましょ」


    「人間を喰くうの？」


    「お金を奪うだけよ。大人の人間っていうのはね、必ず体のどこかにお金を持ってるの」


    「ほおん」


    「男が狙ねらい目なの。あいつらはエッチだから、美少女が誘ったらすぐについてくるのよ。近づいてきたらね、一気に暗くら闇やみに引きずり込むの。ガッて。釣りと同じね。美少女であればあるほど、釣りやすくなるわ。あなたは、そうね……」


    　言ってロサはあごに指を添え、ラティメリアを品定めするように、全身を見つめた。


    「ま、美少女ではあるかもしれないけど、ロサには一歩及ばないかしら。うーん、仕方ないわ。それじゃあ、お姉さんが釣ってきてあげる。はい、これ持ってて」


    　ラティメリアにンギィを預け、ロサは獲物を探してテラスを観察した。


    「……あの人にしましょ。いかにもエッチそう」


    　テラスのテーブル席でサンドイッチを頬ほお張ばる、丸いシルエットの紳士に目星をつける。


    　ロサは沿道から目配せをして紳士の注意を引き、スカートの両端をつまむ。つつ、とゆっくり持ち上げて、傷を負っていないほうの、すべすべの太ももを露あらわにする。


    　ロサを見つけて、サンドイッチを口に運ぼうとしていた紳士の動きが止まる。パンの隙間からこぼれるドレッシング。紳士は辺りを気にして、テラスを見渡した。


    　ロサは紳士と目が合ったタイミングで、にやりと意味ありげに笑ってみせた。


    　ラティメリアの手前、手慣れた感じを出してはみたが、実は初の試みだった。ただ、ケラススがこうやって何度も人間を釣るのをそばで見てはいた。艶あでやかに微ほほ笑えみ、誘惑して、時に能力を使い眠らせて、鮮やかに身ぐるみ剥はがす様さまを。やり方は合っているはずだ。


    　合っていたはずだった。なのに。警察を呼ばれた。


    「どうしてなの!?　おかしいわ！」


    「待ちなさい！」と叫ぶ警察官二人に追われ、ロサとラティメリアは歩道を駆け抜ける。


    「やっぱさあ、おっぱいがないからじゃない……？」


    「あるもん、ちゃんと！　うわあああん」


    　中央に噴水のある広場に出た。ぼんやり灯ともる街灯が広場を取り囲み、濡ぬれた石畳を照らしている。傘を差して歩く人はいたが、雨のせいかベンチに人はない。


    「ハア、ハア」と息を切らして、二人は立ち止まる。


    　追っ手の姿は見えない。何とかまくことに成功したようだ。


    　広場の一角に、ワゴン車を改造したような移動式パーラーが停とめてあった。派手な黄色と赤の塗装に、天板にはウインクした巨大なタコの看板が掲かかげられている。


    　バタバタと風に煽あおられるのぼり。パーラーからは陽気な音楽が聞こえていた。


    『たこ、たこ、たこ焼きぃ。たこ焼きは、いかがぁ～♪』


    　たこ焼き屋なのになぜか桃のような甘い香りが漂ってくる。ロサの腹が再び鳴った。空腹も限界に達したのか、ふらふらとパーラーへ足を進める。


    「ちょっとロサ、どこ行くの？　買えないよ？」


    「見るだけ。見るだけなら、タダだわ」


    　二人はプラスチックテーブルの間をぬって進んだ。丸いテーブルの中央にパラソルが差してあったが、風が強いためかそのすべては折り畳まれている。テーブルや椅い子すは雨で濡れ、テラスとは違って閑散としていた。


    　ロサがパーラーに近づくと、カウンターから若い女性が顔を出す。三角ずきんに前掛けのエプロン。たこ焼きを売るスタッフだ。


    「あら、可愛かわいらしいお嬢さんたち、いらっしゃいっ！　たこ焼きはいかが？」


    　明めい朗ろう快かい活かつな口調で、お姉さんはニコニコと二人を迎え入れた。


    　しかしロサはうつむき、眉まゆ根ねを寄せる。


    「いりません……。ロサたち、お金持ってないの」


    「あらあ。じゃ今回だけはサービスしてあげるわ。今日は生憎あいにくの雨でしょ。お客さんいなくて食材余っちゃってるんだよね」


    「え、いいの!?」


    　声を跳はねさせるロサのローブを、ラティメリアが後ろからつまむ。


    「ねえ、何だか怪しいわ……。タダでくれるなんて……」


    「バカね。疑ってばかりじゃお腹なかは膨ふくれないわ。せっかくの親切を無駄にする気？」


    「だって。優しい人間には気をつけろって、ナノが……」


    　不安げなラティメリアの表情をカウンターから見下ろし、お姉さんが笑った。


    「ふふ。後ろの君はしっかりしてるねえ。まあ確かに。こんなご時世、優しいって怖いよね」


    　しかしその間にも、ロサはたこ焼きを受け取り、楊よう枝じでつまみ上げている。


    　小さな口でかじりつき、ほくほくと湯気を散らす。


    「はふ、あふ、おいひぃ」


    　頬ほおを上気させ、幸せそうにたこ焼きを頬張るロサ。


    　相そう好ごうを崩したその横顔を、ラティメリアはじっと見つめる。


    「……」


    「何？　食べたいの？　あげないよ？　いらないんでしょ？」


    　ロサは奪われると思ったのか、残り五個もあるたこ焼きを、一気に口内へ詰め込んだ。


    「んなっ……！　あんたお姉ちゃんなんでしょ!?　独り占めするなんてっ」


    「食べないっへいっははーんっ！　だからお姉ひゃんが食へへはげるのほっ！」


    「何言ってるかもわかんないわっ。なんて卑いやしいのかしら！」


    　ラティメリアはロサのほっぺたを引っ張る。


    「こらこら、ケンカしないの」


    　ケンカする二人を見かねて、お姉さんがキッチンの奥から、たい焼きを二つ持ってくる。


    「じゃあ、これは？　たい焼きも食べる？」


    　ラティメリアよりも先に、ロサが元気に手を上げた。


    「わあいっ！　食べるう！　ロサ、たい焼き大好きぃ」


    　ロサがたい焼きにかじりついたのを見て、ラティメリアも口を開けた。パリパリと焼けた表面の香ばしさに、噛かんで溢あふれた餡あんの甘さが加わる。毒は入っていないようだ。


    「……んまあい……」


    　ラティメリアは、かじりかけのたい焼きを見下ろし、つぶやく。


    　このたい焼きは、何からできているのだろう。魚の形をしてはいるが、このような魚がいるわけではあるまい。初めから、生きてはいない。だから食べてもいいのだ。そう思うと、急に食欲が湧いてくる。久しぶりに、食事を楽しいと思う。食べることに幸せを覚える。


    　ラティメリアは、残りのたい焼きにかじりついた。


    　夢中になってたい焼きを食べる二人を、お姉さんがカウンターに肘ひじをついて見下ろしていた。


    「うふふ。二人とも、ハムスターみたいだねえ。可愛かわいい」


    　言われると急に恥ずかしくなり、二人はカウンターに背を向ける。


    「……あのお姉さん、本当にいい人だね……」


    　ラティメリアが声を潜ひそめて言うと、ロサもまたささやくように答える。


    「ああいう人間なら、喰くってもおいしそうね」


    「うわ、喰っちゃうの？　極悪だねえ、ロサってば」


    「くくく……今更？　言っとくけど、ロサは〝六りつ花かのマガツカミ〟の中で最も極悪なのよ？　たい焼きもらっても、『ありがとう』さえ言わないんだから……！」


    　ロサは餡を頬につけたまま、ニヤリと口の端はを吊り上げてみせる。


    「おや？　君たち、よく見たら怪け我がだらけじゃないの」


    　二人の背中を見ていたお姉さんが、カウンターから声を上げた。


    「後ろから回って中においで。手当てしてあげるから」


    　お姉さんはそう言ったが、ロサもラティメリアも、傷ついた体を人間に晒さらしたくはなかった。


    　しかし噴水の向こう側に、二人を捜してやってきた警察官たちを見つける。


    　まだこちらには気づいていなかったが、諦あきらめずに捜索を続けているようで、辺りを見回しながら噴水を迂う回かいしてくる。


    「……面倒ごとはごめんだわ。ロサたちには、警察とやり合ってる暇ひまなんてないの」


    　結局二人はコソコソとパーラーの反対側へ回り、お姉さんに裏戸を開けてもらった。


    「いらっしゃい。たこ焼き、もっと食べる？」


    　お姉さんは新たに六個入りのたこ焼きパックを、ラティメリアへ渡した。それから「救急箱、救急箱……」とつぶやきながらキッチンの戸棚を開ける。


    　ロサが横から、たこ焼きに刺さった楊よう枝じをつまんだその時、カウンター越しに「警察ですが」と声が聞こえた。二人は慌ててしゃがみ込み、息を殺す。


    「この辺りで、二人の女の子を見かけませんでしたか？　白と紫の服を着た、一二から一五歳くらいの少女なのですが」


    　裏戸のそばに膝ひざを曲げ、カウンターを見上げながらたこ焼きを頬ほお張ばるロサ。その隣でラティメリアは、静かに裏戸のノブに手をかける。バレた瞬間に走って逃げようと、その準備をする。


    　カウンターへと向き直ったお姉さんは、何食わぬ顔で小首を傾かしげた。


    「いいえ？　見てませんが。その子たちが、何かしたんですか？」


    「いやね、売春まがいのことをしている、なんて通報がありまして。保護しなきゃいけないんですけどね……ただ、それだけではないんですよ」


    　警察官は声を潜ひそめ、カウンターに肘ひじをついた。


    「近くの農村でマガツカミが発生したとの情報が入ってましてね？　それがただのマガツカミじゃあないようで。姿形は非常に人と似ていて、少女の姿をしているのだとか……」


    「え……それじゃあ、その二人の女の子って……」


    「いえ、まだわかりませんがね？　その可能性は非常に高いわけです」


    　非常に、の部分に強いアクセントをつけて、警察官は改めて尋ねる。


    「この辺りにまだ、潜んでいるかもしれません。祈き祷とう士しを複数傷つけている危険なマガツカミです。何か心当たりはありませんか？」


    　マガツカミとバレてしまった以上、人間が匿かくまってはくれないだろう。ラティメリアは裏戸のノブをそっと開けたが、お姉さんはそれでも、白を切った。


    「……うーん。私今日はずっとここにいますけど、そんな子たちは見かけませんでしたね……」


    　たこ焼きを頬張るロサに、ラティメリアはささやいた。


    「……すごく、いい人だね……」


    「……あのお姉さんを喰くうのはやめるわ」


    「……けどこのままここにいたら、巻き込んじゃうね」


    　二人は顔を見合わせる。


    「では見かけたらすぐにご連絡を。しかし今夜は早めに店を閉めたほうがいい」


    「はい、そうします。お客さんも少ないですしね」


    　お姉さんが微ほほ笑えむと、警察官は帽子のツバをつまんで会釈し、去って行った。


    「ふう」と息をついたお姉さんは、振り返った先で二人の姿が消えていることに気づく。


    「あれ……？　おらへんやん」


    　閉めていたはずの裏戸が開いている。


    　その向こうに、手を繋つないで駆けていく白と紫のフード姿が見えた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　獅し童どう巳み月づきは、ナポリタンをぐるぐるとフォークに巻きつけながら、素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    「はあ？　〝六りつ花かのマガツカミ〟？　誰と誰だよそりゃあ」


    　昼間、七なの日かと待ち合わせした場所と同じ、洋風の雰ふん囲い気き漂う喫茶店である。


    　七日の座っていた場所──テーブルの向かいに今座っているのは、祈き祷とう士し協会の解体に反対する祈祷士を取りまとめる墓はか村むらという男だった。天てつ辺ぺんの禿はげ上がった白髪の爺じじいで、猫背がひどい。しかし関東支部局内では、武具開発部長の肩書きを持った人物である。


    　ソファーのそばに、眼鏡めがねをかけた男を立たせている。墓村の秘書を努める祈祷士だ。


    「〝偲しのび神〟と〝喰くい神〟でございます」


    「ロサと、隊長似のあの子か……。んん？　喰い神は古ふる川かわんとこにいるはずだがな」


    「柊ひいらぎが偲び神を追って古川家を襲撃。そこで捕らえ損そこねたようですな。……ああ、柊というのは戦後うちで引き取った祈祷士見習いでして──」


    「知ってるよ。軍人上がりのクソ野郎だろ。対人用に訓練された男が、マガツカミ相手に通用するもんかね」


    「くく……。対人用に訓練された男も、使いようはあります。我々はあれの戦闘能力を買っていた……たださすがに、〝六花のマガツカミ〟相手では分が悪かったようで──」


    「ふうん」


    　巳月は気のない返事をして、ナポリタンを口に運ぶ。サラダを頬ほお張ばり、グラスに刺さるストローをくわえる。料理が運ばれていたのは巳月の前だけであった。墓村の前には、コーヒーカップが一つだけ。巳月と食事を楽しむために、この街を訪れたわけではないのだ。


    「何、獅童様のお手を煩わずらわせる気はございません。すでに精鋭の祈祷部隊が街に入っております。捕獲も時間の問題でしょう。我々は滞とどこおりなく、お打ち合わせをさせていただきます──おい」


    　墓はか村むらに促され、眼鏡めがねの祈き祷とう士しが紙袋をテーブルに置いた。


    　巳み月づきはナポリタンで頬ほおを膨ふくらませながら、すす、と前に差し出された紙袋を目で追う。


    「何それ」


    「ほんの、気持ちでございます……」


    　巳月はフォークを置き、紙袋を覗のぞき込む。どんなものを包んでくれたのかと期待したが、中に入っていたのはマシュマロだった。袋一杯に色鮮やかなマシュマロがたくさん。


    「……おーい。何だコレどんな気持ちだよ……」


    「獅し童どう様はマシュマロに目がないと聞き及びまして」


    「別にマシュマロ好きってわけじゃねえんだけど……」


    「なんとっ。そうであったのですかっ。これは何たる失態っ」


    　墓村はキッ、と眼鏡の祈祷士を睨にらみつける。マシュマロを用意したのであろう秘書は狼ろう狽ばいする。


    「まあいいよ、ありがたくもらっとくわ。しょっちゅう食べてるのは事実だしな」


    「そうでございましたか。しかしなぜ、好まざるのに常食を……？」


    「うるせえな、秘密だよ」


    　巳月がマシュマロを食べるのは、身長が伸びると噂うわさされているからだ。これだけあれば背もぐんぐんと伸びるだろう。ありがたくもらっておく。


    　墓村は居住まいを正し、しわを寄せて笑みを作る。


    「獅童さまが我々、協会存続の共闘に加わってくだされば百人力。これで現在、古ふる川かわ七なの日か様を除く六りつ花か隊たいの皆様がすべて、ＧＨＱに抵抗する勢力となりました」


    「……ん？　火ひ鉢ばち屋やも？　あいつ行方不明じゃなかったっけ？」


    「ええ。戦後は政府の研究施設にいたようで、今は我々と合流しております」


    「へえ。じゃまた六花隊がそろうのか。雪ゆき生おがこっち側ってのは意外だな。あいつは戦いを好まない」


    「大おお坂さか様も、じきに甲こう良ら神社を継ぐ身であられる。背負うものを考えての判断でございましょう。六花様の遺志を継ぐ方々が加われば、ＧＨＱも無視はできないでしょうな」


    　古川六花は戦時中、多くの兵や民たみを救った英雄だ。現代に生きる祈祷士たちからも、正義の象徴として慕われている。その六花が率いた第零ぜろ三さん祈祷部隊──六花隊の面々を引き込むということは、正義を味方につけることと等しかった。


    　道理は我々にあると、正義に後押しされた聖戦を演出できる。


    　そうでなくても、六花隊の隊員たちは、それぞれが強い力を持つ。敵にすれば厄やつ介かいだが、味方になればこれほど心強いものはない。


    　ＧＨＱとの抗争も辞さない墓村たちにとって、どうしても引き込みたい面々である。


    「中部支部局長・藤ふじ巻まき様の出身、藤巻神社ゆかりの地、川かわ崎さきの千ち景かげ神社に現在、協会存続の共闘を誓う祈き祷とう士したちが集まってきております。打倒ＧＨＱに向けて決起会が行われる。ぜひ獅し童どう様にも、ご参加いただきたい」


    「ああ、わかった。ただ１コだけ気になることがある」


    「何なりとご質問を」


    　巳み月づきは紙ナプキンで口元を拭ぬぐい、墓はか村むらの目を見据えた。


    「さっきお前さん、〝六りつ花かのマガツカミ〟に対して『捕獲も時間の問題だ』っつったな。退治じゃなくて、捕獲って。なんで？　マガツカミを斬るのが祈祷士なんじゃねえの」


    　墓村は言い淀よどみ、視線を泳がせた。


    「……それは。ご勘弁を。この墓村にはその点に関して、情報開示の権限がございません」


    「いやいや。開発部の総監督が権限の話すんなよ。政府が秘密裏に行ってた〝第二次禍ツ兵器計画〟は、あんたんとこで引き継いだんだろ？　〝六花のマガツカミ〟を集めてるってことは、またクローンでも作ろうとしてんのか。……まさか開発中の〝秘密兵器〟ってのは、それか？」


    「……ご勘弁を」


    　墓村は口を噤つぐみ、目を伏せた。失言を恐れているのか、何も話そうとはしない。


    「ああ、そう。ま、俺には関係ねえか」


    　背もたれに体を預けた巳月は、視界の端に二つのフード姿を見つけた。雨に濡ぬれた窓の外、沿道を白と紫のフードを被かぶった少女が二人、駆けていく。


    「……なあ、も１コ質問いい？」


    「この墓村が答えられる範囲であれば」


    「この街で目撃されてるっていう、〝六花のマガツカミ〟二体。例えば俺が捕らえたら、報酬はあんのか？」


    「報酬、でございますか」


    「金じゃなくていい。地位が欲しいんだけど」


    「……この一件が済み、祈祷士協会存続が決まれば、ＧＨＱの決定に従おうとしていた者はこぞって粛しゆく正せいされるでしょう……。空席が多く発生しますな」


    「あんたのために捕まえてきてやる。一番見晴らしのいい席を用意してくれるんなら、な」


    「……承知。〝六花のマガツカミ〟二体。捕獲できれば、約束いたしましょう」


    　巳月はニヤリと崩れた相そう好ごうを看守帽で隠し、ストローをくわえてグラスを空にした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　クラクションが連打され、すぐ脇を車が走っていく。


    　ラティメリアとロサは、幅の広い車道のど真ん中いた。


    　渡ろうとした道の向かいから、白の制服を着た祈祷士たちが迫ってきたので、踵きびすを返す。しかし戻ろうとした歩道にも祈き祷とう士しの集団が現れたため、車道で挟まれる形となってしまう。


    　交通量の多い道路であるにもかかわらず、祈祷士たちは両端から車道に侵入してくる。


    　ヘッドライトに照らされて、サーベルを抜いた人影が次々と二人の少女に襲いかかった。


    　ラティメリアは迎撃に走る。


    「ったありゃっ！」


    　ラティメリアの回し蹴げりを、祈祷士は脇腹で受けた。脾ひ臓ぞうを打たれた痛みに顔をしかめながらも、その足を両手でがっしりと掴つかんで固定する。


    「っとと……」


    　一瞬、けんけんの状態でバランスを崩しかけたラティメリアだったが、すぐに残された左足で跳び上がり、その足を大きく回して祈祷士のあごを打ち抜く。


    　よろめいた祈祷士の腕から右足を抜き、すかさずその首に掴みかかった。祈祷士の膝ひざを足場にして、その体を駆け上がる。祈祷士の首を両手で挟むように掴んだまま、彼の頭上で半回転──ハンドスプリングの要領で、ラティメリアは祈祷士を投げ飛ばした。


    「おーう、りゃっ！」


    　投げた先には、また別の祈祷士がいる。人間の体をぶつけられ、アスファルトに尻しり餅もちをつく。


    　ラティメリアの後方ではロサが、太ももから血の大鎌を繰り出し、複数の祈祷士とやり合っている。車の往来する車道の真ん中で、二人は健闘していた。


    「こいつらは結構、弱いねっ！」


    　二人を取り囲む祈祷士たちを牽けん制せいし、背中を合わせた時、ラティメリアは背後のロサに言う。


    「くくく……愚かなものね、人間って。力の差がわからないのかしら。その綺き麗れいな白い制服を、己の血で真っ赤に染め上げてやろうかしらあっ！」


    　自分より弱い者が相手だと、ロサは妙に威勢がいい。


    　無駄に血の鎌を大きく振り回し、周囲の祈祷士たちを威い嚇かくする。


    　その時、上空で風切り音を聞いた。


    　シュルシュルシュル──。雨空を何かが回転し、近づいてくる。


    　ロサとラティメリア、二人の間を割ってブーメランのように弧を描き、踊るように飛び回るのは妖よう刀とう〝エペタム〟だ。


    　その湾曲した小刀が戻っていく先を目で追いかけ、ロサの勢いは急激にしぼんだ。


    「……うそ。あれまさか獅し童どうっ？　なんで」


    「シドウ？　誰？」


    　向かってくるバイクに跨またがっていたのは、看守服を着た小柄な人物だ。看守帽の代わりにゴーグル付きのヘルメットを被かぶり、乗っている小型バイクの側面には、明らかに違法であろう大太刀を備えている。


    　エペタムをキャッチした巳み月づきは祈祷士たちを割って円の中に入り、バイクを停とめる。


    「よう、ロサ。お前はヘリアンサスと違って、あんま成長してねえな？　ま。永遠の一七歳である俺が言えたことじゃねえか。きししっ」


    「……くぅ……マズい。マズいわ。こんな時に遭遇しちゃうなんて……」


    　ロサは巳み月づきの言葉を無視し、一人つぶやく。祈き祷とう士しである巳月が、自分たちを見逃してくれるとは思えない。ロサの能力は長期戦に向かないのだ。白兵戦上等の男となど、戦いたくはない。


    　巳月の背後から、チンチンチンと鐘を鳴らして走ってくる路面電車があった。


    「ナイスタイミング……！」


    　路面電車のヘッドライトによって、辺りが眩まぶしく照らされる。


    「逃げるわ。ラティメリア、掴つかまって！」


    「へ……？」


    　ロサはそばを通り過ぎる路面電車の側面──そこについていた手すりに手をかけた。太ももの傷口から流れる血を鞭むちのようにしならせて、ラティメリアの胴に巻きつける。


    　ロサのそばに着地し、走る路面電車の手すりにしがみつきながら、ラティメイアは風音に負けないよう声を張って尋ねた。


    「ねえ、誰だったの？　あれ！」


    「六りつ花か隊たいの戦闘斥せつ候こうよ。一番めんどくさい奴」


    「逃げなきゃいけないほど、めんどくさいの？」


    「超めんどくさいわ。死なないし」


    「え？　死なないって、どういう──」


    　スコンッ。


    　ラティメリアの鼻先を、小刀が掠かすめる。路面電車に突き刺さったエペタムの刃を中心に、雨に濡ぬれた電車の側面がミシミシと凍り始める。


    「ひっ……」


    　ブロロロロ──排気ガスを撒まき散らし、巳月が路面電車を追いかけてきている。


    「連れねえじゃねえか、ロサ！　また一緒に遊ぼうぜ、昔みたいによ」


    「イヤよ、イヤっ。あっち行って！　来ないでよ！　ペ、ぺっ」


    　ロサはツバを飛ばして、巳月を追い返そうとする。


    「仲いいの？」と尋ねたラティメリアには、「バカ言わないで」と声を荒らげた。


    「〝六花のマガツカミ〟であいつを好きな奴なんていないわ。ごっこ遊びの延長で何度かやり合ったことあるけど、あいつ死なないからゴールがないのよ！　首でも刎はねれば殺せるのかもしれないけど……強い殺意は六花にバレて叱しかられるし……」


    　戦時中を思い出し、ロサは苦い顔をする。


    「とにかくホント、めんどくさいの！　死なない奴となんかやってらんないでしょ」


    「けど、首刎はねればいいんでしょ？」


    「だから、そんな直情的な殺意は──」


    「あ」とロサは今更ながら気づいた。そうだ、もう六りつ花かはいないのだ。殺意を咎とがめられることはない。巳み月づきとの再会で、気持ちが五年前に戻ってしまっていたのか。


    　今なら、殺やれる──。


    「よし、あいつ殺そうラティメリアっ！　あなたも変身なさい。血をあげるわ」


    　ギラギラと熱い闘志をたぎらせるロサだったが、ラティメリアは顔を振る。


    「やだっ！　あんたたちの血はイヤなんだってば！　〝ドレスアップ〟はしないよっ」


    「バカ言わないの！　ノーマルで勝てる相手じゃないわ。全力で行かなきゃ」


    「やなもんはやなのっ！　他のマガツカミだったらいいけど──」


    「どこにいるのよそんなもんっ」


    　手すりにしがみつきながら言い合う二人。するとロサの抱く実り神のツタが、にょきにょきと伸びてくる。ラティメリアの鼻先でチラチラと揺れる赤い実。二人は植木鉢を見下ろした。


    　土から上半分だけ顔を出した実り神と目が合う。


    「……いいの？」


    「ンギィ……！」


    



    　小型バイクで路面電車の背後に近づく巳月は、飛び出した人影を見上げた。


    「お。お前が来んのか、喰くい神」


    　ゴーグルのレンズにラティメリアの姿が映る。


    　すると空中で、ラティメリアのパーカーが、発光して掻かき消えた。代わりに発生したのは、胸元を大きく開けた緑色のドレスだ。


    　風になびく長い髪もまた緑色。頭に大きな白い花の髪飾り。短いスカートからは、素足を覗のぞかせる。木の葉を散らしながらジャンプしたその背には、半透明の羽が広がっていた。


    「ははっ。森の妖精かよ。可愛かわいいじゃんか」


    「〝蔓つるの鞭むち〟っ！　そぉう、れいっ！」


    　空中で変身を終えたラティメリアは、前方に回転しながら両腕を前に伸ばした。ドレスから伸びた二本のツタが、鞭のようにしなって巳月の頭上に振り下ろされる。


    　巳月は足下に置いてあった紙袋を掴つかみ、放り投げた。


    　ツタが紙袋を叩たたき、無数のマシュマロが空中に散らばる。赤、白、黄色、色とりどりのマシュマロが弾け飛び、ラティメリアは一瞬、顔を背そむける。


    　着地したのはバイクのシートの上。


    「……あれ？」


    　ついさっきまでここに座っていたはずの、巳月の姿がない。


    　シートを足場に跳はねた巳み月づきは、ラティメリアの頭上を飛び越えその背後、バイクのハンドル部分に着地。すぐに路面電車へとジャンプした。


    「またあとでなっ、妖精さん」


    「あっ……！」


    　二人はすれ違う。巳月を追ってツタを伸ばしたラティメリアだったが、腕を振った巳月の意思に従って、エペタムが回転し飛んでくる。シュルシュルシュル──。


    「っ……」


    　頭を倒してエペタムを避よけるので精一杯。揺れるバイクの上でバランスを崩し、慌ててハンドルを握った。無意識にアクセルを回す。


    「わ、わ。これ、どうやって運転するの……!?」


    「何してんのよ、ラティメリアっ！　使えないわっ」


    　叫ぶロサのすぐそばで、巳月が電車の側面へ飛び移り手すりを掴つかむ。


    



    「〝血ち繰くり〟──鎌っ！」


    　ロサは巳月に向かって、太ももから伸びる血の鎌を振り回した。不安定な足場では手すりを握っていなくてはいけないため、武器を手に持って攻撃するのは難しい。その点、ンギィを抱えているとはいえ傷口から武器を繰り出すロサは有利に思えた。


    「くくくっ！　年貢の納め時ね、獅し童どうっ！」


    「おお。難しい言葉知ってんだなあ、ロサ。大人になったもんだ」


    　シュルシュルシュル──。巳月が差し出した腕を胸元に引き戻すと、エペタムが回転して戻ってくる。ロサの鎌を、ことごとく弾き返す。


    　あ。あいつも武器手に持たないじゃん、とロサの勢いは、再びしぼんだ。


    「……うう。全然有利じゃないじゃない……！」


    　早くも勝ちを諦あきらめたロサは、路面電車の隣を走る車のボンネットに飛び移った。


    　クラクションを鳴らす乗用車。ロサはさらに別の車へと飛び移り、巳月から距離を取る。


    「おい、待てっ！　また逃げんのか」


    　巳月もまた、路面電車と併走していた車に飛び移ってロサを追う。道路を走る車へジャンプを繰り返し、次々と足場を変えていく。そうして街灯の光を反射させる、車の天板に落ち着いた。


    　運転手が窓から顔を出し、天板を見上げる。


    「ちょっと、なんなんだ、あんたっ!?」


    「うるせえよ、カージャックだ。止まんなよ。俺の言う通り走れ」


    　車から車へと逃げていくロサの後ろ姿を見据えながら、巳月は叫ぶ。上げた腕を振り下ろすと、頭上を跳び回っていたエペタムが急降下し、車のボンネットに突き刺さる。


    「ひゃっ……」


    　運転手が悲鳴を上げた直後、その刃が雨に濡ぬれたボンネットを凍らせていく。


    「いいねえ。楽しくなってきたじゃねえか」


    　ヘルメットを放り捨てた巳み月づきは、懐ふところから取り出した看守帽を被かぶり直した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「何なのアレ卑ひ怯きようだわ！　空を飛ぶ剣だなんて……！」


    　ロサは広い車道の上。走る車から車へとぴょんぴょん飛び移り、巳月から距離を取る。


    　飛び跳はねた先で、走行中の巨大なダンプカーへとしがみついた。手の平に流れる血で鉤かぎ爪づめを作り、それを引っ掛けて荷台の上へと転がる。


    　ダンプカーが荷台に載せて運んでいたのは、大量の土砂だった。


    「はあ、はあ」と息を荒らげながら、土砂の上で上半身を起こすロサ。フラフラと目め眩まいを覚える。今日は血を使いすぎたかもしれない。ンギィの植木鉢をそばに置き、つぶやく。


    「とりあえず、ここで一休みしましょう……。血が足りないわ」


    　ンギィが植木鉢から顔を出し、木の実をもげと押しつけてくる。


    「ううん……。ロサがあなたの実を食べても意味はないわ。けど、ありがと」


    　気遣ってくれるンギィの額を撫なで、笑顔を見せるロサ。しかしすぐに、後方から聞こえた風切り音に背筋を凍らせた。シュルシュルシュルシュル──。


    「きゃあっ」


    　ツインテールを掠かすめるエペタムの襲来に、ロサは土砂の上で丸くなる。


    「そう怯おびえるな、ロサ。殺しはしねえよ。捕まえるだけだ」


    　後ろを走る車から、土砂の上に着地した巳月は、ゆっくりとロサへ近づいていく。


    「うぅ、くぅ……！」


    　ぺたりと土砂に頬ほおをつけたまま、ロサは目を閉じて涙を堪こらえる。泣くもんか、と胸に唱える。負けられない。捕まるわけにはいかない。自分がここで捕まってしまえば、誰がケラススを救い出すのだ。


    　ゆっくりと立ち上がり、顔をくしゃくしゃに歪ゆがませて、ロサは巳月を威い嚇かくした。


    「捕まるもんかっ！　絶対に、諦あきらめるもんかあっ……！」


    　太ももから流れる血液を凝固させ、鎌を形成する。右の手の平からは、真っ赤な刃を繰り出した。ふらりと前につんのめったが、足を出して踏ん張る。


    　ホワイトローブの襟えり元もとを、強く握り締めた。


    「力を貸して、ケラ姉……」


    　口の中でつぶやき、前を見据える。巳月の姿が、涙でぼやけていた。


    



    　走行するダンプカーと同じ車線上。そのずっと後方には、ラティメリアの姿があった。走り続けるバイクの停とめ方がわからず、ハンドルを握り締めたまま、二人を追いかけていたのだ。


    　その前輪は、ぐらぐらと危なげに揺れている。


    「どうやって……!?　どうやって停めるの、これぇっ！」


    　シートに正座したまま、あまりのスピードにハンドルを放せないラティメリア。揺れに任せてアクセルを回す。ヴオォォン！　と馬のいななきの如ごとくエンジン音が轟とどろき、バイクが加速する。


    「おおっ……!?」


    　強風を顔面で受け、頬ほおが後ろに引っ張られる。鮮やかな緑の髪が暴れた。怖くて目はつむれない。眼前に迫るは、前を走る車の尻──巳み月づきが乗りつけた車だった。


    「ちょっと、どいて！　どいて、どぉふっ──」


    　そのバンパーに前輪を衝突させ、ラティメリアは浮いた。ハンドルはしっかりと握ったまま、バイクごと前転しながら宙を舞っていた。


    　ああ死んだ、とラティメリアは思った。


    　そう思った途端、辺りがスローモーションに動いて見えた。細長く伸びた雨粒。飛び散る破片。乱れた緑の自分の髪。ハンドルを強く握り締め、バイクごとくるくる回るラティメリア。


    　思いのほか高く飛んでいた。視界の中で、夜空と地面が交互に移り変わる。


    　ラティメリアの追突した車が、遥はるか下に見えた。


    　それからダンプカーと、その荷台に立つロサと巳月。


    「おひょおうっ!?」


    　いた。追いついたっ！


    　ラティメリアは空中でツタを伸ばした。バイクにツタを巻きつけ、ハンドルを離して引き寄せる。そのバイクの落下位置を、巳月の頭上へ定めて──。


    「うーりゃあああっ！」


    「んなっ、喰くい神っ!?」


    　ダンプカーの後方から、跳び上がるように登場したラティメリア。その姿に気づいた巳月は、横に飛び跳はねて投げ落とされたバイクを避よける。


    　前輪から土砂に突っ込んだバイクはひしゃげ、爆発した。


    　飛び散る砂さ塵じんに体勢を崩す巳月。その隙を、ロサが見逃さない。


    「よくやったわ、ラティメリアっ！」


    　太ももの大鎌を振り上げ足を踏み出し、巳月へと肉薄する。


    「すごい！　私、生還したっ！」


    　土砂の上に着地したラティメリアは、バンザイして生の喜びに浸っていた。


    　そのすぐそばで、巳み月づきはロサの猛攻を受け流す。


    　振られた大鎌を紙一重でかわし、血の刃を手で捌さばく。間合いの取れたタイミングで、頭上を飛び回るエペタムに手をかざし、指示を出した。


    　くるくると回転する短刀の刃が、ロサの死角を突いて脇腹へと食い込む。


    「きゃっ……！」


    「ロサっ！」


    　悲鳴に気づき叫ぶラティメリア。


    　しかしロサは「かすり傷っ！」と歯を食いしばる。深々と刃の突き刺さった様さまはどう見てもかすり傷には見えなかったが、それでも好機とばかりに笑みを浮かべた。


    「武器は奪ったっ！　奴はもう丸腰っ」


    　巳月がその異変に気がついた。


    　腕を引いても、エペタムが戻ってこない。〝血ち繰くり〟によって、その刃はロサの脇腹に食い込んだまま、固定されている。


    「……はは。マジか」


    「今よ、ラティメリア、殺して！」


    「うっきゃぁああっ！」


    　前へ踏み込んだラティメリアは、巳月の頭上に回し蹴げりを浴びせた。それを腕で防御されると、空中で足を入れ替え、反対側を蹴る。息もつかせぬ二連撃──。


    　しかし巳月は、その動きにも反応する。防御される二撃目。ただしラティメリアには想定済み。落下しながら足を引き、ドロップキックの形で、三撃目を繰り出した。


    　三つ目の蹴りが鳩尾みぞおちに入り、唸うなった巳月はその衝撃を体で受ける。両足を踏ん張ったために、土砂の上に轍わだちのような二本の跡が伸びる。


    　一瞬、息が詰まり、表情を歪ゆがめる巳月。しかしすぐに、ニンマリと笑みを浮かべた。


    「く……。やるな、だが一発入ったところで──」


    　シュパン──！


    　言葉の途中で、首が刎はねられた。


    「……充分なのよ。その一発で油断してくれたんなら」


    　すれ違い様ざまに背後から、ロサは巳月の首を刎ねていた。


    　土砂に倒れ込んでいたラティメリアのそばまで駆ける。


    　振り返って見た巳月の首の断面からは、勢いよく血ち飛沫しぶきが上がっている。その体は二本の足で立ったままだったが、両腕はだらりと垂れ、生気は感じられない。


    「……やった。殺した！　絶対に死なない男を、このロサが殺してやったわ！」


    　飛び跳はねるロサは脇腹の痛みも忘れ、起き上がったラティメリアに抱きついた。


    「見たでしょ？　ラティメリア、このロサ様の強さを！　あなたがケラ姉に伝えるのよ？」


    「……自分一人だけで勝ったみたいに言わないでくれる？」


    「もちろん、ラティメリアもいいお手伝いさんだったわ。褒ほめてあげる！」


    「何でいつも上からなのよ、こいつ……！」


    　ラティメリアはロサの鼻をつまみ上げる。


    「あたた、やめてっ！　やめてよ、ロサ強いのにっ！」


    　その時。もう聞こえないはずの音が耳に入り、二人は硬直した。


    　シュルシュルシュル──。エペタムが飛び回る、風切り音だ。


    「ロサ……あんた、あいつの剣は……？」


    「え、わかんない……。もう〝血ち繰くり〟使ってないし」


    　ロサの脇腹に突き刺さっていたはずのエペタムが、忽こつ然ぜんと消えている。


    　その時、ダンプカーがブレーキをかけた。車体が大きく揺れ、巳み月づきの体がぐらりと傾く。すると意思を失ったはずのその足が一歩前に出て、転倒を踏みとどまった。


    「ロサっ！　あいつ生きてる……」


    「うそ……！　だって、首刎はねたのに……!?」


    　──シュルシュルシュル、シュルシュルシュル……。


    　首のない巳月の腕が持ち上がり、エペタムをキャッチした。


    　その刃に突き刺さっていたものを見て、二人はブワッと鳥肌を立たせる。


    「うーえ。目が回るぜ……」


    　巳月の手に戻ったエペタムは、刎ねて飛んでいった生首をきちんと回収していた。生首のこめかみに、湾曲した刃を深々と突き刺して。


    　巳月の体はその頭部からエペタムを抜き取り、首と胴体の断面を合わせる。切断面がフシュウと蒸気を発し、いとも簡単に首が繋つながる。


    「あー……ったく。多いな、最近。首飛ぶの」


    「きゃあああああああっ！」


    　ロサとラティメリアは涙目で抱き合い、悲鳴を上げた。


    　取れた首をくっつけるなど、最早ホラー映画の領域である。


    「きゃあじゃねえわ、ロサ。お前は知ってんだろ、俺が死なねえの」


    「知らないわっ！　首が取れても死なないなんて……！　じゃどうやったら死ぬのよ！」


    「知らねえよ。俺が教えてほしいくらいだわ」


    「は！　やってらんなっ！　もうやってらんなっ！」


    「まあ、一本は取られちまったな……。末っ子二人とはいえ、さすがは〝六りつ花かのマガツカミ〟ってトコか」


    　エペタムを懐ふところにしまった巳月は、震ふるえるロサとラティメリアに向かって手を伸ばした。


    「何……？」


    　怯おびえる二人だが、巳み月づきが手を出した先は、二人の背後のバイクだった。燃えるバイクの側面に括くくりつけられていた大太刀が、独りでに浮き上がる。


    「動いてるよ、ロサ……！」


    「やだ、なんで？　ロサ怖いっ！」


    　完全に萎い縮しゆくしてしまった二人は、もう何を見ても怖い。


    　その刀のサイズは、見た目にもあまりに異様である。鞘さやに収められた刀身はそれだけで二メートル以上。柄えの長さも合わせれば三メートルを超える。


    「……妖よう刀とう〝祢ね々ね切きり丸まる〟。あまりにデカすぎて、今まで誰一人として扱える者のいなかった超大太刀だ。ま、俺ならこうやって、エペタムのように踊らせてやれるけどな──」


    　巳月は前に差し出した手の平に、もう一方の手の平を重ね、くるくると回して見せる。宙に浮いた祢々切丸が、その動きに応え回転し始める。


    「来い、祢々切丸！」


    　巳月が腕を引くと、祢々切丸は空中を滑る。


    「きゃあああっ」


    　しゃがんだロサとラティメリアの頭上を越えて、その柄は巳月の手に収まった。


    　身長一六〇センチにも満たない巳月が持つと、祢々切丸の長さは、より引き立たされる。


    「これならエペタムみたいに、奪うこともできないだろ？　さあ、第二回戦。始めようぜ！」


    　祢々切丸を肩に担ぎ、巳月は構えた。しかし。


    「……あれ？」


    　先ほどまでいた場所に、ロサとラティメリアがいない。


    　二人ともすでに荷台から飛び降り、全力でその場から逃げていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　叱しかられた時、落ち込んだ時、ムシャクシャした時。


    　亥いの鼻はなちとせは、警察署の敷地内にある射撃訓練場に行く。


    「死ね、死ねっ。死ね！」


    　スカートスーツ姿に耳当て、ゴーグルという出いで立ちで、連続して引き金を引いた。


    　パン、パン、パン──。広い射撃場に、ちとせの放つ銃声だけが響き渡る。


    　弾をすべて撃ちきり、手前にあるボタンを押す。人ひと形がたのシルエットが描かれた的が、レールを滑って近づいてくる。ちとせは耳当てとゴーグルを外し、自分の撃った的を確認した。


    　銃弾の貫通した跡は、ほぼすべてシルエットから外れている。唯一命中したのは顔のそば。耳だ。それでも命中には違いない。及第点として、ちとせは小さくガッツポーズを取る。


    「……よし」


    「何がよしだ。下へ手たくそ」


    　思わぬ声に振り返る。誰もいなかったはずのベンチに、いつの間にか七なの日かが座っている。


    「えっ！　古ふる川かわさん!?　どうしてここに」


    「反動を恐れて力みすぎだ。空撃ちからやり直せ」


    　七日は退屈そうに腕と足を組んだまま、視線を外して助言した。


    「空撃ちなんて……それじゃストレス発散になりません、ってか！　何でこんなとこにいるんですか。ここ署内ですよ!?」


    　警察官でもない七日が、入ってこられる場所ではない。ましてや七日は以前、警察署をマガツカミと襲撃した前科者でもあるのだ。見つかれば拘こう束そくは免まぬがれない。


    「急用なんだ。お前のもう一つの顔に用がある」


    「……そりゃ私に会いに来るのなんて、情報が欲しいからなんでしょうけど……。さすがに強引すぎませんか？　よく見つかりませんでしたね。入り口の守衛さんに」


    「いや、もう見つかってる」


    　七日は腕を組みながら、射撃場の入り口を見み遣やる。仕切りから顔を覗のぞかせ、七日の視線を追うちとせ。入り口付近で倒れている男を見つけた。あれこそ射撃場の守衛だ。


    　場内に、けたたましい警報が鳴り響いた。


    「ぎゃあああ……！　何してくれてんの!?　ここ、監視カメラもあるのに！」


    「言ったろう。火か急きゆうなんだ。情報が欲しい」


    「ここにだって、たぶん……。あっ……ほら！」


    　キョロキョロと辺りを見回したちとせは、頭上に監視カメラを見つけた。


    　七日はカメラを背に立ち上がり、ちとせの前まえ襟えりを掴つかんで引き寄せる。


    　監視カメラ用のポーズだ。乱暴な行動とちぐはぐに、言葉は穏やかである。


    「祈き祷とう士し協会の内部分裂は知ってるな。解体に反対している連中はいまだ兵器を作り続けているらしい。やつらの拠より所である〝秘密兵器〟。その在りかと実態を調べてほしい」


    「……いや、何言ってるんですか。相手は組織ですよ？　そう簡単にポンポン暴けるわけないじゃない……。私忍者じゃないんだから」


    「忍者じゃないが、優秀な情報屋だろう」


    「……こんな時だけ褒ほめますよねえ……」


    　射撃場入り口の向こうから、多くの足音が近づいてくる。サイレンに交じる怒号。


    「またあいつか」「舐なめやがって」「絶対に逃がすな」──。


    　七日は入り口を一いち瞥べつし、ちとせを突き放した。


    　サーベルを抜刀して、その刃をちとせの首筋に当てる。


    「ヘリアンサス・クローンが移送される情報さえ掴めるお前なら、当てくらいあるんだろう？」


    「言っときますが、高いですよ？　松の松ですよ？」


    「家が燃えちまってな。払えるもんは少ないが……。持ち出せたものは駅のロッカーに入れた。全部お前にやる」


    「……」


    　見れば七なの日かのスーツは煤すすけている。焼け焦げたにおいが、ちとせの鼻に触れた。


    「何があったんですか……？」


    「話してる暇ひまはない」


    「うわー一方的だー。ホント自分勝手ですよね」


    　七日が勝手なのはいつものことだ。今までもちとせは振り回されてきた。しかし今回は少しばかり様子が違う。淡々と無表情、無感情を装ってはいるが、どこか余裕がない。


    「……今回だけですからね」


    「悪いな。無理をしてくれ」


    「そこは普通さあ、『無理はするな』って言ってくれるとこじゃないんですか」


    　入り口に大勢の警察官が現れる。ちとせが襲われているのを発見し、一斉に銃を構えた。


    　そのタイミングを見計らい、ちとせはサーベルを向ける七日の腕を取った。懐ふところに入り、鮮やかな一本背負いを繰り出す。ズバンと、七日を床に叩たたきつける音が射撃場に響いた。


    　受け身を取って仰向けになったまま、七日がちとせを見上げてつぶやく。


    「全然ダメだな。腰が入ってねえ」
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    「……うるさいです」


    　その腹部にトドメの正拳突きを放ち、ちとせは入り口の警察官たちに手を振った。


    「捕らえました！　早くこの強ごう姦かん魔を留置所にぶち込んでください！」


    「お前な……。また変な通り名がついちまうだろうが」


    　溜ため息いきをついた七なの日かを、ちとせはしたり顔で見下ろす。ささやかな意い趣しゆ返がえしだ。


    「一両日中には連絡します。しばらく留置所で、その自分勝手な振る舞いを反省しててくださいね？　堕おちた闇やみの〝変態〟祈き祷とう士しさん」


    　かくして七日は手錠を嵌はめられ、連れていかれる。


    　ちとせは自分のスーツのポケットの中に、小さな鍵を見つけた。七日が一本背負いを受けながら、監視カメラの死角を突いて入れたのだろう。


    　ロッカーの鍵には、駅名の書かれた札がついていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「うわあああんっ！」


    　ロサはコンクリートミキサー車の、ぐるぐる回転するドラムの上にいた。


    　巳み月づきから逃げる最中、誤ってその上に飛び乗ってしまったロサは、足を取られて離れられなくなっていた。


    　回転するドラムの速さに合わせて踵かかとを下げるが、雨に濡ぬれた表面をよちよちと玉乗りのように後ろ歩きするのが精一杯で、横移動すらできない。


    「……不ふ憫びんだなあ、お前」


    　ミキサー車の後方。ドラムの軸となる部分に膝ひざを曲げてしゃがみ、祢ね々ね切きり丸まるを肩に担いだ巳月が、膝に頬ほお杖づえをついてその様子を眺めている。


    　すでに追いつかれていた。


    「たんま！　ちょっと待って、やだ、あっち行って！」


    　ロサは腕に植木鉢を抱き、もう一方の手を広げてバランスを取りながら、顔だけ横に向けて泣き叫ぶ。その脇腹からは、ぼたぼたと血が垂れ続けていた。


    　巳月が動かないと見ると、今度はツバを飛ばして威い嚇かくする。


    「は、何？　こんな無防備な状態を襲う気？　この卑ひ怯きよう者っ！　ぺっ、ぺっ」


    「……威勢のよさだけは一人前だよ……」


    　巳月にして見ればロサを捕らえるまたとないチャンスであったが、どうもその、滑こつ稽けいな姿に妖よう刀とうを向ける気になれない。


    「さて、どうしてやろっかね……」


    



    「何してんのよ、あの子……」


    　ラティメリアは、隣車線の後方を走るトラックの荷台にいた。束ねられたパイプの上で、緑色の髪をなびかせている。


    　繁華街はとうに抜けていた。車線の幅は広いままだったが、車の量は少なくなっている。


    　雑踏や喧けん噪そうがなくなり、開けた更さら地ちや木々の緑が増えてくると、辺りは夜の暗がりに包まれる。


    　通り過ぎる街灯の光に照らされながら、ラティメリアはミキサー車の上に追い詰められたロサを心配する。


    　あのままでは、いずれ巳み月づきに斬られてしまうだろう。頼りない姉を救うべく、ツタを伸ばそうとしたラティメリアだったが、その時。ミキサー車の後方を走るワゴン車に目が行った。


    　派手な黄色と赤に塗装されたそのワゴン車は、天板にウインクしたタコの看板を掲かかげている。


    　つい先ほど噴水広場で匿かくまってもらった、移動式パーラーのたこ焼き屋だ。


    　運転席から顔を出したお姉さんは、ラティメリアを見つけて手を振った。


    「おーいっ！　大丈夫ー!?　助けに来たよー！」


    「なんで……!?」


    　彼女を巻き込まないよう離れたのに、お姉さんは自ら首を突っ込んできた。そのあまりのお人ひと好よしっぷりに、ラティメリアは呆あきれた。


    「お姉さんっ、離れて！　ここは危ないわ！　戦闘中なのよ」


    　お姉さんはまったく動じることなく、指で輪を作ってオーケーサインを示す。


    「……え、どのオーケー？」


    　帰ることを承諾してくれたのか、平気だと言っているのか。


    　ニコニコ笑っていることから、後者だろうな、と不安を覚えた。


    



    　一方、脇腹の痛みに耐えて玉乗りを続けるロサは、回転するドラムに大きく文字が書かれていることに気づいた。一定の周期で足下を流れていくその文字は、『生コン』と読める。


    「な、ま、こんっ！　そっかこれ、コンクリだわ。固めるやつ！」


    　この絶望的な状況を打破する妙案が浮かんだ。獅し童どう巳月は殺せない。ならばコンクリートで生きたまま固め、海にでも流してしまえばよいのではないか。巳月は息苦しくとも死ぬことはできず、永遠に苦しみ続けるのだ。


    「くふふっ……！」


    　思わず笑みがこぼれ、ハッと唇くちびるを結んだ。残酷なことを考えた時に出てしまう笑い方だ。「ハイドラ姉さんみたいだからやめなさい」とケラススによく注意されていた。


    　ロサは表情を引き締め、巳月を横目に見る。敵は走るミキサー車の後方。コンクリートをぶっかけるには都合のいい立ち位置にいる。


    　ロサは後ろ歩きを続けながら、脇腹の傷口から刃を形成した。


    　その様子を見て「お」と巳み月づきは警戒したが、その鋭い先端が突き刺さった先はロサの足下。


    　回転し続ける鉄板に鋭い刃を突き立て、その表面を切り裂いていく。


    　ギギギギギ──！


    　小雨の降りしきる夜空に、金属の擦すれる音が響き渡った。ドラムは真っ二つに切断され、ズレた切り口から折り重なるように崩れ落ちる。その隙間から、どろどろのコンクリートが溢あふれ出した。


    　異変に気づいたミキサー車が急ブレーキをかける。ロサは踏ん張りが利かず、前方に吹き飛ばされた。植木鉢をしっかり抱いたまま、〝血ち繰くり〟で運転席の天板へとしがみつく。


    　巳月もまた、ドラムの破壊された衝撃にバランスを崩した。


    「ぅおっ!?」


    　ドラムを支えていた軸が倒れ、宙へ放られる。


    　下はアスファルト。ドラムからこぼれ広がる生コンの川。


    　落ちろっ──！　天板にしがみつきながら、ロサはハイドランジアと似た悪い顔をする。


    　しかし──。


    「祢ね々ね切きり丸まるっ！」


    　巳月の声に呼応し、大太刀はぴたりと空中で制止した。


    　柄えには巳月がぶら下がり、生コンへの接触を免まぬがれている。


    「はは。あっぶね」


    　安あん堵どする巳月を睨にらみつけるロサ。そのほっとした顔が、憎くて憎くて仕方がない。


    「はあああっ!?　何それ、飛ぶな、いんちきっ！　いんちきモンスターっ！」


    「おお。ひどい言われようだな」


    「あんたは！　あんたはっ！　いんちきすぎるのよ！　どうすれば死んでくれるわけ!?」


    　あまりに悔しすぎて滲にじんだ涙が溢こぼれないよう、唇くちびるを強く噛かんでたえる。


    　その耳に、急ブレーキ音とラティメリアの声が届いた。


    「ロサっ！　ぶつかるっ！」


    　顔を上げたロサは、崩れ落ちたドラムの向こうにたこ焼き屋のワゴン車を見た。ミキサー車のすぐ後ろまで追いついていた赤と黄色のワゴン車が、猛スピードで近づいてくる。


    　フロントガラスの向こうに、慌ててハンドルを回すお姉さんの姿があった。しかしワゴンは曲がらない。流れ出した生コンによってハンドルを取られたワゴン車は、ミキサー車の後方に衝突した。


    　けたたましい破砕音とともに、ミキサー車が大きく揺れる。


    　ロサは固く目を閉じて、天板へしがみつく。


    　ワゴンはそれでもまだ衝撃を殺しきれず、アスファルト上を何度もきりもみ回転して車道を外れた。転がる先は、道路脇に設置された水道タンクだ。


    　ワゴンは水道タンクを支える支柱に衝突し、タイヤを上にした状態で静止した。


    「……え。お姉さん……？」


    　ほんの一瞬の間に起きた大事故に、ロサは呆ぼう然ぜんとワゴンを見つめた。


    　ひしゃげた車体から、濛もう々もうと黒い煙が上がっている。アスファルトに焼けついたタイヤ痕あと。周囲にはプラスチック片やガラスの欠片かけらだけでなく、車内の調理道具なども放り出され、散らばっていた。


    　砕けてアスファルトに落下した看板が、雨粒に叩たたかれていた。


    　そのウインクした陽気なタコを見下ろし、ロサは顔を青ざめさせる。


    「……ロサのせいだ。生コンなんて流したから」


    　ミキサー車のそばに着地したラティメリアが、ワゴンを見つめてつぶやいた。


    「やばい。お姉さん、死んじゃったかも……」


    「死んでたとしてもっ！　ロサが生き返らせるからっ」


    　弾かれるように天板を飛び降り、ロサはワゴンに向かって走り出す。


    「生き返らせる……？」


    　背中を向けて駆けていったロサの代わりに、車道に着地した巳み月づきが答えた。


    「……あいつのもう一つの能力だ。相手の心臓を喰くうことで魂を取り込み、繋つなぎ止める。つまり心臓さえあれば。あいつは死者を生き返らせることができる」


    「……何それ。すご」


    　そのような能力、聞いたこともない。死者を蘇よみがえらせるなど、視界を奪うハイドランジアや、髪を操るリコリスなど他の〝六りつ花かのマガツカミ〟と比べても、格段に強い能力のように思える。


    「ああ。だが、生への冒ぼう涜とくだ。魂を奪われた屍しかばねは、ロサのそばを離れられなくなる。中身がないからな。記憶を失い、飯も食わず、青白い顔で〝偲しのび神〟の下僕となるんだ。隊長は一度もあいつの能力を使うことはなかった。その力を禁きん忌きとして封印し、能力名をつけることさえ許さなかった」


    　巳月は祢ね々ね切きり丸まるを担いだまま、ワゴン車に向かって歩きだした。


    「あーあ。ゾンビ退治は専門じゃねえんだけどな……」


    　お姉さんもまた巳月の標的となると気づいたラティメリアは、走って巳月を通り過ぎ、その前に立ちはだかる。足を止めた巳月に向けて、ツタをうねらせた。


    「あの人はダメ。お世話になった人なの。斬らせないわ」


    　巳月はきょとんと目を丸くした。


    「マガツカミのくせに人間を護まもるか。隊長を思い出させやがる。あの人も義理人情に厚かった」


    「六花を重ねられるのは不愉快だわ……！　私は六花じゃないっ」


    「ああ、そうだな。だから俺はお前ら〝六りつ花かのマガツカミ〟に剣を向けられる。悪ぃな。世話になった人だろうが何だろうが、歪いびつな能力で悪戯いたずらに生かし続けるわけにはいかない。これはロサの能力を禁きん忌きとして封じた、隊長の遺志だ」


    　巳み月づきは祢々切り丸を頭上に放る。巳月の手の動きに合わせ、その大太刀は踊るように宙を舞い、ラティメリアに切っ先を向けた。


    　車道では、事故によって車が詰まり始めていた。ヘッドライトを光らせ列を成す車から、クラクションが鳴らされる。何事かと車を降りた人々が、事故を起こしたミキサー車を遠巻きに見つめる。


    　遠くで、パトカーのサイレンが聞こえた。


    　ひっくり返ったワゴン車のドアを引き剥はがし、ロサはぐったりしたお姉さんを車内から引きずり出した。


    「ちょっと……ねえ、死んじゃった？　お姉さんっ！」


    　ロサはアスファルトに座り込み、お姉さんの体を腕に抱く。


    　目を閉じたお姉さんの顔は青白く、額からは血を流していた。声をかけても、反応はない。


    　心臓の鼓動を確かめようと、その胸に耳を寄せた。しかしその音を聞く前に、ある違和感を覚える。エプロン越しに触れた体が硬い。


    「……この人……男？」


    「……おもろいなあ、ロサちゃん。人間なんて、これっぽっちも信用したらあかんねんで？」


    　耳じ朶だに触れたその声も、先ほどとは違う、低い男のものだ。


    「さっき広場で言うたやんか。こんなご時世、優しいってな、怖いねん」


    「あ……」


    　不意に首筋へ注射針を刺され、脱力感に襲われる。得体の知れない薬物が、体内を巡る感覚。体が徐々に熱くなり、指先が小刻みに震ふるえだす。


    　先ほどとは反対に、ぐったりしたロサを抱き寄せ、お姉さんはその頭を撫なでた。


    　すぐそばに置かれていた植木鉢から、ンギィが顔を覗のぞかせた。


    　ぐったりして意思をなくしたロサを見上げ、異変に気づく。


    「ンギイイイィィィィイッ！」


    「くっ……！　何やこれ！」


    　ンギィの絶叫に、巳月とラティメリアは視線を向けた。


    　耳をつんざく悲鳴に、男は反射的に植木鉢を掴つかんで立ち上がり、アスファルトに叩たたきつける。割れて砕けた植木鉢から、土塊がこぼれた。姿を現したンギィの体を、男が踏みつける。


    　球根のような体が砕け、ンギィの声は立ち消えた。


    　その様子を見たラティメリアが、声を上げる。


    「ンギィっ！」


    「え？　何やったの、これ……うるさ……」


    　男はロサの脇を抱えたまま、顔をしかめた。


    　その頭に巻いていた三角ずきんは脱げ、化粧は血や汗に濡ぬれて剥はげている。シャツにエプロンをつけた販売員スタイルのままであったが、体つきは細いながらも肩幅が広くなり、女性のような柔らかさが消えている。


    「しかしよう生きてたな、俺。うわ、血ぃ出てるし」


    　額に触れた指先が、べっとりと赤く濡れている。


    　男はシャツの袖そで口ぐちで乱暴に顔を拭ふいた。取れたつけまつげが目の下にくっつき、口紅が頬ほおを汚す。その赤が、おしろいで白くなった顔面に映えていた。


    　初めに、巳み月づきが「ああ？」と声を上げた。


    「火ひ鉢ばち屋やっ。何でお前がここにいんだ」


    「『何で』はこっちの台詞せりふやボケ。ジャマくさいチビが何でここにおんねん」


    「いや、捕まえに来たんだろうが、そいつをよう」


    「はあ？　頼んでへんし。帰れ帰れ。この子は俺のもんや」


    　続いてラティメリアが、「ロサっ！」と声を荒らげる。火鉢屋に脇を抱えられたロサは、虚うつろに虚こ空くうを見つめたまま、浅い呼吸を繰り返している。


    　ホワイトローブは脱げかけ、腕はだらんと垂れていた。


    「なんで……？　お姉さんはどこ……？」


    「ここや。あれは俺が化けててん。女性ホルモン、アホみたいに使った薬物を打ってな。君らの慕う〝お姉さん〟は、初めから存在しなかったってこと。気づかんかったやろ？　マガツカミを引き寄せる甘い匂においにも」


    「？」


    　ラティメリアは眉まゆ根ねを寄せ、小首を傾かしげる。なぜ男がそうも簡単に女へと化けられるのか。


    　したり顔で説明されても、理解できなかった。


    「……ゾンビになったら、男になるの……？」


    「いやだから、そもそも死んでへんて。種明かしのし甲が斐いがないな、この子」


    　ラティメリアの背に、巳月が声をかける。


    「あいつとあんま喋しやべんな、喰くい神。頭おかしくなるぞ」


    「あの人、誰なの？」


    「誰なんだろうな。名前も素性も明かされてねえんだ。火鉢屋って呼ばれてる。ちなみにあれ、元六りつ花か隊たいの祈き祷とう工兵だ」


    「げ。また六花隊？」


    　ラティメリアは露骨に嫌な顔をした。六花隊といえば七なの日かに雪ゆき生お。それから自分を誘拐しようと執しつ拗ように追いかけてきた龍りゆう之の介すけに、首を刎はねても死なないこの男、巳月。六花を隊長とする六りつ花か隊たいの面々は、雪ゆき生おを除いてみな嫌いだ。


    「もしかして、あいつも強いの……？」


    「工兵は前に出たがらねえよ。ただあいつは、頭おかしいもんばっか作る。戦後は行方をくらませていたはずだが……まさか女装してたこ焼き売ってたとは……。いろいろあったんだな。察するぜ」


    「アホか、誰が人生波は瀾らん万ばん丈じようやねん。カモフラージュに決まってるやん。それもこれも、六花の魂を手に入れるためや。ようやっと手に入れた、もう離さへんぞ」


    　苦しむロサの頬ほおを撫なで、火ひ鉢ばち屋やは笑みを浮かべる。


    「一緒に帰ろうなあ？　ロサちゃん」


    「六花の魂？　信心深いわけでもないお前が、何でそんなもんを欲しがるんだよ。崇あがめ奉たてまつるってことはないよな。ああ……また頭おかしいもん作る気か？」


    　巳み月づきが言うと、火鉢屋は口の端はを吊り上げる。褒ほめられたわけでもないのに、嬉うれしそうに。


    「もう作ってるわ。君、運んだんやろ。ヘリアンサス・クローン。あれ、俺が造ってん」


    「……は？」


    「んで、今計画は次の段階に入ってる。容いれ物自体は問題あらへん。それぞれの部位はちゃんと機能してるし、エネルギーの補完、供給も充分。なのにアレは、あうあうしか言われへん。じゃあ人間を人間たらしめる核とは何か。君はどっちやと思う？　脳か、それとも心臓か──」


    「いや待て。何の話してんの」


    　巳月は嫌悪感たっぷりに言い返す。専門外だ。聞いてもわからないし、聞きたくもない。


    「簡単に話せ。つまりお前はヘリアンサスみたいに、ロサのクローンを造ろうとしてんのか？」


    「は？　違うわ。厳密に言うとクローンでもない。〝禍まがツ六花〟は──古ふる川かわ六花そのものや」


    　巳月はぽかんと口を開ける。


    「……何言ってんの？　死んだ人間は蘇よみがえらないだろ」


    「はあ。アホは脊せき髄ずい反はん射しやで否定するから嫌いやねん。ちょっとは考えろや。六花は生きてる」


    「？」


    　困惑する巳月に、火鉢屋はゆっくりと説明する。


    「マガツカミの発生した依より代は、枯れず腐らず壊れない。それくらいは知ってるやろ。つまり〝夢見神〟ケラススが生き続けてる以上、その依り代である六花の脳も生き続けてる。つまり、六花の脳は死んでない。なら喰くわれてしまった六花の体を新たに用意して、移植すればいい」


    「……何だそりゃ。可能なのか？」


    「可能や。ヘリアンサス・クローンは、その体部分を作るための試作品。あれはこちらから信号を送らんと動かれへんかったが、その次世代機〝禍ツ六花〟は自身の脳みそで考え、動く。六花の記憶を持ち、六花の人生の続きを送る。人工の心臓はちゃんと造ってあんねん。結局、心臓ってのは血ぃ送るためのポンプやんか。人工血液を全身に送るポンプで、ヘリアンサス・クローンはちゃんと動いたのに……意思を持つには、脳だけじゃダメらしい」


    　火ひ鉢ばち屋やはロサを抱き寄せた。


    「鍵は心臓にあったんや。この子には、〝血ち繰くり〟の他に別の能力があるやろ。禁きん忌きとされてるやつ。人の心臓を喰くらって、魂を繋つなぎとめるやつな。六りつ花かの心臓はこの子の依より代なんやから、喰われたわけやない。けど依り代としてこの小さな胸の中にあるんや。喰ってるようなもんやろ。高い確率で、六花の魂はここにある」


    「……ロサから心臓を奪うつもりか」


    「まあな。この子の心臓を使えば、君もまた六花隊長に会えるよ」


    「……」


    　火鉢屋は、巳み月づきの手前にいるラティメリアへと視線を滑らした。


    「にしてもその子、可愛かわいいよなあ。六花そっくりやんか。初め見た時びっくりしたわ。何かに使えるかもしれんな……」


    　ラティメリアは背後の巳月を警戒しながら、火鉢屋の動きにも気を配る。彼の言葉すべてを理解できたわけではなかったが、ロサの心臓が奪われようとしていることはわかった。


    　依り代を奪われれば、ロサはきっと死んでしまう。


    「……頼りないけど……一応、お姉ちゃんなのよね」


    　逃げることもできたが、ラティメリアはツタを広げた。ロサの死を望んではいない。その体を火鉢屋から取り返さなくてはいけないが、六花隊二人を相手にどこまでやれるか──。


    「……なあ、お前なのか」


    　巳月が口を開き、ラティメリアは咄とつ嗟さに振り返って身構える。


    　しかしそれは、火鉢屋へ向けられた質問だった。会話はまだ続いている。


    「藤ふじ巻まき支部局長を殺したのは……。あれはお前が仕組んだことなのか……？」


    　火鉢屋は肩をすくめた。


    「仕切ってんのは俺やないで。組織の抗争とかどーでもいいねん。俺は物作りができる環境が欲しいだけ。質問があんなら、龍りゆう之の介すけにぶつけろや」


    　祈き祷とう士し協会解体反対の共闘メンバーには、龍之介も名前を連ねている。それは知っている。協会の解体に反対するからこそ、ＧＨＱ職員に化けたハイドランジアに、藤巻を暗殺させた。祈祷士たちを焚きつけ、武力による抵抗もやむなしと誘導した。


    　これは七なの日かの言っていた推理だが、巳月は今ひとつ、合点がいっていなかった。


    　藤巻が暗殺されていなければ。もしかしてこうも大事になることもなく、祈祷士協会はスムーズに解体されていたのかもしれない。龍之介はそれを阻止したかったらしい。なぜだ。それがわからなかった。いくら関東支部局長であるとはいえ、龍之介はそこまで協会を大切に思っていたのだろうか。


    　あの男は、地位や権力には熱くならないタイプだ。


    　戦時中にも、龍りゆう之の介すけを隊長にという上官からの推薦を「僕は上に立つ人間ではない」と断り、常に六りつ花かの補佐として陰に隠れていた。支部局長の座が惜しいわけではないだろう。


    　巳み月づきの持つイメージと、協会を護まもろうと画策する龍之介のイメージが重ならない。むしろ、戦後幽閉された六花を守れなかった協会に対し、憤いきどおりさえ覚えていたはずなのに。


    　しかしここに来て。


    　巳月は火ひ鉢ばち屋やの抱くロサを見て、思い至った。


    「なるほど……。あいつの目的は、古ふる川かわ六花の復活か」


    〝禍ツ兵器計画〟──マガツカミを兵器として従えようという計画は、今や六花復活のための計画へ変わっているのだ。祈き祷とう士し協会が解体されてしまえば、政府から引き継いだその計画も頓とん挫ざする。龍之介はそれを嫌がった──。


    「……隊長の復活のためだけに、祈祷士とＧＨＱをぶつけようってのか」


    　あまりに自分勝手な思考だが、その龍之介像こそ、巳月の知っているものと一致する。


    　巳月はうつむいたまま、肩を落としてつぶやいた。


    「あーあ……。見晴らしのいい席は諦あきらめっか……」


    　火鉢屋はロサを腕に抱いたまま、ラティメリアへと足を踏み出す。


    「喰くい神ちゃん。ロサちゃんが心配なら、一緒においで。いいもん食わしたるで？」


    　するとその目の前に、祢ね々ね切きり丸まるが降った。アスファルトへ突き刺さり、まるでラティメリアの盾たてとなるように、火鉢屋の前進を阻はばむ。


    「下がれ、火鉢屋。ロサも喰い神も、やっぱ渡さねえ」


    　巳月は前に伸ばした両腕を持ち上げて、祢々切丸を宙に浮かせた。


    　その切っ先を向けた先は火鉢屋である。


    「……あれ？　君、俺らと同じ、解体反対派なんちゃうの？」


    「今やめた。祈祷士協会の解体？　上等だぜ。俺はお前らとは違う。させねえよ、隊長の復活なんて」


    「……うーわ。想像以上にアホやった」


    「うるせえ。やっぱお前ら、頭おかしーわ。ロサの能力を禁きん忌きだって封じた隊長がよ、復活なんて望んでるわけねーだろうが。いい加減にもう、静かに眠らせてやれっつーの」


    「ふーん……あっそう」


    　火鉢屋は後ろに跳はねて距離を取る。


    　ラティメリアは火鉢屋と巳月を交互に見て、戸惑っていた。


    「え、何？　助けてくれるの？」


    「いいから、お前は下がってろ。あいつは俺が斬ってやる」


    　言ってラティメリアの前に出る巳月。


    　火ひ鉢ばち屋やはエプロンの前ポケットから、リモコンスイッチを取り出す。


    「いや、死なない男となんかやってられへんし。帰らせてもらうわ」


    　言って火鉢屋は、ボタンを押した。


    「そんじゃ、ま、ごくろうさん」


    　直後、火鉢屋の背後にあったワゴン車が爆発する。


    「くっ、しまっ……」


    　巳み月づきは体を丸め、爆風に耐えた。


    「きゃあああ」と吹き飛ばされたラティメリアが見えたので、飛ばされる先に祢ね々ね切きり丸まるを突き刺して、ラティメリアの体を引っ掛けた。


    　遠巻きに様子を見ていた人たちが、悲鳴を上げて逃げていく。


    　濛もう々もうと雨空に上がる煙の向こうから、ギギギ──と鉄骨が錆さびた金属音を響かせて、水道タンクが倒れてくる。巳月の正面に落下したタンクは地面と衝突して破裂。


    　大量の水が、川のようにアスファルトの上を流れた。


    「うおっ……！」


    　巳月は水に呑のまれ、車道にまで押し流された。


    　ラティメリアはアスファルトに突き刺さる祢々切丸を支柱とし、柄えの上まで登ってロサを捜した。水が流れきったあとのアスファルトには、割れたタンクの破片や流された看板、ワゴンの欠片かけらなどが転がっている。


    　火鉢屋の立っていた場所に、白いローブを見つけてラティメリアは駆けた。


    　拾ったそれは、確かにロサの着ていたホワイトローブだ。しかし、ロサ自身や火鉢屋の姿はどこにもない。


    「ロサッ！　……ロサアアッ！」


    　ラティメリアは同じ〝六りつ花かのマガツカミ〟であるロサの気配を探さぐった。微かすかに感じられるものはあったが、その方向を特定する前に、やがてわからなくなってしまった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　窓には鉄格子が嵌はめられていた。磨りガラスの向こうに、雨は降り続く。


    　留置所は薄暗く、冷たかった。申し訳程度につけられた暖房では、体が温まることはない。


    　七なの日かは壁に背をもたれ、目を閉じたまま。腕を組み、背中を丸めて寒さに耐える。部屋の隅に置かれた毛布には手をつけない。このような場所で配られる共有の毛布など、触りたくもなかったし、長居するつもりもなかった。


    　廊下を灯ともす蛍光灯が切れかかっており、不定期に明滅していた。看守は取り替えるつもりもないらしい。ジジ……と何度か明滅し、ふと消える。辺りは暗がりに包まれる。


    　廊下の奥にある看守室から、テレビの音が漏れていた。『何でやねんっ』と軽快な突っ込みのあとに笑い声。しかし看守の気配はない。


    「……さすがに優秀だな。思った以上に早い」


    　七なの日かはつぶやき、そっと目を開けた。


    「だいぶ無理をしましたからね」


    　廊下の蛍光灯が、再び点灯する。七日の鉄格子の向こうに、ちとせが立っている。


    　視線を持ち上げた七日は、薄く笑った。ちとせは頭からつま先まで全身黒ずくめで、晒さらした肌は目の部分しかない。


    「お前……やっぱ忍者じゃねえか」


    「ホント意地悪ばっか言いますよね。私だって、好きでこんな格好してるわけじゃないんです。留置所なんて監視カメラばっかのとこで、顔晒せるわけないじゃないですか」


    　眉まゆ根ねを寄せるちとせ。しかめっ面を作っているのだろうが、七日には目の部分しか見えない。


    「で、期待していいのか」


    「祈き祷とう士し協会の〝秘密兵器〟は、川かわ崎さきの工業地帯で作られているようです。表向きは計算機とか、体温計とかの液晶パネルを作ってる工場のようですね。協会とは何の関係もない会社です」


    「工場を隠すなら工場の中か」


    「協会の武具開発部が管轄しているみたいです。詳しい位置や概要は、いつも通り資料にまとめておきました」


    　鉄格子の前に立った七日に、ちとせは束ねた用紙の入った茶封筒を見せた。


    「助かる」と手を差し出した七日だったが、ちとせは封筒を渡そうとはしない。


    「古ふる川かわさん」


    　名前を呼び、じっと七日の顔を見上げて告げた。


    「あの人たちが造ってる〝秘密兵器〟は、古川六りつ花かです」


    「……」


    　七日は目を伏せたが、表情を変えることはなかった。


    「そうか」とただ一言だけ、つぶやく。


    　予想はついていた。柊ひいらぎは、〝六花のマガツカミ〟のクローンを作っているのかと尋ねた七日に、「もっと忌いま忌ましき者のクローンだ」だと答えた。柊が忌ま忌ましいと表現する者のクローンだと言うのなら、それが六花である可能性は想像できる。


    「どうするつもりなんですか？」


    　鉄格子越しに、ちとせは尋ねる。


    「お姉さんが生き返るなら、やっぱり古川さん的には嬉うれしいことですよね」


    「人は生き返らん。いくら本人の心臓を使ったところで、無理やり蘇よみがえらせたそれは六花の形をした、何かだ」


    「じゃあ……壊しに行くの？　相手は祈き祷とう士し協会。対象は超機密事項。当然警備は厳重です。しかも法の外。捕まればただじゃ済みませんよ」


    「そうだな。まあ壊すも何も、そんな計画が成功するとも思えないし。この目で見てみないことには何とも言えん」


    「……」


    　ちとせは封筒を手にしたまま、黙って下を向いてしまった。


    「……なあ、早くここを開けてほしいんだが」


    「ロッカー、見ました。報酬をもらうため。あれって……古ふる川かわ六りつ花かの霊れい璽じですよね……？」


    　七なの日かから渡された鍵を使って、指定された駅のロッカーを開けた。中には札束と一緒に、三つの霊璽が入っていた。紫陽花あじさい柄の紫、彼ひ岸がん花ばな柄の赤、向日葵ひまわり柄の黄色い布に覆おおわれた白木の箱には、それぞれ六花の名前が記されていた。


    「冗談じゃないです。何てもの報酬にしてんですか」


    「家が燃えたんだ。もう置く場所もねえし。お前に預けたい」


    「何言ってんの。私、これでも阿あ漕こぎな情報屋ですよ？　売っちゃいますよ？　〝古川六花の霊璽〟なんて、本物なら相当高く売れちゃうんだから」


    「ああ、それでいいよ。情報料の足しにしてくれ。迷惑料込みだ」


    「こっちは仕事でやってるんです。そんなものいりません」


    「そう言うな。お前には今まで散々迷惑かけた。感謝してる」


    「柄にもないこと言わないでくださいよ。不安になります」


    　その声が、留置所の廊下に反響した。


    　ちとせは再び声を潜ひそめる。


    「……古川さん。まるで死にに行くみたい」


    「阿漕な情報屋が、ずいぶん肩入れしてくるもんだな」


    「一友人としては、事が済むまで閉じ込めておきたいトコなんですけど」


    「違うだろう、情報屋。俺たちはそんな仲じゃない」


    「……そうでした」


    　ちとせは看守から奪った鍵を使って、七日の牢を開けた。


    　ギィと扉の開く音が、寂せき寞ばくの廊下に響き渡る。


    「喰くい神さんは？　連れていかないんですか？」


    「置いてくよ。祈祷士対ＧＨＱの戦争なんてもんに、あいつを巻き込みたくはない」


    「うわー。何か優しくなってません？　死ぬ寸前はいい奴になるってやつですか」


    「あのな。別に死ぬつもりはねえし、悪役であるつもりもない」


    　茶封筒を受け取り、七日は牢を出る。ちとせとすれ違い様ざま、その肩にぽんと手を置いた。


    「世話になったな」


    「だから……」柄にもないこと言うなと、ちとせは胸につぶやき、口を噤つぐんだ。


    　七なの日かは看守室に足を運ぶ。つけっぱなしのテレビに、赤く灯ともるストーブがある。部屋は牢の中とは違って暖かい。テーブルに二人、看守が突っ伏しイビキをかいていた。ちとせが飲み物に薬でも混ぜたのだろう。


    「古ふる川かわさんっ」


    　背後からちとせの声がして、七日は振り返る。


    「鬼き怒ぬ川がわさんが会いたがってましたよ。『あいつとは一度酒でも飲んでみたい』って」


    「ああ、また今度な。楽しみにしてると伝えてくれ」


    　七日は手を上げて応え、去っていった。


    　ちとせはその後ろ姿を見送る。


    「……嘘うそつき」


    　優秀な情報屋は、七日が下げ戸こだということくらい、知っているのだ。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　雨に全身を濡ぬらしたまま、ラティメリアは立ち尽くす。救急車や消防車、パトカーやレッカー車など多くの車が現場に集い、辺りは騒然としていた。


    　ラティメリアはいまだ〝実り神〟を喰くった衣装のまま。ロサの残したホワイトケープを握りしめ、呆ぼう然ぜんと焼け焦げたワゴンの残ざん骸がいを見つめる。


    「寒くねえのか、お前その格好」


    「寒いわ……」


    　ラティメリアは濡れた体を両腕で抱きしめ、巳み月づきに答える。動いている間は平気だったが、雨降る冬の夜にじっと佇たたずんでいたせいで、芯まで冷えた体は震ふるえ始めている。


    「すぐに祈き祷とう士しらもやってくる。いろいろ訊きかれるのは面倒だから、俺はこっから離れるぞ。お前も早く古川んとこに戻れよ」


    「……」


    　黙ったままのラティメリアに、巳月が尋ねる。


    「どうした？　もしかして帰れねえのか？」


    「……帰れるわ。たぶんもうすぐ、ナノが召喚する……」


    　ラティメリアは洟はなをすすり、ぽつりと答えた。


    「……けど、もしかして。ナノはもう、私を召喚しないかもしれない」


    　燃えた屋敷の縁側から自分を見る、七日の表情を思い出す。


    　無表情で無感情で、どこか疲れた、何を考えているのかわからない顔──。


    「召喚しない？　お前を見捨てたってのか？　んなことはないだろ。あいつは寂しんぼだ」


    「寂しんぼ？　ナノが？」


    　ラティメリアは顔を上げ、巳み月づきの顔を見返す。


    　その潤うるんだ瞳に、巳月の笑みが映る。


    「そりゃそうさ。あいつは独りが耐えられない弱虫だ。だから隊長の死を──六りつ花かさんの死を受け容れられず、お前に六花さんを重ねてそばに置いてるんだろ」


    　しかし巳月の語る七なの日か像は、ラティメリアの印象とは違う。


    「私を六花みたいにしようとはしているのかもだけど……でもそれは、寂しんぼだからではないと思うわ。だってナノは冷たくて、意地悪で、独りが好きで。あいつに寂しいって感情があるとは思えない」


    「見せねえようにしてんだよ、お前には。たぶんお前があまりにも六花さんにそっくりだから、気を張ってんだ。六花さんを慕う心と、マガツカミを憎む心とがぶつかってグチャグチャなのさ。俺にはあいつが、時々泣いてるように見えるぞ」


    「……」


    「あいつは感情が豊かすぎる。優しく生まれ育っちまったもんは不幸だよな。この世は残酷だ。あいつや隊長には、辛すぎんだ。さ、帰った帰った。風邪引くぞ」


    　花の髪飾りをつけたラティメリアの頭に、看守帽が乗せられた。


    　ラティメリアは帽子のツバで顔を隠すように、目を伏せる。


    「……あなたは意外に……いい人なのかもしれない」


    「バカ言え。俺以上に冷れい酷こく無む比ひな奴ぁいねえよ殺すぞ。まあ、召喚されるまでどっかに隠れてるんだな。その帽子はやるよ。傘代わりに被かぶってろ。じゃあな」


    　巳月はラティメリアに背を向けて、アスファルトに突き刺さった祢ね々ね切きり丸まるの元へ歩いていく。


    　ラティメリアは自分の衣装を見下ろした。緑を基調とした、実り神の衣装。可愛かわいい格好も、名前がなければどこか物足りない。今の自分は一体、何メリアなのか。


    「……私、ホントに自由になっちゃったのかな」


    　やりたいことをやれと、ロサは言った。サキちゃんと仲直りすること。それが今のラティメリアの、やりたいこと。ただ考えてみれば、ウミネコの見つけ方も、会あい津づまでの行き方もわからない。頼れる人もいない。


    　今はもう、ロサもサキちゃんも、七日もいない。


    「……自由って案外、寂しいのね」


    「……ンギィ」


    　ふと雨音に交じって聞こえた声に、ラティメリアは振り返る。


    　ワゴン車のそばに桃の缶詰が転がっており、その開いた口から、ロサが抱いていたのと同じ草が生はえていた。缶の縁ふちからぎょろ目を覗のぞかせていたのは、ンギィだ。


    「わ、生きてたのね！　ンギィ！」


    　ラティメリアは駆けて缶詰を拾い上げた。


    　桃の缶詰を植木鉢代わりにして、ンギィは上目遣いでラティメリアを見つめる。


    「わお狭そう！　球根が割れちゃったから入れたのね」


    「ンギィ……」


    「……あなたも私と同じ、独りぼっちになっちゃったね」


    　この実り神に心臓があるのかはわからないが、もしも心臓があるのなら。今まさに〝大切な人を失った痛み〟を感じて、キューっと締めつけられているのだろうか。


    　ラティメリアは振り返り、巳み月づきの背に声をかける。


    「ねえ待って！　ロサのとこ、行く？」


    「ああ？　知らねえよ、これから捜すんだから」


    　ラティメリアはンギィを見下ろし、にっこりと微ほほ笑えんだ。


    「私があなたを届けてあげるわ。実をくれたお礼だよ？」


    　このまま召喚されるのを待っていても仕方がない。自由なのだからロサの言ったように、やりたいことを、やりたいだけやろうと思う。まずはこの実り神を、ロサに届けてあげよう。


    　ラティメリアは踵きびすを返し、「私も行くわ！」と巳月の元に走った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　東京湾に面した埋め立て地に、工場の建ち並ぶ工業地帯があった。戦時中には軍需産業を担い、様々な武器や兵器を製造した工場群である。戦後は自動車製造や造船、印刷業にエネルギー産業など、様々な分野の工場が所狭しと建ち並び、この国の異様な経済成長を支えている。


    　その広域に及ぶ工業地帯の一角、川かわ崎さきの湾岸沿いに、祈き祷とう士し協会と繋つながる工場があった。表向きは協会とは関係のない、液晶パネルの製造工場である。


    　濛もう々もうと煙る蒸気の中、工場はひっそりとそびえ立つ。


    　──コーン、コーン、コーン。


    　雨降る夜空に響き渡る金属音は、まるで鼓動のように一定だった。


    　赤と白が交互に塗装された煙突。階段やはしごの組まれた鉄塔。いくつもパイプの組み合わされた高台。無数に建物が建ち並び、巨大な工場を形作っている。


    　至る所でライトが輝く。強い光は海面を目ま映ばゆく煌きらめかせ、風に蠢うごめく黒雲を照らし出す。


    　その工場はまるで生きているかのように。


    　フシュウ──。煙突から蒸気を吐き出した。


    



    　火ひ鉢ばち屋やは、工場内の四階フロアを与えられていた。任せる、といったニュアンスではなかった。そこにある機材や研究費を責任者として管轄するのではなく、自由に使っていいと、与えられたのだ。


    　部下はいない。火ひ鉢ばち屋やは研究のすべてを、たった一人で行う。


    「有機物は自分以外信用しとらんからな。けどま、じゃあロボットなら信用に足るかと問われれば、やっぱ喋しやべる奴は好かんわ。見返りを求めず、奉仕が自分のレゾンデートルだとか言って、人間のためにせっせと働いて──みたいなのよくお話の中に出てくるやん。あれってキモない？」


    　火鉢屋はボックスの中をごそごそと漁りながら、一人で喋り続ける。


    「これも違う、あれも違う」と放り投げられる道具は、熊手やだるま、狐きつねの面。とうてい工場内部の研究所には相応ふさわしくないものばかりである。


    　薄暗い部屋は、あちらこちらにあるぼんぼりで淡く照らされていた。


    「しかし誰にも頼らんとなると、こういう時不便やねん。普通のマガツカミ相手やったらまあ、モルモットとして扱いやすいから何とかなんねんけど、君らみたいな人型のマガツカミってさ、人間に近いわけやろ？　したら医療的な知識も必要になってくるやんか」


    「あった、あった」と取り出したのは、注射針である。


    　続いて、火鉢屋は冷蔵庫から銀のトレイに載った薬品を取り出す。


    　部屋の中央にあるテーブルには、顕微鏡や液体の入った試験管、メスシリンダーなどが乱雑に置かれている。フラスコのそばでは赤べこの置物が首を振っていたりして、物に統一感がない。


    　乱暴にトレイをテーブルの上に置いた火鉢屋は、片かた膝ひざを腕に抱くような姿勢で椅い子すに座る。


    　黒縁眼鏡めがねをかけて、ノートに走り書きをした。今日の日付とロサの名前。それから薬の投与量や投与時間を記し、ぺらぺらと前ページと見比べながら、何やら計算機を叩たたいて計算する。


    「俺は医者やないからな。ケラススちゃんには、だいぶ痛がらせてしもうて悪いことしたわ。まあ、なるべくそうならんよう頑張るけど。あ、寒ない？」


    　頭だけ振り返った火鉢屋の視線の先には、椅子に括くくりつけられたロサの姿があった。


    　服は胸元をはだけさせられ、体のあちこちに管やコードがつけられている。口には酸素吸入器が固定されており、身を捻ひねって悶もだえるロサの唸うなり声が部屋に満ちていた。


    「んううううっ、うううっ！」


    「うん、うん。ちょっと寒いな？　我慢して？」


    　火鉢屋は注射針を手に立ち上がり、ロサのそばにある架台へ置いた。


    「ちょっとだけ眠ってもらうで？　起きてるまま胸切り開かれんのも嫌やろ？」


    「んぬうううっ！」


    　火鉢屋がロサの腕を掴つかんだその時、ロサの右手、左太もも、脇腹の傷口から、一斉に血液が噴き出した。血は凝固し刃となって、ロサの周りを乱舞する。


    「うおっ、危なっ……！」


    　刃を避よけた火ひ鉢ばち屋やは、ロサから距離を取る。


    　刃でベルトを切り、拘こう束そくを逃れたロサは、体を起こして椅い子すの下に転げ落ちた。すでに何かの薬物を投与されているからか、体が思うように動かない。


    「ふう、ふう……！」


    　管や酸素吸入器を無理やり外し、服の襟えりの胸元を握って、ロサはよたよたと立ち上がる。


    　火鉢屋から離れ、部屋を出る。


    「おーい、どこ行くの。ロサちゃん」


    　背後に火鉢屋の声を聞いたが、振り返るつもりはない。応えるつもりもない。


    　ゴチャゴチャと雑貨に溢あふれた火鉢屋の部屋を出た先には、天井の高い廊下が続いていた。火鉢屋の部屋よりも冷たく、明かりがなくて暗い。この廊下は広いのか、どこまで続いているのか。その先すら暗がりの中にあって見通しがきかない。


    　ゴーン、ゴーンと、どこからか機械の稼働音が響いていた。


    　この工場のどこかに、ケラススは捕まっている。確信があった。ここに連れてこられてからずっと、同じ〝六りつ花かのマガツカミ〟の気配を感じていた。ロサは気配を探さぐって足を踏み出す。ペタペタと裸足はだしのまま、廊下を進んでいく。


    「ロサちゃーん。逃げてもいいことあらへんよう」


    　後ろのほうで火鉢屋の声が響く。ロサは逃げるよりも身を隠すよりも、ケラススの発見を優先させる。一刻も早く会いたかった。火鉢屋に裏切られ、薬物を打たれ、ロサの心はズタズタだった。


    「……ケラ姉。ケラ姉……」


    　早くその声が聞きたい。頭を撫なでて抱きしめて、いつものように頑張ったねと褒ほめてほしい。


    　ロサはフラフラと壁に身を寄せた。この壁の向こうに気配を感じる。


    　自動ドアが開いて、部屋へと転がり込む。


    　その暗い部屋には、縦たて長ながの水槽が並んでいた。そのうちの一つだけが稼働し、青白いライトが部屋内を照らしている。低い稼働音と、コポコポと水泡の浮かぶ音。


    　部屋の中央に縦長のテーブル台があり、血が黒くこびりついている。


    　そこはまるで手術室だ。血は足元のタイルにも、壁にもベッタリと跳はね広がっていた。


    「……はあ、はあ……。ケラ姉……？」


    　その異様な雰ふん囲い気きに、ロサは息を呑のむ。


    　後あと退ずさりして触れた架台が倒れ、ガシャンと音を響かせた。


    「あ……！」


    　ビクリと肩を跳ねさせるロサ。ノコギリやペンチなどがタイルに散らばった。その禍まが々まがしい道具の数々に、指を震ふるわせる。カチカチと歯が鳴った。怖い。泣きそうになるのを、必死に耐える。


    　トン、とその背が今度は、水槽の表面に触れる。


    　振り返り見上げたロサの瞳に、水槽の中身が映った。


    「……あ」


    　じわりとロサの瞳が潤うるみ、キュウと心臓が締めつけられた。


    　別れ際のケラススの言葉が、耳に触れる。


    　──ロサ。泣かないとお姉ちゃんと約束して。必ずまた会えるから──。


    　──泣かないよ。ロサは泣かずに、ここまで来たんだよ。ケラ姉。


    「ううう……、ぐぅうう……！」


    　下唇くちびるを噛かんで、泣くのを耐えた。歪ゆがんだ目め尻じりに、涙が溜まっていく。


    「ロサちゃん、見ぃつけた」


    　背後から聞こえた声に、ロサは弾かれたように振り返る。


    　すべての傷口から、大量に血を繰り出した。もう、出し惜しみしない。すべての血を使いきっても構わない。殺す、殺す！　憎しみを込めて、無数の槍と刃を形成し、部屋の入り口に立つ火ひ鉢ばち屋やへぶつける。


    「うああああああっ……！」


    　凝固した血液は中央のテーブルを弾き、天井や壁を傷つけ、火鉢屋の正面に迫る。しかしその刃が火鉢屋に触れる前に──血は再び液体化した。


    　大量の血液が落下し、飛沫しぶきを上げた。


    　火鉢屋は真っ赤に染まったタイルの上を、悠々と歩いて近づいてくる。


    「……えらい執念やな。能力は、薬で封じといたはずなんやけど」


    　ロサは崩れるように膝ひざをつく。もうどこにも力が入らない。指先一つ動かせない。


    　火鉢屋は屈かがみ込み、目に涙を溜めたロサを抱きしめた。


    「もう暴れんといてや。心臓と脳みそ、また一緒にしたるから、な？」


    「ああっ……うう、うああ……！」


    　ロサの頬ほおを涙が伝った。その泣き顔を、水槽の青白い光が照らす。


    　その中にいたのは、脳を摘出されたケラスス。一いつ糸しまとわぬ状態で水中に浮かんでいる。


    　意思を持たない虚うつろな瞳が、静かにロサを見下ろしていた。
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    　祈き祷とう士し同士が集まれば、初めて斬ったマガツカミの話題が出ることがある。


    　戦中、〝禍ツ兵器計画〟のために集められた祈祷士たちの間でも、そのような会話が交わされた。初めてのマガツカミ退治は、祈祷士としての栄はえある一歩だ。皆それぞれどれだけ強いマガツカミを斬ったか、どれだけの人を護まもったか、その英雄譚たんを饒じよう舌ぜつに、自慢げに語りだしていた。


    　しかし龍りゆう之の介すけに限っては、初めて斬った時のことを尋ねられても、「いつだったかな」と曖あい昧まいに微ほほ笑えむばかりで、話に加わろうとはしなかった。「やはり天才は、物心つく前からマガツカミを斬っていたのだ」と皮肉を言われたりもしたが、それでも龍之介は、とぼけ続ける。


    　龍之介がこの件に関して初めて口を開いた相手は、六りつ花かだった。


    「僕が初めて斬ったマガツカミは、母だったんだ」


    「へ？　お母さんが……どうしてマガツカミなの？」


    　一〇〇〇年前からあると噂うわさされる〝禍ツ桜〟の幹のそばで、龍之介は静かに語りだした。


    　その出生、故郷、家族のこと。龍之介は代々祈祷士である一族の、四人兄弟の末っ子だった。


    　龍之介が大家族だったと聞いて、「同じね！」と六花は表情を明るくした。


    「私のとこもそうなの！　きょうだいの多い大家族。血は繋つながってないんだけどね。祈祷士の一族って変だよね。無駄に帰属意識が高くて、規律や立ち振る舞いに超厳しくて。龍之介のところもそう？」


    「ああ。よく〝紙し燭しよく家たるもの〟って言われたよ」


    「それも同じ！　ふふっ」


    　眼下に見渡す街並みや海の水面が、茜あかね色いろに染まっていた。


    　春風に吹かれ、夕空を桜の花びらが舞い上がる。その中で、六花は八重歯を覗のぞかせ笑った。


    「祈祷士の修行も厳しかった？」


    「ああ。大変だったよ、落ちこぼれを演じるのは」


    「……え？」


    　それは六花の想像した答えと違う。


    　祈兵学校在学時、優秀な成績を修め天才と謳うたわれた龍之介は、幼少期の頃からすでにその並々ならぬ才能を開花させていた。祈祷士一族の生まれであれば、当然、跡取りとして重宝される存在であるはずだった。龍之介が、母の産んだ子どもであれば。


    「後に知ったことだけれど、僕は父の不貞の末にできた子どもだったらしい」


    　六花は何と答えていいかわからず「……まあ」とだけ口にする。


    「毎月一度決まった期間に、僕を除く兄弟と両親はね、山奥にある神社へ行くんだ。紙燭家縁ゆかりの神社で、祈祷士としての稽けい古こを行う。僕は物心ついた頃から、当然のように留守番をしていた。兄たちから聞く、稽古の様子を楽しみに待っていたんだ。そこには大きなご神木があって、それがあまりに甘い蜜を出すものだから、たくさんの虫が集まるんだと。紙燭家が代々お守りするその不思議な大樹の前で、兄弟たちは両親に稽けい古こをつけてもらうんだよ。ご神木に成長を見てもらうためにね」


    　幼い龍りゆう之の介すけは、自分もいつか兄弟たちと一緒に、稽古をつけてもらうものだと思っていた。


    「初めは、参加できないのは、幼すぎるからだと思っていたんだ。けれど『僕も早く行けるようになりたい』と言った時、兄から言われた」


    〝あそこは紙し燭しよく家の神聖な場所だ。汚れたお前は入ることができない〟


    「それでも母は優しかった。常に笑顔を絶やさないような人でね。父が亡くなってからも、ニコニコと微ほほ笑えんで僕に接してくれたんだ。母の家もまた祈き祷とう士し一族の生まれだったから、祈祷士の血を引かない妾めかけに作らせた子どもなんて、愛するのは難しいだろうに。けれど僕は気づいていたんだ。僕が新しい技を覚えたり、稽古で兄を負かしたりしそうになると、あの人は機嫌を悪くする」


    「……ああ。だからわざと手を抜いて、落ちこぼれを演じていたのね」


    「うん。だから隠れて稽古していたんだ。兄が教えてもらっているのを傍はた目めに見て覚えて、みなが寝静まったあとに剣術や祈祷術の練習をした。強くなれば僕も、母に認めてもらえるかと思っていたからね。あの頃の僕は、母に嫌われたくなくて必死だった」


    　しかし努力の成果を示せば、母親は逆に不機嫌となる。八方ふさがりだ。


    　当時八歳の龍之介はどうすればいいのかわからず、ただ落ちこぼれを演じる日々が続いた。ただ淡々と兄たちの稽古相手として善戦を演じ、そして負ける。


    「母の里に面白い風習があってね」


    　庭先で行う稽古が激化し、木刀を向け合う二人のどちらかでも興奮し始めると、母は決まって稽古を中断させた。


    「懸命に剣を振っていれば、当然、相手を負かそうとする猛たけりが生まれる。母はそれを禁じていたんだ。怒りや憎しみ、悲しみや嘆なげき。感情の高ぶりはマガツカミを生む。だから母は兄たちに感情の発露を見つけると、『笑いなさい』と叱しかるんだよ。彼らの頬ほおを撫なでて落ち着かせ、猛りを鎮める。祈祷士の一族ならではのまじないのようなものだね」


    「彼らの頬を……って。まるで龍之介だけ例外みたいな言い方」


    「例外だったよ。僕は僕の知る限り、母に触れてもらったことはなかったからね」


    　落ちこぼれを演じる八歳の少年は、感情の発露を恐れていた。相手を感情のまま打ち負かせてしまったら、もしくは負けるのが嫌だととわんわん喚わめいたら。母は自分を、嫌いになってしまうのではないかと。


    　しかし、紙燭家の一員になることを諦あきらめたわけではなかった。


    　例外として扱われ、悔しくないわけでは、なかったのだ。


    「本当は勝てるんだ。兄たちの動きは読めていたし、なのに僕を下に見る彼らの態度も気に食わなかった。だから兄の剣を捌さばきながら、思ってしまったんだ。この木刀を兄の目に突き立てれば、僕の力を見せつけてやれば」


    　──母は僕の感情に、気づいてくれるだろうか。


    　兄の悲鳴が庭先に響き、その眼がん窩かから血が垂れた。


    　慌てて縁側から庭先に下りた母は、龍りゆう之の介すけの思惑通りに『笑いなさい』と声を上げた。ただし龍之介にではなく、血走った片目で龍之介を睨にらみつける兄に向けて。


    　その怒りを静めるように、兄の頬ほおをゆっくりと撫なでた。


    「……けどね、その事件がきっかけで、僕は力を認められたんだ」


    　口元を押さえて話に聞き入る六りつ花かへ、龍之介は微ほほ笑えんだ。


    「その時に初めて、ご神木の前での稽けい古こを許されたんだよ」


    



    　夏の暑い最中に、龍之介は三人の兄や母とともに、ご神木のある山へ登った。眼帯をつけた上の兄は一七歳、下の兄は一〇歳。龍之介が九歳の頃だ。


    　夜も更け、神社の境けい内だいに松たい明まつが灯ともされた。


    「わあ……。すごい……」


    　初めて見るご神木は、見上げるほどに大きかった。太い幹に紙し垂でを巻いた木の周りを、龍之介は何周も回った。日が暮れてもなお、甘い蜜に誘われ、たくさんのセミがやかましく鳴いている。


    　沈黙する三人の兄弟とは違い、龍之介ははしゃいでいた。やっとご神木をこの目で見ることができた。やっと母が認めてくれたと。


    　ご神木の前にある石畳の上で、龍之介を取り囲むように兄弟三人が立った。


    　いよいよ、ご神木に見せるための稽古が始まるのだ。


    　ご神木を背に、母は鞘さやに収められた白しら雨さめをその手に握っていた。


    「龍之介。私たちを〝マガツカミ〟と思いなさい」


    　兄弟たちが持つサーベルもまた、真剣である。対して龍之介の構える武器は木刀だったが、稽古とはこのようなものだと、龍之介は疑問を持たなかった。


    　しかし稽古が始まってすぐに、兄弟三人と剣を打ち合わせる龍之介は、彼らの表情に鬼気迫るものを感じた。三本の刃が龍之介の体を掠かすめ、その切っ先が肌を傷つける。幼い龍之介は兄たちの剣を避よけるのに精一杯で、攻撃に打って出ることができない。


    　囲まれた龍之介には、逃げ場さえなかった。


    　ひと気のない神社に一陣の風が吹き、木々がざわめく。松明が揺れて、石畳に映し出された幼い祈き祷とう士したちの影を揺らした。


    「うあっ……！」


    　いよいよ足をもつれさせ、尻しり餅もちをついた龍之介に兄たちが迫る。


    「さあ何をしているの。紙し燭しよく家に仇あだなすその子を斬っておしまい……！」


    　母の声を聞き、龍りゆう之の介すけは悟った。それは自分にではなく、兄たちへ向けられたもの。


    　──ああ、これは。


    　これは、僕の稽けい古こではない。兄たちの実戦だ。


    　母は、紙し燭しよく家の守るご神木の前で、僕を退治しようとしている──。


    「どうして」


    　龍之介は振るわれた刃を弾き、立ち上がる。


    「どうして。僕を嫌いになったの……？」


    　兄を傷つけてしまったから？　感情を発露させてしまったから？　僕は何を間違った。いつ僕は嫌われてしまった。こちらを見る母はもう、笑ってはいない。


    「母さんっ！」


    　ごめんなさい。やり直すから。だからどこが悪かったのか、教えてほしい。


    　近づく龍之介に向かって、母は白しら雨さめを抜刀する。


    「母と呼ぶなっ！　言ったはずです。〝マガツカミ〟だと思いなさいと！」


    　龍之介の頭上に、白雨の刀身が降った。


    　その刹せつ那な、龍之介は人目を忍んで稽古していたことを後悔した。母の刃を、いとも容易たやすく捌さばけてしまえるから。自然と腕を持ち上げ、突きの構えを取る。この体は、〝マガツカミ〟の殺し方を知っている。


    「……エンチャント──〝雷いかづち〟」


    　足を踏み込み、前に突き出した木刀の刀身が雷を帯びる。その先端は轟ごう音おんとともに母の体を貫き、神木の幹へと突き刺さった。その衝撃に火花が散り、炎が発生する。


    　紙し垂での縄が燃えて千ち切ぎれ、轟ごうと大きくうねる炎は大樹全体に及ぶ。広がる枝葉から、逃げ遅れた虫たちがその身を焼きながらぽたぽたと降った。


    　炎に包まれた母が吐血し、木刀を握る龍之介の顔に血が跳はねる。


    　歯を打ち鳴らす龍之介は、耳元に母の怨えん嗟さを聞いた。


    「おぞましい子」


    　見上げた母は、いつものように優しく笑っていた。


    　その時、龍之介は気づいた。母はずっとそうやって、感情を隠していたのだ。龍之介に対する怒りを。憎しみを。悲しみや嘆なげきを。血筋を重んじる祈き祷とう士し一族に生まれた母が、妾めかけの子を愛するはずなどない。


    　いつ嫌われてしまったのか。その答えは初めから。


    　──この人は初めから、僕を嫌いだったんだ。


    　炎上する神木を背に、龍之介は母の落とした白雨を拾う。


    　逆光で黒く塗り潰つぶされたその顔に、曖あい昧まいな笑みを浮かべて。


    　母が死んでうろたえる残り三人の〝マガツカミ〟へ、刃を向けた。


    



    「あの人はずっと、表向きは僕を受け容れながら、心の中では否定していたんだ」


    　龍りゆう之の介すけが話を終えたあとも、六りつ花かは呆ぼう然ぜんとして黙ったままだった。


    　二人して桜の木の幹に腰かけ、水平線に沈む夕日を見つめる。


    「僕はね。人の心が怖い。見えなくて。不確かで。嘘うそつきで。そんな曖あい昧まいなものにすがってしまう、自分の心さえ怖いんだよ」


    「……私は、あなたのお母さんのこと、もちろん知らないけれど……」


    　うつむいた六花は膝ひざを抱き、怖おず怖ずと口を開く。


    「あなたが九歳になるまで。ずっと、九年間もっ。否定し続けて一緒に暮らせるものかしら？　お兄さんが大きな怪け我がをして、それで乱心してしまっただけだって、私は信じたいわ……だって！　お母さんの笑顔はちゃんと、優しかったんでしょう？　最後の最後に、お母さんは母の心を取り戻したんだって、私は──」


    「それじゃあ僕は、母を斬ったってことになるね」


    「……それは、意地悪な言い方ね……」


    　六花がすねるように膝の間に頬ほおをうずめてしまったので、龍之介はほがらかに笑う。


    「いいんだよ。僕は母を〝マガツカミ〟として斬った。それでいい。慰なぐさめはいらない」


    「いるわ！　だって」


    　六花は顔を上げて、龍之介の顔を睨にらみつける。


    「だって、人の心が怖いなんて、言ってほしくない。あなたは私が怖い？」


    「……？」


    　なぜ急に六花の話になるのか。意味がわからず、龍之介は小首を傾かしげる。


    「あなたは私の心も疑うの？　あなたを慕うこの気持ちも、恐れてしまう……？」


    　龍之介がその瞳を見つめると、六花は頬を赤くしてうつむいた。


    「君は僕が好きなのか？」


    「……信じられない。普通聞く？　そういうこと直接……」


    　六花は再び抱きかかえた膝の間に頬をうずめ、隠れてしまう。


    「……なんか、流れで変なこと言っちゃったわ」


    「じゃあ、聞かなかったことにするよ」


    　気をつかって微ほほ笑えんだ龍之介だったが、六花はまたも顔を上げて憤ふん慨がいした。


    「なんでよ！　聞かなかったことにできるの？　どうせなら私聞きたいわ。あなたの、その……」


    　最後のほうはゴニョゴニョと、よく聞き取れないものだった。


    　龍之介は珍しく眉まゆ根ねを寄せて、まじめに考える。


    「僕は……感情の発露が苦手だ。そして君は逆に、感情を抑えなくてはならない立場だろう」


    　六りつ花かは〝禍ツ兵器計画〟の元、すでに六体ものマガツカミを発生させている。想いはマガツカミを生む。それがよい感情であれ、悪い感情であれ、今の六花は、マガツカミを発生させやすい状態だ。感情の発露には、特に気をつけなくてはならない。


    「だから……僕らはきっと、好き合ってはいけない」


    「……やっぱり、怖いんだ。まだ人の心が。誰かを好きになるのが」


    「うーん。好きになるのが、というか……」


    　龍りゆう之の介すけは黙考し、答えを探した。その間、沈黙が訪れる。


    　耐えられなくなった六花はキュッと口を結んで、龍之介へと体を向けた。


    　龍之介の制服の襟えり首くびを両手で掴つかみ、無理やりに引き寄せて、唇くちびる同士をぶつける。


    　三秒たち、四秒たち。六花は早くも息苦しくなったが、我慢した。


    　五秒たち、六秒たち。まぶたを固く閉じて、まだ耐える。


    　一〇秒を数えて限界を迎え、「ぷはっ」と顔を離した。


    「はあ、はあ……」


    　六花のキスは必殺技のような、ロマンスの欠片かけらもないものだった。普通に呼吸をしていた龍之介とは違い、一人息を荒らげる六花はニヤリと不敵に微ほほ笑えみ、したり顔で決め台詞ぜりふを放つ。


    「ふふ。どう？　あれこれ考えたって、感情は理性じゃ抑えられないものよ」


    「……。そうだね」


    　予想の斜め上を行く六花を見ていると飽きない。龍之介の表情に、自然と笑みがこぼれた。


    　六花は胸を張って宣言する。


    「戦争が終わったら、もう一度あなたに同じ事をするわ。それまでにあなたは、答えを用意しておかなきゃいけないの。この私の心を受け入れるか。それともまだ、怖いなんて言うのか」


    　言い終わったあとにふと眉まゆ尻じりを下げ、むず痒がゆい顔をする。


    　六花はリンゴのように赤く染まった頬ほおを、ぺたぺたと叩たたいた。


    「……今日はもう帰る。恥ずかしくっていられないわっ」


    　そばに置いた本を拾って立ち上がり、六花は龍之介に背を向けた。


    「ねえ、感情を恐れないで。あなたがその作り笑顔をやめて、黒い感情を発露させたとしても。私はやっぱり、あなたを好きだと思うわ。あなたがお母さんを〝マガツカミ〟と称して斬りながら、それでも嫌いになれなかったように」


    「……ああ」


    　桜の花びらが舞い散る中、振り返った六花は、八重歯を覗のぞかせた。


    「話してくれてありがと。キスって思ってたより苦しかったけど、悪くなかったわ！」


    　それからすぐに「また明日！」と、逃げるように駆けていく。


    　丘を下っていくその背中に、龍之介は小さく手を振った。


    「また明日」


    　その日から程なくして、戦争が始まった。


    　龍りゆう之の介すけは第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊の副隊長として、隊長を務める六りつ花かを支えた。六花のそばにいる。六花を助ける。鮮やかに舞う花びらの、地面に落ちた影のように。戦場を駆ける六花の影となる。


    　──君が僕を肯定してくれるように、僕は君を肯定する。


    　龍之介は六花に言われた通り、答えを用意した。


    　しかし戦争が終わったあと。


    　壊れてしまった六花に、その想いが伝えられることはなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……紙し燭しよく龍りゆう之の介すけ、か。あれの行動には目に余るものがある」


    　ロサがさらわれてから二日後の夕刻。


    　都内のとある高級料亭では、祈祷士協会幹部による会合が、秘密裏に行われていた。


    「ここに来て〝秘密兵器〟か。あれほどの愚者とは思わなんだ」


    　老人はしわの寄った大きな手で箸はしを持ち、鯛の切り身を口に運ぶ。


    　上座にあぐらをかく袴はかま姿すがた。祈祷士協会の関西本部局長である。その名字を百ひやく蔵ぞうといった。白髪に立派な髭ひげを蓄えた老人で、年を重ねてなお肩幅は広く、垂れ下がる眉まゆの下から覗のぞく眼光は鋭い。


    　細長い座卓テーブルを挟んで居並ぶ三名の祈祷士たちもまた、地方の協会支部をまとめる長たちである。協会の最高幹部の集まりでありながら、ここには協会の解体に反対する者はいない。最上層部ではすでにＧＨＱとの話がついており、解体後、彼らには政府要職としての席が用意されていた。既に彼らには、協会の存続などどうでもよいことだった。


    「奴ぁまだ若い。まだまだやれる気でおるのだ」


    　浅黒い体に白の羽織を羽織った大男は、九州の支部局長、多た々た羅ら。


    　その大きな体と相まって、態度も声もバカでかい。


    「敵国に噛かみつきたい気持ちは大いに買うが、ちとやりすぎとるのう。一度お灸を据えねばなりますまい。何、ワシがガツゥンと言ってやりましょう！」


    　ガハハハハ。静せい粛しゆくな和室に、多々羅の呵か々か大たい笑しようが響き渡る。


    　すると向かいに座る東北支部局長、驫とどろ木きが「笑い事ではありませんよ」と視線を上げた。


    「紙燭氏が刃向かっているのは米国だけではありません。我々に対してもあまりに不義理。彼が暴走するほど協会の信頼が落ちていく。所しよ詮せん児じ戯ぎと笑っていては、痛い目に遭いますよ」


    　厚い眼鏡めがねにオールバックのこちらは、羽織をまとってはいない。スーツ姿のいかにも堅そうな中年の男である。淡々と早口で意見を述べていく。


    「要するに舐なめているのですよ。この会合だってそうです。せっかく我々が謝罪の席を設けてやったというのに、彼はまだ姿を現しません。ここは都内だ。関東支部局が最も近い。それなのに最も遅れるとは、どういう了見かっ」


    　最後のほうは感情がこもってしまい、思わずテーブルを手の平で弾いていた。


    　多た々た羅らが「まあまあ」と徳利を持ち上げる。


    「来るとは言っておるのだ。来てから皆で叱しかればよい。のう？　一いち円えん殿」


    　驫とどろ木きのお猪ちよ口こに酒を注つぎながら、多々羅は下座へと目をやった。スカートスーツに、髪を後ろで一つにまとめた眼鏡めがねの女、四国支部局長である一円は、テーブルのはしに正座し、エビを食べている。殻がついたままのエビを箸はしで挟み、もう一方の手を受け皿のように下に構え、ちゅるん、とプリプリの身を口に含んだ。


    「……なんだこれ、うまっ……」


    　驚き目を見開く一円。話には不参加である。聞いてすらもいなかった。


    　和室は、室内庭園に面していた。百ひやく蔵ぞうの視線の先には、料理の並ぶ座卓を挟んで、手入れのされた木々が行儀よく並んでいる。


    　百蔵、多々羅、驫木、一円。貸し切り状態の店内で、会話がされているのは四人の局長が食事するこの和室だけ。その和室を取り囲むように、それぞれの秘書や部下、親衛隊が襖ふすまのそばでサーベルを携たずさえ立っていた。


    　一円が背後の襖に「おい」と声をかけると、スーツ姿の大男が顔を出す。


    「これと同じものを、もっとだ」


    　エビの殻を指差し、指示を出す一円。男は「御意」と一礼して去っていく。


    「一円殿。そのエビがよっぽどお気に入りと見えるなあ。四国にもエビはありましょう。よもや、うどんばかり食っておるわけではあるまいな？」


    　多々羅が四国の讃さ岐ぬきうどんにかけて冗談を言ったが、一円のノリは悪い。


    「うどん？　いや？　なんで？」


    「……」


    　カッコン──室内庭園から、ししおどしが軽快な音を響かせる。


    　一つ咳せき払ばらいをした多々羅が、会話を再開する。


    「しかし紙し燭しよく殿は、解散の何が気に食わんのだ。我々幹部の天下りには、ＧＨＱも寛大ではないか。藤ふじ巻まき殿の死に感化された口か？」


    「いや、紙燭氏の謀む反ほんは、藤巻氏の暗殺よりも前から画策されていたという話もあります」


    　驫木は一度眼鏡の蔓つるに触れ、考え込むようにあごを擦さする。


    「協会が解散となれば、〝秘密兵器〟が奪われる。それに抵抗している、なんて噂うわさも」


    　すると百蔵が口を開いた。


    「ＧＨＱは、その〝秘密兵器〟を得たいがために、手段として協会を潰つぶそうとしているなどと。そのような話もあるのう」


    「ふうむ。気になりますな。その〝秘密兵器〟とやら」


    　腕を組んだ多た々た羅らへ、百ひやく蔵ぞうが告げた。


    「あれが政府より引き継いだ兵器とは、〝禍まがツ六りつ花か〟のクローンよ……。のう？　驫とどろ木き」


    「さすがは局長。その耳にも届いておりましたか……」


    　低頭する驫木。


    　多々羅は逆に胸を張り、声を荒らげる。


    「なんだと!?　あの娘が蘇よみがえるというのか？　しかしなぜ紙し燭しよく殿がそれにこだわる」


    「愚問ですな、多々羅氏。お忘れですか。彼は六花隊の副隊長を務めた男」


    「おう。そうかなるほど、繋つながったな……！」


    　多々羅は膝ひざを打ち、百蔵が続けた。


    「……かの娘。死んでなお、協会の評判を落としよるわ」


    「その辺りも、今夜中にたださなくてはなりません。紙燭氏は……先日発生した列車事故……ヘリアンサス移送作戦でも不穏な動きを見せております」


    　驫木の言葉に、多々羅は座卓に身を乗り出した。


    「何？　どういうことだ。奴も乗っていたのか？」


    「本人は途中で化け神に襲われ、成り代わられたと言い張っていますがね。あの事故は紙燭氏がヘリアンサスを逃がすため、あえて引き起こした可能性がある」


    「なんだと!?　一体なぜだ？」


    「またも愚問ですな多々羅氏っ。ヘリアンサスは禍ツ六花によって召喚されるマガツカミの一人、〝六花のマガツカミ〟だからです！　六花隊に所属していた紙燭氏にとっては、同じ隊員も同然。救出に動いても不思議ではない」


    「……バカな。支部局長ともあろうものが、マガツカミを助けるなど」


    　首を振る多々羅だったが、驫木は確信めいた物言いをする。


    「あの作戦は、我々、東北支部局が政府より受けた極秘の移送任務でした。最重要案件とはいえ、関東の支部局長自ら列車に乗り込むのが、まずおかしい。極秘なのに目立ちすぎるでしょう？　それも化け神に化けられていたなどと、白々しい……！」


    　興奮し、再び座卓を叩たたく驫木。その拍子にお猪ちよ口こが倒れ、酒がこぼれる。


    　驫木は咳せき払ばらいを挟んで、冷静さを取りつくろった。


    「……失礼。まあ、あくまで憶測に過ぎませんが……とにかく。あの男は油断なりません」


    「ふむ……。いつもヘラヘラして何を考えているのかようわからん奴ではあったが……。あの列車事故をわざと引き起こしたとなると、そりゃあ明らかな裏切り行為だ！」


    「そうです。だから甘く見てはいかんと言っているのです！」


    「おい、エビだっ！　私はエビを持ってこいと言ったのだっ！」


    　白熱する座卓テーブルのはしで、一人だけ明らかに違うことで憤ふん慨がいしている者がいる。


    　一いち円えんは部下が持ってきた平皿から、カニの足を持ち上げて言った。


    「これはなんだ。カニではないか！　お前はエビとカニの違いもわからんのか。こんな、カニの脚ごときで私の舌を誤ご魔ま化かそうとなど──なんだこれ、うまあっ！」


    　平皿を両手で持つ部下の男が、ニヤリとほくそ笑む。


    　その様子を見ていた百ひやく蔵ぞうの眼光が、鋭く光った。ドスの利いた低い声がテーブルの上を滑る。


    「のう……一円。主ぬしは何じゃ。四国からわざわざカニを食いに来たのか……？」


    「え。あ。いや、エビです、けど……。すみません。カニも存外うまくて……」


    　まったく見当違いな謝罪をして、一円は小さくなる。


    　張り詰めた空気を変えるべく、多た々た羅らがほがらかに笑った。


    「ははは。会合は北海道で開くべきでしたなあっ」


    「なぜだ？　北海道はカニがうまいのか？」


    　一円に反省の色は見えない。多々羅は今一度、咳せき払ばらいをして話題を変えた。


    「時に一円殿。そなたここへ来る途中、マガツカミに襲われたそうではないか」


    「あー……はい。襲われました。車で移動中」


    「はは。さすがは一円殿。さらりと倒してしまったのだな」


    「いえいえ、結構難儀しました。さすがは〝六りつ花かのマガツカミ〟。一筋縄ではいきません」


    〝六花のマガツカミ〟──一円が軽く口にしたその言葉に、ピリと空気が張り詰める。


    「一円殿……今、〝六花のマガツカミ〟と……？」


    「ええ。それが何か……？」


    　きょとんと目を丸くする一円。


    　驫とどろ木きは固かた唾ずを呑のむ。


    「……これはいよいよ、謀む反ほんかもしれませんな」


    　龍りゆう之の介すけは〝六花のマガツカミ〟を逃がすため、列車事故を起こしたと疑惑が上がっているのだ。


    　その龍之介を糾きゆう弾だんする会合に向かう途中の支部局長が〝六花のマガツカミ〟に襲われるなど、そのような偶然があるものだろうか。


    　自分に不都合な意見を消すため、龍之介が寄越した。そう考えるのが自然である。


    　百蔵の眉み間けんに刻まれたしわが、さらに深くなる。


    「紙し燭しよく龍之介……。やはりこれ以上は放っておけぬ」


    「なればもう、弁解の場など不要。問もん答どう無む用ようで斬らねばなるまいっ……！」


    　多々羅が固く握り拳こぶしを作った、その時。


    「ずいぶんと乱暴なものですね」


    　室内庭園と和室との間にある廊下に、背の高い優やさ男おとこが姿を現した。白の羽織に、二振り腰に携たずさえる白しら雨さめ。関東支部局長、紙し燭しよく龍りゆう之の介すけである。


    　柔和な微ほほ笑えみを湛たたえたまま、龍之介は鴨かも居いを潜くぐる。


    　立ち上がった多た々た羅らが、鬼のような形相で唾つばを飛ばした。


    「紙燭殿っ！　今の話、聞いておられたかっ」


    「ええまあ、最後のほうだけ」


    「ならば何か言いたいことはあるかっ!?」


    「言いたいこと？　うーん……そうですね」


    　羽織の袖そで口ぐちから腕を出し、龍之介はあごを撫なでる。


    　その姿に顔を上げ、一いち円えんが唇くちびるを尖とがらせた。


    「龍之介、もういいだろう？　こいつらの話はつまらん」


    　言うが早いか懐ふところから取り出した短刀の鞘さやを抜き、その切っ先を自らの首元へ向ける。


    「戻るぞ、翁おきな。私の体を出せ」


    「御意」と答えたのは後ろに控えていた部下の大男である。


    　龍之介は和室を見渡し「言いたいこと。ではこういうのはどうでしょう」と手を叩たたいた。


    「──僕の邪魔をするというのなら、生きて帰れると思うな？」


    　その直後、一円が刃を自らの首元へと突き入れた。


    　驚きよう愕がくし立ち上がる多々羅と驫とどろ木き。一円は鮮血をほとばしらせ、テーブルに突っ伏す。


    　あまりに突然の自死。一体何が起こったのか。同席した局長たちや和室を取り囲む祈き祷とう士したちが、その状況を理解するその前に。一円の部下である大男の体が、縦たてに裂けた。


    　中から登場したのは、男よりも一回り小柄な女性である。白のブラウスにロングスカート、栗毛色の長い髪。左目に眼帯をつけた女は、ゆっくりと残された右目を開く。


    　その瞳の光彩は、青紫色に灯ともっていた。


    「お主……何者じゃ……？」


    　腕を伸ばして欠伸あくびした女は、とろんとした目つきで百ひやく蔵ぞうを見返す。


    「何者か、だと？　愚問だな。あの無知なるご老人に教えてやれ、翁」


    　すると裂けた大男が、丸い球体へと姿を変える。


    〝化け神〟の翁は、ここぞとばかりに大きく口を開いた。


    「控えおろう、祈祷士ども！　この方こそ〝六りつ花かのマガツカミ〟次女にして最も邪悪たる〝覗のぞき神〟。崇あがめ奉たてまつれ、雨にこそ咲く可か憐れんな花──ハイドラァァァァアアンジヤアアッ！」


    　すると名乗らせたハイドランジアが、翁の頭を叩く。


    「やかましいわ。……なんか思ってたより恥ずかしい」


    「用意しといた甲か斐いがありましたな、お嬢っ」


    「黙れ。用意しといたとか、人前で言うものではない。さあ大鎌を出せ」


    「御意っ」


    　翁おきなは〝影かげ繰くり〟で大鎌を形成しようとしたが、龍りゆう之の介すけがハイドランジアを制する。


    「ハイドランジア。大鎌は控えてもらえるか」


    「はあ？　この私の武器をなぜお前が決める」


    「ここは狭い。巨大な武器は不利になるよ」


    「知るものか。私は鎌が使いたいのだ。鎌しか使いたくないのだ」


    　龍之介は溜ため息いきをつき、ハイドランジアの鼻先に人差し指を向ける。


    「君はいい加減、我慢を覚えろ」


    　噛かまれるすんでのところで指を引いた。カチン。ハイドランジアの歯し牙がが打ち鳴らされる。


    「我慢？　私の一番嫌いな言葉だ。翁っ！　鎌だ。大きいやつ！」


    「御意っ！」


    　天井にまで届く大鎌を一度大きく振り、ハイドランジアは満足げに笑う。


    「さあ、派手に行こうっ！」


    「おのれ、裏切るか。紙し燭しよく龍之介！」


    　多た々た羅らは白しら雨さめを抜刀する。和室を取り囲む祈き祷とう士したちもまた、次々に白雨を構えた。


    「裏切るというか……。元々協会を利用していただけなんですけどね」


    「紙燭氏、局長三人を相手に思い上がったものですねえ！」


    　部下から白雨を受け取った驫とどろ木きが、眼鏡めがねの位置を直し、前に出た。


    　抜刀と同時に、白雨の刃に属性を付与する。


    「エンチャント──〝闇やみ〟」


    　驫木の手に握られた白雨の刀身が、根元から先端まで漆黒に染まる。


    　龍之介もまた抜刀し、黒い刃を受け流す。


    　チィン、チィインッ──！　和室に金属音が響いた。


    　驫木の振るう剣先の軌道に沿って、もわもわと黒い霧が散っていた。


    　霧は全方位に広がり、鍔つばを合わせた龍之介を、暗闇の中へと飲み込んでいく。


    　前後上下左右ともすべてが黒。果ての見えない、無音の常とこ闇やみ──。


    　一瞬にして二人きりとなった驫木と龍之介が、闇の中で鍔を迫り合う。


    　龍之介は、好んで負の属性を使う驫木の渾あだ名なを口にした。


    「闇ですか。さすがは、ネガティブ・マスター」


    「我々にたてついたこと、永遠の闇の中で後悔なさい、紙燭龍之介っ……！」


    「はは。嫌です。エンチャント──〝光〟」


    　唱えた龍之介の白雨が、目ま映ばゆい光を放つ。怯ひるんだ驫木を押し退のけ、その頭上に白雨を振るった。剣の軌道に沿って、その切っ先が光の筋を描き、闇の空間を引き裂く。


    　チィィイン──！


    　今度は、驫木が龍之介の刃を受け流す番だった。


    　闇やみの空間は光によって切り開かれ、二人は再び、和室の畳の上に立っている。


    「くっ……。ならば、エンチャント──〝腐ふ〟」


    　驫とどろ木きは改めて唱える。黒い霧をまとった刀身が、今度は焦げ茶色に濁っていく。フシュウと蒸気を放つ刀身を見て、龍りゆう之の介すけはつぶやいた。


    「……腐？　ホントにネガティブ系極めてるんだな……」


    　刀身に触れたものを腐食させる属性である。斬られれば即致命傷に繋つながる上に、刃同士が少しでも触れれば、こちらの白しら雨さめが消耗する。


    　振りかぶってきた驫木の動きに合わせ、龍之介は唱えた。


    「エンチャント──〝熱〟」


    　芯から真っ赤に発熱する白雨の刀身が、腐の刃を受け止める。


    　龍之介と驫木の間に、フシュウと大量の蒸気が発生した。


    　顔色を変えたのは、驫木のほうだった。すべてを腐らせるはず刀身が、蒸気を発して溶けていく。


    「がっ、しまっ──」


    　龍之介は刃を寝かせ、驫木の刃に沿って刀身を滑らせた。熱を発する刀身は相手の鍔つばを溶かし、柄えを握る驫木の腕をも斬りつける。その切っ先は、驫木の腹部にまで届いた。


    「っく……！　お、おのれ──」


    　目を見開いた驫木の顔が、真っ赤に染まる。その眼鏡めがねに、龍之介の笑みが映った。


    「ごくろうさまですね。弱点だらけのエンチャント術なんて、極めたところで意味はないのに」


    　腹部に突き入れられた剣先の熱によって、驫木の体が発火した。


    　龍之介は頭を下げて、ハイドランジアの振るう大鎌の切っ先を避よける。


    「ハイドランジア。せめて向こうで暴れてくれないか」


    「はあ？　なぜ私の戦う場所をお前が決める」


    　ハイドランジアと翁おきなは、和室の周りから次々と迫る祈き祷とう士したちとやり合っていた。


    　大鎌を振り回すハイドランジアの動きは目立つが、狭い室内では威力も出ない。障子や襖ふすまを斬りつけるばかりで、あまり活躍はしていない。


    　足払いをするように振り上げた鎌が、座卓を裂いて料理が畳に散らばった。


    「うああっ！　私のカニがっ！」


    　翁が影の触手を伸ばして健闘する後ろで、ハイドランジアはしゃがみ込み、まだ食べられそうなカニの脚を探す。


    「お嬢っ！　さすがに護衛は並の祈祷士よりも腕が立ちまする。一旦離れましょう」


    　翁に背中を護まもられながら、ハイドランジアは身のはみ出たカニの脚をつまんでしゃぶった。


    「うは、落ちても、うまあっ」


    「お嬢っ！　翁はもう限界でございます、お嬢っ！」


    　──ズン。


    　突如、部屋全体が振動した。


    　多た々た羅らが抜刀した白しら雨さめの刀身に膨大なエネルギーを溜め、振り上げていた。その先端が天井を破壊し、部屋を揺らしたのだ。〝巨きよ雷らい砲ほう〟は白雨の刀身に霊力を溜め、それを放つ大技である。


    　通常、飛ばせても銃弾ほどの威力があれば良しとされる術だが、多々羅の巨雷砲は大砲以上の威力を誇る。この技で、多くの巨大なマガツカミを倒してきた。敵を吹き飛ばすのに火薬はいらない。多々羅が一人いればいい。霊力は、投げて放つほど有り余っているのだ。


    　間もなくチャージが完了する。


    　雷を帯びた多々羅は額に血管を浮き立たせ、血走った目で龍りゆう之の介すけを睨にらみつける。


    「んごおおおおおっ！」


    「……はあ。狭い室内で大物を使いたがるアホがここにも……」


    　この部屋ごと、この店ごと、祈き祷とう士したちごと吹き飛ばそうとでもいうのか。


    　潮時だ。龍之介は、手の平をそっと差し出した。


    「……チート・コード──〝麒き麟りん〟」


    　返した手の平の上が輝き、小さく真っ白な麒麟が召喚される。〝四し瑞ずい召喚〟は、呼び出した瑞ずい獣じゆうの種類によって、術者の能力を極限まで向上させる。


    　鳳ほう凰おうは攻撃力を、霊れい亀きは防御力を、応おう龍りゆうは霊力を、そして麒麟は素早さを極限まで上げる。


    　ただし龍之介の召喚した麒麟は、鹿のようなツノも、牛のようなしっぽも、そのすべてが純白色に、壊れていた。〝壊れた麒麟〟によって、龍之介の素早さは四秒の間、極限をも超える。祈祷士の中でも龍之介にしか使えない、オリジナルの召喚術である。


    　白い麒麟が龍之介のそばに飛び降り、その体が膝ひざ丈たけほどまでに肥大化したのを見て、祈祷士たちが一斉に、白雨を龍之介に向けた。


    　立ち上がった百ひやく蔵ぞうが目を見開き、全祈祷士に叫ぶ。


    「麒麟じゃ！　奴を押さえんかあっ！」


    　麒麟が歌うように雄お叫たけびを上げ、龍之介の体が白い光に縁取られた、次の瞬間──。


    　龍之介の姿が、掻かき消えた。


    「四秒だ、四秒を堪え忍っ──」


    　白雨を振り上げたまま、叫んだ多々羅の喉のどから血ち飛沫しぶきが上がった。同時に龍之介へ飛びかかった祈祷士たちの首から、次々と血が噴き出す。


    　畳や天井、破れた襖ふすま、散らばる料理の数々が、真っ赤な鮮血に染まっていく。


    「んぬっ……」


    　百蔵の体が、ビクリと跳はねた。その鳩尾みぞおちから、白雨の先端が飛び出ている。


    　上座から眺めた和室の有様は、ほんの四秒前とは、一変していた。


    　血の海に倒れた祈祷士たち。畳に倒れ燃え続ける驫とどろ木き。


    　多た々た羅らは霊力の抜けた白しら雨さめを手に膝ひざをつき、絶命していた。


    　百ひやく蔵ぞうの口の端はから、血が垂れる。


    「……愚か者め。このようなことをして、ただで済むと思うな。関西、東北、九州、四国。そのすべての祈き祷とう士しが貴様の命を狙ねらおう。協会を敵に回した貴様に……未来はない……」


    　背後に立つ龍りゆう之の介すけの声が、百蔵の耳に触れた。


    「……未来などいりません。六りつ花かのいる今さえあればいい」


    「くく……泣き所はやはり〝禍まがツ六花〟か。なれば泣くがよい。我々の勝ちよ」


    「……？」


    　百蔵は一歩前に踏み出し、その体から白雨を抜いて、踵きびすを返す。


    　その血走った鋭い眼光が、至近距離で龍之介を見上げる。


    「貴様の謀む反ほんは、すでにＧＨＱへ知れておるわ。治安部隊が川かわ崎さきへ向かっておる。貴様の愛しい〝禍ツ六花〟を破壊するためにのう……！」


    「……保身のために僕たちを売ったか」


    「たわけ。祈祷士の未来のためよ。我々は貴様と違い、刹せつ那な的に生きてはおらぬ。見据えるのは未来。死者に囚とらわれる貴様は祈祷士失格じゃ。そのような者には、今を生きることさえ許されぬっ。奪ってやったぞ！　我々に白雨を向けたこと……後悔して朽ち果てよ、紙し燭しよく龍之介っ。ぬははははっ──」


    　龍之介は折れた白雨を突き刺して、百蔵を黙らせた。


    　百蔵は吐血して、畳の上に崩れ落ちる。


    　料亭の外で待機していた祈祷士たちが、騒ぎを聞きつけ集まってくる。


    　和室の惨状を目まの当たりにし、「応援を呼べ！」と声を荒らげた。


    　龍之介はフラフラと、室内庭園に向かって真まっ直すぐ歩いた。部屋にいる翁おきなに指示を出す。


    「……化け神。工場に戻る。退路を確保してくれ」


    「かっ、人間が。儂わしの上に立ったと思うてか？　おぉん？」


    　龍之介の鼻先に、その巨大な口を近づける翁。


    　龍之介は溜ため息いきをつき、視線を滑らせる。


    「……ハイドランジア」


    「翁。工場に帰るぞ。出口を作れ」


    　返り血で濡ぬれたハイドランジアがカニをしゃぶりながら言うと、翁は「御意っ！」と廊下へ出ていった。


    　龍之介は柱に体をもたれ、室内庭園を眺めた。


    〝壊れた麒き麟りん〟は体に多大な負担をかける。使った直後の疲労感は、途方もない。握力をなくしたその手から、折れた白雨がこぼれ落ちた。


    「……やれやれ。ままならないな……」


    　カッコン──。


    　静せい謐ひつさを取り戻した和室に、ししおどしの軽快な音が響き渡った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　龍りゆう之の介すけの帰りを待ちわびながら、〝生み神〟リリウムは工場で留守番をしていた。


    　コポコポコポ……。水中に発生した気泡が、水面へと上昇していく。


    　巨大な筒状の水槽が並んでいた。そのうち、起動しているのは二つ。


    　青白い光を灯ともらせる二つの水槽を、リリウムは見上げている。


    「ああ。……胸が痛むわ」


    　眉まゆ根ねを寄せて、見ていられないというふうにうつむいた。


    　水槽にはそれぞれ、一いつ糸しまとわぬ姿のケラススとロサが浮かんでいる。


    　まるで〝六りつ花かのマガツカミ〟のホルマリン漬けだ。


    　まだ新しいロサの水槽は、満たされた液体に血が混じり、赤く滲にじんでいた。


    　意思を持たないその幼い顔を見上げ、リリウムは水槽のガラスに手を触れる。


    「せめてその体は、お姉ちゃんが護まもってあげるからね……」


    　ヴィーン──。水槽の低い稼働音だけが響く。辺りは静寂に包まれている。


    



    　所変わって、エアシャワーの起動音がうるさい。畳一畳ほどの狭い空間に閉じ込められ、リリウムは左右から吹きつける強風を浴びる。長い髪が舞い踊っていた。


    「らららーっ。ららららーっ」


    　風の音がうるさいのをいいことに、リリウムは大声で歌う。うるさいのは嫌いだったが、このような場所でしか歌う機会はないので、ストレス発散にはちょうどよいのかもしれない。


    　ピピーと電子音とともに緑のランプが点灯して、風がやんだ。


    「……ふう」


    　リリウムは手ぐしで髪を整えながら、目の前のドアを開けた。


    　クリーンルームである検査室へ入るたび、いちいちこのエアシャワーを浴びなくてはならない。ストレス発散にはいいかもしれないが、毎度足を止められるのは面倒だ。


    



    「いや、クリーン服着ろや。あれは、埃ほこりや毛みたいな微細なゴミ吹き飛ばしてんねん。ちゃんと風浴びたところで肌晒さらしてんのやったら、エアシャワーの意味ないやん」


    　検査室へ入ってきたリリウムを一いち瞥べつし、火ひ鉢ばち屋やは舌打ちをした。


    　アンバーのライトが灯る検査室には、剥むき出しの機械や巨大なコンピューターが置かれ、おびただしい数のコードが床を這はっている。しかしそれでも、埃はひとつも落ちていない。


    　ロサが連れ込まれた部屋とは違い、遊び心のない無機質な空間である。


    　ここでは、持ち込む物にも気を遣わなくてはならない。鉛筆やタオルなど、クズを出すものは持ち込めないし、喫煙や飲食などもってのほか。ずぼらな火ひ鉢ばち屋やが毎日欠かさずゴミ捨てを行うほど、繊細な場所なのだ。


    　火鉢屋自身、白いクリーン服で頭から全身を包んでいた。長靴にゴム手袋、マスクをつけて、晒さらしているのは目だけという重装備である。


    　暗がりの一角に向かったまま、火鉢屋は背後に立つリリウムを咎とがめる。


    「クリーン服も着られんなら、もう来んなや」


    　長い髪を晒したままのリリウムは、腰に手を当て小首を傾かしげた。


    「あら、着ていますけど？」


    　振り返った火鉢屋は、改めてリリウムの全身を確認し「うん、アホやね」とつぶやく。


    　リリウムは、クリーン服を下半身にだけまとっていた。上部分は袖そで口ぐちを腰に回し、結んでいる。


    「それどー見たって無意味やろ。半端に下だけ着てどうすんねん。おしゃれか」


    「だってこの服、胸が苦しくて……」


    　豊満な胸を寄せ、アンニュイにうつむくリリウム。


    「じゃもう、その胸どっか置いとけや」


    　火鉢屋は前に向き直り作業を再開する。忙しいのだ。アホにかまっている暇ひまはない。


    　火鉢屋の正面には、床から壁にかけて肉塊がこんもりと盛り上がっている。パイプや鉄棒の飛び出した肉の塊は、ドクン、ドクンと鼓動していた。表面に散見できる穴からは、時折フシュウと蒸気が上がり異臭を放つ。


    　まるで巨大なオブジェのようだ。


    　肉塊の上部には、女の上半身が突き出ていた。壁一面に垂れ下がるおびただしい数のコードが、女の背中や頭に繋つながっている。その白い肌はただれ、所々赤みを帯びていた。


    　──あれが六りつ花かなのかしら。


    　リリウムは一度尋ねたことがあったが、火鉢屋は教えてはくれなかった。


    　黒髪と腕をだらりと垂らしているため、その顔はうかがえない。


    　ドクン、ドクン──。


    　肉塊の鼓動音は、部屋全体に響き渡っている。その女は確かに、生きているのだ。


    　火鉢屋が肉塊に電流を流すと、びくりと女が動いて悲鳴をあげた。


    「あああああああっ……」


    　髪を振り乱し暴れる女を「はいはい、痛いなあ」となだめながら、火鉢屋は電流を流し続ける。


    「……ここを離れるつもりはありません。私は龍りゆう之の介すけ様に、あなたの監視を任されているのですから」


    「ああそう。んじゃ計画は順調やってウソついとってくれ」


    　振り返りさえせず、火ひ鉢ばち屋やは投げやりに答える。再び肉塊に電流が流された。


    　バチバチッと周囲が明滅し、電極の部分から黒煙が立ちのぼった。


    　肉塊の異臭に焦げ臭くささが混じり、リリウムは顔をしかめる。


    　女はうめき声を上げ続けている。


    「……ねえ、そんなことして、心臓や脳がショックで止まったりしませんでしょうか？」


    「止まらんよ。わりと雑に抜き取ってさえ止まらんのやから。マガツカミの体は立派で丈夫。心臓はちゃんと鼓動してるし、自我も生まれてる、はずやねん。問題は──」


    　火鉢屋は、電流を流す手を止める。


    「その自我が六りつ花かなのか、微妙やっちゅうことや」


    　リリウムの前で忙せわしなく動き回り、火鉢屋は黒縁眼鏡めがねをかけて、コンピューターのモニターへと顔を近づける。その数値やグラフを指でなぞりながら、リリウムにというより、独り言のようにつぶやく。


    「ほら見て？　ちゃんと同期してる。拒絶反応も出てない。血も滞とどこおりなく循環してるし、肺も動いてる。呼吸してる。オーケー体は完璧や。問題は脳。脳波を見れば神経細胞が動いてることはわかる。ほら、最高の安定値やん。ぴこんぴこん動いてるやろ？　やった、成功や！　いやじゃあなんで？　なんで自分の意思で動かれへんの!?　魂はここにあるんとちゃうんかっ！」


    　火鉢屋は身を投げるように回転椅い子すへと腰かけ、高い天井を仰ぐ。


    　くるくると回りながら乱暴にマスクを外し、クリーン服の頭の部分を脱いだ。


    「……あかん、もうわからん」


    「あら。いいのですか？　服を脱いで。髪の毛ついちゃう」


    「もういいわ。アホがすでに晒さらしてるし」


    「……もしかして、うまくいってないのって、私のせいでしょうか……？」


    「それ以前の問題や。このままやと、俺は六花の模型を作ったに過ぎん。植物人間じゃ龍りゆう之の介すけは満足してくれへんやろ。原因がわかれば対処すればいい。可能性があればしらみつぶしに試せばいい。けどもうないわ。試すことがないっ！」


    「あああああああっ！」


    　電流はすでに流していないが、女が突然うめき声を上げる。


    　反射的に火鉢屋は眼鏡を外し、女へと投げつけた。


    「うっさいわ、ボケえ！」


    「……動いてるではありませんか」


    　小さく指を差すリリウムに、火鉢屋はいら立ち混じりに答える。


    「刺激に反射してるだけや。君に説明してもわからへんやろ」


    「……わかりませんが。失敗したということは、わかりました」


    　だらだらと火ひ鉢ばち屋やは体を滑らせ、椅い子すから落ちて床に仰向けの状態となった。


    「くそ。どうする……？　もっかい一から洗い直すか？　んな時間あんの……？」


    　何やらつぶやく火鉢屋を見ていると、ふつふつと怒りが湧いてくる。


    「……妹たちの依より代を使っておきながら失敗となると、私はあなたを許しませんよ……？」


    「ああ殺せ。どうせ龍りゆう之の介すけに殺される」


    　その言い草も頭にくる。一歩、前に出たその時、ピピピと部屋にコール音が鳴った。


    「内線や。リリウムさん出て」


    「なぜ私？　ここはあなたの研究室でしょう」


    「今へこんでんねん。誰とも喋しやべりたない」


    「……」


    　リリウムは不ふ承しよう不ぶ承しよう、デスクに置かれた電話の受話器を持ち上げる。


    『緊急事態です！』と、受話器の向こうの警備員は緊迫した声で、そうまくし立てた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　火鉢屋が研究室として使っている〝検査室〟は、四階に位置していた。


    　工場の主な出荷品目である液晶パネルは、一階のフロアで作られている。


    　床も壁も真っ白の生産フロアは検査室と違い、目ま映ばゆい蛍光灯に照らされている。


    　体育館ほどもあるだだっ広い空間で、多くの作業員たちが働いていた。


    　パネルに電気回路を印刷し、切り出し、様々な検査を経て梱包する。それまでに多くの過程を必要とするため、フロアには長々と曲がりくねったベルトコンベアーが、まるで線路のように延びている。そのライン上を、半透明な下敷きのようなパネル板が列を成し、ゆっくりと進んでいくのだ。


    　作業員が交代でシフトを組み、二四時間体制で生産されるパネルの量は、一日で優に一万枚を超える。フロアには昼夜絶えず、機械の稼働音が響いていた。


    　クリーン服に身を包んだある作業員は、チラチラと壁にかけられた時計を窺うかがっていた。


    　短い針はじきに六時を指す。夜勤の者たちがフロアへと現れる時間帯だ。そうすれば本日の業務は終了。持ち場を夜勤へと引き継ぎ、クリーン服を脱ぐことができる。


    　いよいよ業務終了のベルが鳴り響いたその時、突然搬入口が開いた。


    　ラインが稼働している間は、絶対に開くことのないはずの扉。エンジン音を上げて飛び込んできたのは、四台のジープと二台の軍用トラックだった。


    　降りてきた男たちは皆、ガッシリとした体つきをしている。一目見て戦闘に従事するものだとわかる。防弾チョッキをつけ、顔は布で覆おおわれていた。作業員たちと同様、晒さらした肌は目だけであったが、彼らはさらにその上から、ヘルメットを被かぶっている。そしてそれぞれが、自動小銃を装備していた。


    　一体何が起きたのか。混乱する作業員たちは銃口を向けられ、稼働し続けるベルトコンベアーのそばに並ばされた。業務は終わったはずなのに。作業員たちはフロアから出ることも、クリーン服を脱ぐことも許されなかった。


    



    「……あらあら。呼んでもいないお客様が、たくさん」


    　生産ラインを見学するための窓ガラスから、リリウムはその様子を眺めていた。フロアを脇目に廊下を歩きながら、どうするべきか考える。


    　ざっと歩き回って見た限りでは、エントランスフロアに隣接した事務所も、ライン作業ではない別の作業場も、休憩所や更衣室、食堂に至るまで、小銃を構えた者たちがなだれ込んできていた。


    　一階の施設は、同時に制圧されたと見ていいだろう。


    「んー……。あれは喰くってもいいのかしら……」


    　襲撃者は揃そろいの戦闘服を着ていたが、その服やジープなどに描かれたロゴマークに見覚えはない。あの装備を見れば少なくとも、祈き祷とう士しではないだろう。


    　リリウムが龍りゆう之の介すけに任された仕事は〝禍まがツ六りつ花か〟の守護。


    　相手が〝禍ツ六花〟を狙ねらっているのなら攻撃対象と見なせるが、彼らの狙いは何なのか。


    「……龍之介様は、まだ帰ってこないのでしょうか……」


    　生産フロアへの自動ドアが開き、足を踏み入れると後方で閉まる。リリウムは一時、エアシャワー室へと閉じ込められる。クリーンルームである生産フロアに入るには、欠かせない行程だ。


    　エアシャワーが起動し、強風にリリウムの髪が舞い踊る。


    「らんららら、ららららーっ」


    　リリウムは歌った。歌いながら考えた。


    　龍之介からは、協会にいる限り祈祷士を喰うなと言われていたが、あれらは祈祷士ではない。


    　何より、彼らに〝禍ツ六花〟を壊されたり奪われたりすれば、最も悲しむのは龍之介だ。


    「……そんな顔は、させたくないですものね」


    　ピピーと緑の信号が灯ともり、前方の自動ドアが開く。


    　リリウムは乱れた髪を手で撫なでつつ、生産フロアへと足を踏み入れた。


    



    　耳に装着した無線を通して、各部隊の状況が伝えられる。


    　同時刻に突入を開始した治安部隊は、工場一階のほとんどのフロアを制圧していた。


    　しかし今のところ、祈祷士たちの隠す〝秘密兵器〟は発見されていない。また拘こう束そくしたのは通常勤務の作業員ばかりで、祈き祷とう士しの姿も見当たらない。


    　まあ当然だろうと、隊員は情報を聞きながら考える。


    　破壊対象は、彼らの切り札なのだ。彼らがＧＨＱに反旗をひるがえしたのも、その〝秘密兵器〟があるから。それさえあれば、米国を相手にしても、協会が分裂しても、それでも勝利できると信じている。それほどの兵器が、工場の一階フロアにポンと置かれているはずがない。


    　階上か、地下か。外から見上げた工場は巨大で、隠すところも多そうである。


    『ザザ……──クリア』


    　フロアを先行する部隊から、問題なしとの情報が届く。前を行く隊長がハンドサインで指示を出し、部隊は小銃を手にフロアを駆ける。


    　未いまだ戦闘は行われてはいないが、油断はできない。ＧＨＱを敵対視する祈祷士たちが工場に潜ひそんでいる可能性は拭ぬぐえない。


    　液晶パネルが列を成し、稼働音を上げて流れていく。


    　そのそばを進みながら、隊員は固かた唾ずを呑のむ。潜んでいるのが祈祷士だけならば、こんなにも警戒することはないだろう。対マガツカミのプロフェッショナルだろうが、それでも人間。こちらは対人間のスペシャリストなのだ。恐れることはない。問題は相手が、人間でない場合。


    　悪魔の使いと呼ばれる〝六りつ花かのマガツカミ〟が、祈祷士側がわについているという情報が入っている。隊員のほとんどはその姿形を知らないが、戦時中より広がる噂うわさ話は、軍人上がりの彼らであれば、誰もが知るところだった。戦場にて六花を護まもる六体のマガツカミは、敵味方関係なく人間の四肢を裂き、臓物を喰くらったという。


    　六花はそのあまりの残酷な所業を咎とがめられ裁判にかけられたが、〝六花のマガツカミ〟は術者である六花をも喰らって逃亡。今もこの国のどこかに潜んでいる。そのうちの数体が、協会を存続させようとしている祈祷士たちに手を貸しているというのだ。


    　不確定な情報ではあったが、不安要素であるのは間違いない。当然、そのような、いるかいないかも定かでないモンスターに怯おびえていては、チームメイトの信頼を失う。最悪、降級さえあり得るかもしれない。だから誰も弱音を口にしない。しかし皆、胸の内では気にしている。


    〝六花のマガツカミ〟が現れたら、どうやって倒せばいいのか──。


    〝六花のマガツカミ〟は、ほとんど人間との区別がつかないと聞く──。


    　ぺた、ぺた、ぺた、ぺた──。不意に足音を聞き、隊員はハッと銃口を向けた。


    　ベルトコンベアーの向こうで、揺れる影を見たような気がした。


    　隊員が急に足を止めたので、後ろがつかえる。


    『どうした。何があった？』と、後ろの隊員が周囲を警戒し、英語で尋ねた。


    『何か今、動いたような──』


    　答えた彼の目の前で、機械と機械の間を再び人影が横切った。


    　人影は小さく、少女の形をしていた。


    　──〝六りつ花かのマガツカミ〟だ……！　隊員は慌てて引き金を引いた。


    　タタタタ──！　連続して銃声が響き渡り、銃弾の当たった機械が火花を散らす。


    『落ち着けっ！』


    　後ろの隊員が、手を伸ばして小銃を下げさせる。


    『待て。よく見ろ、あれは敵じゃないっ！　ただの女の子だ』


    『ハア、ハア、ハア──』


    　言われて隊員は顔を上げる。鉄板で覆おおわれた巨大な機械の陰から、五、六歳ほどの少女が顔を覗のぞかせている。その表情は怯おびえ、震ふるえているように見える。


    『お前、あの子が〝六花のマガツカミ〟だとでも思ったのか？　違うよ。彼女たちは今はもう、成長してるって話だ』


    　隊長含む前方を行く隊員たちも、突然の発砲に驚き戻ってくる。


    『何があった。報告しろ』


    　隊長の鋭い視線を受けて、発砲を止やめた隊員が空笑いを浮かべる。


    『いえ、民間人の子どもがいたんですが……こいつ、ビビっちまって』


    　他の隊員が、冗談めかして発砲した隊員を小突いた。


    『警戒すべきは、あんなちっちゃな女の子じゃなく、大人のレディだよ。それともお前は、あんなガキまで射程距離範囲内なのか？』


    　隊員の間で、失笑が起こる。一人が間抜けな失敗をしたことで、緊張が緩ゆるんでいる。


    　一人の隊員が携帯していたガムを取り出し、少女に近づいていく。


    『さあ、こっちにおいで。ママはどこだ？　ここで働いているのか？』


    　機械の陰から顔だけを覗かせ、ガムを見つめる少女。しばらく考えて、ぺたぺたと陰から出てきた。その姿を見て、隊員たちが眉まゆ根ねを寄せる。その格好は明らかにおかしい。


    『おい……。何でその子、裸なんだ……？』


    　いくら子どもとは言え、冬の寒い夜に何一つまとっていないというのは、違和感を覚える。


    　隊員の前まで駆け寄った少女は、差し出されたガムに鼻先を近づけた。隊員はその少女の瞳が、不自然に大きいことに気づく。黒目が両眼のすべてを占めており、白目の部分がない。


    　ガムを目の前にした少女のあごが、左右に大きく割れた。そして一瞬のうちに、隊員の差し出すガムを、その腕ごと飲み込んだ。


    「ノアアアアアアッ……！」


    『おお神よ……！　撃て、撃てっ！』


    　隊員たちが一斉に銃口を向け、生産フロアに銃声が響いた。


    　隊員の肘ひじまで食らいついていた少女の小さな体は、次々と撃ち抜かれ、肉片を散らした。


    　倒れた少女の体からは、一滴の血も流れなかった。ぴくぴくと動くその体が、巨大な虫へと変化する。隊員たちは息を呑のんだ。あれは人間ではない。巨大なムカデだ。


    　腕をかじられた隊員が、痛みに悲鳴を上げ続けていた。


    　隊員たちは不意に、背後から女の声を聞く。


    「──神は人のどんな想いからも、生まれいずるものなのです」


    　振り返った隊員たちは、一斉に小銃を構える。


    　銃口の先には、背が高く髪の長い、一輪の花のように美しい女性が一人、立っていた。一見して戦闘員には見えない。工場で働く民間人なのかもしれない。ただの祈き祷とう士しなのかもしれない。しかし隊員たちはもう、油断しない。


    　銃口を向けられながらも、女はのんびりとした口調で続ける。


    「会いたいようだとか、寂しいようだとか。痛いよう、苦しいようだとか。ネガティブな想いからも、もちろんポジティブな想いからも。その想いが強ければ強いほど、マガツカミは生まれやすくなります。けれどそれには、依より代が必要なんです」


    　異国の出身である隊員たちに、女の言葉は理解できない。ただ明らかな敵意が見られず、攻撃することもできない。戸惑いの中、女の動きを銃口で追いかける。


    「ところがどっこい、この〝生み神〟に限っては、依り代なしで生み出すことができるのです」


    　えっへんと胸を張ってみせたリリウムだったが、隊員たちのリアクションはない。


    「……あら、もしかして言葉通じてなかったかしら。すると異国の方々？　うーん……それじゃあ。見せたほうが早いですよね」


    　リリウムは白色の瞳を細め、にっこりと微ほほ笑えんだ。


    「生み神の荘そう厳ごんたる〝神生み〟──とくとご堪能あれ」


    　言っておもむろにスカートの両りよう裾すそをつまみ、持ち上げる。露あらわとなった太ももに隊員たちの目が留まる。すると。──ボトボトボトッ！


    　スカートの中から、無数の虫やハ虫類が落下した。ムカデにヤスデ、蜘く蛛も、サソリ、トカゲ、イモリにヘビにカエルまで。そのどれもが、通常のサイズよりも大きい。


    　生み落とされた大量の生き物たちは蠢うごめき、隊員たちへと向かった。


    「レディ、エイム、ファイアッ、ファイアッ……！」


    　隊長の号令で、引き金が引かれる。タタタタタ──！


    　ムカデやサソリは足を砕かれ、ヘビやカエルはその表皮を貫かれ体液を撒まき散らす。


    　しかし蛇だ蝎かつの群れは行進をやめない。銃を構える人間たちへと近づきながら、その姿を変化させていく。ムカデは前後に千ち切ぎれ、二人の少女へ。サソリはハサミを引きずって立ち上がり、老女へ。ヘビはうねり細い女へ。カエルは二本足で走り太い女へ──。


    　女体へと変化したマガツカミたちは腕を前に伸ばし、隊員たちへとしがみつく。


    　そうして大きく口を開いて、隊員たちを喰くい始めた。


    



    「アアアッ……！」


    　先ほどムカデの少女に腕をかじられた隊員が、悲痛な叫び声を上げていた。あまりにも痛い。苦しい。仲間の隊員たちは、新たに発生したマガツカミと奮闘している。誰も助けてはくれない。


    　早くここから離れなくてはと、血の噴き出す腕をたたんで床を這はう。


    　向かう先に、白いクリーン服を着た作業員たちがいた。ベルトコンベアーのそばに並ばせておいた者たちだ。ちょうどいい、手を貸してくれと訴えた。言葉は通じない。しかし窮地であることくらいは伝わるはず──。しかし作業員たちは一つに固まり、近寄ろうとしない。彼らの視線は自分ではなく、自分の頭上に向けられていた。


    　悲鳴を上げ、散り散りに逃げていく作業員たちに手を伸ばす。


    　──待ってくれ。助けてくれ……！


    　隊員は仰向けになるようにして、上を確認した。


    　自分のすぐ後ろに、天井にまで届きそうな泥人形が立っていた。粘土をこねて人間を作り、それを乱暴に握り潰つぶしたかのような歪いびつな形をしている。胸筋は大きく膨ふくらみ、ウエストは不自然に細い。腕や足はねじれ、歪ゆがんだ頭部には穴が一つ空あいているだけ。


    　その片方の腕は隊員と同じように、千ち切ぎれていた。肉の腐ったような、酷ひどい臭においを放っている。


    　泥人形が足を持ち上げる。体重を乗せ、その足を下ろす位置には隊員がいる。
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    「ノオッ……！」


    　迫る土塊に、隊員は強く目を閉じた。


    　踏み潰つぶされるその寸前──。首根っこを掴つかまれ、足の下から引きずり出される。


    　見上げれば、逃げた作業員たちと同じ、クリーン服に身を包んだ男が立っていた。


    「……センキュー、センキュウ……」


    　作業員の一人が戻ってきてくれたのだ。隊員は目に涙を浮かべ礼を言った。


    　クリーン服の男は泥人形を見据えたまま。隊員は体を起こし、その視線の先を追う。


    『何なんだ、あのモンスターは……』


    　答えを期待したつぶやきではなかった。しかしクリーン服の男が、静かに口を開いた。


    『マガツカミだ。あんたの死に際の苦しみから発生しちまった』


    　英語を話せる作業員がいたのか。隊員は目を見開いた。


    『あれは、私が生んだのか……？』


    『いや、〝膿うんだ〟んだよ。〝生み神〟リリウム……。あの女の本質は〝Birth〟じゃない。〝Fester〟なんだ。奴の生み出したマガツカミに噛かまれると、その傷口から膿うみ子こというマガツカミが発生する。〝神生み〟はそのための一工程でしかない。奴の本当の能力は〝噛かみ膿うみ〟──禍わざわいを感染させ広げる歪いびつな能力だ』


    　クリーン服の男は、フロアの奥に屹きつ立りつする〝膿み神〟リリウムを見据える。


    「マガツカミを生まなきゃ」という、六りつ花かの強迫観念から発生した、最初の〝六花のマガツカミ〟。依より代もなしに次々とマガツカミを生み出してしまうその禍まが々まがしい能力を、六花は戦場において一度たりとも使うことはなかった。


    　男の物言いに、隊員は彼が、ただの作業員ではないことに気づく。


    『あんたは一体……？』


    『別に……誰でもない』


    　男は頭部を覆おおうクリーン服を脱ぎ、黒髪と黒のスーツを露あらわにする。


    　情報屋から情報を買い、〝禍まがツ六花〟の作られている工場へ潜入したまではよかった。しかしまさか潜入したその日と、ＧＨＱによる襲撃日とが被かぶってしまうとは。


    「ついているのか、いねえのか……」


    　泥人形のような膿子が、目の前に迫る。頭部に空あいた穴を風が通り抜け、「オオオ……」と音を響かせる。それはまるで、痛みにむせび泣くように。


    「……自分を生み出したご主人まで踏み潰そうとするなんざ、ずいぶんと歪だねえ」


    　依り代もなしで生まれたマガツカミに、生き物らしい感情などないだろう。所しよ詮せんは人間の激痛から生まれた膿でしかない。ただしこの膿はあまりに大きく、気色悪すぎる。


    「……六花が使いたがらなかったのも納得だな」


    　七なの日かはつぶやき、クリーン服の中に隠し持っていた白しら雨さめを抜いた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　燃える松たい明まつの炎が、小雨の降りしきる夜空を照らしていた。


    「──祈き祷とう士し協会が崩壊すれば、これから先この国の未来は、マガツカミに喰くわれてしまうだろう。今こそ我々は立ち上がらなくてはならない。亡き藤ふじ巻まき支部局長のために。この国に暮らす人々のためにっ！」


    　壇上で祈祷士が声を荒らげる。


    　彼の演説に耳を傾けていた多くの祈祷士たちから、拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸き起こった。


    　川かわ崎さきの工場にほど近いここ千ち景かげ神社の境けい内だいには、全国から協会の解体に反対する祈祷士たちが集まっていた。広い敷地面積を誇るこの神社は、藤巻支部局長の出自した神社と、縁ゆかりのある神社でもある。亡き藤巻の無念を晴らすためならばと、神主が共闘の拠点にと場所を提供したのだ。


    　近々予定されるＧＨＱ本部襲撃を前に、共闘の決起会が行われていた。羽織や制服を着て、腰には白しら雨さめを携たずさえた総勢五〇名を超える祈祷士が境内に集い、壇上に上がる演説者に視線を向けている。


    「ふあ～。すごい熱気だねえ」


    　人混みから外れた境内の端には、大おお坂さか雪ゆき生おの姿もあった。


    　赤と白の巫み女こ装しよう束ぞくをまとい、甲こう良ら神社の代表として出席している。熱気を避けるように中央を迂う回かいし、壇上の設置された拝殿の前へ向かっていた。雪生の前後を、二人の若い祈祷士が警護している。先導する、キリと眉まゆの凜り々りしい祈祷士は、白雨をいつでも抜刀できるよう柄えに手を添え、辺りを威い嚇かくするようにして歩く。明らかに過剰な警戒っぷりであった。


    「あの……鹿か島しまさん、そんな気張らなくても……。周りの祈祷士はみな味方なわけだし……」


    「お気遣いなく雪生様っ。人が寄れば悪意も混じる。どこから矢が飛んでくるかもわかりませんがしかしっ、雪生様。雪生様はどうか、次の演説のことだけ考えてくださいませ。この私が警護についている以上、雪生様には指一本触れさせません」


    「うん、誰から護まもってくれてるの……？」


    「気にしなくていいっすよ、雪生様」


    　雪生の斜め後ろを歩く、長髪に長身の祈祷士は、鹿島と違って飄ひよう々ひようとしている。


    「あいつは真面目すぎるから。古ふる川かわさんも〝コイツだるぅ〟って顔してたし」


    「はは……。そうなんですか」


    　鹿島と南なん天てんは、かつて甲良神社で発生したマガツカミに、七なの日かとともに立ち向かった祈祷士である。雪生の関東遠征に伴ともない、警護を買って出たのだ。


    　鹿島は、ぎらつく視線を周囲に散らしながら言った。


    「油断は禁物です。……なかには、穏健派で知られる大おお坂さか家が、上の決定に反発し、ＧＨＱに抵抗しようとしておられるのを不審がっている者もいるようですしね」


    「穏健ではいられないよー……。藤ふじ巻まきさんは私たち中部の局長だし。協会がなくなるのは、甲こう良ら神社としても困りますしね。それに……」


    　雪ゆき生おは言い淀よどみ、うつむいた。南なん天てんがぽつりとつぶやく。


    「……やはり、六りつ花か様復活の噂うわさが気になりますか……」


    　解体反対派の用意する〝秘密兵器〟とは、六花のクローンなのではないか。そのような噂が広まっている。敵国に悪魔と恐れられた六花の力は、戦時中はその戦況さえ左右した。〝禍ツ兵器計画〟の生み出した最強の兵器こそ、彼女なのだ。


    　六花さえいれば敗北はないと、祈き祷とう士したちは沸き立っていた。何より英雄である六花とともに戦えるのは名誉なこと。まごうことなき正義であった。


    　雪生は六花復活の噂を耳にしただけで、その真相は知らされていない。しかし六花に心酔する龍りゆう之の介すけが抵抗勢力にいるのなら、あり得ない話ではないと思った。


    　噂の真実を探さぐるためには、自分も解体反対派として内部に入り込むのがやりやすい。


    　六花と再会できるのなら、雪生にとってもそれは嬉うれしいことに違いない。しかし一度死んだ人間が蘇よみがえったところで、それは本当に六花といえるのだろうか。魂を弄もてあそぶことは、祈祷士として許されるのだろうか──。


    　雪生の不安げな表情に気づき、南天は自分の失言に気づく。


    「あ、と。すみません……。踏み込みすぎました」


    「いえ、お気になさらず」


    　雪生は顔を上げ、笑顔を見せる。


    



    「お待ちしておりました、大坂様」


    　壇上のそばに着くと、墓はか村むらが笑みを浮かべて雪生を出迎えた。


    　鹿か島しまが、歩いてくる墓村をじっと見つめる。腰を曲げたかぎ鼻の老人は少々不気味に感じられ、雪生の前にずいと体を滑り込ませた。


    「……ん。なんだ、こいつは」


    　すると墓村の護衛である眼鏡めがねの祈祷士が、墓村の前に立ち鹿島を見下ろす。


    　無言のまま、睨にらみ合う二人。


    「……鹿島さん、ホントもう、大丈夫だから」


    　雪生は困ったように笑いながら鹿島を下がらせ、墓村に会釈した。


    「このような機会を作っていただき、感謝しております」


    「いいえ。元六花隊の衛生兵様からお言葉をいただければ、祈祷士たちもより奮い立ちましょう」


    　雪ゆき生おはこれから、壇上に上がる手はずとなっている。中部局に属する甲こう良ら神社の代表として、また元六りつ花か隊たいの一人として、演説を行うのだ。とはいえ希望しての登壇ではなかった。あがり性の雪生が不ふ承しよう不ぶ承しよう壇上に立つのは、この墓はか村むらにどうしてもと頼まれたからだ。藤ふじ巻まきとの思い出の一つや二つ、語ってやり過ごそうかと思っていた。


    「「雪生様っ」」


    　二つそろった声に振り返る。雪生はパアッと顔を明るくした。


    「わあ、炎えん華かさん、氷ひよう華かさんっ。来てたんだね！」


    　拝殿の奥から駆け寄ってきたのは、炎華と氷華の鏡かがみ姉妹である。左右対称のサイドテールに、左右対称に携たずさえたサーベル。二人はそれぞれ雪生の両手を掴つかみ、ピョンピョンと飛び跳はねる。


    「雪生様が演説なさると聞いて駆けつけました！」


    「雪生様、巫み女こ装しよう束ぞくだ！　綺き麗れいっ！」


    「氷華さん、怪け我がはもう治ったの？」


    「はい、この通り！　雪生様のお陰です」


    　鹿か島しまがその様子を凝視している。同じ表情の双子の姉妹は少々不気味に思え、ずい、と前に出るが雪生に押し戻される。


    「ちょ、鹿島さん……ホントにもう大丈夫だから……」


    　雪生は気を取り直し、炎華と氷華に尋ねる。


    「ところで、龍りゆう之の介すけさんは──関東支部局長はもう来てるの？」


    「あの……それがまだ」


    「到着が遅れてて……」


    「それは困りますな」と声を上げたのは墓村だ。


    「大事な決起会ですぞ。ここで〝秘密兵器〟の詳細を皆に説明する予定ではないか。何度も念を押したのにあの男は……。連絡してみなさい」


    　墓村に責められ、炎華と氷華は怖おず怖ずと答える。


    「それが、何度も連絡を試みてるんですが、所在不明で……」


    「何たる始末か！　奴は何を考えておるっ！」


    　墓村が荒らげ、二人が肩を跳ねさせたその時。拝殿の奥から、別の祈き祷とう士しが顔を出した。


    「大変よ、鏡ちゃんたち！」


    　二人の同僚である祈祷士が、電話を受けて駆けてきた。振り向いた二人に、声を上げる。


    「今、川かわ崎さきのほうから連絡があって。工場が、ＧＨＱの治安部隊に襲撃されてるって！」


    



    　工場襲撃の情報は、壇上に立った墓村によって、集まった祈祷士たちへと知らされた。


    「治安部隊──ＧＨＱの寄越した異国の者たちでしょうな……その数、一〇〇余名。工場を破壊して回っておるようです」


    　マイクを通して伝えられたその情報に、境けい内だいがざわつく。誰かが叫んだ。


    「六りつ花か様はどうなったんだ……！」


    　川かわ崎さきの液晶パネル生産工場は、〝秘密兵器〟が作られている場所である。だからこそ、ＧＨＱはそこを襲撃したのだろう。抵抗勢力の勢いを削ぐために。テロの灯ともし火びを吹き消すために。


    「六花様は無事なのか!?」「完成前に破壊するつもりかっ！」「奴らめ、卑劣な真似まねを！」


    「うろたえるな、皆の者っ！」


    　大だい喝かつ一声。墓はか村むらの声が夜空に響き渡り、辺りはしんと静まり返る。


    「情報はまだございます。襲撃の最中にある工場にて現在、無数のマガツカミが発生した模様」


    　唐突にもたらされたマガツカミの発生。それによって引き起こされる状況とはよしなのか、悪しなのか。祈き祷とう士したちは混乱し、再びざわつき始める。


    　ニヤリと墓村は口の端はを吊り上げた。


    「向こう側にして見れば、あまりに不幸といえるでしょうな。このタイミングでマガツカミが発生するなどあり得ようか？　神風が吹いておる！　現在、治安部隊はマガツカミと交戦中。マガツカミが我々に代わり、工場を護まもってくれている。六花様は無事じゃっ！」


    「おおっ」と境内が一際大きく沸いた。墓村は更に声を張り上げる。


    「祈祷士を排除しようと画策した奴らが、マガツカミに喰くわれている。何たる皮肉。これこそ天てん誅ちゆうよっ！」


    「ざまあみろっ！」祈祷士の中から声が上がった。ほれ見たことか。退治してみろ。今更泣きついてきたって遅い──。祈祷士たちは勢いづき、ＧＨＱへの悪態が飛び交った。


    「さあ、我々も白しら雨さめを掲かかげよ。今こそ突撃じゃ。この神風に乗り悪しき敵国を討ち滅ぼせっ！」


    「おうっ！」


    　墓村が吼ほえるように言うと、猛たけり立つ祈祷士たちから、ドッと鬨の声が上がる。


    「……何言ってるの……？」


    　雪ゆき生おはその様子を、壇上の脇から見つめていた。祈祷士たちの雄お叫たけびに、驚きよう愕がくして青ざめる。


    　そばに立つ鹿か島しまが、その異変に気づいた。


    「雪生様……？」


    「人がマガツカミに襲われているのに、どうして喜べるの？　祈祷士がマガツカミに加勢するなんて。みんな憎しみで自分を見失ってる。止めなきゃ」


    　壇上に向かい、足を踏み出す雪生。


    　その正面に、墓村の護衛である眼鏡めがねの祈祷士が立つ。


    「通せません。墓村先生が演説中です」


    「でもっ……」


    　壇上への階段の前に立ち塞ふさがり、護衛は「通せません」の一点張り。無表情なその眼鏡のレンズに、雪生の戸惑う顔が映る。


    　すると鹿か島しまが雪ゆき生おの前に割り込み、護衛の胸ぐらを掴つかんだ。


    「どけよ、雪生様が通るって言ってんだ」


    「鹿島さん……！」


    「行ってください。何か言いたいことがあるんでしょう！　それも護まもるのが護衛の仕事！」


    「私も墓はか村むら先生の護衛なのですけどねえっ！」


    　組んず解ほぐれつ取っ組み合い、「絶対に通しません」の一言に、鹿島は白しら雨さめを抜刀した。


    「いや、絶対に俺が通しますから」


    「抜きましたね、あなた」


    　自身のサーベルに手をかける眼鏡めがねの護衛。その手の甲に、別の方向から白雨の切っ先が突きつけられる。鹿島に釣られて抜刀した、南なん天てんのものである。


    「おい、くそ。勘弁してくれよ鹿島っ。変なコトになっちまっただろ」


    　すると直後に南天と鹿島、二人の頬ほおにもまた、同時に白雨の刃が添えられた。


    　背後から白雨を突きつけたのは、鏡かがみ姉妹だ。


    「通すわけにはいきません。私たちは祈き祷とう士し協会の存続を願う立場ですから──」


    「ＧＨＱを排除してくれるならたとえそれがマガツカミでも結構。けど──」


    　炎えん華かと氷ひよう華かは刀を伸ばしたまま、目配せをした。自分たちは龍りゆう之の介すけ側に立つ。このままＧＨＱの部隊がマガツカミに喰くわれれば、喜ぶべき立場にいる。


    　今現在工場では、生み神リリウムが〝禍まがツ六りつ花か〟を護ろうと戦っているのだろう。龍之介の部下であることを思えば、リリウムに加勢すべき。しかし、それでいいのか？


    　マガツカミと手を組み、人間を斬るために、自分たちは祈祷士になったのか？


    「……私たちは未熟ですから。どうするべきか揺れています」


    「……だから今回は、見過ごすことにします」


    　炎華と氷華は目を伏せて、刀身を下げた。


    「ありがとう」


    　雪生はつぶやき、壇上への階段を駆け上がった。


    



    「えい、えい、おうっ！　えい、えい、おうっ！」


    　総勢五〇名を超える祈祷士たちの熱気が、冬の冷気を吹き飛ばす。鞘さやのついた白雨を掲かかげ、一つとなった祈祷士たちへ、墓村が壇上から指示を出した。


    「さて、行くぞ皆の者っ。各個川かわ崎さきの工場へ向かい、〝禍ツ六花〟をお護りせよ！」


    　そこに、雪生が飛び込んでくる。墓村を押し退のけ、演台にあるマイクへと叫ぶ。


    「ちょっと待ってくださいっ！」


    　雪生の乱入に、辺りはしん、と静まり返った。


    　境けい内だいを出るべく鳥居へ向かっていた祈祷士たちも、何事かと壇上へ振り返る。


    　多くの視線に当てられて、雪ゆき生おははたと我に返った。


    「え……と……」


    　前髪を撫なでつけ、姿勢を正す。深呼吸を一つして、マイクに顔を近づける。


    「わ、私たちもっ、これから……工場に向かうべきだと思います……」


    　思いのほか声が反響し、萎い縮しゆくした。最後のほうはごにょごにょと、くぐもる。


    　どこかで「そうだ」と賛同の声が上がった。「六りつ花か様を救え」と。雪生は声を上げた。


    「違うのっ。マガツカミを倒すためです。工場で襲われてる人たちを、助けるためです」


    　雪生の訴えは、彼らの思っていたものと正反対である。白しら雨さめの刃を、ＧＨＱではなくマガツカミへと向けろと言う。境けい内だいに集った祈き祷とう士したちがざわつき始める。


    　壇上の端にいた墓はか村むらがマイクを手にした。


    　雪生を落ち着かせるべく、穏やかな口調で訴える。


    「……大おお坂さか様はどこか混乱されておられるのですな。工場に発生したマガツカミは〝禍まがツ六花〟を護まもっているのです。それらを退治してしまっては、六花様が危険に晒さらされてしまう」


    「でも……私たちは祈祷士じゃないですか。そして襲われているのは人間です」


    「いいえ、我が国を蹂じゆう躙りんするよそ者です。そして我々祈祷士の協会を解体しようとしている敵。我々を排除しようとする者たちを。藤ふじ巻まき氏を撃ったあの暴挙を、大坂様。あなたは許すと仰るのか」


    「許す、許さないの話ではありませんっ。ただ、人間が襲われているのだから──」


    「異国の者たちを人間と思いなさんな」


    「人間です！　私たちと同じ人間っ──」


    　雪生が声を張り上げた拍子に、キィインと甲高い音が境内に反響した。


    　しゃがみ込んだ雪生をはじめ、祈祷士一同、耳をつんざく騒音に顔をしかめる。


    「……彼らも、私たちと同じ人間です。誰かを思いやることもできるし、好んで私たちを傷つけるようなこともしない……私たちが救うべき相手です」


    　辺りが再び静寂を取り戻してから、雪生は演台にすがるように立ち上がる。


    　墓村は雪生の言葉を否定する。


    「ならばなぜ、六花様は戦場で彼らの多くを殺したのでしょう」


    「……それは、〝六花のマガツカミ〟たちがやったことで……」


    「ご冗談を。そのマガツカミを繰る英雄こそ、〝禍ツ六花〟でしょうに。六花様は〝六花のマガツカミ〟を使い多くの敵兵を殺した。我が兵士を護るために。我が国民を護るために。そして六花様の戦いは、今もなお、川かわ崎さきで続いている──」


    「そうだ」と祈祷士たちの間に声が上がる。


    「今、戦っているのは六花様なんじゃないのか……？」


    「……マガツカミを召喚しているのは、六花様なのか？」


    　マガツカミを従え戦場を駆け抜けた六りつ花かの戦闘スタイルを考えれば、工場の襲撃されたタイミングでマガツカミが発生し、迎撃しているのも合点がいく。


    　祈き祷とう士したちの間に、再び熱が戻ってくる。


    　六花のクローンは完成していた。すでに〝禍まがツ六花〟は、降臨していた──。


    「こうしちゃおれん、我々も戦場へ駆けつけなくては」


    「六花様をお護まもりし、ともに戦うのだ」「すぐに向かうぞ、川かわ崎さきだっ」


    　雪ゆき生おは愕がく然ぜんと演台に手をついた。


    「そんな……あり得ない」


    　六花がマガツカミを召喚し、人間を襲うはずがない。それは六花の、最も嫌がることだったはずだ。あの戦争を繰り返しているというのなら、それはもう──。


    「それは、六花さんじゃない！」


    「お控えなさいっ、大おお坂さか様！」


    　墓はか村むらは、雪生を糾きゆう弾だんするように歩み寄る。


    「いくら元六花隊の隊員とはいえ、六花様の御心を否定することなど、できる由よしはありませぬ。失望いたしましぞ、大坂様。理想ばかり押しつけてくる……あなたはどうも……六花隊に相応ふさわしくない」


    「っ……」


    　墓村の言葉に、雪生の表情が強こわ張ばる。


    「あのジジィ！　雪生様に何てことをっ」


    　壇上に上がろうとした鹿か島しまを南なん天てんが抑える。


    「いやさすがに待てって鹿島、ありゃ関東支部局の幹部だ。雪生様より上だぞ！」


    　壇上の前には、墓村の護衛が改めて立ち塞ふさがった。


    　祈祷士たちの間から、雪生に向かって「下がれっ！」という言葉が投げられた。


    　嘘うそをつくな、裏切り者。ＧＨＱと裏で繋つながっているのではないかという疑惑まで飛び出し、雪生を非難する声が大きくなる。帰れ。薄情者。祈祷士失格。六花隊失格──。


    「待って……だって。おかしいよ……こんなの、六花さんは絶対、望んでない」


    　マイクにつぶやく雪生の表情が歪ゆがんでいく。


    　その顔を見て鹿島は暴れる。護衛に抑えられながら壇上に叫ぶ。


    「雪生様っ！　もうお下がりください！　雪生様！」


    「みんな、お願い、話を聞いて……六花さんは、たったの一度も、人を殺したいなんて──あ」


    　ぽたり。演台に赤い血が垂れた。


    「やだ……」


    　鼻血を噴き出した雪生は、慌てて鼻を隠した。ぐるぐると視界が揺れる。


    　──その時。雪生を責める罵ば詈り雑ぞう言ごんを裂いて、けたたましい鳴き声が境けい内だいに響き渡った。


    



    「ンギィィィィィイイッ!!」


    



    　一瞬にして静けさを取り戻した祈き祷とう士したちは、声の出所を探して振り返った。境けい内だいのちょうど真ん中辺りに、鞘さやに収められた大太刀の先端が、人混みから飛び出ている。


    　その声の発生源から、祈祷士たちが距離を取る。


    　三メートルを超える化け物のような大太刀を担いでいたのは、小柄な少年だった。ロングコートのような看守服に看守帽。そしてそばに、白いローブにフードを被かぶった少女を従えている。その少女が両手に抱く桃缶。そこから頭だけを出す〝実り神〟が、奇っ怪な鳴き声の正体だった。


    「うるせえんだよ、お前ら」


    　最もうるさかったのは〝実り神〟の鳴き声であったのに、少年は周りの祈祷士を睨にらみつけるように見渡して言った。壇上に向かって歩くと、自然と道が割れていく。


    「誰だ」という声に、別の祈祷士が答える。元六りつ花か隊たいの戦闘斥せつ候こう、獅し童どう巳み月づきだ──。


    　巳月の後ろには、白のフードを深く被り、顔を隠して歩くラティメリアが続く。


    　壇上に飛び乗る巳月を見て、雪ゆき生おがつぶやいた。


    「……獅童さん……」


    「よう、雪生。何泣いてんだ。せっかくの美人が鼻血まみれじゃねえか」


    　巳月は雪生にハンカチを投げ渡し、それからラティメリアの手を引いて壇上へ上げた。


    「勝手なことをされては困りますな、獅童様！」


    　前へ出た墓はか村むらを、巳月は祢ね々ね切きり丸まるを突き出し牽けん制せいする。


    「いいよ。困れば？　止めてみろよ」


    　言って集まった祈祷士たちに向き直り、地声で叫んだ。


    「おい野郎ども！　六花様が工場で一人戦ってるだあ？　勝手な妄想で盛り上がってんじゃねーぞ、バカか。六花様はなあ、もう工場にはいねーんだよ。いいか、目ん玉ひん剥むいてよーく見やがれ」


    　ラティメリアのそばに立った巳月は、そのフードに手を伸ばす。


    「六花様はちゃんと、この俺が救い出してきた」


    　フードを脱がされ、五〇余名の祈祷士たちの前に顔を晒さらすラティメリア。


    「おおっ」と喚声が沸き起こる。


    「あれが……六花様……？」


    　壇上のそばで驚きよう愕がくする鹿か島しま。南なん天てんもまたラティメリアを見つめ応える。


    「いや、顔見たことねえからわかんねえけど……」


    　六花とラティメリアの顔や背格好は、あまりに似ている。白いローブを羽織るラティメリアと、白い羽織を着て、戦場を駆け抜けた六りつ花かの姿が重なる。


    　それは祈き祷とう士したちにとって、〝禍まがツ六花〟の降臨に外ほかならなかった。


    　沸き上がる歓声。拍手、喝采。六花の名を呼ぶ者、拝む者さえ現れる。


    「……はあ？　喰くい神じゃん、あれ」


    　壇上の下でつぶやいた炎えん華かを、氷ひよう華かが肘ひじで小突いた。二人は顔を見合わせ、ほくそ笑む。


    　巳み月づきは墓はか村むらからマイクを奪った。


    「お前らさあ、何してんだ」


    　ぽかんとする祈祷士たちに、語りかける。


    「人々を護まもるために祈祷士になり、マガツカミを斬るために白しら雨さめを握ったんじゃねえのか。それがどんな道理で人に剣先を向け、嫌いなマガツカミを護ることになっちまうんだよ」


    　巳月は声を張り上げた。マイクを通してその声が、境けい内だい全体に広がる。


    「協会があるから祈祷士がいるんじゃねえ。祈祷士がいるから協会があるんだ。まさに今、近くでマガツカミが人を喰ってんだぞ。誰かが助けてって叫んでんだぞ。お前らの敵は誰だ。その白雨で斬るべきは何か。問うまでもねえだろうがっ！　──と、六花様も仰っている」


    　静まり返った境内を見下ろし、巳月は宣言した。


    「俺たちはマガツカミを斬り、人を護るぞ。たとえそれがＧＨＱでも、だ。文句があんならここで止めてみろ。俺たち六花隊と──」


    　言って巳月は腕を広げ、そばに立つラティメリアを差し示す。


    「──〝禍ツ六花〟が相手だ」


    　一陣の風が吹き、松たい明まつが燃え上がる。


    　反対の声は上がらなかった。皆、次の行動を決めかね、顔を見合わせたまま。


    　壇上では墓村が巳月に詰め寄っていた。


    「獅し童どう巳月……！　裏切るのか。協会はどうなる？」


    「知るか。偉い奴らが考えろよ」


    　巳月はマイクを放って返し、答える。


    「俺らは祈祷士だ。マガツカミが人喰ってんなら、まず真っ先にそれを斬る。それだけよ」


    「ラメちゃん、来てくれてありがとぉ」


    　涙で顔をくしゃくしゃにして、雪ゆき生おは演台のラティメリアに抱きついた。事情を飲み込めていないラティメリアは、「おお」と目を丸くする。


    「……獅童さんも、ありがとうございました。みんなの暴走を止めてくれて」


    　ラティメリアの肩に腕を回したまま、雪生は巳月へ振り返る。


    　巳月は祢ね々ね切きり丸まるを担ぎ、雪生の握るハンカチをあごで差した。


    「洗って返せよ、それ」


    「……どうして最後まで格好つけてくれないかなあ」


    　くくと歯を見せて巳み月づきは笑う。


    　その背後から、鏡かがみ姉妹が壇上へ駆け上がってきた。


    「雪ゆき生お様！　新しく情報が入りました。工場内では白しら雨さめを持つスーツ姿の男が一人、マガツカミを相手に戦闘中だということです。これって──」


    「古ふる川かわくん……？」


    　巳月が雪生へ向き直る。


    「行くぞ、雪生。隊長のクローンなんてよ、六りつ花か隊たいの俺らが壊さなきゃなんねえだろ」


    「……うん。六花さんの想いを護まもらなきゃ」


    　しかし雪生に手を引かれたラティメリアが、足を止めた。


    「ラメちゃん……？」


    「どうした、喰くい神。古川に会うのが怖いか？　無理についてこいとは言ってねえぜ」


    　巳月に言われ、ラティメリアは実り神を抱きしめる。少し考えて、顔を上げた。


    「行くわ。言いたいこと、たくさんあるもの！」


    　言ってラティメリアは歩きだす。自分が何のためにいるのか、一つだけ、思い出した。


    　そうだ自分は、七なの日かを喰うためにずっとそばにいたのだ。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　遠くに爆発音を聞く。マガツカミと、突入した治安部隊との戦闘が行われているのは、七日のいる生産フロアだけではないようだ。


    　爆発の衝撃にフロア全体が揺れ、天井から粉ふん塵じんが降る。煙るフロアを見渡せば、至る所に数体、膿うみ子この大きな人影が見えた。ノシ、ノシとその歩みは鈍いが、獲物を探すように体を捻ひねる様さまは不気味である。明滅する蛍光灯が、膿子の頭部に開いた穴を照らし出す。穴を風が通り抜け、オオオオ、オオオオと鳴き声を上げていた。


    　その音に混じり、四方で銃声が響き渡る。


    　あちこちから上がる悲鳴は、従業員たちのものだろう。


    　七日は外枠の鉄板が外された機材の中に、身を潜ひそめる従業員たちを見つけた。


    「ここから出ろ」と怒鳴る。


    「搬入口が開いている。そこから工場の外に逃げろ。あの泥人形は、走れば振り切れる。問題は生み神の生み出すマガツカミらだが……どうせここにいても見つかるぞ」


    　隊員たちがやられれば、次はこの従業員たちだ。マガツカミが戦闘員と民間人を区別するとは思えない。人間であるというだけで、従業員たちもまた捕食対象に違いないのだ。


    　七日に促され、逃げていく従業員たち。そのクリーン服の後ろ姿を追って、ベルトコンベアーの下から女が二人──女の体をしたマガツカミが二体、這はい出してきた。


    　駆けた七なの日かは白しら雨さめを振るい、瞬時に二つの首を刎はねる。


    　首の取れた女は床でもがき、その体をサソリやカエルに変えて絶命する。


    「あらあらー？　どうしてナノがここにいるのかしら……？」


    　緊張感のない声に振り返れば、白い瞳を細め、笑みを浮かべるリリウムが立っていた。


    「そりゃこっちの台詞せりふ……でもないか。龍りゆう之の介すけに飼われてんのか？」


    「協力して差し上げているのです。あの方がどうしても、六りつ花かに会いたいと仰るものですから」


    「六花を喰くったのはお前らだろうが。だいたい六花は、復活なんか望んじゃいねえよ」


    「あら？　どうしてわかるのでしょうか」


    「わかるさ。俺はずっと、あいつのそばにいたんだから」


    「嘘うそつき。六花が独房に閉じ込められてからは、気の触れたあの子に会うのを、恐れていたではありませんか」


    「……じゃあ気が触れた後になんだ……？　蘇よみがえりたいと願ったとでも言うのか」


    「さあ？　少なくとも龍之介様は、蘇らせてあげようとしています。たとえ醜みにくい仮かり初そめの姿だとしても……ね。それでもあの人は六花を愛せる。あなたは愛せないの？」


    「愛せねえよ。そんなもんは、六花じゃねえからな！」


    　七日が白雨を振り駆け出すと、リリウムは踵きびすを返して逃げだした。


    「きゃあ怖い」と逃げる先はエアシャワー室の中。


    「待て！　〝禍まがツ六花〟はどこだ！」


    「さて。どこかしら」


    　振り返ったリリウムの眼前で、自動ドアが閉まった。七日とリリウムの間に隔へだたりができる。


    「くそっ」


    　七日は急ブレーキをかけ、立ち止まった。ガラスの向こうで、リリウムが笑っている。


    　フロアを出る際には、エアシャワーは起動しない。リリウムは反対側に開いた自動ドアを悠々とくぐり抜け、廊下へ出た。


    　向こうの扉が閉まると、フロア側が開く。七日はエアシャワー室に入り、廊下へのドアが開くのを待つ。じれったさに舌を打った。


    　廊下へ出て、駆けていくリリウムの背中を追う。


    　廊下は広い空間へと繋つながっていた。工場の中心部──エントランスフロアだ。広い空間は吹き抜けの構造となっており、壁際に添って階段が階上まで続いていた。


    　そこでもまた、治安部隊とマガツカミとの戦闘が行われている。リリウムは彼らの間をすり抜け、階段を駆け上がっていく。


    「〝禍ツ六花〟は上か……」


    　迷いもなく階段を上がろうとした七日だったが、背後に銃声と悲鳴を聞いた。


    　辺りでは隊員たちが、女の姿をしたマガツカミの集団に襲われている。タタタタタ──。小銃を乱射するが、対マガツカミ用でないその銃弾では、充分にダメージを与えられてはいない。


    　廊下の交差するエントランスフロアに立つと、四方からの悲鳴が反響して聞こえてくる。


    　廊下を駆けて逃げてくる隊員たち。負傷者からは膿うみ子こが生まれ、さらに被害を拡大させていく。


    「……戦場かよ、ここは」


    　リリウムはすでに工場の至る所でマガツカミを生み出し、放っていたのだろう。


    　生み神より生み落とされたマガツカミたちは、工場を襲撃した一〇〇名を超える隊員たちや、勤務中であった従業員たちに襲いかかり、膿子を発生させる。その数は次々と増えていき、工場にいる人間の数を超える──。


    　隊員や従業員に抵抗する術すべはないのだから、負傷者は増え続ける一方だ。


    「……お前なら、たぶん……」


    　七なの日かは白しら雨さめを下げ、大きな溜ため息いきをついた。


    　──私たちの出番だわ、ナノ！


    　六りつ花かであれば。無茶だと七日が止めるのも聞かず、こう言うに違いない。


    　──できるのにやらないのは、嫌なの。


    　──ここでやらないなら、祈き祷とう士しになった意味がないじゃないっ！


    「……それも、そうだな」


    　七日は左手で白雨の刀身を握り、刃を引いた。左の手の平から、血が滴したたる。古ふる川かわ家に流れる、特別な甘い血液だ。自身の血の甘さを最大限に引き出し、マガツカミを引き寄せる術。


    　古川家の者が短命といわれる所以ゆえんである、自己犠牲の祈祷術──。


    　七日は目を閉じて精神を集中させ、唱えた。


    「〝禍まが寄よせ〟──」


    　もぎたての甘い桃のような香りが、エントランスフロアに漂い始める。


    　人々を襲っていたマガツカミたちが、ぴたりと動きを止めた。辺りを徘はい徊かいしていた膿子たちの頭部が、七日へと向く。


    「オオオオオオオ、オオオオオオオ──」


    　一斉に駆けてくるマガツカミに向かって、七日は白雨を構えた。


    　傷を負えば膿子が発生してしまう。裂傷は極力避けなければならない。


    　腕を伸ばし掴つかみかかってくる老婆の胴をすれ違い様ざまに切り離し、目の前に現れた少女の喉のどに切っ先を突き入れる。次から次へと女たちは七日に迫った。七日はそのすべてを斬り伏せていく。


    　動きの流れを殺さないように。立ち止まらないように努める。止まれば終わりだ。一度足を止めてしまえば、次々と四肢を噛かまれるだろう。


    　頭を下げ、体を引いて女の引っ掻かきを避けた。後ろに跳んで距離を取りつつ、向かってきた少女の眉み間けんにナイフを投げる。


    　追撃は終わらない。七なの日かの甘い血を求めて、猛攻は止まらない。


    「……あら、まあ」


    　その甘い香りは、リリウムの足も止めた。階段の欄干に肘ひじをつき、マガツカミに囲まれる七日を見下ろす。エントランスフロアを中心にして四方に続く廊下からも、マガツカミや膿うみ子こが集い始めている。


    　タタタタ──。七日に迫った膿子の背に、銃弾が浴びせられた。


    　膿子を形成する膿が跳はね、飛沫しぶきを上げる。見れば治安部隊の隊員が、こちらへ銃口を向けていた。その周囲にはまだ、隊員に向かって牙を剥むくマガツカミや膿子がいるというのに、七日を民間人と見て、その救出を優先しているのだろう。


    「……立派だね」


    　七日はつぶやき、次に英語を使って叫んだ。


    『こちらに構うな！　さっさと工場を出ろ！』


    　群れて襲いかかってくる女たち。前後左右、逃げ場をなくした七日は、女の頭を踏んで跳び上がった。膿子のそばに着地したと同時に、その足を叩たたっ切る。


    　バランスを崩した巨体は七日に迫る女たちの頭上に倒れ、その多くを押し潰つぶす。


    　倒れた膿子へとよじ登り、女たちは際限なく現れた。四方八方から群がる女たちの体を、七日は次々と斬っていく。


    　太い女の首に白しら雨さめの刀身を伸ばす。その刃が、女の喉のどの真ん中辺りで止まった。


    「……くそ」


    　対多数の戦闘に耐えられず、白雨の細い刀身はぽっきりと折れてしまう。


    　次の瞬間、七日はギュウと足首を掴つかまれた。上下半分に斬った女の上半身が、足にしがみついている。


    　──しまった。七日は舌打ちをした。


    　足を止めた七日の手に、少女が噛かみついた。


    　よろけた七日の腕や胴にしがみつき、女たちは次々と七日の皮膚を喰くい破る。


    「くっ……」


    　七日は床に倒れた。髪を掴まれ、服を引っ張られる。全身に鋭い痛みが走り、顔をしかめる。力が入らない。耳元で「キャキャキャ」と笑う声は、マガツカミのものだ。


    「下がりなさい」


    　女たちはびくりと肩を跳ねさせ、振り返る。階段からリリウムが下りてくる。


    　女たちは七日を差し出すように、怖おず怖ずと後あと退ずさりしていく。


    「あらあら。可哀かわい想そうな有様ですね、ナノ」


    　全身を噛まれ、息も絶え絶えな七日を見下ろし、リリウムは嬉うれしそうに言った。


    　深い呼吸を繰り返す七なの日かは、片目をうっすら開くだけ。しかしすぐに唸うなり声を上げ、苦しみ始める。全身の傷口がズキズキと痛み、黄色い液体が膨ふくれあがる。


    「……う～ん。喰くうのは、膿を出しきってからのほうがよさそうですねえ……」


    　液体は七日の体の上で一塊となり、人の形を形成していく。


    　七日を跨またぐように現れた膿うみ子こは、その傷口の多さからか、一際大きかった。


    「まあ、何と大きな膿子。多くの人間を喰えそう」


    　リリウムは七日の生み出した膿子を見上げ、小さく手を叩たたいた。


    　その期待に応えるかのように、膿子は風穴を震ふるわせ雄お叫たけびを上げる。


    「オオオオオオッ……オッ──」


    　その雄叫びは突如、胸に突き刺さった大太刀によって途切れた。


    　膿子はその衝撃にヨタヨタと後あと退ずさり、壁を背にして尻しり餅もちをつく。


    「な、何っ……？」


    　どこからか飛んできた大太刀に驚きよう愕がくするリリウム。


    　膿子の胸に突き刺さった大太刀の柄えに、小柄な男が着地した。


    　仰向けに倒れる七日の視界に、獅し童どう巳み月づきの姿が逆さに映る。祢ね々ね切きり丸まるの柄の上で器用に屈かがみ、笑みを浮かべながらこちらを覗のぞき込んでいた。


    「よう。しんどそうだな、古ふる川かわ。助けてやろうか？」


    「……いや遅えわ。もうちょい早く来いよ、先輩……」


    「相変わらず可愛かわいくねえ後輩だな」


    　立ち上がった巳月は懐ふところからエペタムを取り出し、鞘さやから抜いて後方へ投げる。体を起こそうとした膿子の首が、その短刀によって切り落とされた。


    



    「エンチャント──〝炎〟」


    「エンチャント──〝氷〟」


    　轟ごうと燃え上がる炎が、治安部隊を襲うマガツカミの背中を焼き、周囲に立つ膿子の全身を凍らせていく。炎えん華かと氷ひよう華かはエントランスフロアを駆け回り、マガツカミや膿子らを斬っていく。


    　膿子に胴を握られた隊員が、足をばたつかせ叫んでいた。その手首を、鹿か島しまが白しら雨さめで切り落とす。「よっしゃ！」と拳こぶしを握り締めた鹿島の背後に、膿子の手が伸びた。


    　鹿島を握りしめようとしたその直前、南なん天てんが膿子の足首を斬り、その巨体が崩れ落ちる。


    「油断すんな、鹿島。バカたれ！」


    「……おおっ、南天、助かった！」


    　エントランスフロアには、巳月に続いて多くの祈き祷とう士したちが参上していた。


    　喚声を上げ、白雨を振るい、マガツカミを斬り伏せていく。


    　リリウムは驚愕し、辺りを見渡す。


    「何事ですか……！　今度は祈き祷とう士しの襲撃!?」


    　四方の廊下からも、次々と祈祷士たちが駆けてくる。斬るべきは人間にあらず。負傷した治安部隊と従業員たちを背に、マガツカミと対たい峙じする。


    　また工場の外、正面入り口、各フロアでも、祈祷士対マガツカミの戦闘が開始されている。


    　戸惑うリリウムの背後を、雪ゆき生おが駆け抜ける。


    「古ふる川かわくんっ！」


    　七なの日かの前で急ブレーキをかけた雪生は、その負傷した体のそばに膝ひざを曲げた。


    「大おお坂さか……こいつらは……？」


    「反対派の祈祷士たちだよ。ラメちゃんが説得してくれたの」


    「……ラティメリアが？」


    　雪生は傷ついた七日の体を手早く触診し、腕に下げた巾着から歌か留る多たを取り出した。


    　七日の傷口に貼りつけると、歌留多はぼんやりと白い光を放った。〝治〟という漢字が、次々と宙に散る。しかし──。


    「……効果が薄い。化膿したことで治ち癒ゆ能力の弊害になってるんだ。一度消毒しなきゃ」


    　歌留多は人間の持つ治癒効果を高めるもの。七日の傷口は炎症を起こし、熱を持ったまま一向に塞ふさがらない。


    「……歩けるようになれば、それで充分だ」


    　七日は顔を歪ゆがませながら、体を起こした。


    　抜き身の祢ね々ね切きり丸まるを担ぎ、リリウムを牽けん制せいする巳み月づきへと振り返る。


    「……俺は上に行く。獅し童どうさん、ここは頼めますか」


    「〝禍まがツ六りつ花か〟はそこにあんのか」


    「たぶん」


    「絶対に破壊しろよ。俺はもう、隊長がわんわん泣くのを見るのはごめんなんだ」


    「古川くん、私も一緒に」


    　立ち上がった七日を、雪生が支えた。


    　その頭に、七日は手を乗せる。


    「俺以上に傷ついてる隊員や従業員がいる。治癒してやってくれ」


    「でも……古川くんは──」


    「頼んだぞ、衛生兵」


    　卑ひ怯きようだ、と雪生は唇くちびるを噛かんだ。七日に頼んだと言われてしまえば、雪生に断れるわけがない。


    「古川あっ！」と走ってきたのは鹿か島しまだった。後に南なん天てんが続く。


    　鹿島は自身の白しら雨さめを鞘さやに収め、七日に差し出した。


    「まったく、お前はいつも白雨を壊すよな！　ほら、使ってくれ」


    「……鹿島。悪いな」


    　階段を上り始めた七なの日かを追って、リリウムが「お待ちなさい」と駆けだした。


    　その頭上から足下に向かって、祢ね々ね切きり丸まるが降る。リリウムの前髪を揺らし、鼻先を掠かすめ、胸元の衣服を縦たてに裂いてその切っ先は、つま先の一歩前へと突き刺さる。


    「ひゃん……！」


    　紙一重で串刺しになるところだった。ヨタヨタと後あと退ずさりするリリウム。


    　睨にらみつけた先では、祢々切丸を操作する巳み月づきが、腕を床へ振り下ろしている。


    「お前の相手は俺だよ、リリウム。いいぜちょっとくらいなら。かじらせてやっても」


    「……あなたは別に、喰くいたくないんですけどっ……！」


    



    「ナノっ！」


    　手すりを掴つかみ階段を上る七日を、階下から呼び止める声があった。


    　手すりの向こう、エントランスフロアに立つラティメリアが、七日を見上げている。ロサの着ていたホワイトローブを羽織り、腕には空からの缶詰に入った〝実り神〟を抱いていた。


    　何て格好だ、と七日は胸の内で笑う。白いローブのラティメリアは、より六りつ花かに近く感じた。


    「あ、あの……」


    　七日の視線に当てられて、ラティメリアは口ごもる。こちらを見下ろす七日は、相変わらずの無表情だ。姿を見つけて呼び止めたものの、何を言おうとしたのか、何を言っていいのか、わからなくなる。


    　そうだ確か、とラティメリアは思い出した。自分は怒っていたのだ。どうして召喚しないのか。どうして呼び戻そうとしないのか。ナノはもう、自分を必要としていないのか。


    「えと……怒ってるの？」


    「何を」


    「私が、人を喰おうとして、殺したこと……」


    　ラティメリアは恐る恐る顔を上げた。


    　その瞳に見つめられて、七日は目を伏せた。ラティメリアはいつだって、真まっ直すぐに見つめてくる。まるで六花のようだと、こんなところでもまた、六花を重ねてしまう。この想いが、ラティメリアを苦しめていることに気づきながら。


    　七日は視線を上げ、小さく首を横に振る。


    「じゃあどうして、召喚しないのさ！」


    　ラティメリアは、その赤い光彩を細めて睨みつけてくる。


    　なぜ召喚しないのか──。必要なかった。足手まといだ。いつものように適当な理由を並べてあしらうこともできたが、七日は黙ったままだった。


    　──俺はお前をもう、巻き込みたくない。


    　本当の理由も、口にしないまま。


    「私〝ドレスアップ〟したんだから。このンギィを喰くってね。スカートひらひらで、透明な羽もあって、すごく可愛かわいかったわ。でも残念、今更見たいって言われたって、見せてあげないんだからね！　名前だって、もうつけさせてあげないんだから──」


    「ラティメリア」


    　七なの日かは話し続けるラティメリアを黙らせ、「そこにいろ」とだけ言った。


    　そうして一人、階段を上っていく。


    「ナノっ！」


    　ラティメリアを置いて、七日は行ってしまった。まだ話は終わっていないのに。言いたいことは、たくさんあるのに。ラティメリアは、リリウムと対たい峙じする巳み月づきの元へ駆けた。


    「ねえ、ちっこいの！」


    「……おい、お前な。言っとくけど、身長そんなに変わらないからな」


    「私も上に行っていい？」


    「……なんで俺に訊きく。お前は自由だ。やりたいこと、やりたいだけやるって決めたんだろ？」


    　ラティメリアは大きく頷いて、階段に向かった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ドクン、ドクン──。薄暗い検査室には、心音が響いていた。


    「心臓もハズレやってん。この子はまだ、六りつ花かとは呼ばれへん」


    　火ひ鉢ばち屋やは検査室に入ってきた人の気配を感じ取り、つぶやいた。


    「……そうか」


    　暗がりから、音もなく龍りゆう之の介すけが姿を現す。


    　床にあぐらをかいたまま、火鉢屋は振り返った。


    「だから脱いでいいで、そのだっさいクリーン服」


    　龍之介は、全身をクリーン服で覆おおっている。見えているのは目の部分だけだ。


    　火鉢屋の脱いだクリーン服は、くしゃくしゃにして床に放り捨ててあった。


    「〝第二次禍ツ兵器計画〟……古ふる川かわ六花の復活計画は失敗や。やっぱ人間は繊細やな。ヘリアンサスみたいなマガツカミとは違ったわ。あーあ、つまんな」


    　クリーン服を脱ぎ終えた龍之介は、肉塊を見上げた。


    　高い天井の壁一面に垂れるコードやパイプ。肉塊の上部に飛び出た裸体へと繋つながっている。うつむいた顔には濃い影が落ち、その表情は窺うかがえない。


    「……彼女は今、眠っているのかい」


    「ムキになっていじくり回したからな。疲れてしまったんちゃうかな。もうほっといたるわ」


    　火鉢屋は羽織から煙草たばこを取り出し、くわえた。


    「……怒らんの？」


    　眠り続ける〝禍まがツ六りつ花か〟を見上げながら、隣に立つ龍りゆう之の介すけへ尋ねる。


    「祈き祷とう士し協会分裂なんて画策も、結局はこれを護まもりたかったからやんか。俺のためにこんな部屋やら機材やら、いろいろ準備までしてくれたのに──」


    「別に君のためじゃない。君が六花を蘇よみがえらせられると言ったからだ」


    「ああ言った。結果がこれや。六花っぽいものを造った。六花っぽいもんしか造れんかった。全部失敗や。ありもしない絵空事。しょっぱいオチの夢物語。いいよ？　怒っても」


    「最善を尽くしてはくれたんだろう。なかなか楽しかったよ、夢物語も」


    「……つまんな。最後にお前の怒り顔が見られると思ったのに」


    「ふふ……がっかりさせてしまったかい。お互い様さ」


    　ドクン、ドクン──。


    　心音の響く静せい謐ひつな空間に遠くから爆発音が届き、ガタガタと部屋全体が揺れる。


    「なんや、下が騒がしいな」


    「リリウムが治安部隊と戦闘中だ。一時は優勢だったようが、向こうに祈祷士がついた」


    「ふーん。協会が祈祷士を寄越したか？　ならこっちも解体反対派ぶつけたらいいやん」


    「いや、向こうの援軍こそ解体に反対していた連中だ。僕らの味方はもういない」


    「は？　なんで？　なんでＧＨＱ本部を襲撃しようとしていた連中が、ＧＨＱと組んでんの」


    「さあて、ね。人間とは、ままならないものだ。マガツカミのほうが扱いやすいよ」


    「はは。人間の行動は天才の手にも余るか」


    「……僕は天才ではない。強しいて言うなら、努力を隠す天才なんだ」


    「いやそれ天才やんか。……なあ火ぃある？」


    　龍之介は懐ふところからマッチを取り出し、隣に放った。


    　擦すられたマッチに火が灯ともり、〝禍ツ六花〟の寝顔が照らされる。


    「……お前には悪いが、正直、俺は古ふる川かわ六花にいい印象を持ってない。理想論ばっか口にするあの頭お花畑ちゃんには、ついていけんかった。それでも俺が祈祷工兵としてあの部隊にいたのは、お前がおったからや」


    　火ひ鉢ばち屋やの吐き出す紫煙が燻くすぶる。灰は無造作に床へと落とす。


    「祈兵学校に在学当時から、お前はズバ抜けてた。工兵科でもその名は有名やったわ。感情を持たない超合理主義者。剣戟演習をよう見に行った。お前の試合はいつも立ち見やった。しびれたなあ。ニコニコ笑いながら容よう赦しやなしに相手をボコボコにする姿は」


    　火鉢屋はくつくつ笑い「相手、教官やったのに」と続ける。


    「こいつ頭おかしいんちゃうかって思ったわ。こいつについてったら、飽きないやろなって。俺はお前の部隊に志願するつもりやった。あれほどの力を持つ奴が、隊長にならんなんておかしい。なのにお前は、ようわからん女の下についてしまった」


    　ドクン、ドクン──。二人して〝禍まがツ六りつ花か〟の鼓動に耳を傾ける。


    「……この女さえおらんかったら、お前の歯車もくるうことはなかった」


    「彼女がいなければ──」


    　龍りゆう之の介すけはやはり微ほほ笑えみを湛たたえたまま。


    「僕はただの悪党だったよ」


    　火ひ鉢ばち屋やは煙草たばこを床へ押しつけて、蘇よみがえらせることのできなかった六花を見上げた。


    「……ごめんな」


    



    　検査室の入り口から、ハイドランジアのやかましい声が届いた。


    「ああやっぱり嫌だ！　なぜ〝六花のマガツカミ〟であるこの私が、六花のクローンをちょっと見てみるだけで、こんなダサいものを着ねばならんのだ」


    「我慢してくださいませ、お嬢。この部屋はこれを着ねば入れぬと、何度も言われているではございませぬか。また火鉢屋殿に怒鳴られますぞ」


    「知るものか、勝手に怒らせておけばよいのだ」


    「お嬢はワガママが過ぎる……。最小限守らなくてはならぬルールがございましょう。我慢してくださいまし。これも〝禍ツ六花〟復活のため……」


    「ふん。別に楽しそうだから手伝ってやってるだけで、六花に興味はないのだ私は」


    　やってきたハイドランジアは、火鉢屋と龍之介の後ろ姿を見つけ、声を荒らげる。


    「──って、おい。着てないじゃないかっ！」


    　散々文句を言っていたハイドランジアだったが、律りち儀ぎに全身をクリーン服で包んでいた。


    「おや……」と戸惑う翁おきなもまた、わざわざ人型になりクリーン服をまとっている。


    　振り返った火鉢屋が気け怠だるげに告げる。


    「ああ。もういいよ、君らも。それ脱いで。計画は失敗や」


    「はあ!?　失敗？　生きてるんじゃないか、それは」


    　心音は部屋に響いている。しかしそれでも、六花ではないのだと火鉢屋は言う。


    「ふうん……。勿もつ体たいないな。肉塊にくっついているそれは、人の形しておるのに」


    　マスクを外したハイドランジアは、あごを擦さすり〝禍ツ六花〟を眺める。


    「……そう思わんか、翁。なあ？」


    　隣に立つ翁にそう言って、歪いびつな笑みを浮かべた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　七なの日かを追って階段を駆け上がったラティメリアは、〝六花のマガツカミ〟の気配を感じて足を止めた。六花の体を依より代として生まれた姉妹同士、ラティメリアたちはお互いの気配を探さぐることができる。ラティメリアはフロアに、二つの気配を感じ取っていた。


    「……ロサ？」


    　それが誰の気配か特定はできないが、火ひ鉢ばち屋やに連れていかれたロサのものである可能性は高い。ラティメリアは気配をたどって、暗い廊下を歩く。


    　辺りに照明はついておらず、高い天井は闇やみに覆おおわれ先が見えない。壁に挟まれた廊下は無機質で、一階フロアよりも寒く感じられた。心細さにンギィを抱き寄せる。


    　口先に吐いた息が、白く滲にじんで空間に溶けた。


    　廊下は寂せき寞ばくに包まれていたが、一階から祈き祷とう士したちの喚声や爆発音が聞こえていた。振動で床が揺れ、ラティメリアはよろける。手を触れた壁が恐ろしく冷たかった。


    　廊下を歩いていくと、ある部屋に目がいった。閉じたドアの小窓から、水色の光が漏れている。背伸びをして、中を覗のぞくラティメリア。小窓は磨りガラスとなっており、ぼんやりと水色の明かりを確認できるだけで、中の様子は窺うかがえない。


    「……この中から感じるわ」


    　ラティメリアはドアを開けようとした。両側に開くタイプの自動ドアだ。電源が入っていないのか動かないため、思いっきり取っ手を引いて、手動で開けた。


    　部屋に充満する血のにおい。激しい戦闘でもあったのか、床や天井に、黒くなった血けつ痕こんがこびりついている。


    　暗がりを、二つの水槽がぼんやりと照らしていた。壁際に並んだ、筒状の大きな水槽である。ラティメリアは水槽の中に、ロサを見つけた。


    「……うそ」


    　服をすべて脱がされたロサの体は、水槽の中に漂っていた。


    　半分だけ開いた瞳は、意思を持たず虚こ空くうを見つめている。


    「ロサ……そんな……」


    「ンギィ！」


    　ラティメリアは恐ろしくなって水槽に近づけずにいたが、二つの水槽を見つけたンギィは身をよじってラティメリアの腕から飛び降りた。ツタを這はわせて水槽に身を寄せ、「ンギィ、ンギィ」とロサを呼ぶ。


    　その声が届いていないことに気づいていないのか、ンギィはゴロゴロと転がったり、二つの水槽を交互に叩たたいたりして自分の存在をアピールしていた。


    　もう一方の水槽には、ラティメリアの知らない女性がいる。この人がロサの慕う〝ケラスス〟であろうことは、すぐに気がついた。自分の知らない、姉の一人だ。


    　ラティメリアは固く目を閉じた。つらい気持ちが胸の内に広がり、キュウとキツく心臓が締めつけられる。ロサの死が、こんなにも悲しいとは思わなかった。少しの間だけでもともに行動していたからか、それとも彼女が同じ血を分けた姉だからなのか。その理由はわからない。ラティメリアは七なの日かとともに、リコリスやヘリアンサスとも戦ったのに。


    　二人の姉を倒した時には、なんの悲しみも感じなかったはずなのに。


    　サキちゃんを失ってから、誰かを失うということに敏感になっているのかもしれない。


    　跳はねるンギィの後ろ姿を見つめる。間に合わなかった。この子を独りぼっちにしてしまった。


    「ごめんね……ンギィ」


    　ラティメリアはつぶやいたが、ンギィは答えない。


    　二つの水槽に向かい、懸命に鳴き続けていた。


    



    　ラティメリアは一緒に連れていこうとしたが、ンギィは本来の主人たちのそばを離れようとはしなかった。たたんで水槽のそばに置いたケラススのケープに寝転がり、そのぎょろ目を閉じる。


    　ここで二人が目覚めるのを待つつもりなのだろう。それが二度とないことだとしても。ここにいれば枯れてしまうのが目に見えていても。ラティメリアには、ンギィを無理やり連れていくことができなかった。


    「……じゃあね、バイバイ」


    　薄目を開けたンギィの額を撫なで、ラティメリアは努めて微ほほ笑えむ。


    　紫色のフードを被かぶり直して、青い光の灯ともる部屋を後にした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ドクン──。ある部屋の前を通りかかった時。七日は自分の心臓の高鳴りを感じた。


    　ここだ、と直感した。〝検査室〟とプレートの貼られたドアを潜くぐる。


    　クリーン服に着替えるための更衣室があり、青白い蛍光灯の下、ロッカーが並んでいる。清潔なゴム手袋とマスク、長靴が用意されており、手を洗うための洗面台がある。


    　七日は着替えもせずにそのままエアシャワー室に足を踏み入れた。騒音と強風にしばし耐え、進んだ先にあるのが〝検査室〟である。アンバーの光が灯る暗い部屋は、思っていた以上に広かった。


    　ズラリと並ぶ机の間を真まっ直すぐに進む。本来であれば検査員たちがここに座り、作業を行うのだろう。今はまったくひと気がない。


    　ドクン、ドクン──。自身の心臓の音に、部屋に満ちた心音が重なる。


    〝禍まがツ六りつ花か〟の心臓の音。七日はふいに、六花との出会いを思い出す。


    　古ふる川かわ家の廊下で女中の足に隠れ、怖おず怖ずとこちらを見つめる女の子。七日と同じ〝忌いま忌ましい血〟を持つ、一つ上の義理の姉。臆おく病びようで、怖がりで、そのくせ好奇心旺おう盛せいで。誰とでもすぐに仲良くなってしまう。


    　──ねえ、ナノ。私がそばにいるじゃない。


    　親に捨てられ、心を閉ざした七なの日かに寄り添い、六りつ花かはよき姉であろうとした。


    　──私があなたを護まもってあげるわっ。


    「……俺がいなきゃ、何もできないくせに」


    　だからずっと、そばにいた。


    　術を成功させ、大喜びではしゃぐ六花。


    　爺じいにひどく叱しかられ、泣きじゃくる六花。


    　戦争が始まり、空爆の記事に怒る六花。


    　たくさんの六花が、今もまだ、胸の中にいる。


    　──ねえ、ナノ！


    　七日の名前を呼び、七日の心臓を突き動かす。


    　ドクン、ドクン、ドクン──。


    　目の前で心音を鳴らすそれは、巨大な肉塊だった。


    　異臭とともに蒸気を噴き出す肉塊の上部には、女の上半身が突き出ている。壁一面に垂れ下がるおびただしい数のコードが、女の背中に繋つながっていた。


    　女は、ぼさぼさの乱れた黒髪を垂らしていた。近づいた七日は、真下からその顔を見上げる。


    　顔の右半分はただれていたが、瞳を閉じた左半分は、まがうことなく、六花の顔をしていた。


    　半開きにした唇くちびるから、唾だ液えきが垂れる。


    　あまりにおぞましく、見るに耐えない禍まが々まがしき兵器。これが──。


    「……彼女は、一日の多くを眠って過ごす。言葉に反応して、左目をうっすらと開けることもあるんだよ」


    　突如聞こえた声に振り返る。


    　暗がりから、龍りゆう之の介すけが姿を現す。


    「これが──〝禍まがツ六花〟だ。ヘリアンサスが自分のものにしていた六花の右腕から細胞を増殖させ、六花の体を造った。ヘリアンサス・クローンと同じようにね。そこにケラススとロサから脳と心臓を奪い、加えた。火ひ鉢ばち屋やが言うには、クローンとしては成功しているそうだ。生物としてきちんと機能している。食事も排泄も可能なんだと」


    「……お前はっ……！」


    　七日は激げき昂こうを抑えきれず、表情を歪ゆがめた。


    　龍之介は構わず、涼しい顔で続ける。


    「〝夢見神〟と〝偲しのび神〟から依より代を移植したことで、思わぬ恩恵が得られたそうだ。理論上では、二人の能力を使うこともできるはずなんだと。〝夢喰くい〟と〝血ち繰くり〟をね。まさに兵器として、素晴らしい力を持っている。けどね。失敗なんだ。この六花には、魂がない」


    「お前はっ！　お前は……」


    　あまりの憤いきどおりに言葉が出ない。並の批難する言葉では足りない。


    　七なの日かは胸を押さえ、呼吸を整える。気を張らなくては、パニックに陥ってしまいそうだ。


    「……これは、六りつ花かじゃないこれはっ。絶対に、六花じゃないっ！」


    「……君はそうやって、独房に閉じ込められた六花からも距離を置いたんだ」


    「黙れっ！」


    　六花の心音をかき消すように、七日の声が反響する。


    「……仮に、こんな姿で蘇よみがえって。六花が……。お前は六花が喜ぶとでも思っているのか」


    「思っているよ」


    「んなわけねえだろ……！　勝手に決めんな」


    「そのままの言葉を返そう。六花の意思を君が決めるな。君は六花ではない」


    　七日は白しら雨さめを抜刀し、鞘さやを床に投げつけた。


    　こいつは。六花を蔑ないがしろにするこいつだけは、許せない。


    「……ダメだ。俺たちはわかり合えねえ。殺すしかないな」


    「……ああ。そうだね」


    　龍りゆう之の介すけも羽織をめくり、一本残された白雨をすらりと抜いた。


    　階下の爆発音が、ここまで届く。床が揺れ、六花に繋つながるいくつかのコードが、火花を散らして外れる。〝禍まがツ六花〟の眼前で、二人は同時に駆け出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　爆風に煽あおられ、エントランスフロアに繋がる廊下が、炎に包まれる。


    　迫る炎を背に、フロアへと駆けてくる祈き祷とう士し、隊員、従業員たち。炎がその身を焼く寸前に、彼らはフロアの床へと転がった。


    　燃え上がる炎は、廊下で逃げ遅れたマガツカミを焼いた。悲鳴のような鳴き声が響き渡る。


    　駆けてきた祈祷士から報告を受け、氷ひよう華かがフロア全体に聞こえるよう声を上げる。


    「南棟への通路は封鎖されたようです！　正面入り口から退避してください！」


    「雪ゆき生お様っ！　私たちも負傷者を連れて避難を始めます」


    　炎えん華かが言うと、歌か留る多たを手に走り回っていた雪生は、大きく頷く。


    「気をつけて。私たちもすぐに行くから」


    　天井付近で爆音が轟とどろき、壁沿いの階段が崩れた。


    　無数の瓦が礫れきとともに、砕けた階段の一部がエントランスフロアに落下してくる。


    「きゃああああっ！」


    　フロアにて戦闘中の一同が、皆一斉に身を屈かがめる。


    　爆風に舞い上がる砂さ塵じん。うっすらと目を開いた雪生はすぐそばに、仁王立ちする人影を見つける。鹿か島しまが身を挺ていして、護まもってくれたのだ。


    　振り返った鹿島の顔面は、飛散した瓦が礫れきを浴びて血まみれとなっていた。


    「お怪け我がはありませんか、雪ゆき生お様！」


    「うん、大丈夫ありがとう……だけど。背中を盾たてにすればいいのに……！」


    　雪生は立ち上がり、ぺち、と鹿島の額に歌か留る多たを貼った。


    「私は大丈夫だから。負傷者の避難を手伝ってあげて」


    　額から〝治〟の文字を散らす鹿島は、「はい！」と元気よく答え駆けていく。


    　雪生はフロアを見渡し、リリウムと戦闘中であるはずの巳み月づきを捜した。


    「獅し童どうさんは……きゃああああっ！」


    　巳月の姿はすぐに見つかった。しかしその体には、何人かの女たちと、数え切れないほど多くの虫がまとわりついている。巳月の四肢に食らいつき、肉をかじり、血をすする女たち。ぞわぞわと蠢うごめく虫たちは巳月の目玉をくり抜き、皮膚を食い破り、穴という穴から体内に侵入していく。


    　まるで女と虫でできた大玉である。そこから巳月の腕が一本、前に突き出ている。


    「くく……油断しましたね、獅童」


    　勝利を確信したリリウムが、口元に手を当てながら巳月に近づく。


    「体内から食い破られるのは、さぞ痛いのでしょうねえ。いくら不死とはいえ、細切れに喰くい尽くされてなお、立ち上がれるものでしょうか……？」


    　すると巳月の体が、喰われながらも一歩、前に出た。


    　伸ばした腕で、リリウムの胸ぐらを掴つかむ。


    「え……？」


    「まあ、死ぬほど痛えが、死にはしねえかな」


    　巳月の顔に蠢く虫たちの中に、一つ残された瞳が、リリウムを睨にらみつけていた。


    「ば……！　化け物……」


    「いやそれお前が言う？」


    　次の瞬間──。巳月の背後に飛んできた祢ね々ね切きり丸まるの刃が、巳月ごとリリウムの体を貫いた。


    「ごはっ……」


    　リリウムの吐血を顔面に浴びつつ、巳月は体を横にずらして刀身から自分の体を抜いた。脇腹はその刃によって裂かれたが、フシュウと蒸気を上げてすぐに繋つながる。


    　まとわりつく虫たちをはたき、踏みつぶし、女の首を捻ひねって殺していく巳月。


    　体中の傷は膿を発生させる前に塞ふさがれ、失った部位は蒸気とともに補ほ填てんされる。


    「う～んっ」と伸びをした巳月の体には、傷一つ残っていなかった。


    　鳩尾みぞおちを串刺しにされたリリウムは、体を仰向けに反らした状態で祢々切丸に支えられている。


    「……やあ化け物だよ、あの人……」


    　一連の流れを見ていた雪ゆき生おは、加勢しようと取り出した玩がん具ぐを巾着にしまい直した。


    「よしっ。雪生！　こっちは終わったぞ。救出活動は順調だろうな？」


    「偉そうにする前に服着てよ、もうっ！」


    　巳み月づきがこっちを振り向くと、雪生は顔を手で覆おおい、背を向ける。


    　腰布一枚だけとなった巳月は、「あれ？」と食い破られた看守服を探し辺りを見回した。


    



    　雨の降り続く中、夜空を覆う厚い雲を、工場の炎が照らしていた。


    　正面入り口の駐車場には、救急車や消防車、パトカーなど多くの車が集まっている。アンテナを天板につけたマスコミのワゴン車のそばでは、合かつ羽ぱにヘルメット姿のリポーターがテレビ中継を行っていた。


    　工場の敷地には規制線が張られ、警察官たちが赤く光る誘導棒を振り、声を荒らげている。


    「離れてください。危険です。もっと離れて！」


    　規制線の外側や工場のフェンス向こう側には、傘を差した野次馬たちが集まり、火の粉を散らす工場を見上げていた。爆発音があるたびに悲鳴を上げ、不安げな表情を浮かべている。


    　炎えん華かと氷ひよう華かは工場と駐車場を往復し、負傷者を運んでいた。倒れていた者には、すでにマガツカミに喰くわれた者や、落盤に巻き込まれた者、煙に巻き込まれた者たちもいた。一体何人の死傷者が出たのか、見当もつかない。


    　負傷者を駐車場の救急隊に引き渡したところで、大きな爆発音が上がった。濛もう々もうと噴き上がる煙と炎。工場から伸びる煙突が崩れ落ちる。


    「……もう持たないよ」


    「局長……」


    　燃え上がる工場を見上げる二人の顔を、炎の明かりが照らしていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　爆発の衝撃に、検査室は大きく揺れ動く。落下してきた瓦が礫れきに押し潰つぶされ、機械は火花を散らしてひしゃげた。壁に並ぶモニター画面にノイズが走り、一斉に消灯する。


    　崩れゆく検査室の奥で、〝禍まがツ六りつ花か〟は顔を上げた。


    　うっすらと笑みを浮かべ、左目がそっと開く──。


    



    　七なの日かと龍りゆう之の介すけの振るう白しら雨さめが、キン、カキンと響き渡る。細い刀身は打ち合いに向かない。それを知っている二人は刃同士を正面から打ち合わせるのではなく、相手の動きに合わせ、その刃の軌道を変えるように沿えて流す。白雨を使う祈き祷とう士しならば、普通避けるような打ち合いを、二人はどちらも刃を折らないまま、長いこと続けている。


    　その力は、一見して拮きつ抗こうしているようだった。しかし七なの日かの負傷を、龍りゆう之の介すけは見破っている。


    　階下で多くのマガツカミを相手にした後である。雪ゆき生おに治ち癒ゆされたとはいえ、その全身にはいまだ噛かまれた後が残る。


    　袈け裟さ斬ぎりをいなされた龍之介は、七日がよろけた隙を突いて刃を返した。ツバメ返しの要領で、七日の脇腹へと刃を喰くい込ませる。


    「つっ……！」


    　噴き出した血が七日のスーツを濡ぬらした。


    　七日は白しら雨さめを握る龍之介の腕を引き寄せ、その頬ほおへ拳こぶしを放つ。


    「ぐ……」


    　殴られた衝撃で後あと退ずさりする龍之介。二人の間に距離ができる。


    「……いい気になるなよ。俺だって一発入れたぜ……」


    「……一太刀と拳とでは違うだろう」


    　龍之介は唇くちびるに滲にじんだ血を親指で拭ふき、つぶやく。


    　その時、頭上で一際大きな爆発音が轟とどろいた。地響きを上げて床が揺れる。


    　しかし降ってきたのは火の粉や瓦が礫れきではなく、桜の花びらだった。


    　桃色の花弁が舞い散る中、壁が崩れ、暗い部屋に光が差し込む。


    　検査室の壁の向こうに現れたのは、青空だった。透とう徹てつの空の下に松の木が植えられており、枝にとまったアカゲラが鳴いている。


    　開けた視界の中に飛び込んできたのは、あり得ないはずの光景。そこは日本庭園だった。


    「……これは……」


    　二人はいつの間にか、畳の上に立っている。


    　縁側近くの廊下を、幼い少年と少女がトタトタ駆けていく。


    「ダメだよ、六りつ花か！　廊下を走ったら怒られる」


    　少女を追いかける少年が叫んだ。


    　すると少女は立ち止まり、少年へと振り返った。


    「あら、ナノだって走ってるじゃない」


    「だって、六花が走るから！」


    　駆けていく二人の後ろ姿を見送り、龍之介はつぶやいた。


    「……夢か？」


    〝夢見神〟ケラススの脳を有する〝禍まがツ六花〟が、ケラススの能力〝夢喰い〟を使って二人を夢の中へ引きずり込んだ──龍之介はそう仮定して辺りを見渡したが、〝禍ツ六花〟はどこにも見当たらない。


    　ここはもうすでに、崩れゆく工場の検査室ではなくなっている。


    　障子や襖ふすまに囲まれた、日本家屋の一室。龍之介の知らない古ふる川かわ家の屋敷である。


    「よそ見してる暇ひまなんてあんのかよ……！」


    　七なの日かの振る白しら雨さめを、龍りゆう之の介すけは弾く。


    「気づかないのか、古ふる川かわ。僕らは眠らされている」


    「ああ……？」


    　龍之介に促され、七日は視線を巡らせる。


    　縁側から風が吹き、大量の桜が二人を包み込んだ。日本庭園の上に照っていた日が落ち、場面は夕刻へと移り変わる。茜空の下、駆け回る女中たち。


    　一人の女中が七日と龍之介の間を割って、部屋の隅へ駆けて行く。


    　すると女中を追って、マガツカミが現れた。胸元を大きくはだけさせた、和服姿の女。その頭部はタコである。


    　タコ女は頭部から伸びる八本の脚をくねらせて、部屋の隅で怯おびえる女中へ近づいていく。七日や龍之介には見向きもしない。二人の姿は、その目に映ってはいないようだ。


    　龍之介は七日に尋ねた。


    「……ここは在りし日の古川家か」


    「……俺が、初めてマガツカミを斬った日だ」


    　七日は言って、押し入れの襖ふすまを開けた。身を屈かがめて中の様子を確かめる。


    　ガタガタと震ふるえる少年と少女がいる。


    　少年は少女を背に回し、七日に短刀の切っ先を向けていた。六りつ花かを護まもる、幼き日の七日だ。


    「……あの女中はタコに喰くわれる。俺たちは隠れてその様子を見ていた。このあと俺たちも見つかって──」


    　七日は立ち上がり、再び龍之介を見据えた。


    「これは誰の夢だ。俺のか……？」


    　再び大量の花びらが舞い上がり、場面は移り変わる。


    　茜空はそのままに。二人は小高い丘の上に立っていた。学び舎の裏山に一本だけ立つ〝禍ツ桜〟の木の下に、制服を着た龍之介と六花の姿がある。


    　龍之介は目を細め、答えた。


    「いいや、これは六花の夢だ」


    　そこに広がる光景は、戦場へ赴おもむく前の、ささやかな思い出だ。二人して本を持ち寄り、木の幹に背をもたれて日々を過ごした。風が吹き、陽の光を浴びて桜が散る。


    　六花の笑顔に、花びらの影が落ちていた。


    　六花はこの丘を〝秘密の場所〟と呼んでいた。「ここはナノも知らないの」と。


    　二人の近すぎる距離感を、七日は初めて知った。


    「……お前ら。付き合ってたの？」


    「……いや？　好き合ってはいたけど」


    「……おお何だイラッとしたな、今の」


    　七なの日かは白しら雨さめを構え直し、前へ踏み込んだ。龍りゆう之の介すけがその剣筋を捌さばく。


    「お前の自信はそこから来んのか。死んだ者を蘇よみがえらせるなんてエゴを、六りつ花かが許してくれると思ってんだな。醜みにくい姿で蘇る、本人の気持ちも無視して──」


    「どんな姿になったとしても、僕は六花を受け容れられる」


    「自己中野郎が。お前が受け入れられても、六花自身が受け容れらんねえんだよ」


    　刃同士の合わさる金属音に、戦闘機のエンジン音が重なる。


    　上空を戦闘機が滑るように飛んでいき、場面はまたも移り変わる。


    　白雨を構えて向かい合う二人は、岩の剥むき出した斜面に立っていた。


    「第零ぜろ三さん祈き祷とう部隊、前へっ！」


    　見上げれば丘の上に、軍服姿の少年少女が並び立っている。


    　五年前の、七日や龍之介の姿もあった。中心に立つのは、軍服の上に白の羽織をまとう六花だ。


    　巳み月づきが前に出て妖よう刀とうを肩に担ぎ、「ちゃんとついて来いよ、お前らっ！」と目をたぎらせると、一人だけ軍服を着ていない火ひ鉢ばち屋やが「調子乗んな、ちび」とつぶやいた。


    「おい誰だ今、チビっつったの！」


    　振り返った巳月から、五人ともが面倒くさそうに視線を逸そらす。


    　七日にも龍之介にも、覚えがある。海軍壕ごう防衛戦。ここは戦場となった南の島だ。


    「皆どうか、死なないで。散開っ！」


    　六花の合図で、先行する三人が斜面を駆け下りる。巳月と火鉢屋、そして当時の龍之介が、白雨を向け合う二人の横を通り過ぎていく。


    　七日は白雨を振り上げた。龍之介がその刃をいなし、迎撃する。


    　チィン、チンと金属音が跳はねる。二人の間を割って、白い羽織をひるがえし、当時の六花が駆けていく。その懐なつかしい横顔越しに、七日は龍之介を睨にらみつける。


    　龍之介もまた、なびく黒髪越しに、七日の顔を見つめた。


    　舞い散る桜に流されて、場面は次々と移り変わる。


    　白雨を振り合う二人を中心に、六花の記憶をなぞっていく。


    　敵兵に囲まれた農村。召喚された六人の少女たちが、敵味方関係なく殺さつ戮りくを行っている。


    　ここは、六花隊最後の戦場──。


    「うあああああああん」


    　七日に抱きしめられた六花が、声を上げて泣いていた。戦場のど真ん中で。まるで子どものように。考えることを放棄し、ただ泣きじゃくる。その手に、爆発で千ち切ぎれた少女の腕を持って。


    　チィィン──。鍔つば迫ぜり合いの状態で、七日と龍之介は動きを止める。


    　泣きじゃくる六りつ花かの声が、七なの日かの胸をしめつける。


    「あいつは……人を護まもるために戦場に出たんだ。なのに、最後には喰くえ、殺せ、死んでしまえと願ってしまった。あいつは最後に自分を、マガツカミだと言ったんだ。六花にまた、あんな想いをさせるつもりなのか」


    「蘇よみがえった六花が、同じように泣きじゃくるとは限らない」


    「泣きじゃくるよ。……あいつは、この世界に絶望しちまったんだから」


    　七日は間近で龍りゆう之の介すけの顔を見据えた。


    「龍之介。お前は孤独だ。人の心がわからないから。だから誰も、お前の心を理解できない」


    「……六花は、理解しようとしてくれたよ」


    　七日は白しら雨さめを弾かれる。すぐに構え直し、袈裟切りを繰り出した。


    　しかしその刃が相手に届くよりも速く。龍之介の振るう刃が、七日の体に到達した。


    　脇腹から肩にかけて振り上げるように。裂かれた七日の体から、血ち飛沫しぶきが吹き上がる。


    「……君にも理解してほしかったけど」


    「け。嫌だね、サイコ野郎」


    　七日はがくりと膝ひざをつき、頭を垂れる。


    　吐き出された鮮血が跳はねたのは、冷たいタイルの上だった。辺りは暗く、静けさに満ちている。


    　耳元に六花の鼻歌を聴き、顔を上げた。ベッドがあるだけの狭い部屋。その中央で、六花が木椅い子すに腰かけている。足で床を蹴けり、木椅子をゆらゆらと揺らしている。


    　ここは、戦争犯罪者として幽閉されていた六花の独房だ。


    　その両手首は、祈き祷とう術を封じる特殊な手錠──白しら枷かせで繋つながれていた。


    　六花が背にする壁に小さな窓があり、薄暗い部屋に光が差し込んでいる。


    「……六花」


    　七日はひざまずいたまま、木椅子を揺らして歌い続ける六花に手を伸ばした。


    　六花は応えない。所しよ詮せんは夢の中。この六花は幻覚でしかない。


    　廊下にコツコツコツと足音が反響し、六花の部屋の前で止まった。六花ははたと歌うのをやめ、顔を上げる。しかし来訪者を喜んでいるようには見えない。六花は、扉の向こうの相手に怯おびえるように身をよじる。


    「入るよ」と静かに扉を開け入って来たのは、当時の龍之介だった。まだ羽織ではなく、祈祷士の制服だけを着用している。その腰には、二本の白雨を携たずさえていた。


    　独房へ足を踏み出す五年前の龍之介。


    　夢を見る現実の龍之介は白雨を鞘さやに収め、足を一歩引いて道を空あけた。


    「……いや、来ないで」


    　六花は入ってきた龍之介を拒絶した。


    「六りつ花か」


    「見ないで。お願い！」


    　醜みにくい私を、変わり果てた私の姿を見ないでと、六花は懇願する。


    　龍りゆう之の介すけは困ったように笑い、六花の視界に入らないよう、部屋の奥に進んだ。


    　小窓のついた壁に話すようにつぶやく。


    「ここから出よう、六花」


    「……いや」


    「どうして？　ここは寒いだろう。冷たいだろう」


    「いいの。私は〝マガツカミ〟なの」


    　六花は、床に落ちた自身の影を見下ろしささやいた。


    「……あなたのお母さんと同じ、〝マガツカミ〟なの」


    「……たとえそうだとしても。言ったろう。僕は君を肯定する」


    　龍之介は恐る恐る、六花の髪に触れる。


    「……苦しかったら泣けばいいし、つらければやめればいい。憎ければ恨めばいいんだ。六花。無理などしなくていいんだよ」


    「でも怖いの。私はもう、きっと人を好きにはなれないわ」


    　六花は左手の親指の付け根を、強く噛かんでいた。


    　龍之介は努めて穏やかに言葉を紡つむぐ。


    「いいよ。どんなに禍まが々まがしい感情だって、君だと思えば愛めでられる」


    　龍之介は、六花の肩に腕を回し、指を噛む六花の唇くちびるからその手を離させた。そして手首についている白しら枷かせを、鍵を使って外す。


    「……お前が、枷を外したのか」


    　七なの日かは、壁際で腕を組む現実の龍之介に尋ねた。


    「……〝六花のマガツカミ〟たちさえ召喚できれば、牢を破れると思っていた」


    　夢の中の龍之介が去ったあと、六花は再び独房に独りぼっちとなった。


    　木椅い子すに座る六花の体に変化が現れる。その髪は赤く、瞳は青紫色に、右腕には黄と茶のまだら模様が浮かび上がる。そして周りに六つの白い光が発生し、六人の少女が姿を現す。ある者は両眼がなく、ある者は髪が白い。白枷を外されたことにより、〝六花のマガツカミ〟が召喚されたのだ。


    「……けれど彼女たちは、六花を牢から出してはくれなかった──」


    　六人の少女たちは、木椅子に腰かける六花を取り囲む。


    　そうだ。これから〝六花のマガツカミ〟は六花を喰くい、それぞれの依より代である部位を奪うのだ。リリウムは子宮を、ハイドランジアは両眼を、リコリスは髪を、ケラススは脳を、ヘリアンサスは右腕を、そしてロサは心臓を。残りの部位は必要がない。これから六花は、骨も臓ぞう腑ふも喰くい尽くされるのだ。


    「……ごめんね」


    　一体誰に謝ったのか。七なの日かと龍りゆう之の介すけは、続いてつぶやかれた六りつ花かの言葉に目を見開いた。


    「喰って」


    　六花の意思に従い、マガツカミたちは六花を喰っていく。


    　自由になる手段を持ちながら、六花は独房に留まることを選んだ。


    　自ら死を選んだ。自ら、喰われることを望んだ。


    　二人は黙ったまま目を伏せ、六花の喰われる音を聞く。


    　視線を上げた七日の目に、黒く濁った人影が映る。目や右腕のない、歪いびつな影がモヤモヤと、倒れた木椅い子すのそばにへたり込んでいる。六花の残ざん滓しだ。喰い残しかと、七日は思った。


    　龍之介もその人影に気づき、組んだ腕をほどいた。


    「……見つからないはずだ」


    　誰にともなく、一人つぶやく。


    「六花の魂は、六花の脳にも、ロサの心臓にもなかった。この独房に残されたままだったんだ」


    　人影は低く、呻うめくようにして泣いた。


    「アア……アア……」


    　その声は悲痛に満ちていて、聞くに耐えない。


    「……認めよう古ふる川かわ。僕が間違っていた」


    　龍之介は再び白しら雨さめを抜刀し、人影に向かって歩いた。


    「彼女はもう、どうしたって救えないんだな」


    「……待て」


    　その人影は呻きながらあごを上げ、じっと天井を見つめているように思えた。


    　七日はその視線を追って、顔を上げる。


    「待て……。違う。六花は、死を望んだわけじゃない」


    「アア……」


    「六花……。君が死を望むなら、僕はそれをも肯定しよう」


    　人影の前で、龍之介が白雨を振り上げる。七日は立ち上がり、ヨタヨタと駆け出した。


    「待てっ……！」


    　白雨の刃が振り下ろされるのと、七日が人影をかばい、体を滑り込ませたのは同時だった。


    　七日の肩に白刃が喰い込み、背中にかけて大きな血ち飛沫しぶきを散らす。


    「……アア」


    　人影は残された左手を、高々と天井に伸ばしていた。


    　天井には、巨大な魚の影が映し出されている。波状にゆらゆらと煌きらめく光の中を、シーラカンスの影が悠々と泳いでいる。幼い頃、七日とともに見た、見世物小屋の不思議な魚だ。


    「……お前は、死を望んだわけじゃない。新しく、生まれ変わりたかったんだ──」


    　歪いびつな人影を抱き締め、七なの日かはささやいた。


    　この人影は、独房に残された六りつ花かの魂。暗く冷たい水の底で、それでも気高く、美しくありたいと願った最さい期ごの願い。その想いを受けて発生した、人を喰くわないマガツカミ──。


    「──そうだろう。ラティメリア」


    　瞬間、独房の壁が瓦解し、視界が開けた。


    「ナノ……。起きた？」


    　七日が腕に抱く、人影のモヤモヤが霧散する。そこには六花の魂の代わりに、紫のフードを被かぶったラティメリアがいる。その手を七日の頬ほおに添え、赤い瞳でじっと、その顔を見つめている。


    　壁が崩れて現れた景観は、元の検査室だった。爆発に揺れる工場内だ。


    　後あと退ずさりして七日から距離を取った龍りゆう之の介すけは、辺りを見回した。


    「夢から覚めたのか……？」


    　六花の夢は崩れ落ちた。すぐそばの壁には先ほどと同じように、アンバーの光に照らされた〝禍まがツ六花〟が、うっすらと目を開けている。


    　ラティメリアは、七日に掴つかまれた腕に血がついていることに気づき、眉まゆ根ねを寄せる。


    「ナノ……ひどい怪け我がだわ」


    　斬られた肩や脇腹から大量に血が吹き出し、スーツがあちこち濡ぬれている。その足元には、大きな血ち溜だまりができていた。龍之介の刃を受け続けた七日の体は、限界を迎えていた。


    　呼吸が深く、その顔はいつにも増して青白い。七日はがくりと床に手をつく。


    　しかしその心は、喜びに満ちていた。


    　──六花の魂は、ラティメリアの中にあった。


    　──だからこそ他の〝六花のマガツカミ〟の誰よりも、六花に似ているんだ。


    〝私はマガツカミだったよ〟地獄のような戦場で、そう言って泣いた六花の声を思い出す。


    　──お前は本当に、マガツカミになっちまったんだな。


    　マガツカミとなって、生き直そうとした。


    　自由で奔放で規格外で、いつも予想の斜め上を行く六花らしいと、七日は笑った。


    「……約束を、守る時が来たな……」


    　七日は懐ふところに手を入れ、山吹色の巾着を取り出した。独房で見つけた六花の犬歯。質にとっていた、ラティメリアの依より代だ。それをラティメリアへと差し出す。


    「いいぞ。俺を喰っても」


    「え。もう、死ぬの……？」


    　しかしラティメリアは、巾着を受け取ろうとしなかった。


    　七日の言葉に、戸惑いを見せる。


    「けど……今はちょっと、イヤだわ。あんたが死んだら、誰が名前をつけてくれるのよ。私……これから独りぼっちじゃない。どうやって生きたらいいかわかんないよ」


    「好きに生きろよ」


    「イヤだってば！」


    　ラティメリアの言葉を無視して、七なの日かは静かに言い聞かせる。


    「好きに生きろ。いっぱい笑え。いっぱい泣け。人間だからとか、マガツカミだからとか、煩わずらわしいことは考えなくていい」


    　──生きろ。気高く、強く、美しく。


    　──六りつ花かの絶望した世界を、塗り替えていけ。


    「……ラティメリア」


    　七日は、自分の名づけたその名を呼んだ。


    　澄んだ赤い瞳を真まっ直すぐに見つめる。綺き麗れいな目だと、今更ながらに思う。


    「お前は、〝ラティメリア〟だ」


    　七日はゆっくりと、体を折り曲げた。床に頬ほおをつけ、目を閉じる。その体から、甘い香りが漂っていた。ハンバーガーよりもおいしい、甘い血だ。


    　ラティメリアは七日を仰向けにする。


    「……じゃあ少しだけ、血をもらうわ」


    　ラティメリアは七日の頬に手を添えた。


    　それから体を曲げ、七日の下唇くちびるを噛かんで、滲にじんだ甘い血を舐なめた。


    



    　黒く垂れた長い髪の奥で、〝禍まがツ六花〟の瞳がぼんやりと灯ともっている。


    　その色が青紫であることに気づき、龍りゆう之の介すけは〝禍ツ六花〟に背を向ける。


    「ハイドランジア……〝夢喰くい〟の発動は君の仕し業わざか」


    「おや。バレてしまったな」


    　ハイドランジアは黒髪を上げ、ただれた口の端はを吊り上げてみせた。


    　下半身は肉塊で固定されているため動けないが、上半身であれば比較的自由だ。


    「〝禍ツ六花〟を〝視界ジャック〟したんだ。まーあ、禍まが々まがしい姿をしてはいるが、ちゃんと目は機能しているようでよかった。どうだどうだ？　楽しかったろう。六花の脳を使った、六花の記憶を巡る旅だ。途中で余計な邪魔が入ってしまったがな」


    　ハイドランジアは青紫の瞳を眇すがめ、ラティメリアを睨にらみつける。


    「……すまないが、今は君と遊ぶ気にはなれないんだ。いいかい。一度だけ言うよ」


    　龍之介はハイドランジアに背を向けたまま、言葉に力を込めた。


    「今すぐに、六花の体から出ていけ」


    　しかしハイドランジアは腰に手を当て、不満げである。


    「連れないな。もっと楽しもうじゃないか。お前も六りつ花かを慕うのであれば、覗のぞいてみたい過去の一つや二つあるだろう？　初めてのおねしょだとか、人に言うのも耐えられぬ秘密だとか！　そうだ、初恋なんてどうだ？」


    「警告はしたよ、ハイドランジア」


    　懐ふところから小雨を取り出した龍りゆう之の介すけは、瞬時にその鞘さやを抜き、〝禍まがツ六花〟の青紫色に灯ともる光彩へ突き立てた。


    「きゃああああああっ！」


    　痛みに喚わめくハイドランジアの声が、検査室に響き渡る。


    「お嬢っ！」


    　悲鳴を聞きつけ、部屋の暗がりに身を潜ひそめていた翁おきなが飛び出した。


    　龍之介は〝禍ツ六花〟の瞳から小雨を抜き取り、唱える。


    「エンチャント──〝光〟」


    　属性づけされた短い刀身が、目ま映ばゆい光を放つ。龍之介はそれを、迫る翁の球体に放った。


    「んのあああああっ！」


    　翁もまた、大口を開けて絶叫する。暗がりの塊である球体が、散り散りに霧散した。


    　意思を失った〝禍ツ六花〟は、再び頭を垂れる。


    　龍之介はその頬ほおに触れ、閉じた目から流れる赤い血を拭ぬぐった。


    「すまない六花。痛かったかい」


    　龍之介の背後で、ラティメリアがゆっくりと頭をもたげた。


    　振り返り見たラティメリアの外見に、僅わずかな変化が見られる。


    「古ふる川かわの血で……〝ドレスアップ〟したのか……？」


    　ラティメリアの衣装は紫のパーカーにスカート、ハイソックスのまま変わらない。しかしフードを外して晒さらしたその長い髪が、右半分漆黒に変色していた。


    「待ってて。すぐに終わらせるから」


    　七なの日かにつぶやき立ち上がったラティメリアは、龍之介を睨にらみつける。その右目の光彩が、黒に染まっている。右手には、七日の落とした白しら雨さめが握られている。


    　龍之介はその姿を見て、微ほほ笑えんだ。


    「僕を殺すかい」


    「私の獲物に手をつけたあなたを、私は許さないわ」


    「……許さないか。六花の魂を持つ君に言われると、こたえるな」


    　言ってすらりと、白雨を抜いた。その切っ先をラティメリアへ向ける。


    「六花は死を望んでいた。僕はそれに気づかず、悪戯いたずらに苦しめてしまったようだ。……せめて安らかに、眠らせてやろう」


    「……は？　私は六花じゃないし」


    　ラティメリアは白しら雨さめを持つ右手を前にして構える。


    　今まで何度も相対してきた、七なの日かの構え。


    「私は、ラティメリアだ！」


    　足を踏み込み駆け出した。


    　どこかで轟とどろく爆発が、部屋全体を大きく揺らした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　エントランスフロアの上部が次々と爆発し、壁が剥はがれ落ちる。


    　フロアに無数の瓦が礫れきが降り注ぎ、火の粉が舞い上がった。工場の至る所で発生した火災が飛び火し、エントランスフロアは炎に包まれていた。


    　崩れ落ちた階段はもう、見る影もない。


    　祈き祷とう士したちへ負傷者の搬送を指示していた雪ゆき生おは、辺りに生存者がいないことを確認して巳み月づきへ声をかける。


    「獅し童どうさん！　あとは古ふる川かわくんとラメちゃんを──」


    「いや、上へはもう行けねえよ」


    　巳月は腰布一枚だけまとったまま、フロアの中央から階段を見上げていた。


    　半分から砕け、鉄骨の折れ曲がった階段。その一段目に、リリウムがいた。祢ね々ね切きり丸まるに串刺しにされていたはずだったが、脇腹を裂いて拘こう束そくを解ほどき、這はいずって階段を上ろうとしていた。床におびただしい血の痕あとが、細く長く続いている。


    「どこ行くんだ、リリウム。階段はもう使えねえぜ」


    　巳月の問いかけに、リリウムは体を起こす。階段の一段目に背をもたれ、垂れた長い髪の隙間から白い瞳を覗のぞかせる。


    「……最後に……お願いが、あります」


    「お願い？」


    「……私を、ケラススとロサの元へ連れていってくれませんか……」


    「はは。死ぬなら妹たちのそばでってか。お前、あいつら裏切って龍りゆう之の介すけについたんじゃねえの」


    　リリウムは喋しやべるのも苦しいのか、時折表情を歪ゆがめながらすがるように訴え続ける。


    「お願いします……。後生ですから……」


    「やだね。俺がお前のお願いを聞いて、何の得があるってんだ」


    　軽い口調で巳月が言うと、リリウムは白い瞳を細める。


    　そしてゆっくりと立ち上がった。


    「おお、まだやる気か？」


    　身構える巳み月づきと雪ゆき生お。しかしリリウムの次の行動に驚きよう愕がくする。


    　リリウムは祢ね々ね切きり丸まるで貫かれた傷口に手を突っ込み、内臓を掻かき出し始めたのだ。


    「私のっ……依より代を差し上げます……。私を殺していいから、だから……その前に……あの子たちの元へ──」


    　腹から溢あふれた大量の血がリリウムの足元に跳はね、血ち溜だまりを作った。


    　巳月は顔をしかめ、雪生は口元を押さえ青ざめる。


    「いらねえよ！　俺は古ふる川かわじゃねえんだ。お前らの命にも依り代にも興味はねえっつーの」


    　ふらりとよろめき、前に倒れたリリウムは、頭を垂れてつぶやき続けた。


    「お願い……どうか……」


    　切実に繰り返される哀願に、巳月は「くそが」と舌打ちをする。


    「先に行っててくれ、雪生」


    「でも……もう崩れ落ちちゃうよ……」


    「俺は不死だ。心配いらねえよ。それより外で、七なの日かと喰くい神を待っててやれ。たぶん大怪け我がして帰ってくんだろ。お前が必要だ」


    「……わかりました」


    　雪生は頷き、正面の入り口へ駆ける。


    　爆音が轟とどろいて振り返った。エントランスフロアに、大量の瓦が礫れきが降っていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　頭上より振るわれた刃に自身の白しら雨さめを添え、龍りゆう之の介すけは相手の剣の軌道を変える。


    　ラティメリアの進撃は止まらない。次々と繰り出される刃を、龍之介は受け流していく。


    　キン、カキンと刃同士が打ち鳴らされる中、龍之介は驚いていた。


    　目を見開き、無表情のまま、まばたきさえせず白雨を振り続けるラティメリア。その動きは、七日のものと似ていた。──いや、似ているどころか、そのものである。


    　体格差からくるリーチこそ違えど、攻撃のタイミングや連撃の順番、わざと隙を見せ、相手の動きをコントロールしようとする癖まで同じ。まるで七日と戦っているようだ。


    　さらにその剣捌さばきにプラスして、ラティメリア自身の攻撃が加わる。白雨を捌いた直後に、五指を広げた左手の引っ掻きや浴びせ蹴けり、回し蹴りまでついてくる。


    　身を引いた龍りゆう之の介すけの鼻先に、ラティメリアのつま先が掠かする。


    　床に着地したラティメリアは、回し蹴りの勢いそのまま左足を軸に回転し、足払いを仕掛ける。それすらも避けられると、またも勢いそのままに、さらにもう一回転して白雨を振るう。


    　止まらない猛攻にバランスを崩した龍之介の胴へ、刃が迫る。避よけられない──そう判断した龍之介は、折れること覚悟で白雨を立て、防御に構えた。


    　するとラティメリアの白しら雨さめが、その刀身同士がぶつかる直前に、ぴたりと寸止めされた。


    　ラティメリアもまた、白雨を正面から打ち合わせ、自身の刃が折れることを嫌がったのだ。


    「……はは」


    　龍りゆう之の介すけは笑った。そのような動きも、判断も、七なの日かを連想させる。


    　間合いを空あけ、向かい合ったままジリジリと精神を削り合う。


    　息はまだ上がっていないが、ラティメリアもそれは同じ。右が黒、左が赤の光彩で、じっと龍之介を見つめたまま、今にも飛びかかってきそうである。


    　龍之介の頬ほおに、つつ、と血が垂れた。いつの間にか、ラティメリアの爪つめの先が肌に触れていたのだ。二本入った切り傷を指先でなぞり、またも驚く。


    　──この僕が、傷つけられたことすら気づかないとは──。


    　ゴゴゴゴゴ……。地響きとともに床が揺れ動いた。爆発音は続いている。パラパラと、降ってくる瓦が礫れきの量も増している。


    　龍之介は〝禍まがツ六りつ花か〟を一いち瞥べつした。ハイドランジアの支配から解とけた六花は、肉塊に下半身を飲まれたまま、前屈かがみの状態でだらりと腕や長い髪を垂らしている。


    「……終わらせよう」


    　龍之介はつぶやいて、左手を前に出した。そして唱える。


    「チート・コード──〝麒き麟りん〟」


    　自身の素早さを飛躍的に向上させる〝麒麟〟を召喚する。リミットの外れた真っ白な麒麟。龍之介にしか使えない、オリジナルの四し瑞ずい召喚。


    　四秒の間、桁外れのスピードを得るため、相手はその姿を目で追うことさえできない。誰にも破られたことのない、無敵の必殺技だ。本日は、料亭で祈き祷とう士したちを相手に使っており、体に負担の大きい術の使用は避けたいところだったが、じきに崩れ落ちる工場内では出し惜しみしない。


    　早くラティメリアを──六花の魂を眠らせてやろう。


    　見据えた先のラティメリアは、龍之介の血がついた左の指先を咥え、舐なめていた。


    　そしてその手を前に差し出し、唱える。


    「チート・コード──〝麒麟〟」


    　ラティメリアの小さな手の平の上に目ま映ばゆい光が発生し、白い麒麟が召喚された。


    　龍之介は目を見張った。


    「……バカな」


    　龍之介の手の平に乗った小さな麒麟が、歌うように鳴き声を上げ足元に飛び降りる。その大きさが膝ひざ丈たけほどまでに肥大化し、龍之介の全身が白く発光する。


    　同じようにラティメリアの麒麟も飛び降り、肥大化し、ラティメリアの体を発光させる。


    「……僕すら真似まねるか。喰くい神」


    「……」


    　階下で、今日一番の爆発が発生した。


    　騒音と地鳴りが一層激しくなり、ヒビの入った床が、抜け落ちる。


    　崩れた足場とともに、龍りゆう之の介すけとラティメリアは落ちていく。


    　落ちていきながら、限界を超えた四秒が始まった。


    　巻き上がる砂さ塵じんが、崩れる瓦が礫れきが、検査室の様々な機械が。七なの日かの体が、〝禍まがツ六りつ花か〟が。ゆっくりとスローモーションで落下していく。


    　白い光をまとった龍之介とラティメリアの二人は、足場を蹴けって飛び跳はねた。


    　同じスピードで肉薄し、同じスピードで白しら雨さめを振るう。避け、受け流し、刃を弾く。離れた二人は、静かに落下していく瓦礫を足場に着地。それを蹴って再び接近する。


    　検査室の崩れ落ちた先に、エントランスフロアがあった。


    　視界は開け、辺りを炎が包み込んでいる。


    　静かに揺らめく赤い炎に照らされて、二人は空中で刃をぶつけた。


    　高い金属音は瓦礫の間をぬって響き渡り、折れた二つの刀身が、ゆっくりと宙を舞う。


    　龍之介は空中で、半分から折れて根元だけとなった白雨の刃を、横に寝かした。このサーベルはまだ使える。ラティメリアの胸骨の間を滑って、その心臓に突き刺すことができる──。


    　と、刃を返した目の前に、迫るラティメリアの顔があった。


    　黒髪に黒い瞳。まるで右半分が六花のようなその顔に、ほんの一瞬、躊ちゆう躇ちよが生まれた。


    　次の瞬間。龍之介の胸骨の間を滑って、ラティメリアの握る折れた白雨が突き入れられる。


    「かっ……」


    　目の前に吐き出した血すら、スローモーションで跳ねた。


    　体を包む白い光が薄れていき、〝壊れた麒き麟りん〟の効果が消えていく。


    　瓦礫や砂塵や階下の炎が、従来のスピードを取り戻していく──。


    　龍之介はエントランスフロアへと落下した。その頭上に瓦礫が降り注ぐ。


    　ドーン、と響く轟ごう音おんを聞いて。辺りは暗くら闇やみに包まれた。


    



    　──ドクン、ドクン。心臓の脈打つ音が聞こえる。


    　どれほどの時間が経ったのか。あるいはそう経っていないのか。龍之介はうっすらと目を開けた。辺りは真っ暗だった。何も見えない。何も聞こえない。


    　龍之介は何かに背をもたれるようにして、座っていた。疲労感で体は動かせず、痛みも感じない。ただ、痺しびれるような寒さを覚えた。


    　ドクン、ドクン──。自身の心臓には、折れた白雨が突き刺さっているはずなのに。


    　静けさに満ちた空間に、心音が響き渡る。


    　これは〝禍ツ六花〟の鼓動だ。自分が背にしている肉塊が、静かに鼓動を繰り返しているのだ。


    　背後から龍りゆう之の介すけの体を抱き締めるように、白い手が垂れていることに気づいた。見上げたすぐ目の前に、黒髪を垂らした六りつ花かの顔がある。


    　顔の右半分はただれ、左目は龍之介に突かれ閉じている。それでも六花と同じその顔は、穏やかに眠っているように見えた。


    「……六花」


    　龍之介は力を振り絞り、自身の腕を持ち上げる。その手の平を、六花のただれた頬ほおに触れる。


    「君に、言いそびれたことがあるんだ。君が蘇よみがえったら、真っ先に言おうと思っていた──」


    　龍之介の膝ひざの上には、懐ふところからこぼれたのか、文庫本が落ちていた。六花に借りっぱなしだった『こゝろ』だ。開かれたページには、桜が一枚、挟まれている。


    　そのページの上に、さらに一枚、ひらひらと桜の花びらが舞い落ちた。


    　花びらは徐々に数を増していき、龍之介の頭上に降り注ぐ。


    　龍之介は目を開けない六花を見上げ、ささやいた。


    「──愛している」


    　ドクン、ドクン──。


    　龍之介の体を抱く白い手が──その指先が、微かすかに動いた。


    「バカね、龍之介」


    　ある声が耳じ朶だに触れた。あの日、夕焼け色に染まる丘の上で、聞いたのと同じ明るい調子で。


    「もしかしてそれを言うために、私を生き返らせようとしたの？」


    「……答えを用意しておけと言ったのは君だ」


    「そんなこと、言われなくてもちゃあんとわかってたんだから」


    　桜吹雪の舞い散る中、六花は八重歯を覗のぞかせて笑った。


    　龍之介は六花の腕を抱き寄せる。その柔らかな体温が、冷えた体を優しく包み込む。


    　桜はいつまでも降り続いた。


    　それは〝禍まがツ六花〟が見せた夢なのか。龍之介自身が死ぬ直前に見た幻なのか。


    　──六花。君に会えてよかった。


    　龍之介は微ほほ笑えみ、ゆっくりと目を閉じる。


    　ドクン、ドクン、ドクン。穏やかな心音に耳を傾けて、最後に笑うのをやめた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ナノっ！　やったわ！」


    　崩れた瓦が礫れきの上に倒れる七なの日かの姿を見つけ、ラティメリアは駆け寄った。


    「ねえ見てた？　私、すごく強くなってたわ！　これもあんたの血のおかげなの？」


    　ラティメリアはうつ伏せて倒れたままの七なの日かの前で、自分の姿を見せつけるように一回転する。青と黒の交じった長い髪が、ラティメリアの動きに合わせて揺れ動いた。


    「ねえ、いいよ！　名前をつけさせてあげるっ！」


    　しかし瓦が礫れきに横たわる七日は、いつまで待っても目を覚まさない。


    　ラティメリアは小首を傾かしげた。


    「ナノ……？」


    　じっと動かなくなった七日を見下ろし、ラティメリアはその名前を呼ぶ。


    「ねえナノってば。眠ってる場合？　私、ドレスアップしたのよ？」


    　うっすらと開いた瞳は、力なく地面を見つめていた。


    　その身体からだを起こそうとして、腕を伸ばした。そして、七日の肌に指先が触れた瞬間、理解する。


    　七日はもう、ラティメリアを叱しかることもないし、白しら雨さめで脅してくることもないのだ。


    「待って。ねえ、イヤだって、私、言ったわ！　ねえナノ！」


    　キュウと、心臓が締めつけられるのがわかった。そんなはずはない、とラティメリアは胸に手を当てる。これはロサの言っていた、〝大切な人を失った痛み〟だ。


    　胸が締めつけられて痛い。苦しい。息ができない。


    「私──」


    　この声すらももう届かないと知って、言葉を飲み込んだ。


    　動かない七日の手には、山吹色の巾着がしっかりと握られていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　雨は雪へと変わっていた。


    　あちらこちらで赤い回転灯の灯ともる駐車場では、負傷者の搬送や応急処置が行われている。辺りは、負傷者の呻うめき声や救助者たちの叫ぶ声に満ちていた。


    　夜空に工場の爆発音が轟とどろき、フェンスの向こうの野次馬たちが、わっと声を上げた。


    　工場の中心にある鉄塔が崩れ落ち、ギギギ──と悲鳴のような音を響かせる。大きな炎が吹き上がり、空を真っ赤に照らし出した。


    　炎えん華かも氷ひよう華かも、救急隊員や他の祈き祷とう士したちも、救助の手を止めて工場を見上げる。


    　雪ゆき生おは、悲痛に表情を歪ゆがませた。


    「古ふる川かわくんっ、ラメちゃん！」


    　工場へ駆けようとしたその肩を、鹿か島しまと南なん天てんが押さえる。


    「危険です、雪生様！　近づかないで」


    「でも、まだ古川くんとラメちゃんが……！」


    　その時、濛もう々もうと吹き上がる黒い煙と砂さ塵じんの中から、人影が現れた。


    　晒さらした青い髪を煤すすけさせ、ぼろぼろの格好でトボトボと歩いてくる。


    「ラメちゃん……！　離してっ。ラメちゃん！」


    　雪ゆき生おは鹿か島しまと南なん天てんの手を振り解ほどき、ラティメリアの元へ駆けた。


    　足を止めたラティメリアの体を、飛びつくようにして抱き締める。


    「ラメちゃん。よかった。無事だったんだね」


    「雪生……」


    　ラティメリアは、呆ぼう然ぜんと目を見開いたままつぶやいた。


    　雪生はラティメリアの腕を掴つかんだまま、体を離し尋ねた。


    「ラメちゃん。古ふる川かわくんは？」


    「ナノは……」


    　ラティメリアが持ち上げた手の平に、山吹色の巾着が乗っている。紐ひもを指に引っ掛けて、ラティメリアが大切に握っていたのは、七なの日かが常に持ち歩いていた六りつ花かの犬歯だ。


    　雪生はラティメリアの顔を見つめた。


    　その見開かれた赤い瞳が、じんわりと潤うるんだ。


    「死んじゃった」


    　ラティメリアは、ぽつりとそうつぶやいた。


    「ごめんね、雪生。ナノ、死んじゃった……」


    　閉じたラティメリアの頬ほおを、大粒の涙が伝う。雪生は何も言わなかった。何も言えなかった。ただ息を呑のみ、目を伏せて視線を泳がせて、それから再び強く、ラティメリアを抱きしめた。


    「ナノ、死んじゃったあ」


    　ラティメリアは雪生の腕の中で、声を上げて泣いた。


    「わあああああん。うあああああん……」


    　雪生は声を噛かみ殺し、ラティメリアの頭を抱き寄せる。


    　鹿島と南天が、炎えん華かと氷ひよう華かが、その姿を離れたところから見つめていた。


    　赤い空から雪が降る。駆けつけた祈き祷とう士しや、治安部隊員の頭上に。


    　運び出された工場の従業員、救助隊員たち、野次馬たちの頭上に。


    　そして声を上げるラティメリアと雪生の頭上にも。


    　雪は等しく、降り続いた。
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    　工場が炎上し崩壊した翌朝になっても、雪は音もなく降り続いていた。


    　ガラガラ、と瓦が礫れきを押し上げて、黒い影の塊が姿を現す。翁おきなが身を挺ていして護まもっていたのは、左目に眼帯をつけた髪の長い女。ハイドランジアは翁の下から這はい出て立ち上がり、不機嫌にスカートをはたいた。


    「……龍りゆう之の介すけの奴め。この私を刺すとは」


    　瓦礫をどかした翁が球体の形へ戻り、その大きな口を開く。


    「〝禍まがツ六りつ花か〟の目玉が、きちんと機能していて助かりましたな、お嬢」


    「まったくだ。直接この目玉を埋め込んでいたのなら、依より代を刺されていた」


    　ハイドランジアは、盛り上がった瓦礫の山に立っていた。見渡せば、辺りには崩れ落ちた壁やタンクが転がっている。その上に薄く雪が積もり、辺り一面、白く染まっていた。


    　遠くに見えるショベルカーやクレーン車が、瓦礫の撤去作業を始めている。


    　見上げた鉄塔は傾いていた。その向こうの厚い雲から、雪は今も降り続く。


    　ハイドランジアの頭上に、翁が影で傘を作った。


    「それでもお嬢は生きておられる。さすがにしぶとい」


    「お前もな」


    　二人は顔を見合わせ、にやりと笑う。


    「さて。向かうとしようか」


    「どこに向かうので」


    「決まっているだろう。北だ」


    「北……？」と球体を傾かしげる翁を置いて、ハイドランジアは歩き出した。


    「なあ翁。人間とは実に面白いものだ。自身の肉よりもうまいものを作る。喰くうのが惜しくなってしまうよ。おいしいものを作るのは、奴らの防衛本能かもしれんな」


    　ハイドランジアは一人得とく心しんし、青紫色の瞳を細めてつぶやく。


    「……可愛かわいいね、人間」


    　ハイドランジアの意向を理解して、翁がその背を追いかけた。


    「なるほどっ。北海道ですか。カニですな」


    「カニだっ。カニは北のほうがうまいのだろう？」


    　言ってハイドランジアは、瓦礫の山から見渡す銀世界に、両腕を広げる。


    「さあ、派手にいこう！　この世の美味を食い尽くすぞっ！」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「南なん天てんがね？　街まで下りるっていうから、みんなそれぞれお遣いを頼んだの。私は、一番甘いの買ってきてってお願いしたわ」


    　山の中腹にある甲こう良ら神社の裏手には、霊園があった。背の高い木々に囲まれた、開けた霊園の一角に、巫み女こ装しよう束ぞくをまとったラティメリアが立っている。


    　夜になれば街灯もなく、真っ暗で一人では来られないような場所だが、今はお昼前。空は青く澄み渡り、柔らかな日差しが降り注いでいる。


    「そしたらね？　みたらし団子を買ってきてくれたのよ。じゃあん！」


    　ラティメリアは手に下げたビニール袋から、プラスチック容器に入れられたみたらし団子を取り出した。墓石の前で容器を空あけ、串をつまんで一口かじる。


    「あんまぁい……！」


    　団子で頬ほおを膨ふくらませ、満面の笑みを浮かべるラティメリア。


    「何？　食べたいの？」とラティメリアは赤い瞳で、墓石を見つめる。


    　大きく息をついて。仕方ないなあというふうに、残り二本のみたらし団子をプラスチック容器に入れたまま、墓石の前へ置いた。


    「私はあんたと違って優しいからね！　感謝なさい、ナノ」


    　それから手を合わせ、目を伏せた。


    　ラティメリアが口を閉じると、霊園は再び厳かな静けさに満ちる。


    　山間から聞こえる小鳥の声。木々の梢こずえがさやさやと揺れ、春風はラティメリアの青く長い髪をそよがせた。その顔に落ちる木漏れ日が、揺れ動く。


    　正面の墓石には、〝古ふる川かわ七なの日か之霊〟と彫られている。


    



    　川かわ崎さきの液晶パネル製作工場が崩壊してから、三か月が経った。


    　祈き祷とう士し協会は当初の予定通り解体され、この国に公式の祈祷士はいなくなった。


    　ただどこかでマガツカミが現れたという話があれば、必ず祈祷士が登場する。公式に認められた祈祷士はいなくなったものの、マガツカミを斬る技術を持つ者は、至るところに存在しているのだ。


    　甲良神社のように相談を受けて退治に乗り出す組織もあれば、民間企業としてマガツカミ退治の会社を興す者たちもあった。またある者は、かつての七日のように個人で依頼を受ける。


    　協会がなくなった今もどこかで、祈祷士たちは人々を護まもり続けている。


    「ああもうやだあ……」


    　筆を持つ手を止めた雪ゆき生おは座卓から体を離し、へなへなと畳に仰向けとなった。


    　雪生の作業を手伝っていた袴はかま着姿の鹿か島しまが、正座したまま資料から視線を上げる。


    「またそうやってすぐサボろうとする……。ダメですよ！　この私がお目付け役として雪生様の補佐を任されたからには！　きちんと神主としての仕事を全うしていただかないと！」


    「だって、神主って忙しすぎる……ダラダラしたい、お昼寝したい、お酒飲みたいよう」


    「はあ。これでは甲良神社の先が思いやられる……ラティメリアさんを見習ってください」


    　鹿か島しまは、工場炎上の日から居い候そうろうし、巫女として働くラティメリアを指して言った。


    「毎朝早起きして境けい内だいを掃き、神社の行事には率先して参加する。今やよく働く巫女の鑑かがみです」


    「ラメちゃんかあ……私は心配だよー……」


    　雪ゆき生おは畳に転がったまま、アンニュイにつぶやく。


    　背筋を伸ばして精進料理を食べる、ラティメリアの姿を思い返した。


    「何がです？」


    「だってお肉もお魚も食べないしさ。なんだか、ラメちゃんじゃないみたいで……」


    「……本人は固く否定されていましたが、やはり六りつ花か様の生まれ変わりということは……？」


    「どうだろうねえ。六花さんもお肉は好きだったはずだけど……」


    「雪生ー。お客さんだってー」


    　体を起こして振り返れば、縁側の向こうにホウキを持ったラティメリアが立っている。


    「お客さん？　誰だろ」


    「あの人だよ。あの、死なないチビの人」


    



    　巳み月づきは広い和室に通され、もてなされた。座卓テーブルには、肉や魚などの料理が並ぶ。


    　その姿は看守服ではなく、民族衣装のようなだぼだぼしたシャツを着ただけのプライベート仕様である。祈き祷とう士し協会解体後、巳月は職を離れ、妖よう刀とう探しの旅をしていた。


    　吸い物をすすりながら、同じ卓につくラティメリアが粛しゆく々しゆくと箸はしを運ぶのを見つめる。


    「喰くい神、お前。ちょっと見ないうちに大人びちまったな。巫み女こ装しよう束ぞくのせいか、つましい神社生活のせいか。もしくは元気がないだけか？」


    「……別に。普通に元気だけど」


    　ラティメリアは目を伏せて、表情一つ変えずに答える。


    　その箸が肉や魚を避けていることに、巳月は気がついていた。


    「ふん……。まあいいや。今日はな、お前と雪生にいい知らせを持ってきたんだ。実はな、北の方でケラススとロサの目撃情報があってな」


    　雪生は箸を持つ手を止めて、向かいの巳月へ顔を上げた。


    「あ、やっぱり二人は一緒なんだ」


    　あの時、「妹たちの元へ連れていって」と哀願したリリウムは、妹たちのそばで死ぬために、そう言ったわけではなかった。肩を抱く巳月に、リリウムは告げたのだ。


    「妹たちの元へ行く前にもう一つ、お願いが……。〝禍まがツ六花〟から、脳と心臓を取り出してください……妹たちの、依より代を……」


    〝夢見神〟と〝偲しのび神〟の依り代は、まだ生きていた。


    　六花復活の計画は元々、ケラススとロサの命を引き替えにするものではなかった。二人の依り代部分だけを摘出し、六花の体を再構成するという計画。それに反対するケラススとロサの体は、一時的に仮死状態にし、大切に保管されていた。


    　つまりケラススとロサは依より代を抜かれただけで、死んではいなかった。


    　リリウムは二人の妹に依り代を返し、復活させることを巳み月づきに頼んだのだ。


    「また二人して旅を始めたんですねえ……。でもそれのどこがいい知らせなんですか？　別に私やラメちゃんがそれ聞いても……」


    「まあ聞け。その二人、人間を連れてるらしいんだ。黒髪でひょろ長い、枯れたような男をな」


    　ぴたりとラティメリアの箸はしを持つ手が止まった。


    　雪ゆき生おが目をしばたたかせる。


    「え……。や、だって。ラメちゃんは心臓が止まるのを確認したって……生きてるはずは……」


    「わかんねえだろ。いるじゃねえか。死を弄もてあそぶ、禁じられた能力を持つやつが」


    〝偲しのび神〟ロサ。その力は、死者の心臓を喰くうことで、その魂を繋つなぎとめる。


    　六りつ花かに禁きん忌きとされ、名をつけることさえ許されなかった能力──。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    『たこ、たこ、たこ焼きぃ。たこ焼きは、いかがぁ～♪』


    　ウインクしたタコの看板を掲かかげたパーラーから、陽気な音楽が流れる。


    　赤と黄色に塗装されたワゴン車の中では、火ひ鉢ばち屋やがたこ焼きを焼いていた。三角ずきんをつけ、首にタオルを巻き、姿形は本格的だが、その顔は気け怠だるげである。


    「……はあ。天才の無駄遣いすぎるわ」


    　政府からも祈き祷とう士し協会からも逃亡した火鉢屋は、日銭を稼ぐため、たこ焼き屋を営んでいた。今や住まい兼職場であるワゴン車で、火鉢屋は日本各地を放浪していた。


    　カウンターの上に頬ほお杖づえをつき、火鉢屋はたこ焼きを一個、口に放る。


    「……あかんうまい。たこ焼き焼くのも天才やんか……」


    「みゃあっ」


    　火鉢屋の言葉に応えるように、カウンターに立つウミネコが鳴いた。


    　ここ数日エサを求めてやって来る、やけに人懐なつっこいウミネコである。ここは山間の道の駅で、近くに海もないはずなのに、どうしてこんなところにウミネコがいるのか。


    　首にスカーフを巻いていることから、飼われていたのが迷子にでもなったのかもしれない。


    「君、最近毎日来んな。そんなに俺のたこ焼き気に入ってん？」


    　火鉢屋の押し出したパックから、喜び勇んでたこ焼きを啄ついばむウミネコ。しかしパーラーに近づく気配を察知し、すぐに顔を上げた。


    「たこ焼き……二つ……」


    　黒髪にひょろ長い着物姿の男は小銭をカウンターに置き、覇気のない声でつぶやく。


    「みゃあ、みゃあっ……！」


    　その顔を見たウミネコは羽を大きく広げ、男の頭へと飛びかかった。


    「……ああ？　何だ、この鳥……？」


    　顔をしかめ、ウミネコを追い払おうとする男。


    　その姿を見て、接客用に貼り付けた火ひ鉢ばち屋やの笑顔が引きつらせる。


    「んなっ……！　なんでっ……!?」


    　慌ててカウンターの下へ身を隠す火鉢屋。なぜ死んだはずの男と、このような辺鄙な土地で遭遇するのだ。奴は〝禍まがツ六りつ花か〟を壊そうと単独工場へ乗り込んだと聞く。〝禍ツ六花〟を作った張本人である自分を許しはしないだろうし、何より落ちぶれたこの姿を見せたくはない。


    　火鉢屋はカウンターの下で救急箱を引き寄せ、注射針を取り出した。


    　ウミネコを頭に乗せた男は、姿を隠した店員を探した。


    　キッチンを覗のぞこうと身を乗り出したと同時に、カウンターの下から陽気な女が飛び出す。


    「はーい、いらっしゃあい！　たこ焼き二つですね？　今詰めまーす」


    「……あんた……。どっかで会ったことが……？」


    「ぎくっ。気のせいじゃないですかー？　どこにでもある顔なんでえ」


    　たこ焼きを詰めながら、笑顔で誤ご魔ま化かす女性化した火鉢屋。チラと男を一いち瞥べつする。その背後に、パラソル下に座るケラススとロサの姿を見つけ、さらに顔を青ざめさせた。


    　──いや何このパーティー。どゆこと……？


    



    「ねえロサ。やっぱり不安だわ。あんな凶暴な男を連れて歩くのは……」


    　ホワイトローブに身をまとうケラススは、パラソルの下で息をついた。


    　ロサは、ケラススの弱気な表情を笑い飛ばす。


    「心配性ね、ケラ姉は。大丈夫よ！　あいつの魂は私の中にあるんだもん。料理の腕も立つし、剣の腕も立つ。うまく使えば、便利なことこの上ないわ」


    「……今は記憶がないから扱いやすいけれど。記憶を取り戻したら、きっと抵抗してくる。私たちを斬ろうとするわ──」


    「だから、名前で呼ばないようにしてるんじゃない」


    　ロサは、人差し指を唇くちびるの前に立てる。


    「名前を呼ぶことは、その人の存在を認めてあげることになるんだから。だからロサたちはあいつに新しい名前をつけて、支配するの。ロサたちが〝犬〟と呼ぶ限り、あいつは〝犬〟として生きるのよ。違う名前で呼ばないよう気をつけて？」


    「……そうね、気をつけるわ……」


    　ケラススは唇に指先を添え、口を噤つぐんだ。


    「……ほら。たこ焼きだ……」


    　テーブルの上に無造作にたこ焼きのパックが置かれ、二人は居住まいを正す。


    　見上げた男の頭の上には、スカーフを巻いたウミネコが我がもの顔で丸くなっている。


    「何……？　その鳥」


    「知らん。なぜか離れようとしねえ」


    「まあ……。鳥には好かれるのね、あんた」


    　ロサはほくほくと湯気を上げるたこ焼きに爪つま楊よう枝じを刺し、口に運んだ。


    「はふ、はふ……おいし」


    　ケラススもまた、つまみ上げたたこ焼きを小さな口を開けてかじり、「ンギィも食べる？」とテーブルの上に置いた植木鉢に差し出す。


    　土塊から顔を出したンギィは、大きく口を開けてたこ焼きを飲み込んだ。


    「ロサもペットに上げようかしら！　食べる？　はい、あーん」


    　向かいで頬ほお杖づえをつく男は、「……いらねえ」と差し出されたたこ焼きにそっぽを向いた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　雪ゆき生おの姿が見当たらない。鹿か島しまは神社内を歩き回り、その姿を捜していた。


    　そして書類の山積みとなった座卓テーブルの上に、一枚の置き手紙を発見する。


    〝神主の座はお父さんに返します。捜さないでください。雪生〟


    「……大変だ。逃げられたっ！」


    　顔を青くした鹿島は、慌てて部屋を飛び出した。


    



    「獅し童どうさん、出して！　早く！」


    　三輪トラックの荷台に、たくさんの荷物が投げ込まれた。


    　巳み月づきは背後の小窓を開け、荷台の縁へ足を引っ掛ける雪生を振り返る。準備をしてくるから待っててと告げて自分の部屋へ消えた雪生は、巫み女こ装しよう束ぞくのままだった。


    「お前、その格好で行くのか」


    「着替える暇ひまがなかったの！」


    　雪生が背にする拝殿の前では、鹿島と南なん天てんが合流していた。


    「雪生様はいたか!?」「あっちだ！　まだ境けい内だいを出ていない！」


    　こちらを指差し、走ってくる二人。雪生は声を上げる。


    「きゃあ来た！　獅童さん、早く！　──あわっ」


    　急発進したトラックの荷台の縁で、雪生はバランスを崩し、鼻をぶつける。


    「のお、お、お、おお……」


    　ドバドバと鼻血を出しながら、荷台を見渡した。


    「あ、あれ？　ラメちゃんは？」


    「ああん？　後ろいねえのか？　さっきまでいたのに」


    　巳み月づきは運転しながら答えたが、荷台のどこにもラティメリアの姿はない。


    　雪ゆき生おが境けい内だいへ振り返ったその時、雑ぞう木き林ばやしの中から、ラティメリアが姿を現した。巫み女こ装しよう束ぞくに鞄を肩から提げた格好で、追い掛けてくる鹿か島しまと南なん天てんよりも手前を走る。


    「雪生！　待って」


    「ラメちゃん！　掴つかまって！」


    　流れる鼻血もそのままに、荷台の縁から腕を伸ばす雪生。


    　ラティメリアはその手に掴まり、雪生に釣り上げられるようにして宙を跳はねる。


    「うっきゃあああっ！」


    　荷台に仰向けに転がる雪生のそばに、ラティメリアが着地した。


    「ラメちゃん……どこ行ってたの……？」


    「これ。いらないんなら、もったいないから」


    　ラティメリアが雪生に見せたのは、七なの日かの墓に供そなえたみたらし団子だ。七日の魂があの墓にないのなら、お供えする意味がない。


    　二串まとめて横にして、一気に団子へかぶりつく。


    「んまあいっ！」


    　そして体を発光させて、〝ドレスアップ〟した。


    　巫女装束は瞬時に掻かき消え、代わりにシーラカンスを模したパーカーをまとう。黒のハイソックスに、ひらひらの短いスカート。耳のそばには小さな髪飾り。


    　風になびく青い髪を、紫色のフードで覆おおった。


    　鳥居を潜くぐった三輪トラックは大きく跳はねて、坂道を下っていく。


    　甲こう良ら神社を、鹿島と南天を置き去りにして。


    　ラティメリアは運転席の後ろにしがみつき、前を向いた。視界に広がる街並み。その向こうに見渡す海は大きく、キラキラと水面が太陽の光を反射させている。


    　吹き抜ける潮風を肌で感じる。両腕を広げ、赤い瞳を輝かせる。


    「雪生。私、自由だわ」


    「うん」


    「やりたいことを、やりたいだけやるの」


    「うん。やろう。やりたいこと、全部」


    　目指すは北。


    　ケラススとロサのいる方角。


    「待ってなさい。ロサなんかに渡さないわっ！」


    　大きく息を吸い込んで、眼下に広がる世界へ叫ぶ。


    「あんたは私が喰くうんだからああっ！」


    　ラティメリアは八重歯を覗のぞかせて、澄み渡る青空に笑った。


    



    
      了

    


    


  


  
    あとがき


    



    　デビュー作である「こうして彼は屋上を燃やすことにした」の刊行日が、二〇一一年の五月二三日でした。前作の喰い神３巻の刊行日が二〇一六年のおんなじ日でしたので、わたくしごとではございますが、いつの間にかデビュー五周年を迎えていたようです。


    　この五年間を思い返してみれば特にプライベートな思い出はなく、人ひと気けのない深夜のファミレスや、プロットが組めず半日を過ごした公園、ひどい原稿を送った時に鳴り響く担当氏からの着信音（キューピー三分クッキング）ばかりが思い出されます。


    　第二作から長い間担当についてもらってたハマダ氏には、いろいろと助けていただきました。つらかったけど、それ以上に楽しかったですね。


    　また今巻から担当を引き継いでいただいた星野さんにも、大変お世話になりました。展開や演出、構成など、僕の思い至らない部分まで提案してもらい、おかげ様で満足のいく最終巻に仕上がりました。


    　ああ、そしてnauribonなうりぼん先生！　ともすれば暗く重たくなってしまうストーリーを可愛かわいく、そして鮮やかに彩いろどってくれてありがとうございました。ラティメリアは、なうりさんの設定画を見なければ生まれなかったキャラクターでした。もうあの「んまあい！」と笑う屈託のない表情を見られないのかと思うと寂しく感じますが、またいつかどこかで、ご一緒にお仕事ができれば、と切に願っております。


    　さて。いつもなら謝辞を書き終えたここら辺りでもう、書くことがなくなるところですが、最後ですので改めて、きちんと読者への謝辞を伝えなければなりますまい。


    　七日の喰い神４巻を手に取っていただき、本当にありがとうございます。ここまでシリーズを続けられたのも、読者であるみなさんの支えがあったからでございます。


    　僕やなうりさんや編集さんたちが意見を出し合ったり、時にぶつかって変な空気になったりしながら懸命に作ったお話を、もしもみなさんのお気に入りのシリーズの一つとして数えていただけたなら、作り手冥みよう利りに尽きるというもの。深夜のファミレス生活も報われます。


    　シリーズ通して六りつ花かにまつわるお話がメインとなってしまいましたが、まだ語られていないシナリオも残っていました。七なの日かの名前が〝花〟でない理由だとか、獅し童どう巳み月づきの本名だとか、ラティメリアとサキちゃんの再会だとか。


    　僕も含め、読んで追いかけることは適かないません。けれど読者があのシーラカンスのような紫色のフード姿を、仏ぶつ頂ちよう面づらの枯れた男がいたことを知っていてくれる限り、パラレルワールドのどこかで、二人の物語は続いていくのだと思います。


    　また何か食って。「んまあいっ！」とか言って。


    　ということで七日の喰い神、これにて閉幕。ありがとうございました。


    
      カミツキレイニー

    

  


  
    カミツキレイニー


    Kamitsuki rainy


    



    今巻で通算10刊目になるようです。ちょうどキリ良く終わらせることができました。ラティメリアを書くのは最高に楽しかった！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    七日の喰い神４
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